







5 巧を あらたに 生まれん i ナ るが おな 並に わが 父 巧に 巧ぐ 




近代の 巧 爭亿が了、 謀が ilt が 哉が 上い か 5 巧なる 役割を ぶ」 つ 、ぉる を、 今 墨 言を を/ 
ミで あらぅ 特に 今次 大戰 にが ミ ドィッ ぞの 作. 诞 ヒッ トラ— 戰巧 — •ち 從來 《舊 巧を にが 

る窝お f 根本的に 打ち 巧り、 ミ」 に I 廷 の 雲る 震 お 態 I がち、 藥 かつてな さ囊 のが^ 
ィ された 政 お 巧 巧 巧 的 皆 謀 邸を 展開した。 を 頭の 論义 は、 この 患 巧に めける ドィッ 的 巧が のが 剖に あ 
り その他の 說說 は、 を傳 との 閒な にかて、 お 聞、 なち 靑 年間 題 等に ちろ 時 巧に 埋めて 閒 ながい 
切なの み 巧に 化な したつ もりで ある。‘ 

なは この か 年閒を 自分の 《しい 知掛 とお 索と 舅との 一切を 傾けて、 謀臺 養の 研究に を 巧して 
巧 ホので わるが、 鼻 Q 妻と 巧閒 Q 不ぶ は、 私 Q 念 巧车る 巧慧音 ミ； も津」 得な かつち 
本 ミ 5 さか ふ 解る かくちな の 巧究は 巧を、 困 おな 力 戰に奠 せんとす る 熱 おに おゆる、 

I ジ ャ-ナ gK 卜 として、 薑 の 分 《ずる 戰 巧に をろ そのち 巧を 煤ろ 且つ 巧め るた をを さ I 
たは かを い 巧 力の 現れで り、 從 つて、 巧を の あおを# 巧に M しを いも S 一つ もない をで あろ 
しかし、 この 妾が 巧ず 巧に ホつ て、 おの あ 索と 巧 巧ち を 巧なる 巧が の お f 共に、 不たミ 


お化して、 旣に & したる 自己の 巧 見を、 次の お 文が 反 おして ゎると いふが がを チ 巧ぶ をは、 本 巧の が 
巧を 通じ、 隨 がに 巧 見され るか も かれを い。 けれども、 をれ はおの なをと 理 をが.、 巧 力 班への 巧 力 U 
巧 ae 制な 立の ための ホ 巧に 始を 一す かきつ、 ある、 とい ふこと を、 いさ、 かも 否を する ものでは ない 
と 信ずる。 - 

る！ おは 困 まな 力 巧のを も 勇が なる】 巧 ± として、 何人ょりも ホな し、 をの 力 巧き 希望と 教 おに 
なえで、 あるひは 硏 巧し、 ホる ひは 紀 叫し、 巧に 我 巧 か巧践 的に 巧ひ來 りたる もので ホる。 本を は、 
♦も 巧 白に それを 示して くれる であらぅ。 

今 おの 抱を つ、 ある 困 まに おする お大の 希望と を頗 は、 あらゆる 分 巧に 互る 巧 化なる 宜 がか 巧の お 
なで あり、 從 つて、 巧 固た る宜 か 省の が設 である。 

この 私の 年來 のま おも、 新 巧 制の 化 現と 共に、 ホ 第に 近づきつ、 あるかの かくで あるが、 私は 宜が 
夕の投 立と いふ、 巧 巧の 目的 達 ホまで、 ホして 供 手 巧 巧して はねない。 だが、 おは 宝が •謀が 巧に が 
ける 巧 田の 現が に 大いに 不 がを 巧く-人 として、 佑く まで これにな 力し、 ま 傳謀格 巧に かける、 を 巧 
の R がを 巧く ために 同 ひを むで ホら ぅ。 

本書の 中には、 ホ W の ホを ゃ夕 •巧の 麻 > ょり 引用し、 K 巧した をが も 班み ホい が、 巧 巧を 摧 ける 


ために、 がて 引例の ザ 作の おかを せず、 附錄 に參考 巧を 示す に 止めて 坦 いたが、 あに 夕 くの 黄 おと 示 
巧と 巧が とを おたて 下さつ た斯 がの ホ ザに、 なに 深甚なる 感謝の なを 表して 窗 きたい。 若し、 本 まの 
两 をに S か屢 C 学る こ- yt ぱ 、それは？ 私を 8」 了 下さつ を、 多く Q 委 質の 巧 R と 

いふべき で 走る。 . 

本ずに 牧 めら れた諸 論文は、 すべて 昭巧 十四 年 十 I 頁ょり 約 十ヶ 月忆 互る 閒ち惡 Q 巧に、 寸暇 
を偷ん でを き 掠つ たもの だけち ほおなる 點 、巧 望る 部み もが 當夕 いで ホら ぅが、 が 自身に とつて 
はなめ て贵冀 な岡爭 の記錄 でも ある。 

二 一二の 研究 的な 論文 Q 他は、 いさ >1 かお Q 巧 創 的な 見 おに もとづ. くも Q で ホる が、 それ ゼ けに 巧 
奇的自 あ 的なら ざる やを 巧れ る ものである。 

ホ W 备 化の 巧 お 切を る 巧 示が と 巧嘴搪 を、 又 何人ょりの 忌がない 巧 化 許を も 鲁んで 巧 巧ち して ゐる 
ホ 巧で ホる。 

. 、 なれ 二 千々 な年ピ at ご， • 
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宜傳 •謀略に 閱 する 詳論 


戏爭 にがけ る 謀格宜 巧のを 巧を. 
大诞に 現れた ドィツの 宜巧 巧…. 

巧 時下の 巧 まと 宜 が… 

ドィツの 巧 ホが 制 法 

をが 寫 巧の 軍 ホが おお 


第二 篇 「宣傳 と 新 助」 にがず る 詳論：.. 


(一) 化 力 巧 下の ■新曲の 役割. 

(二】 巧說 とお 說 

(云) が 制 お 巧と 新曲 おを… • 
(四) 围 をを 巧と 斬枯が 制…. 
《五) ディト リツ ヒの お扣 論. 
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國巧 •靑 年」 問題に 朗 ずる 詳論 


を 語る 巧 巧 お… a 



ホけ ン ピア 映 おと ドィツ _ 

巧 下 ホが おの 巧究 

ち 本 主 巧 撃と 巧 下み が换. 


スポ —ッ巧 巧. 


寫眞宣 傳に關 する 評論 

巧爭は 新しき 巧 巧を 生む：. (S】 

ち 年報 道寫 な巧究 をに 捧 ぐる ホ 

函巧双 曲が (カメラで 衝く 時局の 化 判と お 揉) 

巧 おな 巧 新 巧 論' 

寫巧化 評 条に對 ずる 化 許 

為な まょを 裝サょ 

巧 「泛 巧寞さ 五十れ ま 
「室 W 研究」 の夕 ♦« I K 








一沪 


巧じ边 }み’ ん媒姐 操む 降 じ迦附 な: な, ,1 十む を •剧 はん 梢がん が々 り-]' 小 •-ッ イド 

し昭 をな 八 ； ） し る ム て [ 脾 お を 脚 



m^m 


L 邮む 、向に 職が 人 • C 








■"み^ 一一 


一 連， 

r ， ‘-*>4^ .. 一— 4 

こ.—.-- ^^gHj 








驾 巧に スン 亏フ てけ， 巧 巧を 雨 白で 面 H 八十 

巧が 卜ぶ 例 一ん むち 巧け-し 川 化を なかん お 化 .1、--. 卜 
フぶ哄 はみ がか 十 みを 抑 ホん 陪な 化份掛 卜化ヴ 戊お 
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、戰爭 にがけ る 謀が 宣傳の 重要性 


ィツ 的 巧 おとは 何 か 


1. r4_a«2nJd4u®_PM»2_^-_5_«#^ 

^ - V が ホ 心 化が 夕 0 辟み， ぶみ ザす る 主題 「巧爭 にがけ る 謀が •直 巧の ま 巧 性 j u r ドィッ 的戰 略とは 
I 矿^^^’1娘み阜巧|的を||めるにホ立ち、 がは本論の讀ホ〇がに、 なめこつのおを、 俾に巧白に 

I 重； レぶ 著壤 I 

の寸 賞-。 げ^ 現^ 巧が されつつ ぁり、 世 ホ 的 宜が戟 の 渦中に 巧 集され たる 謀 巧と ちがに 
I 2Bi^ るを 巧 巧を 唯^^^^^^ のぶ 巧め て宜 傅が 要素を 多み に 含んで おり、 その 巧 巧を がめ 得ない 巧で ぁ 
り、‘， 化り- が け お！^ やが 案や觀 をが、 かして 正確を る 巧が のが 巧に 属する ものでは なく、 
'ゎん^^本能の巧巧で‘ホも.？&11の才能の巧題でぁって、 私の巧をと硏巧が同じ- っのを料にぉして、 
がず しも 他の 巧 祭を、 またはが 究 索と 一を する もので ない とい ふこと である。 

巧 ホの がに 閒し ては、 ドイツ 宣 巧せ 大臣 ゲッベルスが- プ P パガン ダの 技巧は かして おび 得られる 
ものでは なく、 ネ 能の 問題で ある。 故に、 みして 一な のみ 練 や 手 化 巧には なり 得を い。 プロ パガン デ 


こ} はしが ま 

^ 巧.？^*^^ み， する 主題 「巧爭 にがけ る 謀が •直 巧の ま 巧 性」 U 「ドイツ 的戰 略とは 
^巧|.^ぶ^||めるにホ立ち、 がは本論の讀ホ〇がに、 なめ二つのおを、 俾に巧白に 
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ィ ストは 人生の あらゆる 巧 巧に かで、 巧 來るガ け 巧 化な か 巧を 所有し なければ をら & い」 と 妙 ホ ホる 
名言を 述べて ねる。 

この 巧へ てが へられず、 巧んで 學び 得られぬ プ P パガン ダで ホれ ぱ こそ、 この 宙の間 題に 阳 むを 有 
する ものに とつて、 お 眼の 巧 ホが 巧く ので あり、 また 盡 きせぬ 不 を 謀な 独力で すら あり 得る。 

(こ} を B をな 政を と 巧 かとの n 巧 

しかし、 私が ま 巧の 不備と 不お 巧なる にも拘らず、 ことさらに 今次 大戰 における ドィッず の 謀が • 
ちが 巧 巧を 巧究の おみ としをる 所な は、 本が 的なる 全 班 主義 載爭 なる ものが お 開され、 從 つて、 をが 
々巧に かいても、 走た おめ てを 巧主堯 的を 係 巧が とも 云ん べき 巧 自の宜 が 被 術が、 巧 爭の舞 g にを 場 
したの も、’ 今ホ大 城に 於て、 端め て 見られた 現み である からだ。 

クラウゼ ウィッツは 「巧爭 は 他の 手段を がて するな 治の 巧な なり」 とい 0 たが、 たしかに 巧爭 はか 
治の 乎 巧で ホつ て、 この 手段の 巧 巧は、 まとして 巧を 理論に が 巧し、 それにぶ 右され るから、 私は 巧 
治と か ホとの H 巧の 究明から 本論を おわねば ならない。 ： 

巧 ままな 又は 自由 まなは、 巧 お 的、 從 つて 又 巧な 的に、 をは まな 巧 術を 巧 巧す しむる に不巧 巧で ホ 
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る。 しかも、 巧 治 的に をな 主 巧で*^ いおり、 その s はがめ て 不利を 化 件の 下に 巧は ねぱ ならめ。 

もしも 日本が 支那を 巧の 巧始 せる！ {がに、 を 巧 主義 巧 得を お成して ゐ たなら ば、 現を よりもを^' 有 
利な 巧 局が お 巧され てゐ るで あらぅ ことは お 像す るに 困難では ない。 

巧 近巧强 にかても 城が 下に 適 巧す る 新 か 治 推 制— がち、 を お 主 ま 的け 治 獲 巧の 巧規 巧が 巧 ホされ つ 
クホ るは、 この 困が にして 不利なる が 件を 克服し、 日 まを 巧の がか— 巧 謂 東亞 共を 西の 確立— をな し 
を げんがた めで ある。 

ここにを 巧 ま 巧は を 巧 巧に ついて、. 一音 說 明な したる 巧に、 全 巧 まを 巧爭の 上に ま 巧なる 役 おゎよ 
めつつ ホる、 おの 巧 詞を巧 まを 的 謀な •宣 が 戰術 論を おめ る ことにしよぅ。 

自由主を《個人まをリ巧主まをは 「自由」 とデモクラシ|の？^{名におれ、 一巧の個人に大衆を巧巧 
せんとす る 組 巧で あり、 從 つて、 その 自由とは、 一巧 個人の 巧 あの 自由を な 話ず るの 制度で も ある。 

全 巧 ままは、 これにな して、 ナベての 個人を 共通の 福 社に 從 * せしめる ことを 目的と して おる。 即 
ち、 公ぶ はお 益に 先んじて 巧 まされねば ならず、 全 ほ (困 お) のが 榮の 下にの み、 困 巧 共通の 巧榮が 
巧され るので ホる。 個人 ま 巧 U 自由 ま窮 U 巧 主 ま 巧は、 自由 •平等 •用を の 名の もとにが つて 法# の 


:じ 良.， 
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お 巧が を巧來 したが、 を 巧 ま 巧は、 巧 制 下に たけるが 巧 化を 商ら しで、 これに 巧 巧した。 しかも ' ft 
も 斤むな ことは、 巧 まま 義 •自由 ま 巧の かおが、 お讓 によつて 沒 巧に 行かす るのに だし、 全 巧 ま 祭 技 
巧は 巧 巧に よつ てな 速に、 その 目的を を 巧ず る。 - 
を 巧 ま 旁は、】 種の 化 治 的 生存 閱爭 のた めの 化 巧で あるが、 ソ がのを 巧 ま 巧とは 違 ひ、 マルクス ま 
巧を が考 へる がかく 人閒は その お 巧が 巧 ホに よつ でのみ 助かされ る ものとは 信ぜ ホ、 ザろ 人間は 食物 
をし では 生きられ ぬとは をへ、 お 巧 的な 在が 上の、 何 かより 窩い ホ 望— 例へ ば 巧 族の 巧展 —の理 をを 
抱わず して 生活す る ことは 出來 ない*. とい ふなを を 持つ て 衣り、 自由 ま 巧が 巧き 111^ 的 巧制义 化に 巧 
存 せんとず るに 反し、 後 ホは 現代の 科 お 的 時代に、 飽くまで 科を が ホ 法に よつて 生きん とする。 從つ 
てを 巧 主を は窩 がに 化 巧され たる 近代 巧 巧の が產 でも ある。 

ヒヴ トクーが、 ドィッの靑か年に 「止に親しむ」 ことを巧求したのは、 靑か年を、 都巿文化の巧巧 
的 空 おの やから あ ひ、 荒な しを さがを 巧を させ、 更に 租 国を— 「血と ±」 の再認 敬を させ、 また 1 面 
協同 巧 化 奉仕に 巧つ てな 巧 的 勤 巧の 概 神を 化を する ためで あつて、 かして 舊 農業 的が 制への ながでは 
ない。 ’ 

を 巧 ま 巧に ついで 完全なる 論述を 試みん とするならば、 巧ら く、 そのために のみ】 がの ザが を义巧 


とする であらう。 ホに、 おは 本を を 進めつつ を 巧 ま 巧 そのものを も、 巧ら かにす るで あらう。 


(111】 巧 巧 R の# 巧とは なか < 


十九 世紀の 當 初より 第一み 大巧を おて、 今ホ歐 洲大戰 までの 我 巧 形態の 巧 巧を、 凡そ 四つの 異 つた 


時 巧に 大 がする C とが 出來 るで あらう。 


巧 一は、 近代的 お 巧を はてす る I 敬の 中 世紀の 馬上 試合 (明治 _ 初年に がける 备戰な 並に 日 淸巧爭 ま 
で) にある ので あるが、 兵器の 進 ホは 地上に 巧 化して ゐ たお ± をして 單 なる P ボットた る ことを 拒ま 


しめ、 これは やがて 墅巧 巧に 拌 化する。 


第二は、 抱と 巧 丸との 化 & 的爭 奪で あり、 途方もない 生かと を 巧を 巧 巧に 供して、 を 巧 場を 巧 巧し 


さし、 が 巧を 不可能を らしめ た。 (日な 戰爭) 


巧 一二は、 化な によつ て 巧 化せし めんが ためにした 中歐諸 固に おする 計 ま 的 包 困と、 お 制限 お 水 お® 


による その 報な である。 (巧 一次 世み 大戰) 


第 四は 今 ホ大毋 にかて お 初にみ 巧 化された ところの、 かの 巧 岡 巧に がする 巧 おょりも ザろ、 お ± の 
丈み と、 モれ を まへ る两 巧の 袁を におす るな！！ にある。 
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この 第 四 s 田ぶ 法 c そ、 s 最ち强 調 サん车 ると c ろ Q も Q でわゥ 、柔論 研究 Q 夏は、 れ 
田 丈 お S 妻 巧醫巧 Q 巧网養 £ する 蓋と いふ お玻術 S だ ある。 

巧 苗の 嘉を 養せ」 《、そ SS 戰豎お 蓋季る ミム S はがが 的 5 ではない。 從つ 
て ^^>れはを搪ま|}{落組按せ*£^れざぶ俄なな手エ業が盡する憲ではをく」了、 その营と£、 
巧とは 整 養、 玻 革、 ガ K 及び お 水ち、. 更に 謀が i 傳 とい 喜 さお 器で ぉぇ おち ミは を 
窒巧 的れ iuQ 上に 組が さたる が 謂 S 閣 鏡を にして、 初めて 生を し 得ク虐 S ので あろ 
この 雲 ミ 巧」 い 巨 梧は、 兵 ま 巧闲为 の 2 的 基？ をる 敵 真の 神 舅の 巧 f 巧 ふので あ 
ろを て、 妻の 巧 巧、 第一 こ幫 巧の、 ホには ず跃の ss 壌が、 轿我ホ 論— がちを 璧巧 

巧 爭葡— のな 时 となる に 到つ たので ホる。 

文明とは 鳥へ QIQ 歷塞 りと いはれ を、 近代 S 爭 、管 今み 大器 かさを 2$ つて、 职爭 
なる も ？§ づけを なず るなら C 、 擊 とは 人 即 s 葵を なて する 巧が の 征服で わる、 とい ひ 
得る であらぅ。 巧 方 e 保有し ずは お团 S 巧す る 近代的 兵器を 完全 £ 服」 得る お 術と お雾 をが 持 
しで ゐて 、始めて 勝利のを 活を巧 巧 化 ホる ので ホる。 

この 成が ょりが 巧に 至ろ が H の ±お の 巧 巧と いふ 新 巧 巧は、— 巧と 宴 (ラ デ 丈 おに 訪が巧 
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とい ふが かを 兵 巧 力のを 巧の 變 化に 巧っての み、 はじめて ホし をげ 得る もので ホる。 


(四) 巧 夕の運 ホを ホを する ものは 巧；！； 力で みる 


世が のす 巧評說 おや、 革ず 消息通の 巧 おを 美 尊に 窠切 つを、 今み 跌洲大 邸の ドイツ 側作戰 は、 巧 巧 
にぉけるノルゥュ 1の攻がとぃひ、 ぶ月十日^後か荫，白の進巧とぃひ、 をく疾風ぁ窗的で、 を世ホ 


は 目に もとまら めが 巧果 おな ドィツ 軍の 猛進に、 ドギモ をが かれた 有様で、 ホる ものは これを 起 不可 
あなな 薪 兵器の 出現に ょるとい ひ、 まを ある ものは セ 十 余 トンの 超菜戟 率と、 これに 裝滿 されを 大乂 
巧 砲の ぶ 力に あると いひ、 更に また 念 降下 爆 おとを 下み 部 跃の神 巧を をの 活逃 にょると もい はれて ゐ 
るか、 かくと も 今日までに 判明せ る ドィツす の新戰 術と して、 巧に をる しく、 まを 軍事 巧 巧 家の 1 を 
せる 點 は、 な 下み 部族を もふくむ 航空 険と戰 車 おと 跑み隊 化 S つの 巧げ なる 化み をせ にがる が詞 お# 
的巧戰 のが 倒 的 勝利で あり、 他の-つは 極度に 發 達しを 立傳戲 —— 特にを ホ攪化 工作を、 この 寬# が 
進 巧の 反面に あ髙 度に 利用して がみを おめ たとい はれて ねる。 

また 他の 論を は、 武力を 伴は ぬ お巧掩 制なる ものは、 な 力 的 全随趙 にがては、 むしろ 第二 諾 的を お 
巧し かお じ 得ない、 巧ち 巧 金 も、 を 源 も、 經巧掩 制 も、 お 等のを 力を 铃 つた 長期 战 でない 眼り、 商を 
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に s サる两 ま s# 的 勇 s 忆は 、巧を お 力に 近い も？ ホる と、 7 ラン K s 因を 探究して 
かく 結論を 輿へ てね る 評論 案 も ある。 

これら 一連 のぞ 事 評論家の 見方ち 権に 一面の 薑が 含まれて おり、 その 限りに がて 正—;、 それ 
故に 必ずしもを つてね ない とはを へない が、 ホして ドイツ 軍 お 利の なおを 巧いて ゐる ものと もい ひ 得 
をい。 か < とも、 をれ は ドイツ 側 作 玻の中 巧を 巧いて ゐ るふは いひ 得ない。 

堂の 緒說 におして、 おは 巧逸摹 議 (を 日 ドイツ 大化館 付 巧を ご ッキ ふ 化が 「お 巧 マガ ジ 
ご 《ル 巧畏 A 刊ち 誌上の 座談み でされ ちな が 大戰參 觀の姐 お 謀の 一が を 引用 すれち その 反联 
として 十々 化り るで あらう。 . 

. 「フランスが 巧 術 的に ドイツょりも 劣つ てゐ たとい ム事 におは 考 へられません。 フランスの 對巧車 
巧 も、 フランスの 巧 革 も、 非常に 立派な もので、 フランスの 砲 おは 非常に 便れた ものです。 それに も 
おらず トイ ツ巧 ザに おして 苗が 立を を かつた とい ふことは、 フランス のみよ 巧の 閒 にお 力が をを に 
& されな 力つ を 結 某であります。 巧う いふ やうな おが、 フ テ；^ スがイ イツに 齒が 立を なかつ た 巧 因で 
はない かと 考へ ます。」 

* を 日く 「た V ドイツの 今日 Q 哉 滕がお 兵器 ガけ忆 ょつ て 巧され をのでは をく、 兵 おを 巧 巧す る 
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兵 貞の巧 巧が これを 戍し をげ たもので ある 事は を容 へ出來 ると 思 ひます。 玻爭の 運命を か定 する もの 
は ホ 巧では をく して、 巧 神で あると 言 ふこと です」 ドイツ 大勝の お 因は、、 勿論な 雑 巧 化な 領域に をる 
巧 題で あつて、 これを-言 にして 巧定 する ことは 不可能を ことで あるが、 それに も 巧らず 「巧 ホなる 
兵器に がる ドイツず のが 神 力と 备 兵科の 共同 一を のを おが 巧戰 のが 利 一は、 敢早 や- 點 のな ム おがの 
をい 巧 本が 巧 因で ある。 

しかも、 この 兵器と 固 巧の 精神力の 强 化と 防 巧 力は、 ホして 一朝に して 築き上げられる ものでは な 

ぃ。 ， . 

また、 夕诞國 のな お 力が I フランスと ドイツとの 巧 力の 差違 1 は、 マヴキ I 大佐の 云ム ほどに 
何等の 曆贿 もなかつ たとは をはれ ない。 例 へげ、 一九 S セ 年に おける フランスの がまが 製作の 能力は. 
月產 111 十八 塞と いふがん どな じられ ない が 能で、 それに 反しを 時の ドイツは 月產 一千ち を 超 迸ず ると 
いふ おくべき か 字を 示して ゐ るので ある。 しかし、 巧 戟巧围 の 巧 撃 力が、 若 じより 近似 的で あれば ホ 
る ほど、 な々 活力に をむ 意志、 巧ち 戰陶的 巧が 力が、 お異 がな 力と なることは 必 がで ある。 だが、 こ 
の 巧 尚が 巧 神 こそは、 玻 閒的訓 巧の 化 お 的 巧 化に よつ ての みまず るので ある。 

だから、 ヒット ラ— は、 化 巧の 自 巧が、 ちちの 道な 的な ななり とかへ、- 切を 皮 おに 供す る 巧 巧と 
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訓 揉の 强 調に 巧ク て、 巧び 一九 一四 丄九 年の 巧试の 反を 防止した ので あつた。 

(五) フ ラ—# 軍の 4 巧 サる豫 9 

世 巧の 巧 巧 巧 論 家の、 殆んど 凡てが、 ドイッの 今 ホ 大巧に かける お 倒が がが を 巧 見し 得ず、 また そ 
の 半を 過ぎた 大巧 — ノル ウェイ、 オランダ、 ベル ギ— 、フランス — にがけ る ドイッ 巧 勝利の ミ 巧 
を、 把 提し見 佳め 得ない のに も 巧らず、 今ホ大 裁の 開始され るに ホ だち、 ドイッ、 イ タリ— の 全 巧 ま 
巧廣 巧の かを が 勝利を 巧 見す るの みならず、 全 巧 ま 黄が 爭 にかいて 登場す るで あらぅ ところの 新しい 
巧 巧を も的摊 になな しを 軍事 巧 論 まが、 おの 知る 眼り にぶて け、 世み に タッタ I 人 だけ あつた。 しか 
も、 巧巧なことには、 それは兼ホらぅ、 イギリス參謀將校フラー將軍である。 

フ ラ—羣 は r 伊 こ巧爭 の々 がと 將來戲 J と 題す る I 寄に がて、 を 巧 ま義戰 爭の戟 略を 巧 開して 
おりに も 美 巧に、 しかも 的確に 巧 まま 蘇 蹄 合 西側の かか、 を 巧 ま お 巧 略に 立つ ドイッ •イ タリ— 側の 
大踩 をな 巧して ねる の も 巧？ ある。 7 ラ‘， 奪に 從へぱ ご 化 一四— I 八 年の 大巧は を 期の 非 雲 
的を を 巧の 連 巧で あつたに 反し、 ホの 巧爭 は、 僅か お巧閒 巧く に過ぎない 一回の 巧擊 であるか も かれ 
ない』、 とい ふので ホる。 そして 『か、 る獻爭 にかて は、 蹄 班を 加岗 がを 全に 全 巧 ま 黄 巧 爭を巧 約し 
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がが 巧 s のか 員に 備 へる 大を 軍を 巧ぞ しない 眼り、 かの 聯盟と いふ、 接梭な 制裁と 集 巧 保障に をた る 
不 巧な 巧 傅を 存置す る 餘她が どこに あるか？ 加盟 國が 右の 準備を 巧 ふこと を 同意す るに しても、 そ 
れは それら 諸 囲が 全 結 ま義戰 がの 基礎を 全 お 主義 巧 治の 上に 置かない 眼り、 お年閒 にち る 論議を 意味 
する の だが、 それらの 諾 園の 巧 ホに 全 お ま義的 精神が おへられぬ 眼り この ことが それら 諸 閣をぞ 全に 
する であらう か。 、 

例へ ば、 獨簡に 巧 か 戰爭が 起つ を 場 口、 もし ドィツが お _ 初に 巧 おを 加へ る 辜れば、 社 貪 ま義フ 
ランスに がて どんな ことが 超る だら うか？ フランスの 巧 お 力が どんな もので あらう とも、 同 圍が完 
全に な 慌に巧 はれる ことは、 巧ん ど 疑問の 餘 地は ないし、 その 巧慌 は、. 同 陶の化 おを、 從づて 必然々 
に 叉 フランスの なお 力を 完 をに 攪 みする であらう。 なし、 この 巧 想を 逆にして、 がち、 もし ドイツが 
最- 初にを おされる とすれば、 同國 巧は ラ デ ホを 傳 にょつ て、 I をして 軍 像 的に 統一され た、 園 案的紀 
をの 下に 面 かれて ゐる ために、 十中八九までは、 巧慌は 避けられ、 同 固化 府 がな 動に 移り 得る 時閒的 
おおが 與 へられる であらう。 ’ 

.こ、 で、 我々 は 何を 見る か。 二つの 巧 をれ ない が おお 制閒 のが 巧の みならず、 巧 異なる 二つの 軍 李 
思想 凶の 巧染を 見る ので ある。 巧 ままを 巧 園は、 政治ぶ び巧爭 において 巧 遇しつ、 あるに 反し、 ドイ 


費， 弦- . 
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ッは 前進しつつ ある。 がをは それまでの 巧、 巧を 器を 制限 せんと 試みつつ ホる のに だして、 巧ぞ はを 
近 數年閒 、日 巧 巧武费 のを 用を 準備しつつ ある。 これらの 兵器は、 今や 極めて お 力と なつて ゐ るし、 
まを 哉 時 その 偉力が 完 をに 展開され るを めには、 急 巧が 必裝 であるから、 もし このを 巧が 逮 がされる 
ならば、 勝 かの ホは 極めて 迅速に つき、 集围 巧證ガ とか、 經が 的、 軍事的 制を の 適用な どは、 巧巧不 
能に 陷る であらう。 かくて 我々 は、 ネ盾 しを 巧 勢に 到達す るので ある。 がろ、 を拓 ま義踩 術の 巧 用が 
巧 主 ま 義諸國 に 巧して、 その 自衞 上、 强 要されて ゐ る、 とい ふこと である。 

ところが、 巧 主 主義 諸 巧は、 政治的に、 從 つて 又 敬が 的に、 を對 ま義强 術を を连 せしめる に 不適を 
である。 何 かなら、 踞爭 はげ 治の 手 巧で あつて、 この 予 段の 巧 巧は まとして 巧 お 理論に 依據 し、 それ 
に 左右され るからで ある。 もしお 主ま義 巧が を絕 主義 戰 術の 採用を 迫られて ゐ るの だと すれば、 がら 
がけ 治 的に 全 巧ま窮 でない 限り、 極めて 不利な が 件で 戰 ふこと になる であらう から、 を來踩 における 
巧 主 まお阐 側の がかは、 巧ん ど 全く おを であらう。 、 

パリ— の 巧 治 的 略が 性と ロンドンの 經巧 的临お 性と を記请 ずるならば、 ホの 質問を、 むに 問 ふて みて 
もょ いで あらう。 いかなる 巧 巧の 现爭を 巧々 はが 備 しつつ あるの か？ もしお 耗 巧たり して 準 巧して 
ゐる ずれば！ それは 戰巧 的に 盲目な 異物 だが— 戰 へる 見 这 みが あるの か？ ん し、 巧 巧 巧の 巧 巧を 
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してね ると すれば、 巧々 のがを を 巧が がを し 集斯保 睫に 賴る ことを やめた 方が よいで あらう。 巧な な 
ら 、巧が 唐 巧の 規 ホが 巧 爭の巧 おに 巧 へられない 眼り、 巧 ニ ホ 踰盟戰 爭勃發 巧、 か時閒 巧に、 集函保 
巧は、 を もを く 集屏巧 巧に 化する であらう からだ」 

な 上の、 フ ラ— 巧 おの 論 巧は、 なんとい ム 卓越せ る 巧言で ホゥ、 また 辛が 極ま；^ 自己批判 であらう 
か？ もし、 この 狩 単が ィギリスの 化 巧を 把提 し、 をして 巧を 巧が 附與 されて むた としたを らば、 そ 
して、 それが 今日より 四、 冗 年な 前に かて 準備され てゐ たと したならば、 蹄 合 巧 側 も かく も悲 をな 化 
かを 舆 ずる ことが なかつ たか も かれない 0 

(み】 巧 神 力な 境のを g 戰 巧の ■要を 

第-ホ 大巧に かて •直接 戰岡 にお 巧を ホ だしを ものは 戰 がに がける 兵卒に 對 する 直が 工作で あつ 
た。 ドィツは この 問題に おする 巧 値 ある 反 巧を、 今 ホ大戰 にがで その 巧踐 にがて 請 巧し をので ある。 
路に 戟爭の 運命を みずる ものが、 お 器よりも 、をろ、 將 おの ± 氣と國 巧の 哉 翻的氣 々により 夕く懸 つ 
てね る ことは、 旣 にがの おおし 述べた ところで あるが、 まことに 1 國 巧の 戰鬧 の おを 力の か 何は？ 
や時玻 時を 通じて、 その 菌の 巧孩 をぶ 右す るかを 的な 要因で ある。 前記 フ ラ— 辟 ぞの全 巧 ま 巧 哉 巧の 


.一—'，’ じで.，. 卜 


_ 16 — 


巧究 は、 この ことに がても ホ、 クラウゼ ウィッッの 殿爭 論を、 ー ホが 進せ しめたる、 卓 巧せ る 見 保を 
吐 巧して ねる。 

同 持 おに なれば 『現在の 趙爭お 件に おいては、 菌 巧の I 般 住が もな 巧から 直接 保 誰され る ことは 化 
來 ない。 それ か、 もし、 一胺住 巧の 神 おが 巧擊 にょつ てが おせしめられ るを らば、 彼等の おを は 巧 ホ 
せしめられ、 その お 典 彼等の 戰閒 力が 巧 巧す るで あらう。 それ故に、 がず 巧 的 見地から ずれば、 I な 
化 巧に 巧して々# を かへ る ことは、 論理的で あり、 時 閒が巧 巧が-巧 素た る 場合には、 をし かに それは 
論 巧が である。 ガ から、 城爭 は、 ク— •デタ I の おを とらねば ならない。 巧 員では なく、 隆 謀の 形を 
政治が 雷鳴を が 巧れ とすを ま 言では なく、 靑ズ にお* とい ふ 形を とらねば ならぬ ので ある。 

現代の 邸爭 は、 科が をぶ 瑶 として ゐる ので あるから、 を i . に 戟閒が 煤が、 益々 巧 単 的に ならな け^ 
ばなら ない のみならず、 老を巧 ホの 一人-人が、 がにたい して 琐關を 挑む I 大 キヤ タ パルトに 形が さ 
れ 得る やうに、 を团 がにたい して、 がが 的 方法が 適用され ねばなら をい。 

わ I る驶 飼に おいては、 奇 なが 不可 巧の ものである ことが •、喧 ろに 了解され るで あらう。 だが、 を 
も强 力を 奇巧 形態は、 巧 問の 上の 急 巧 义は打 おを 巧へ る スピ— ドでは なくして、 兵器 又は 城が の巧杳 
さに ょる 奇巧 であると いふ ことは まだ 認められ るに 至つ てね ない」 
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だから、 この 新しい 戟爭樣 がと 舊來 のが 爭樣 がとの 巧 違は* 目的の 相違と いふよりも 、手段の 巧を 
である。 がち、 畜游爭 様ぶ においては、 をの 目的は を 巧で あり、 か國 のがえ たる 民 ホの 巧 かによ 0 て 
巧 神 的 巧みを かめる まで、 おの 資 おを 消耗せ しめる ことに あつた。 ： 

だから、 イギリスは、 今 夕大戲 にがても 、ドイツの お 巧 的 封鎖の 戰 ホを 執 おに 煤 あして、 それに 失 
化した。 だが、 新趙爭 様式に おいては、 飢餓の 苦悶が 巧 ぜられ たに 反比例して、 巧 神 的崩教 が、 かの 
! 殺菌 巧の 神經 にたいする 直接的 巧 おによ つで 達戍 される ので あるから、 ドイツは フ ラ！ 將 軍の いふ 
ホ 巧 巧 巧と もい ふべき ものを 採 巧した。 ジ ヤ—ナ リズムは これを 吿巧戰 と 名 づけた が、 このを 擊战は 
巧を なつけ、 徐 々に 人事不省に 陷 らしめ る ことの 代りに、 むしろ、 が 困 巧の お 志を、 1 おの もとにな 
醉 せしめ、 がが せしめる タザを とつた ので ある。 

はに、 巧爭の 新手を— 今み 大匙に がて 見られる がかき！ は、 あ 怖 あ 想に 基 巧を 置いで お 巧され たも 
のであつて、 全滅 又は 巧を の おな にお づ くもので はない。 

をの 目的は 隨站 なる がの あ 怖 本 龍を 眼光め させる こ •主によ つて、 哉 岡な 志を 速 ひが ふに ある。 がつ 
で、 その 化 ひがは、 息 おに 對 しでを 志を 巧し つけよぅ とする のでは をい。 だから、 チュン バレンが 
「巧が 巧 政 巧は 倩が 出 巧る ドイツ か 巧と ならば 巧モ义 渉に おじよぅ。 化し、 ヒット ラ— は その 中に 入 


_ ら ホい 一とい ム がかを 他 まもない な閒か 巧は、 を 困 5 巧を ある 統制の 装を ちし J かもを 望 巧 
^ による 3 I 。 ッパ S がの S ミム 蠢 をる 理想を もつ てゐる ドイッ 側に とつて、 何等の 痛痒を も 
巧へ る ことは 巧 巧ない。 

それより ちた ろ 「今や ドイッ S 達が を f つけ 得る 巧 巧は 過ぎち 余ら S 驾當 にを し 
て、 ぶ 百？ ミて S よえみ は 盞と巧 了 5 患を はない。」 か」、 巧？ 强ひ をるならば、 
ス年揖 ぶう と セ 年なら うと、 降 かとい# 葉ち みの 口から がまい」 と、 巧？ るで が、" さるな 
巧みと しても、 をに より 巧 共 的で あらう 《 

しわして、 この 奇巧 •諫 巧の 霞 術の 化 ひがは、 な 怖を 雑 巧に お留 民と 重の 上 S きおす ことに 
ホろ 從 つて、 新羣 手段の ザ 後に 巧は る巧戰 は、 かを なみに 陷 らしめ ると いふ こ丢 あろが ち、 
望 固 S 窒と 困ち S と菱 K 、 •哉 S 志を 完全 忆寞 せ」 《るが 度 蔓る霎 を 巧へ る ミで 

ある。 いは 心 巧が より 锭 後に 至る 精が 戰絲 をお窜 がに 巧 巧す るに ある。 

(六) ドイツ 的 RK の植 巧と しての KK 室な 

々 R •奮忆 よる 挈固 ？？、 圉巧幕 雲忆？ るが 賽更 とい ふ霞窒 、ドイッ ザが 
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今み 大巧に がて、 いかにを 用した かを、 巧く 巧 巧して みよぅ。 

全 巧 主を 巧爭の おもを をなる 巧果 とその ま 巧なる 踞巧目 擦が、 一お國 巧の おおに 打 おに 加へ る こと 
にある とい ム ことは 、を 淀ま 堯班 ホの 基 巧が 空軍と ラ デォを 巧の 上に 立つ てね る ことを なても、 もは 
や 明白で ある。 . 

r 巧 巧に 文明の 巧 達せる 圃 (フランス、 イギリス、 ドイッ) にあつ ては、 その 目 おとす る- 般閔 がの 
息を (巧ち 人閒) が、 をみ にを 巧し 傅る が 巧に 集中され てね る。 巧 おの 存在す る 都市ち その 困 巧の 
お あの 集中 的 ま 現で も ある。 それ かにを おに おる 都 巿の空 巧は、 益々 必巧 のをを 高める。 

しかも、 ここにを もを 息を 巧 おしを いのは、 をを してち はしむ るを らば、 逆說の やぅでは あるが、 
を 巧の 目的は、 か閱の 人を を 段な し •.をを のが 巧を する にある のでは' なくして 、そのみ 巧を お 麻 せし 
め、 その 唐 力を おぐ ことに あるの だ C . 言ひ換 へれば、 敵の 人、 むに、 恐怖と お斯 と、 戰飼息 力を 與ホサ 
しめる 手段と して、 おな. よ 破 あを なすので ある。 

ずを、 ぶな にがつて おる-お 國 おの 恐怖は、 その 圃 巧が お 訓練で あり 人、 むの 統- を缺 いてね る 場を 
には、 ー ホち おのが 香よりも、 遙に 比較に ならない ほど 大きい； P ， ので ある。 强巧 無比なる •トイ、 ッ巧の 
巧 g と、 あ 巧は をく 巧 神を 鉛れ せしめる。 ヮルソ ー、 ロッテ •ル ダム、 ダンケルク にかて、 急性の 巧 巧 


の氣枉 ひが、 巧の 中を、 軍换の 止める の も 聞かずに、 ちな ぶ往 してね た。 义軍陳 の 方 も 第一が に 居つ 
たを は、 このな 巧な 巧 おと 砲# に 迸 ひ、 巧 神 喪失 か 態に なつて、 案の 中に 连么ん で來る 始末で をく 化 
持ず ベから ざる おかが 態とな つた。 空 巧の 化 ひがは、 巧に か、 るが 神 的 巧# の 被 窜を與 へる ことに ホ 
るの だ。 . 

ドイッ ま おが、 戟革拖 み、 その他の 巧が 化 兵器との、 紫 巧なる 共同 作戰 をな て、 常にを 光】 巧の ス 
ピ— ドを て、 一臟 にして がを た、 きつけん とする のは、 戰 息の 乏しい 巧手 团 (ノル ゥェイ、 ベル ギ 
I 、 オランダ、 フランス) に 恐慌と お 化を 巧を 起させる ためで、 戰 車ぶ び 砲み に 巧る 同 巧 攻# は、 を 
度る び 謀 ホを 巧に 依る、 椅神的 お 曲を ー サ 巧大强 化せん とする、 一種の 巧 護が 巧に 過ぎない、 と 見る 
こと も化來 るでは ないか。 

ドイッ 軍の 作 巧の が 請が、 か、 る 巧 神 巧# の テ P リズムに ぁる ことは、 いまだ 巧な の ほど も 明白で 
はない が、 恐らく、 ず 度と あはれ る 今み 大戟 にかけ るな々 の 新戟巧 —— 例へ ば、 巧 > 巧 や 巧 彈に强 巧 
なる ぶ 口 巧を 巧す る 化 おを つけ、、 心理的な な 柿と 巧みを 化つ たこと、 迎« を 下 ホを お下して 巧 i かを 
巧した こと、 おを 巧が や、 巧を (時計 化を} 巧 巧を 技 下' せし こと、 巧ぶ 列 部 お、 拉 に、 巧 下伞が おに 
巧る、 謀 巧 巧 巧を 巧 巧に 巧 用せ しこと、 その お 集、 殺な される 兵員ょりも 巧 おかに 捕虜が 夕 く 、ポ— 
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ランド 巧で セ 十 其、 ベル ギ I 、 ホ ラングで お 降した 蹄 合 軍す 二十 萬、 フランス 戰 にがで 百 瓦 十 笛と い 
ム おに、 凡そ 巧 おもぶ ばない 夕 かの 巧 巧を 轉 たる ぞ货 は、 お のこの 推 巧が 必ずしも 不當 ならざる ょい 
證 巧では あるまい か。 

だが、 ここで 謀が とを 巧に おず るを f - 應巧白 にして置くべき 么樂を おず るので あるが、 がが 謀 
巧と いふのは 謀 報が 閒 との 連が と 組 巧 的 M なに かてな すか 治 工作を 謀略と いひ、 化が 的に、 計 ま 的に 
巧手の、 心理に、 自己に とつて 有 巧なる 巧 巧 的 巧擊を おえる ことを 直 傳と稱 してね るので ある。 

しかし、 こ、 に考 へな けれげ ならない ことは、 ドイツ ぞの 謀略 戰の 勝利が、 ドイツ 謀 報 網と、 その 
巧 巧 巧 巧の 勝利を も 患 ホ するとい ふこと である。 

ドイツ 謀 報が 閒の 巧が なる 作 哉の 巧 巧は、 ベル ギ— 、スイス、 オランダ のちが 側の 特務が 閒の貫 化 
である。 この 貫かに ょつ て、 巧佛特 なが 閒は 、彼等の 本部に 谢 らしを ところの ドイツ 側 作 城 計 弟と 稱 
すられた る ものは、 ヒット ラー な統 は、， 對英 巧# を 巧は ない 閒は 、おが 進# を閒 おする ことなし、 一 
化 巧 0 年中には じ ヴ トラ— は、 西部が がを 巧# せず、 また、 バルカン ホ面忆 全力 集中し 0 つ あり、 と 
いふ 埋めて 化な 目な 巧吿で ホつ たとい はれて わる。 - 


葦 当 一蔓 与娶 ？ f 




rt づ * 


一 22 — 



ドイツの ナ ラシダに がける、 フランス 特務 掛閒の 賞-おと、 その 活踞 は、 フランス 國 巧に、 いわに 反 
峽し たか、 謀が はいかなる 巧 ホを 巧 得しを か、 巧 曰 新 的 轉お員 鈴 木 ホを 朗 氏の 賴り 過ぎた 奇蹟 一と 
題ず る 「フランスの 倒れる まで」. の 同 巧の 巧 佛が感 は、 この 閒の 消息を か. 度に 物語つ てゐ る。 


『何れにせょ、 今年の 四月 わらで 巧 上 巧に 入 つても、 フランスには 幽民祐 的 肖と いふ あに 比 巧ず る 
白 お 的な 巧 爭お截 は 巧け てね る やうに 見えた。 それは、 昨年 九月 巧爭 開始と 同時に、 ドイツの 巧 巧 お 

は 大巧して パリを を 巧して 巧る とお ひ、- がは 巧韋 もし か、 む もした か、 それ もな く な 封に、 ド 

イツは かして フランスを々 めない とい ふを の 入つ た宜 巧を、 を巧ガ 直が だとい ひながら いつかな じ始 
めて わた おも ホる。 これが 一 かを 通人 許りで を <、 巧 や 政 巧の 首腦 をの 必の 隅に も おをひ 出して ゐな 
かつた、 とはい ひきれ まい 0 - 

ガ わら、 ドイツ 巧が ス ヵン デナ ヴイ卞 へ 進入した のを 見ても、 巧 程 がらが 反 巧して 叫んで 來 たやう 
に 目指ず 化は イギリス-致で、 ノル ゥユ| の 南端から イギリス 巧 巧を 始める の だら う ともおつ を〇つ 
まり、 大巧 やを 引つ こ 巧いた 男が、 自分の ロロを 通り過ぎて 向 ふの 方へ 素 飛んで 巧つた 1 まあを か 
つた、 とい ふ 一 ま、 むが あつた。 バリでは 、オペラを はじめが 場 その他は 平常通り W けられて ゐた〇 一 
また、 當 時の フランス のが 態を、 ホの かく 述べて ゐる巧 あ 員 も ホる。 


美が 同盐 さへ あれば、 濁 かの かきを さ 國の巧 軸 巧 か あらんと 、いふ 巧を を フランス 屬 巧に 與 へて ねた 
かなのを 傳 も、、 「今度の 戰爭 は樂夕 、長期 持久 戰 になる の だから、 .やがて ドイツは 城は ずして、 巧 
側から 巧れ る」 とい ひ、 フランス 人た 今度の 戰爭 では 立つ 必藥 はない、 マジノ 線に へぱ りついて おを 
して ゐ る。 其 うち イギリスの 巧 軍備 も 巧り、 やがて アメリヵ も ホ ホに 加は るゼ らうと 信じ、 萬ず 他力 
本 蹄で あつたか 巧 も、 いたつ て 呑 おなら 國巧 も吞氣 であつ た、 何事 も イギリス をせ、 ポ— ランド 問題 
で イギリスが たつと、 フランス も をれ にがつて を戰 した、 ポ— ランド 戰爭は 瞬く 閒に 巧んで しまつた 
が、 そのを は哉爭 をして ゐ ない のか 判らない、 がな 戰爭 だと みんない つてね た、 お 除は マジノの 蔭に 
お 柳に、 お 巧の 困 氏 も 戰爭の あるのを 忘れた かの やうで あつを。 

人ち 戰綻 時代の ホ 化な おは、 牢乎と して 巧く 能は ず、 これでは ならぬ とか おは 「ドイツは なか < 
參ら ぬ、 楽な 戰爭 ではを い J とい ひ 直して、 をな させょう としたが おそ かつた、 我 爭な對 の 華が 方々 
で 起り おめ た、 「われ--^ はなんだ つて こんな 束縛され た 生を をつ r ける 必巧が あるの か、 ドィツは 
攻めて 來な いのでは ないか、 戰爭 のない のに 不自由す るのは 巧を々々 しい」 その 答と して、 「フラン 

- 

a スは イギリスの ダシ にが はれて ゐ るの ダ」 とい ふ考 へが 一般に 行 はれ 出した、 なおむ とか、 戰歸巧 神 
_ とい ム ものは 全然 みられな かつた、 そこを 化つ て ドイツは、 夕 佛な閒 のを 傳を巧 ひ、 それが 確かにる 
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おが あつち ドイツ 巧 巧 巧は 巧 巧は 巧げ ずに 「チて チルは ランス 兵 I 人に いたる 姜 、戲 
はさう としてね る」 とい ふやうな だ英 ビラを しきりに 撒いた。 

また、 イギリスみ はいくら も フランスに 送られな かつを、 シャンゼリゼ— の カフェ— で、 イギリス 
兵が 十二、 I 二人 かたまつ てね ると、 7 ランス 人は かう いつた、 「見ろ イギリス 派进 巧が を 部 集つ てゐ 
るよ」 それに イギリス 兵は フランス 兵の 乎當の 十な もち ひ、 巧は 遲 くまで か 化を をされ てゐ る、 巧の 
巧ち ホな どは、 イ ギリ X 兵に 畜 されて ゐち この 化み は 想 寡 刻 だつ をと 思 はれろ そこへ また ド 
イツの ラ デオが フランス語 でか 送して くる、 巧の 『ジ— クフ リ— ドが へ 洗 現物を 乾しに 一口く 一とい ふ 
イす K 兵の 歌を もぢ つて、 「ジ —ク 7 リ—ド 線には、 7 ランス 兵を 差 向け、 おれたちは ホと に 巧つ 
て フランス ホと 遊ばうよ」 とい ふ 巧が が 巧 だし、 ドイツの 英 佛巧閒 策は 完 をに 巧 巧した。 ノル ゥェ— 
戰爭 のかき 「あれは イギリスの 受持 ダから」 と、 フランス 人は 他人 李の やうに いひ、 フランスを、 よ’ マ 

ジノが の內 で、 インタ— ナショナル のがを 高唱 ずる 始末で あつた. 口。 

0 

今み 大巧に めて、 5 新 巧 術の 花形と なつた を 下み 部 除と、 第 置 巧部换 との 累 なる 連が をが てす 
る 後方 巧 A 巧 術は、 その おも 巧 ホなる もので、 ドイツ 軍は、 ぶ 月 十日の 午が 二 時、 を 下 ホが おが オラ 
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ンダ 巧に 着陸せ る 巧を 見 計つ て、 ナ ランダが 送 局と 同 I が哀 をな て、 同 固々 巧に 向つ て f ドイッの ザ 
ザント 部 おがわが ォランダを 巧に 降下した が、 巧 等は 斯 巧と 同様な 服裝 をして ねる から お まを る W 巧 
を 巧す」 との 苦、 むの 謀が か 送を 巧つ をと いはれ てゐ るが、 この 謀が 哦 術は、 ヮルソ I 巧 巧に ホ 立つ 
て、 ヮルソ I か 送 局と 同-のな 長で、 ポ I ランド 語を なて 「ヮ ルソ— おな」 を か 送し、 巧 方 巧 かの お 
がを 巧 ひが 功した とい ふ 試 おがみの もので、 巧 下み 部 おのま 巧なる 巧 巧が、 戟車除 進# の 巧 地 __ マ 

• I ス河あ ぴヮ— ル 河の 巧 巧を 守る とか 0 ッ テル ダ A 巧 巧 場を 占がず る とい ム 直接の ザ ま 巧 目的 

に ホる と 云 ふよりも、 をに、 多く 巧 方 巧みと いふ 巧 おを 化つ てね る ことは、 巧下伞 部隊と ホに、 な 巧 
ポ がかつ て 巧 下しを 巧 巧より 見て 想像に 難から ぬと ころで ぁる。 

九月 十一 二日に、 AP 通 倩 員！！ イド •レ— ル バス 巧は、 當時ポ I ランド 巧に 從が 中で ホつ たが、 ポ I 
ラン*-^巧部の某かから趙瞭お話でもつて、 ュ ユ—ョ—ク巿の乂ぃ本社に |巧をぞはが軍の後方巧化を 
目的と して、 な 下 伞か巧 除を 化搗 し、 ひそかに みかの スパイを 巧 下 伞で巧 降 させ、 波 軍の 司令部が 在 
が、 同 巧 巧 像ぶ 化、 お 需 工場 地帶 ならびに 連 おおな どを 巧 おさかた」 と、 ドイッず な下伞 による スパ 
イ城銜 を巧吿 して わる。 

を 下 ホが おを 下の 巧獻 術は、 ォラ ジグ 軍 义び团 おに 全くの お & を舆 へ、 巧 巧け と共にす ザント おに 
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おする ぞ 巧は お堪 にお まり、 その お ホは、 自国 巧の おおを 見ても 巧 単の 巧 装した 大部 除では ないかと 
のな ひを 抱き、 同 ± 討 さへ 巧 所に 巧 じ、 琉 音は &れ 巧び、 ドイツ 軍が いまだ 近づかない ホに、 避難が 
は 雪 巧を 打つて 西に 東に 殺到し 來 る、 巧 用 おおは 避 おがの ために 化 箱ず る、 經巧 生活は 波が を來す 
等、 拾 化すべからざる お 化が 態とな つてし まつた。 

ドイツ 軍の この 後 ホ 热麻戰 巧 —— 謀 お •宣が —— が、 いかに 巧が であり、 また、 いかに 効果的で あ 
つた かを 證巧 ずるた めに、 フランス 陸軍 情報部の アンドレ- モ— ロア 大尉の 脱战 手記 I がち、 ホラ 
ン ダ、 ベル ギ—戰 なにを 加した フランス 軍 參謀将 巧の 雜認 する 聯合ず 化 化の 巧 巧に ついて 鲁 ける もの 
を、 ここに 紹介して おくと しよう。 

「村に 巧 巧が 巧ち ると、 何處の 巧に も ドイツ人 やべ ルギ— 人のを で 巧が ゐて 「時 閒の あるう ちに 避稚 
せよ。， この 巧は 閒も なくを 村が 遗 される に 違 ひない。 飛行機の 巧から 來る ものは ゲシュ タボ である。 
ポ I ランドが どんな 酷い 目にあつ たかを、 われわれは よく 知つ てね るは ずでは ないか！」 

住 巧は 第五列と ならずに、 この 音 葉に 巧を 傾けて、 村長、 お 话か師 、巧な 火と ともに がを な あくの 
であるが、 それは 巧くべき 光まで あつた。 道路と いふ 道路 故 避 巧 巧で なれて. ねた。々 走と いふ ことほ 
ど併染 しあい ものは ない。 われらの なが 化が 隊は あの やうに 美 巧を 編 おでを 一日を 出 巧した もの だが 
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閒も なく 避 緒. 氏のを めに 巧き が ぶれ なくなつ たので ある。- 九 一九 年に アミアン のが 線が なれを 時で 
ち この やうな 巧繁 態は 見ら を かつち なぜか マ それは 綿 湾 繰り 巧げ をた 相違ない 恐怖 
の 音 葉ち そ G 走 sss を も ミ A までが、 測 6 契ない 產 から 逃た うと 欲」 をら であ 
ろ 葵 皆は 2 情報 も 知らされず 薑 と」 て ゐた羹 達 も、 ミ どを 7 デ オミを S 巧ろ し 

い _1 ユ—ス を 巧へ る。 をの 上、 ドイツの 飛行が はを において 断が われわれに 巧つ てね たから、 この 不 
幸なる 人々， は 自分 達に、 なんの 巧備 もぶ いとい ふ 巧みを 受けをから である。 絕望的 恐怖に 囚 はれた 人 

々は、 われ 先き 化と 巧 ましを。 ドイツち の 突破は 直接的 かつ 完 をであつた。 どうして こんな 

ことにな つた Q か？ それは S と 恐怖と S 華 ある。 數 千の 乂增 巧が タンク 妾イ レン 附の 飛行 
拽が n ラツ 7 奪 Q 革 管 かかつ た Q だ。 豫期完 を 威亿 さらされ 了、 勇 巧なる 彼ら も 陣地を 

守備す る 何のが も？ もなかつ たので あろ： 七 ダン sg 8、 私 S して ゐ たち 軍 念 一 謀 本 

がは 敵の 銳 鋒を 避けょう として アラスへ 向つ た。 アラスの 町は 流晉 飛語で わき かへ りク ドイツ 軍は す 
でにドゥエに逮した；>クもうヵムブレまで來をクといつた風で、 つひには軍首瞄部まで、 その虛報を 
信じ、々 讓に 海岸 おへ あ 却す る やうに がで を 海岸 絲に逮 しを その々 讓は 勿論、 まを とおの 
おぶ とを つたので ある。 第 方 巧の が晉 飛語が 巧が 化 兵函の 進む がなら レを したの だ。 


..护で ぃを；，*^ず.一 
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ドイツの パ ラシ ユート みが 巧當の 役割を した ことは 確かで あるが、 彼等に おする 恐怖と いふ ものが 
彼等の 劾 おを 十倍に もした。 農夫 や 兵 ± 達の 眼には、 すべての 化裝 が巧裝 としか 見ぇない。 制服の 特 
校で も、 いつ 巧 物になる かも 知れない。 公ぶ の番 話さへ 巧 ひを もつ て 問 かれる やぅに なつを。」 

(は 止の か 义巧夕 巧 太 巧珠) 

アンドレ •モ I a ア 大尉の この 手 おによ つて、 ドイツ 軍の 謀が 戰が をに がくべき 絞 おな 計 霜の もと 
に、 いかに 有な 適切に、 その 作戰 中に 攒 りを まれて ゐ たかを 窺 ひ 知る に 十分で ある、 と 同時に、 おの 
巧 察の 必ずしも 猪 巧なら ざる ことを 立證 して くれる であらぅ。 

(巧に モ— ロア 大な S 手 S 口 •ネ巧 S 巧 正中に 沒 をした もので、 なの 前 巧までの » 巧と 巧 おを 巧リ にもよ し 
て わるので •巧 正中 わて これを 巧 足した ものである 〇】 

かち、 ドイツが 戰 がの 巧 軸た る ものは、 を 降下 お餐搂 、戰 辛部険 、砲兵 像 等の 巧 お 的 巧 力に がつて 
なの あお 力を お 巧せ しめ、 を 怖と 驳 がをおへ た その上に、 巧 下伞部 除と 第 巧 列が お並びに ラ デォ宜 が 
等に がり、 一胺齒 巧の 神経 驳 おに 對 ずる 直接的を 巧に よつて、 その 巧 意を 巧 失せし め、 狼 化と 恐悦の 
巧 只 中に 叩き込む とい ふ-種の I 大 謀が 戰 であつた。 

の お、 ベル’ ギ— の-捕 巧の 立 口つ たとい ム 談話に 依つ て、 何よりも 推 辯に その 事を がち 寄され てね る 
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-自 々津 はこの 要塞の ず 備につ いてね たを で、 お 巧官ボ ゲィ 少佐な 下 七ち 名で あつた 〇載岡 開始す 
る や 不幸に も お 巧 巧の ために 司令塔を 巧 おされ、 ボ ゲイ 司令官 も その 時を なをを ふて、 巧く の 巧院に 
入る をな 俄な くせられ た。 人望 殊に 鶴つ を 司ず をを 要塞の 中から ホつ たことは、 ホづ 戈々 の 蔚-ご ( 
たで だ ホつた。 それに 巧ろ しいなを 生じて を 降下 巧 巧拽の ねら ひなす 爆 彈の奥 ひ、 地下 約， 十 米まで 下 
氣巧 にがは つて 來る すさまじい ホ 巧の 霉 お、 媒 接の 要塞の つぎ < の陷 なの おらせ、 特に フ D レン g 
塞 司令 哀 官が董 狼して 裏」 果てた ミな ど閒 倍へ て、 食料 や拂 榮 こそ まだく 絵な も 友つ たが、 
5 もこ こで まごく」 てゐ ては をが」 て」 まふ Q ではない かとい ふ 霜、 む、 义詔忆 文化 設備が と 
、のつ てね るとは いへ、 この 地下 S 十五 ホの 巧 けても 署れて も 巧 色の 巧 居を 巧は 化して 樂し いもので 
はなく、 C れ等 Q ぉれ や C れ やが 集つ 了囊 S 量 等 Q 、 むを 的おせ」 め、 かく あつおな く， on 分 まを 
降を 等いた ので あろ 全く ご ックが 態に あり、 誰い ふ ともなく 降 かしこま つたので ある」 

(巧を 寺 一二 四が 巧 「西 巧 巧な 杞职 配」) 中央 公論 昭和 十五 年 九 パ 《 

今ち (昭巧 十ぶ 年 八ち) までの ドイツ 軍の 城 略を 檢討 するならば、 ヒット ラ— が、 その、 レ 中に 始巧 
すると ころの 意 卸が、 蔓 においても 作戰 においても、 非常に 强を攀 乎 巧 (軍 送を 建設し、 こ 
れ堇 麻し 巧 用す る ミに 巧つ て、 戰爭の 刺激に ょる 恐怖、 5 おがを 誘導し つ、、 昌の 目的を 達 
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- >' 清 ... と 一飞 

■ * 

する ことを 常 ま 手段と して ゐる ことが ザる。- . . 

この か年閒 にがけ る、 ラィン ランド、 ナ—ス トリ—、 ズ デ— テン、 チェッコ、 メ— メル 等の 失地 回 
宙 1 ナチ スの お歇 ずる 「お 血の 勝利」 こそは、 ドィッ 間 謀 工作の 勝が である。 ヒット ラ— は、 國際 
巧みが 巧、 巧 合 邦を 承認 しないを 着かし、 才—ス トリ— に ナチ ス のな なを 起させ、 义 おみの 政 冶工 作 
を 1$ て、 その 目的を 達しを ので ある。 

かくて、 ヒット ラ— と ゲッベルスとは、 が ホ 踏まで 宣傳 •謀晦 が、 をに 軍 おお 閒 、中立 阐の 參戰が 
害、 後方 巧が 等 — ^ 王力戰 ょり すれば、 むしろ 副 ホ 的な が 剤し か ホして ねな 如つ たと ころの ものを、 
戲爭 目的のを 巧を 不能に 陷れ しめる 力 単 的な、 をつ ち 力な 武器にまで 商め る ことに 戍巧サ しめたの 
である。 かくて、 を 傅 •謀略の 戰 ホが、 巧 格の 中 •む 題目と なつて がび 上り、 巧なる 「がの 巧彈」 とし 
てでは なく、 を も戟愧 ずべき 劾み 的なる 「毒 瓦が」 として 登場す るに 至つ た。 故に 室 巧 •謀が こそ、 
近代 載 にがては 商 まな 代 巧を 拂 ふに 化する おも 有力なる 巧 器と いひ 得る ので ある。 

「當 時べ ルギ— ずの 中に 旣に 巧を 革に 巧 通す るネ が、 かなり 居た さぅ ゼ 。例へ ばべ ルギ —のフ ラ— 
メン人 部 おべ これは お 部巧进 語を 用 ひる ゲルマン 巧で ある) などの 中に 巧 巧 的な ベル ギ— 巧が いざ 跑 
# 閱始の 跨な ど、 確 口と そこへ 巧 ばれた 袍 がが をて 一を しない 圳の もので あつたり 、アルベルト 巧が 
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の 要 寒な ど 破 凌し ないで 迷げ ちつたり、 巧 逸 軍の 巧 おを 誘 等したり 、又 一般の 街角に 張り 巧され たお 
菜のポスタ—巧吿の桌を引きはがずと、 巿の詳細な地園が窜かれてあつて、 ‘な下伞部険や先着部おは 
すぐさま これを 利用して ぜ埋 したと いふ 巧货も あるとの こと だ 0」 (あ 巧 ホ ミ 巧が 巧 「西が 巧 おが 巧 gj 】 
ノ ルゥ H I 作戰 においては、 シヵゴ •ザ イリ— •ュュ I ス 特派員 リ— ランド •ストゥ 巧が、 「二十 世 
紀を ホの 怪 巧を 陰謀」 と 呼ばれる、 『第 お 部 像」. にょる おを お 堅の 攻略が 巧 はれを。 がち 「諾 威のを 
ス ロ—は、 千冗巧名が’下の人貝で占領され、 市巧では I 個の爆彈も落下サず、 I 發のがをも聞ぇ 

ず、 何等の だが も 試みられず、 二十 四時 閒な內 に 堂々 占據 され 巧 お 部 除 キスリング 氏の 親 巧が 

との 連絡と 上陸 作 載の 脚 おのた め r ブリュッヘ ル」 號 が、 オス ヵ— ボル グの 要を 地で 巧巧廿 しめられ 
わ 不詳 李 件を、 他に しては、 ナル ゲイッ ク 、ベルゲン、 トロント ハイムの 陷巧 も、 オスロ— と 同巧異 
かの 経過を 示し、 を 諾放お あは、 絞 巧な ナチ ス巧冗 部 除の 工作と、 諾 ぶの 內通 まとに 依り、 十二時 閒 
の 白日 夕の 中に、 完 をに 巧 逸ず の制壓 ずる 所と なつた ので あつた OJ と、 報道して ねる。 

征服 ホは、 かくの かく 常に 結大 なる 胃險を 巧さねば ならぬ が、 巧が なる 謀略 作戰 は、 胃 除を 胃險で 
をく せしめる ところに あり、 又を 巧 •謀が 城の 巧 ホは、 ホ 方 のぞ 除 と共にが 巧の 巧な を もを 小 眼 度に 
止める ところに ある。 ’ 


養 


么す =.‘1 带 を. 


■交. 


を 






な 上に 列 巧せ る ご 云の 資例 にがつても、 今み 大戟 における ドイツ 軍のを 傳 •謀が が、 その 殿が 
上に、 いかに 巧 巧なる 地 化を 占めて ゐ るかを 理 がする のは、 讀ホ 諸を にと つても 姑 早 困難な ことでは 


をいで あらう" 


しかし、 を 巧 謀が を、 巧 丈 道に 反する キ おなる お 舞と して、 お産す るが かき、 昔 お 巧の 残存ず る、 


わが 困の 巧 人が 神から、 これを 見るならば、 ドイツ 軍の 大臟 不敞 のこの 陰謀と 戰 略を、 みして か 何な 


る 感慨を なて 眺める でを らう か！ だが、 興爭 は、 飽くまで 腺つ ことを 目的と し、 まを 勝利への 目的 
はいかなる 手 巧を も正當 化す ものである。. 


(セ) 巧 括 …… 政 巧 雨 A _ をの 巧 巧と 巧な が 


ドイツが 城 略の、 巧 軸を をせ る ものは、 結局 一な の 化按的 陰謀 作 哉で ある。 そして また、 备兵 巧と 
の 巧 巧なる 共同 作 巧と、 所詞 おお 的な その スピ— ドに ある。 


しかし、 を 光お乂 的に か 位を つけ、 その 括 典を をち に 巧 巧に おず とい ふことは、 音ム にるいが、 巧 
ふに せつて、 しかく 巧 おに 行く ものでは ない が、 かお も 軍ず も 經巧も ヒット ラ— ながが、 を 部-ホに 
巧 帥して おり、 そのため にがょり 早く、 凡る か、 むを つける ことが 化來 る、 とい ふ ナチズム 1 を 巧 ま 
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巧， 


.ドイツに がて、 始めて 可能に 旁す る ことで あつを。 


尙 ドイツ 巧の 大路に かける 今一 0 の 重要なる 點 は、 ドイツは 巧 爭が始 つてな 來 、がが といは ずがな 
といは ず、 § 巧が 何人の ために 我つ てね るかと いふ 戰爭の 目的を、 明白に 認識して、 をんで 勝利の 
をめ に 巧 おにな つて 巧つ たこと である。 

ヒット ラ— が、 開戰 劈頭 ( I 九 I 二 九 年 九ち) にかて 叫んだ かく 「勝利 か、 しからずんば、 死 か」 と 
いふ 信を にがえ て哉爭 して ゐ たおに ある。 がち、 それは ドイツ 國 をの 目的が、 を國 巧に が 底して ゐた 
巧ょりの 證巧 である。 

国 巧に がける 政治的 混な は、 遠く 巧 里の 長 巧の 巧を 引く まで もな く、 第一み 大 哉の ドイツの 化かに 
之を 見る がかく、 巧絲 にかけ る滕 利に も おらず、 その 背を にかて 國 まが 左 解した とい ふち 例が、 菌巧 
あ巧戰 がの 統一の 必要と いふ ことを、 巧ょりも お 辯に 語つ てゐ る。 • 

だが、 武力 巧に 巧 防の 兩 面の あるが かく、 この あな 載 も ホ 攻防の 兩 面が ある。 がを 巧 化する と共に 
巧の 毎 巧を おがす る。 これ 即ち 防 街で ある。 

しかし、 特にぶ 巧戟 にがては、 常にが 留の思 おを を おし、 巧 巧し 巧るな お 能力を 確保す るに 非ら ざ 
れば、 巧術を完ふすることが化來1$^ぃのでホる。 


も！！^!^ 
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、- 9 

だから、 巧 巧 制に とつで、 何よりも ホに 必 巧な ことは、 唐を あげて 1 巧の、 むと なる 大 信を、 百年 不 
屈の載巧を1{て、 唯 一 路を巧進する巧神的國ま的大目療が示され、 これを國巧のむの中から巧き上る 
かかすべからざる-つの 理念と して 巧え つける ことで なければ ならない。 

かに、 か 治 お 稱の搏 編ぶ とは、 か-. る 留まのを 高目 镑が 、すべての 醫 おにが 度す る 組賴の 確立で あ 
り、 從 つて、 從來の 宣巧組 おの 巧 檢討リ お 編成で も ある。 

だから、 現在を もま 耍 なる ま 題と なりつつ ある 「新活 制を いかにす ベタ か？」 とい ふ 料 趣を j をが 
化 おを いかに お 立すべき か 一とい ふ 問題に、 愛き 代 へるならば、 この 問題は、 更にみ お 的を 巧 題と し 
て その 解かを をみ ならしめ るで あらぅ。 

私は新巧制のあ本間題を宜傅組據の確立なり、 とちつをが、 それは化巧を雄辯をや巧をボスを2^て 
化热 する ことを 意味ず るので は 勿論ない。 むしろ 謀略 •を 巧の エキス パ— 卜を Z {て 組按 しなけ 1 ぶな 
らぬ 〇が丢 をより ネ問 がに する ためには、 計 巧を ザ-巧から 分 推ず る こと、 換言すれば、 をな 計 まと 仕 
巧との 分 おで ある。 

ドィツの 今み 大巧に がける 巧大 をる が おと、 國力 のが 進 興隆と を、 その 膝れ たる お# 的計董 化の 面 
より 見 ホして、 表面に 現 はれた 行動 — な 論より 餐巧 — といん 年 面よりしか 見ない のは、 盾の 巧 面 
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あるを 知らざる 巧 巧なる 考へ に過ぎない。 ドイツの あのぶ 大 なる 空軍は、 ドイツの 完備せ る國 立が 空 
硏究 所の 中から 生まれ、 その 硏巧 とず おを ドイツ 靑み 年と 革 除の 隅々 にまでを ぶした ことに ある。 が 
ち、 理說 と巧究 の化紛 的巧踐 化に ある。 

まを、 謀略 巧 巧の 践 利と いふ も、 が大戰 にがけ るを 傅か おに 大いに 悟る ところ あつて、 巧 化なる が 
巧に をる を 巧の 备 みおを、 科み 的に 計を 化した る宜 巧ち を、 一九 II ニニ 年 早く も 設立し、 その 化が 的 獲 
おに 有能なる 巧 門 家を が 場し、 巧々 巧々 として 巧 巧を 巧め る 巧 力の 結晶で も あるの だ。 

今み 大巧に がける、 ドイツ 側の 致が 上、 謀巧宜 供が いかに お裝 なる 化 化を 占めて ゐ るか、 從 つて、 
巧爭 がず 険や 兵器 のみでな く、 かんる 巧 治 的 謀略と 宜 がを、 いかに 必要と しつ、 あるかが がるので あ 
るが、 狩 巧の 巧爭 にがては 巧 一巧、 ラ デ オと飛 巧 巧が 巧爭お 形の 上に 巧 本 的を が 巧を 與 へ、 おのい ふ 
ところの 謀略 的る 慌と说 5^ にょる 城 術は、 更に 巧妙と なり、 まわが 化される であらぅ。 

この 點に閒 しても、 フ ラ— 辟 軍は、 巧に 巧 ホ ある 見解を 述べて ゐ る。 

「ラ i ナは圈 氏を 巧 神 的に 結を せしめる し、 巧け がは、- が 固 巧の おち、 がち、 ラ デオを 傅で 極ま 
に 神 經の昇 ぶら せられて むる 意志に、 直接的 打擊を おへる からで ある。 奇妙に をはれ るか も 知れない 
が ラデオ は、 困 巧の 巧 神を 闲醇サ しめる ことにょ つて、 阐 おを 双 爭に奕 入 させ おる が、 これに 反し、 
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巧け 巧は、 巧が をな 曲と 化する ことにょ つて、 困 巧を 巧爭 から 追 ひ 化ず ことが でさる 〇新扣 がれ 會巧 
なおであつた 1 九 一 四年にたいては、 ホガホ巧が可能であつたが、 ラデナはお閒を2$て制おすること 
はが ホない。 もし、 を 受信 巧の 差 巧が 化來 なければ、 菌 おはな のをが 巧擊に 巧され るで あらぅ OJ 
なは 他の 論 丈に がて 「が 力玻 下の 新曲の 巧 剤」 を 述べを が、 お 閱の閒 巧を 巧り 得ない が 曲がは 公な 
とな 函に巧 入し、 义 公然とを 侮の おおを 集ず ことは、 が 巧 的 巧は 言語 的に 制約され る。 ラ デォに 巧る 
謀 巧に 巧る か、 空からの 「がの 巧 巧」 を 散 ホず るか、 叉は 他の が 巧な 方法を なて か齒 にお 乂 するな か 
にち はを い。 

だが 「おの 巧が 一又は 「巧 神 的 ま 瓦が」 とい はれる 空からの をが 物の お 下 も、 ドイッの かく 围巧全 
部が、 極めて 辭 まなる 命 ホに 化し、 規律を 錐 持し、 或 ひは それを がふ ものを が おを なて 臨み 巧る がか 

き戰 時下に あつて は、 時間と 空閒 とみおを ホゥ 超える ラ デナに ょる 直が 齒巧 的に も、 おがを 巧に 

も が おもを 巧な 策と いふべき であらぅ。 

今み 大 我に、 ドイッの 持つ 巧 聞 通 倩の 巧 器は、 D,N*B 通信社 一 個であつた 。おにが の ステ ファ 
ュ 、ソ 蹄の タスの 當 巧を 得ても、 通信 化 巧は 到底 イギリスに. 曲がすべく もなかつ た。 

しかも、 世# を 傅 巧に がて お 倒 的が 利を 味した のは、 大か送 設備を 完 化して、 通信な M のけち を 補 
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ひ、 又 その 頭 瞄的ぷ 用に 巧つ て. ラデオ による 謀略 •直 傳戰 術を 巧 巧した がた めで ある。 

ドイツは-化 一二 四 年に 六 百 十 萬、 一 化 兰ぶ年 お 巧には 六 百と 十 萬の おおを が あつを が、 巧內 宣巧强 
化に よる 人む が-の 目的を おて、 對 が戰爭 前に ラデオ のをぶ を： 史に强 化した ので、 瑣 在は 八 巧 萬を 突 
巧して むる と 巧 へられて ねる。 

ドイツは 一丸 1!| 元年の オリンピックが 送 施設に ことを せて、- 基 百 萬 マ— クも する 無 軍 塔を 一を に 
十一 本 も 建てた。 だが、 それは オリンピックの ためでは なく、 勿論 今次 大戰 への 準備で あつを。 おせ 
るかな、 この 十一 本の 强 力なる か 送 塔と 國巧 通信 設備の 巧充 によつ て、 イギリスを をぐ 世 巧 か 送を 開 
おし、 をの 宣巧 のぶ 力は 今や 地が 上の ま閒 をがず る 觀を呈 してね る。 がち、 巧國が 八ヶ國 語に て 僅々 
八 時 閒に滿 たぬ おかか 送を なして ゐ るのに だし、 ドイツは 大戰 勃を を 直ちに、 六 ヶ岡 語を 用ね て-日 
巧時閒 四十で 時閒餘 のか 國み 送を なした。 (イギリスは 四ヶ固 語、 フランスは 十ー ヶ围 語、 イ タリ— が 
十六 ケ國 語で 备 々約 二十が 閒) しかも ドイツの か國な 送を おおしつ、 あるか 固 人は 最 ほお 六％ より 八 
〇% の夕 きに ぶぶ といわれて ゐ る。 

ドイツは 閒牒致 略 哉 (巧 ぷ列部 除) と ラ デ オ直巧 戰を夕 互に 巧に 利用して、 ある 巧は ホ— スト ラリ 
T のをを 征 巧し、 また、 ある 時は オランダ、 ベル ギー 、フランスの 人、 むを 巧 化した 。そしてが ホには 
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無血 併を の 形な きが 力と なし、' をを には コル ネビ H I ヌ のがに、 二十 年が の 屈辱を 雪が しめる ま 巧な 
る 張力たら しめた。 

謀略 •宜傳 政 おの 具現は、 おに 情報 宣傳 の巧憐 のみのを がでは なく、 ドイツを 傅戟の 勝利は、 同時 
に ラデォ 其の 他の 最も 近代が な 通信 設備 {一 兀 をの 勝利で あると も 言 ひ 得る。 

かくの かく ドイツが、 巧 巧に ラデオ まがを おかは 勿論、 國巧 におしても いかに ま巧既 してむ るかを 
巧 ひなり 得る であらぅ。 . 

ラデォ のを 巧と、 通 倩な 閱の {且が 巧に かける 特 みなが 巧と 化掛 化は、 今 ホ 大戦に. 活用され、 を 商を 
に 巧 用され た。 ドイツは 待 ホな 性能を 巧す る ラデオ 装置に よつ てま、 挂 、海 S 軍 一 淀の 神 おに 近い か 
巧兩 が-をのが 師 がを 巧 巧した ので ホる。 

め戰 巧が の 一を とい ふ も、 か、 るが 巧 的お閒 一 ^無窜 連絡に よる 統- —— の 寸分の 巧 もな きお 合と 
化な のが 巧に 巧つての み 可能な ので ある。 

いづれ にせよ、 巧が 聞の 謀が 直が に閒 する 巧究 は、 おんど 未閣 巧で あり、 その 化 おは ホみ かおで あ 
る。 私は か 力戰戰 丈の 一人と して、 をが 戰端 の-おお 化の ために、 飽くまで 岡 ひ おく 乂悟 である。 

. (昭が 十ぶ 年 かぉ S ) 
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本 巧は， イザ リ スタが の フ ラ— 麻 ザ 著 「み « ホ お戰巧 お」 におす るな の w 究を义 である •と 村 時に， このを « ま 
巧 ♦ホ » を •をみ 大 《に 巧 用し ド イヴの «巧 を 巧 解 せんとし たも S でろ リ •又 こ ザ 巧を】 ホが 巡せ し A ん i 


したものでぁる〇 な#の壬がフブ|府或のその巧巧と、 比が硏堯されるならぱが巧の典ホもろリ、 ぉ者も$たそ 


れを ホ巧ナ ると ころで わる" 




.'..い 裏 璋 【.姿- 




r 大戰に 現れた ドィツの 宣傳戰 

— 第五列 部隊と 謀略 戰化 — 


(こ 白篇進 巧と な巧戰 巧の 請 利 

世 巧の 軍 譯論家 や、 軍ず おお 通の 豫 想ち： iijj {事に 桌巧 つた、 五 巧 十日な 來の 巧、 白の ドイツ 巧の 
進# は、 をく 疾あ 迅雷 的で、 全 裳は、 目に もとまらぬ 神速 冀 なな 進に、 •トギ モ をが をを ぞ換で 
ある ものは これは お 不可 あ 誘な 新兵 器の 化 現に よるとい ひ、 ま^ある ものは セ 十 お トンの おお 我 ？と 
これに 裝備 された 乂續 Q 劈 忆ホ ると S ひ、 夏 ’y またを 降下 落下 か 震 S 奠蔓る 巧 
巧に よるとい ひ、 ともを、 ドイツ 軍の 始めて 達した 新兵 器と 新 城 巧は 軍ず 巧 問 まの 間ち おがな 
巧 究課图 を 巧え てゐ るが、 今日までに 判明せ る ドイツ 軍の 新戰 巧と して、 特に 孝る しい、 をして ザ f 
專問 案の-を する おは、 な 下を 部隊を もふくむ おさ 隊 と、 戰車 除と、 拖お徐 との S つの 巧が をる 化を 
せに がるが 詞 おお 的 策 載の 雲 的 勝利で あり、 他 Q I つは 震に あ 建した 裹お I 特に 後方 巧 堂 
作 ！ を、 この 巧 お 的を# の 反面に、 を窩 をに 利用して が 功を なめた とい よれて ゐる〇 
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ま货 、な 下を 部 おのな おは、 がず しも 降下が 帶の 占領と か、 その 驶閔 力の みに あるので なくして、 
か 軍 または 敵 固 巧の 背後に がける、 ドイツ 軍 おのを 陸と いふ、 一つの 精神的が 巧に 巧る 後 ホ 巧 化工 作 
として、 實に大なる收巧といはねばならぬ。 だから、 ドイツ軍は、 十£^1午が二時、 な下伞部険がホラ 
ンダ領 にを 陸せ る 巧を 見 計つ て、 オランダな 送 局と 同 I 巧甚を 4 て、 同國に 向け-ドイツの ザ サント 
部 験が 我圃 み. 地に 降下した。 彼等は 谢 軍と 同様の 服裝 をして ゐ るから おおに 蒋 巧を 要す I との 苦、 むの 
謀が 於 送を 行つ わ、 これを 問いた 荫 単と オランダ 圃巧 とはが 常な おがを 受け、 巧 明と ともに 一 段と を 
巧を おめ、 その 結 典は 自囲 がの 軍隊を 見ても、 獨 軍の 巧 裝 した 大部 除で ないか、 とのを 怖‘ むを 起し、 
を ひには 备 地で 同 ± 討 さへ 巧 じ、 ドイツ 軍の 近付かない 健に 避難 おは、 雪 巧を 打つ て 西に をに 殺到し 
來ゥ 、軍用 道路は、 避難 巧の ために 杜絕 する。 經が 生活は 破綻を 來す等 拾 おすべ わらざる 混化狀 態と 
なつて しまつた ので ある。 

が戰の 場合は 勿論、 が 因 おのが 神的閒 防に ホ じて 打ちを まれる 「精神的 毒 互斯」 とい はれる を 巧の 
巧妙なる が 巧は、 砲义に 依る 戰 おな 上に 夕大 なる 巧みを 化め る もので、 近代 戰 には 經巧 的封銷 の爭围 
と共に、 必ず 巧戟巧 間にぶ えざる を 巧の 曲がが 巧 はれる。 

ドイツは、 かつて 第一み 大戲 にがいて、 この 巧の 謀略 宜 巧、 おに 敵國 巧みのを 巧手 巧を、 當 ，切 「ぞ 


J 
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人の が 巧を なす もの」 として 利 巧 ホず、 あの 大 がを 巧し をので あるが、 わが 韵ザ 人の 閒 にもい まだ I 
巧々 にこの 巧 巧 ± 道氣 ザが 巧され て 居り、 又を 巧の 力を 述み巧 巧ず る ホ ひが あり、 從 つて 齒 おにを 巧 
にがす る 理解ん 訓練が おらず、 國 巧は 「紙の 巧彈」 と 「巧 神が 毒 冗 巧」 に 無防備に さらされて ゐ るち 
なで あるが、 若しもを 傳 がその ぶ 力を 完全に お 巧ず る 時、 巧 力を なて 世 ホに 誇る I 等閔で すら 尙ほ悲 
をな かおの 滿 にかまねば ならぬ ことを あえば、 われわれ はこの 宜 が 城 ホの 巧究 におして いつまでも 等 
巧に 附 して 苗く わけには 巧かない。 

ドイツ 巧は 巧 ー ホ 大戰を 「ドイツの 化 巧は 蹄 合 軍の ながに 對 おする 事が 化來 なかつた からでは をく 
ドイツに 散在して ねる かがを 住を と 過 お あおの 持 まが 樹合ぞ の 化が 的を 傳 のがに たやすく 誘惑され て 
巧が の ザ 巧で 闺 まが 冗が したため である」 と， 巧が したを 謀 ルー デン ドルフ 辟 軍の が訓 を、 を も あ 巧に 
守つて、 今み 大 我に 巧 下 お 部 おと 第で 列 部 おにが るを 方 巧 か、 を 波と 報道 巧の 巧が なる. 活 巧、 直が 謀 
なの 巧 巧 ホの ちち' 等に 巧って 美事を 诗の 恥を そ、 いだので ホる。 . . 

(二} 大« に 巧！！ サる宜 傅な » 


ィツ 側は、 大巧 巧 巧な 巧の 巧 巧を 傳 にがで、 ま 面 的に-見 ちがに おして、 非常にな 通た を 見せて 
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るね 力の 炼 であつ をが、 平時 詔に もお聞 s 物 s く 見え 叠傳 巧ち 一空 ニー 牵 早く 設立して を 
々準備し 研す」 つ、 走つ を ドイツ 側忆期 草る C 美な こ 華を S さは、 奮 糞に 巧して なつ 
た、 ドイツ 軍のを 傳戰の 妙技に、 始めて を、 むの 微笑を 洩らした 一人で あるが、 かくの かき 滕 利の 榮^ 
こそ、 ドイツ 側の 寡ぶ 巧が、 英佛の それとは をが 巧 ホを 異にして、 を！ 窗殊 某闺の 通信社を 利 巧 

する ホ ft 十、 裹 せを 覆と する— 直 S 組营 ょろ 習 0 養 方 f がちをから であ 

る 0 

それは アイリ カの 通信社を 巧 ふ 不利を、 ドイツ 側 自身が 知つ てゐ たとい ふ 巧由ぱ かりで なく、 もつ 
と 根本的な 理由は、 を ふを はれまの な 烈な裹 戰 にがけ る瑣 化は、 もはや 雪爵を 通ず る 様ち 
义英佛 の それの 夕同 西の ジてナ リストを 的 員して、 應怠處 置を 講至 とい ム直傳 ホ 策では 間にを 
はない 惰^にまで ホち 至つ てゐる まを 議し た，^ らで ホろ そして ドイツが 明日 のぞ、 今日の がを に 
がけを か 畫傅戰 5 ん がた をを 佛竺ホ ホを 蔓憐 えを」 をを めで 表る た ひ 得ょぅ。 

« 導 中 R Q 綱 ホ 

それ か あらめ か ドイツは ポ J ランド 戲 おを、- つの 試験 期と して、 大戰閒 おと 同時にを 傳ち 直稱の 
下に 巧 道 阵をザ 巧 s 化な の 中に 巧 入し、 を 兵科に、 これを が 易せ め 巧 道 お 姑の 一元化、 西 中を 


な巧の巧$6^^?、 巧時煤勢への宜傳巧おのが底をはかり、 そのな巧をお本的に^^し、 巧が义巧巧策を 
巧々 準備し つ、 立ち上つ たので あるが、 これが 現 まに 研 ひられた のは ポ I ランド おな 及び 蘭 自お擊 に 
めて で ホり、 報道 中 巧の 巧！！ にょつ て、 始めて なされた 「ポ— ランド 巧が」 と 超す る 記錄映 まも、 旣 
にわが 图に入 巧した とのこと であるから、 ドィツ 俩の 合理的な 化 おの 下に 巧 愧をか 員した 化ま^、 日 
本に がても 見られる ことで あらぅ し、 ドイツ 側の 化 措が、 ものを いんの もこれ からで あらぅ。 

ドイツの «巧 パンフレット 

ィす KC 孽 Q 晉本 S 1, をと 奮， 一を S 巧 g を 農」 了、 今 美 芝 おず S 奮の 主 お 

やおを 陸 巧の 威力、 大 我に おする 見事な 動員 おり 等の 巧 巧を 中む に 日本. 文の 說 明を 附 して、 をの 威力 
を 示さん とした。 

ドイツ 側で も 近日- 玻ム 巧を」 なる、 日本 文の 寫« 巧を 出版す る 計畫が ある、 とい はれて わるが、 
巧 巧宜巧 物に がける 寫眞の 重 巧 巧は、 今更 說 くまで もを いが、 閒ほ はか 何に ま 態を 巧 確に 說 明し ホ訴 
しおる 寫 * が 我 巧宜傳 といん 目的の ために、 また か 巧に 迸な に 巧 巧され 巧る かにかん つてね る。 

そのを も 優れ わ 一が として、 を 近 ドイツ 宜巧 省は 「東 ホに かける 獨 をの 煤 利」 と 題す る お 妹が 吉ケ 
困 語の 稅 明を がせる を 巧を 中、 むとした パンフレット fc 化した ので ある。 これは ポ— ランド 巧 持に 巧な 



せる 報道 中 おによ つてが がされた ものであると 曲く が、 これは 他の 寫巧雜 誌 や グラフの 鳥ち などと を 
つたを々 たる 驳爭を 巧で がが の 推を を オフィシャルに 正面から 化つ て 美を にぶ 功して ゐ る。 

この 寫 直の 巧 巧は ホして 單 なる 巧が までな く、 を ホな の 狙撃兵の かたわらで 巧 道中な 員が、 その ク 
ライ マックスの 巧 ホを キャ ツチして カメラに 收 め、 砲 ホが さ 兵 その他の 兵 巧に も それぞれ カメラマン 
をが をして がが し 得る 化が によつ て、 始めて なし 巧る とい ふ 機 おの 美 巧な 巧 巧と いふべき で、 宝 巧を 
と巧道中おとの連がはがが备所に建てられた報道巧アパートによつて、 を巧ちよりの指令により命令 
一 下、 直にが 速され かがの お 巧は 時を 移さず をが 省に 方ち される。 

さぅ した 合理的を 巧 巧と が 備によ つて、 あつめられた 《 まを をが をぶ 巧る では 訓練を れわ宜 巧の エ 
キス パ I 卜 をが 待ち 稱 えで ねて、 か 困 向き、 中立 向き、 ホは 固 巧 巧き といん みに 巧れ た 頭 機を W てが 
巧され、 を も 適確を 寸 々も 化は ない 立 汲な 巧 巧が なしを げられ てね るので ある G 

ドィツ 巧の 採つ を 巧ら しい 宜が 方ぶ と、 長年 準 巧され た宜 巧を の 巧 力の 巧 巧 こそ、 今 巧展销 される 
で わらぅ ホ ざ < の 巧 劇に がて、 又 巧 かの 宜巧 巧に、 か 中 率の 適確な 「紙の 巧 巧 j 1, 巧 神が 毒 瓦が」 
とを 0 て、 巧 時は 巧に 化を させ、 巧 巧た 恐 佈と混 R におし 入れ 0、 多大の 巧 巧を、 巧 得する であら 
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巧 養 


(さ} 第 置が w はか < して ！！ Hg されつ. 4 ♦る 

ドィツ 芝 {葛が 汾の 、か、 る 勇は、 ヒツ トラ ふ义 のかき 祖幽 愛と 政治が 慧眼と 夕ご パガ 
ンダ蓋 受を渠 Q かく 卑俗なる も Q とせで® 奎お S へ、 富 S 0 i と冀 とを をら 

なかつ たためで ホる。 

ヒッ トラ— は その ホ I わが 脚爭 ：| の 中で 「大戰 にがけ る 養 こそ、 おも 明が に、 口が にがす る チ お 
をる ことを 季 もので、 宜傅堇 ものは、 武器ち でもを ければ、 そな 下で もない。 ...... たを 斯 

する え、 巧 巧を 度を がした 人 Q 乎忆 か、 つたなら ち宜 傅は ちに 巧る •へさ 巧 器で ぉる 一と 寡の 
舅に ついで 述べて ゐろま 空 傅 巧 大臣 ゲツ ベルスは 「 f ナチ ス舊は 官職に 孝 仕す る もので な 
く、 晚お 忆奉 仕 する も？ ある。 常忆 耳を 阐复脈 巧に 傾け、 その 愛妾？ 生 こいお 巧を 保つ 

S 巧； S で ホる。 寶香 公け S 設備 畫？ ま、 受は 賃畫」 i 羣する 任 巧が あ 

るみは おも 巧 迫した 場ち いは だが 羣巧 として 需 して 來た宣 傅ち 巧々 の閔巧 生活の 切 巧な 巧 
能にまで 初めて 5 た Q はナ， である。 本當 の ご パ为ン ダを 2 とする ものは、 闭 おを 巧 細に 知 

禾 じ、 义围 巧巧种 S く蔓ふ ばなら な 5。 ご.； ンダ Q 技巧は 巧し 5 び 得を る も？ はな 
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〜本 s 巧 題で ホろ かに かし ご宙 Q § や 手蔓には をり 得 友い ご. ハンガン ディ ストは 人を 
の ホら ゆる 舅に かて、 出來る ダけ 累な 2 書 有し & ければ なら ミ。 プニ カン ダに めても 常 
八 巧 合の かく ヒヴ トラ— が 最大 & 巧 巧た 示して 來 を。 かに 巧 巧 もな# の 推 乎の 街 と & り、 ちが 
に 於ても 知が sf 巧！：、 ミトラ ふ理 巧の g 巧に 薄 か ゥと考 へる。」 

な 志、 ミトラ— 累ゲッ ごス Q 去傳な Q 一巧で みるが、 ヒ ，トラ ふ、 一九 ミニき 一月 十 = 一 
日の ホ ホた なて、 寡 f 投臺し ろ 今 ホ 大巧 畫 、僅に セ 年に して 實巧 t 巧 f 牽げ つ、 ホる 

ぇ そ の巧おは 大芭ゲ ッ へ ル ス ff 丈、 ホをに ヮルク—* フンク、 ディトリブ ヒ ををぇ、 大臣を房に 
ハンケ、； ごご— デル、 7 ♦ン •リ- ベン、 一 こ ル、 ッこル 2 、シユ レヒト、 ご テ ルス 
キイ， フォン •ヴ ロ ッへ A 夕 巧* ホる エキス パ— 卜が 行ち 推つ てね る。 

そして、 第一が は A がな B 人事 〇 法律の 己が 口に みれ、 K に 巧 二 巧を » 、タニーが ラデォ 、第 四が 新 
58、 第五が 故 ♦、き ハが 累 、巧 セが か 困、 巧 八が ホ 寡、# 九 巧を あ 巧 術、 季が音 f 々た そ 
れ-4^有能なる指巧まに巧つてなホされてぉる。 

しかし、 こ、 で われ < は 今 固の 白曼 入の 季 ♦巧な 巧 巧の 裏ち 第 置が お I ナチれ 巧に 舊 

卞る秀 暑# I S ま、 ま蓋累 IKt ホ W と 5< さ 、望 sf 宮 K & る ホ ホと 










3 た夕 


イ t ドイツが 平 巧に がて、 いかによ く 訓練し が 率し で わた わを 硏究 しでみ る必 巧が わらう。 


l — f >4 r{M 装既 


- sf 】 


IK みが 巧 替# 
(ちを た A _ 


1 内 拍巧 i 巧を ン 女】 

. J こ， ン女一 

. (> 巧み 而) 一 


I 第 支 0 細 

—夕 一巧 宜 傳 
—藥ミ 巧 ラゲ ♦ 
: I 度 巧が が 南 
. I 第五が 映 痛 
—第 ホが M 巧 
‘ — 第 A がか W 
! 巧 八が 著作 柯 
. I 第 化 がをお 类巧 
I 第 十が ま 巧 


V 火ント 

(巧 苗) 


一— たで— rd 巧 f li ち； 


j ツ 1 5 一 

(度 策 ホ 面】. 


(か 鉛 


苗 巧み 方が 一二 十ニ ホが 


— か# を. W 巧 巧 

—內 » 巧 ！— 度 巧が- 

軍 I 请 餐 巧- 

» 技 一海 M — 巧 報 —— 

I 其 化 ホ 省 — ' 度 雜 そ — 


•ヴ トラ 


» は 「を 中 ドィツ人は、' ド*^ ツの支 巧 下に ホるべき で义は 巧の 場を に 見る かく、 



_ が一 


利を にを 仕す る義 巧が ある， I と 叫び、 おかを 巧を 巧め てを； 要械 して、 ナチ ス がの 宜 傅を、 を 巧 省の 中 
巧 巧 姑の 中に 入れ、 を傳 ちと 巧と 巧が たる I 巧と なつて 活動 せしめる 様な 化樹に 親は した。 

右の 面 表に 巧 つても ザる 通り、 ドイツは かくの かく、 共 ホぶ インタ I ナシ 3 ナルに、 巧る とも ぶら 
ぬな 巧を 4 て …… 巧 外 一也の 化 巧を 通じて、 ドイツ 巧 故を 翰を 中、 むとした る ナチ スの黨 を 扶植の 地下 
運 S に 狂奔して わた わけで、 第五列が おも ホして オランダに ながと 生れた もので ないかく 、又 いづれ 
の 困に 第五列 部 巧の 搔然 たる 地下化 巧が、 忽 がと 頭 巧を 現は さぬ とも 断言で きないの である。 

かくの かく、 ドイツは おかを 巧に 巧に を々 な 麻 工作を 巧し つ、 あつたので あるが、 が 大戰の 失 化に 
こりて、 ヒット ラ— は 固 巧 ま 巧に よろ 擧困巧 制の 完巧 のために、 あらゆる 巧 力を 拂 ひつ、 ある こと 
は、 令 巧い ふまで もを いこと であるが、 巧に 巧 巧 や 固 解に よつ て、 巧へ ぱが なに 巧して やせた 子供と 
巧 巧に ほ 》 そむ 子供と をな 巧 にがつて お 照せ しめ 「が 大巧 當巧 はこの やぅに 幼 おは 化え て やせて わた 
が、 今 ホ 大巧は かくの かく 巧 おで ある」 も說 巧し、 まは をを りの が固忆 よつてが 大巧の 中立国と か 巧 
とを をみ けし、 今み 大巧に 中立 巧と ホ ホと が、 いかに ホ さかを 示して、 だから こんどは 大丈夫で ある 
と 田 巧に 巧えるな ど、 その他 わ* の 至れり をせ るの 巧 巧を W がを されて ねる。 

^ 田のを 傳が 「ナ IK ナベから ず」 まの、 ホ々 にを々 みのがけ ぬぶ 簿の 多を にだし、 ドイツの 
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おがを も較 
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ずが 
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g< は、 ■度 t 先 づ» •の &佈 から 敎^^ぺく 巧：©^ ♦しで ミの »« 公と •又 &K ぶ ¢4 巧 族 1 ♦の 
■繪公 tww し、 一 来 t れ のな wt 守らし A つ、 A る 巧 巧は、 いかにし でも われ^..,^ の大 八に 事ぷぺ 
6 ところで A る。 

サ ホち 傅 •にがいで 看る し < わくれ t とつ ホ わが— に、 最あ直 傅 雀 及 立の ホ A りと 扣< が 、 P — マ 
の 一日に して 度らざる か < 、今 ホ々 度に ♦ける •ト イツの S 傳致 策の 戍巧 t 、 われ ^^ I ホ實 g におて 
生かす ぺ g で* らう。 


(《 相 十五 年 五月 R 】 



か 


ご r 巧 時下の 巧吿 と宣傳 

《こ >時 中 庚 は ♦— ないか？ 

•爭 中は 巧 巧 鹰ホや 定かは 無 巧の ものであ^ うか？ もしも 自 々は军 巧を 柔に巧 巧した から、 わる 
ひは ホ おさへ たれば、* ホ や 立 巧た せず とも、 いくらでも 資れ るから、 庚 ホ や直傳 は、 巧 ザ 中には 化 
巧の & いもので をる、 と、 ま はれる 人が わると したら、 それは たいへんな 間を ひで あり、 i た、 がぶ 
よりも 公な を ホん ホる 巧 « がた 理解し & い、 巧两 自由 主な U 化 人 ま g 巧 代の 人で あり' さらに また、 
巧資た 通じ、 を まに 巧 事しながら、 a まに ホ 仕し、 巧爭を » 巧に みちびこうと いふ あ « なる ホへ t 抱 
わ&い 人と 申しても 巧ら <» すでは ない。 

《巧 どこの 函 でも、 い ぞ度爭 と* ると、 國 巧の 巧 業 t ホげ て 軍需な にを 《巧た 集中いた すは 當が 
でを る •.それに ホが 巧 j ホ 大巧 や、 こんどの ホ W 事 養の やうた I こ 年 も 四 年 も® を、 巧 巧を 巧 巧 
にたれば' 函巧 45 ♦に 供 ♦もれる 平# g みは、 極度に 巧り 巧め で、} 曰 も キ<» つため に、 i ホ 家 巧 
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の 巧 巧 ザと いん 犬を 度理な t 資 現ずる ために、 田 巧のを ま 力を 巧 w 目し、 巧 おやが 藥 をの 他 巧 爭に么 
巧な あらゆる 化資 の生產 にを 巧 力た タムのは 至極 ホた 〇 まへの ことで あらう。 

かくで、 軍！！ おの 生産に 冉 巧した 夕 數のエ 巧は、 本 來の平 巧 巧な のぞ 業を 巧 ふこと が 化 巧を くなる 
し 化の 平 巧を 業 もがが 巧が かまして* たため、 ザ 巧 消資に 供せられ る 巧 おの 生 產は苹 るし くが みして 
< るで わらう。 こう & ると 一な の 巧 巧 t ホナ にせる だけの 供 おがで をない ので、 巧 ひ資 るた めの 巧 力 
はを 然必 巧が をくな つて、 ただ どう すれば 巧な t 乎に 入れる ことが 出來 るかと いふ K だけが 問® とな 
るので ホる。 

こんなが 態が、 はたして いつ 4 で g くで ホら うか。 とちん 不安が、 段 4 つのつ てく ると 共に、 巧 業 
巧 ホ やを かは 巧 だしくな 少しで くる。 

巧吿 やち かたす るまで もな く、 巧 おは 不足して ねる から、 どん/ \ 資れて 行く。 ホを の 巧 t ちへ る 
ょりも 目先 さの ことで-巧で ホり、 巧 カサず とも 資れる 巧な の巧吿 やを 傳がお 巧な を 化の やうに おは 
れて くるで わらう。 ' 

アメリカが 巧 ー ホ » 洗 大巧に を かしを のは I 化 一ニ セ 年のを のこと で、 その お 年 (一九 一二 八 年) のを 
は T 巧 日本の か 日に おける 化 おと 巧ん ど衡ら ず、 品物 さへ あれば、 どん < 巧れ て 行く、 巧 ホ •を值 
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の必 巧の ない なに 見える 時で あつた。 

この 時、 アメリカの 巧 巧な ホを 員々 のを 員ち サ年 リアム •ビ— •コル バア 氏は お 誌 「 H ザ ィタ— •ア 
シド •パプ リシ ヤ I 」 に、 巧に 何人もが おに 値ず る 一 丈の お吿 をを 表した。 

「一巧 的の 进 巧が 態の ために 巧 吿を中 おしたり、 まは 巧 まを 巧を に 切り詰めたり すると、 すべての 
巧 業に とつて を も 大切を を產 ともを ふべき 媛 簾を 巧つ ける ことになる。 を 業のを 產 には 有形の 物 W 的 
な ものと、 おおの 巧 神 的な ものとの 二つが あつて、 巧吿 をが けて 居れ ぱ こそ、 この 無形の 巧 巧が をを 
產が案 かれて 行く ので ある。 がち、 暖な とち ふが 神 的を を產が これで ある。 而もが 簾は 徐 々に 築き 上 
げて 行かれる ものであるから、 巧吿を 等閑に ずる やぅな ことがあ ると、 あち、 暖簾の 巧 値は 下つ てく 
るし、 巧 まも 中据 でもし ょぅ ものなら、 これまで 投下した 巧 ま 爱は元 も 子 も なくなつ て 非常な をが を 
巧く ことに あるので ある。 をを (コル バア 巧) の考 へを もつ てずれ ば、 お 巧は 物貨 的を 產 4 上に 大切 
な ものである。 それに 物 巧が み 產 とが ども、 まる 程 ままでは 巧 震に 力 にがつて 不 巧に 巧 巧せられ をい 
では 巧を なさめ みを が ホる。 例へ ばプ n クタ— 'H ンド •ギ ヤン プルのを 場 も 乂災に 逢へ ぱ 、み 兀膚 なき 
4 でに 巧みされ で、 をが そのぶ 値を 失つ てし まふが、 併し、 それと 同じ 破が 力を もつ としても 、長年 
«ホで資么んガ 「アィボリ！巧^|」 といム名巧を持つ巧ま上の僖巧を巧おすえことは化來をい。 ザか 


ふ‘ 




I. 




. C ^ ，- ft / 


ち 個 ♦、蓋 Hf sis しで、 巧榮 巧？ s み 《塞が 葵を をと 12 で、 さ 

た 中 親しで 驚 業た 巧 本が 忙ホ ふやう* ことが みつて はなら & い」 を* : .よ。 

巧す るに、 n ルパア 巧の > ホは 「庚せ をせ ずに 資れ ると 思 0 てい^ おに 走つ てゐ たり、 ザ 巧を 業に 
巧 巧し ホから、 ホの 巧 おと をん の M 巧 もを いように をつ て わ をら、# 來自 々のぶ 6 をな + 的に ホつ て 
しま ム ぞ！」 といん 大變我 巧な、 ホ わち めて ホ 見の 巧 ホる あ ホで をつ たので わる 〇 ~ 

こ C 警 そは、 氣 をつ イゐ たみ 窠 ホ 1 » ホ まに* ルの « かた 巧へ て、、 む氣】 » サ しわる にえ々 なか 

まゎつ ち 

巧 在 軍需 お生まの わめに、 本 來の平 巧な おの 生を を 中 巧して ゐる 工場と g も、 サ 巧が ホ 化すれば、 
わち や 巧を 業に 立ち 巧ら & ければ &ら ない ものが 大巧々 で わ 0 た アメリカに おいては、 巧に 巧 在ガけ 
のこと t 夕 へで ホして* ホ t 中 巧して はなら* いものが みかつ わにを ひ 4 レ。 

々 St 、 な 上は アィ 9 力の 例た ホ 0 ホので あつで、 今 B の 日本に わつ ては、 自由 ま g の H アメリカ 0 
それとは 大い fc 事情が 違 ふ。 われわれは 『自由 •ザ# •»*」 のた A に 国ん ので もなければ、 自由 ま 
義 ホが 巧* の 夢と 4 いふ Y 4 U 、 ホ 日の 乎 巧が、 再ぴ來 ようとは、 そた こそ ♦にも あ 0 ては たた 
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だから、 髮 巧の 適が にょぇ たと へ 日 まま 墳の戰 騎行 爲が 5? る やうな ミが ホつ てち な 
ほな 制は 巧く でせ うし、 また、 ホな 共を 围の 確立まで •、あらゆる 場合に 備 へて、 準 巧し 嵐 かに 伸びる 
力を ま 巧し なけれ ぱ ならないで ホら う。 

とはい ふ もの、、 本 來の生 產や替 業に、 永久にが がで きない ものと も、 まを、 軍需を ちを み 遠に 巧 
けをければならないものとも^: かして巧言できないであらう〇 

さう すれば、 コル バア 巧のを 吿 は、 わが 產業 菜に、 あるひは 替業 家に とつても、 あながち おな なお 
まと ミ； 5 得 ミ， 津 では 走 〇 まずまい か！ む」 ろ 巧 ふべき ミの が馴を 含を ゐ ないで ホら うか！ 
しかし 乍ら、 われわれは 決して 「統制」 が ゆるみ、 自由主義のを のかき 自由 經巧制 あが 巧び 現れ 出 
づる などとは 巧 じて 考へ ては ならない と あ ふ。 

(二} ア / リカ ft 吿巧勇 革の 巧！！ 


この コル バア 巧の 蘇吿が ホつ てから、 閒 もな くアメ 力に をいて は 「巧 吿義 巧ず」 ともい ふ ぺき一 
なのを 業を とその 巧 吿巧術 家违の めざましい 巧 巧が 巧 はれた。 - 
a ユ—ョ I クの备 辻* の I 巧に- 



「じれで 巧 巧には 今 面 OR が 大巧に アメリカが 化 兵した « 巧は 了解せられ たちだ。 自由と 正泛 t 生 
♦とずる アメリカ 苗 巧と して、 世み 併合の 大巧 まを 巧く カィゼル のか 畫 に、 今 ここで 大巧が を かへ る 
ことこ そ ザ モク ラシ— への あおで ある。 巧 巧を 巧 年は がを とつて 正を 人道の ために 巧へ、 がらざる も 
のは、 ♦つて 自由 公な に 巧ぶ すべし。 これが 必 滕のス P I ガン だ。 T メグ カ 困 おは 卞ぺ てを がつ て、 
まが ホれ るまで 買へ！」 

と、 お 油 巧を 持ち出して その上に ホつ て、 巧窩 々と 怒 巧つ てね るを 年が あるかと あへ ば、 また、 化 
のをに ち - 

「あ 困を 巧 版から あ ひ、 世 ホ 人道の ためにを 踏した ぶ# ホる 巧 おのま ± のこと t 思へ ば、 まど もは 
どん & ことを しても 西の 譲りを 面め なければ ならを いと 巧 じます。 今す ぐ 自由 公 巧を お求め 下さる ホ 
には 妾の、 むから なる キッスを おがりを します」 

と、 巧を いなを 巧り 上げて お ホに 巧 巧して 巧く 美しい 女性 莲 のまが な 巧 巧 お 化が あつた。 

ところで 、このを 年は-巧 何 ホで ホり、 この 爲 人は 巧 困 掠人會 のを 員で あつたで あらぅ か。 この 靑 
年^ おい 女性 も 巧して おせつ かいな かずを でもなければ 、お菜 的な 巧 型の ± でもを い。 

アィ ポリ— 石 巧 ♦なや、 ゼネ ラル 巧 ホ 巧 入み 巧の か 巧 員 や ホな 員 や巧吿 巧と して 働いて ゐる 人を e 
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Kf SIS 


「今や 巧* はこの 大巧に？ 路 がをおめ ご あるの だ」 とちろ 大きな 見出しを 化して、 をの 下の 
そ 巧に みの 様に 寄 かれて ゐる C 

-■ ■ ■ ♦ 

巧々 が 日常 蹇忆 がて どんきと で，^ 勇す を、 それだけ 《墨が* るのと S ち 勝利 
を转 るを； e には それ 想ち の 巧 精と 我慢と、 惜しみな き 舅を 拂 つて か 之 ことが 必 雷で ホ 
る 巧 A は 自由と 正義と 义 明を；^ 護 せんとす る y は、- 董忆應 じて 何 巧で も あらゆる 巧 器を が 
用し なければ ならない。 而も そのためには みおのを をを 必耍 李る ので あろ 世 ホお あに 徵し 
て これ 程 正しい 化 巧は またとな いの だ。 諸君は 須く 自由 公 街に 巧を すべき だ 

そして、 をら S ま 文 Q 下忆ち 四角 Q 震を つ？、 ミ惠 S 名と 若、 赛 着が 普い 

てあつた。 

「この 雲は 自由 公 3 員を に 協力 •して アィボリ 占蓉 社が 雲した ものである」 ち 

をさん。 この；。 力 S ける 霍 にょる 睡 家き 仕、 巧 力 哉への 舅ち 一 おな にを お季 るで ホ 
ホら ぅか。 

このな ち 商を やを 菜 人が を團 一を のが 神を もつ て羣 目的を 達 巧 せんとす る、 燃 ゆを かき 巧 巧 
、むが ス に 通じない 讓 は & い。 K メ 。为巧 吿閒— をな 了 襲され たる 巧 吿お霎 は 含のを しにを 
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て 巧 誓 四十 饭を巧 巧し、 百 八十 八谊 j 千 二十 I 二き 罕 四す 元 十 弗を 茵り盡 し、 の 闻の發 巧を 通じ 
て、 この お奠 軍の みで、 黄に 五十八 億 九 千 セ， 百 二十 ス常ス 千す ホを 費る とい ムな異 がぶ おを 舉 げたの 
である。 

.第ー ホ大戰 における アメリカ 巧吿 巧は、 この 自由 公が の 質り 化しの 化に、 

-、 な 船 巧の 故 エの著 集 
一、 公 巧の 資ゥ戾 し 防止 
一、 戰巧 巧手の 帝 巧 お 進 ， 

一、 ホ 十字 まを の 募集 
-、 ホ お 運 おへの 協力 

一、 巧閔ス ロ— ガンの 化け 及 ， 

■ 

等ち S ち 新聞 巧吿ち SK ベ‘ -K の蕃 提供、 園 案文 案の 作製 等 あらゆる お 術と 資金と を 
巧 供して、 國 家の 必架 とする 戰 時を 傳に 協力した ので あつを。 

やがて、 平和 S が嗚 り、 れら S 產 ホが 軍 謹 業から、 案 sng 塞 £ 管を 時、 いつた 

い それらの 巿場 はどぅな つて ゐ たでを らぅ か。 アィす 石 おその 他み くの 巧 品ち 軍靈 業に 嵩で 


K 瀑 を；： 巧 ♦は 何な 
止 A なけれ はれら A か 


替澤は 
敏 だ/ 


© 


If 日本は々 •入モ も わも不 をして* i すか ~ 
ら-己れまで資巧なをかつて&たわ巧- 
をの. の力でを松時^にを史た巧巧のぉ ^ 
迈じ巧 かけたい ので 寸 •巧* け 巧 巧な ミ- 
巧は 乐 いば かりてを < •之を 化は をい ヤ - 
夕 にし 玄 ければ 4 り 1# ん •々のま、 で 
はな 時下に 必 ホを 巧を が 巧る ばかりで ナ 
二， ナベての 貧*；: S じ 化を つわり 紀巧ナ る 巧 
が ホ 1 した •化* は « 巧を や わ貯《 一巧 二 
十值 、を L •公位を 本 わて は 力を 增 ホし ホ 
けれげ な々 ません • 

ご rR 時下に &る找 * は •» 小曲 度のを 巧に 
甘んじ 4 けれげ をり 4# ん •« 時下には 
«巧’ 卜 のを 巧が みる 答で ナ， 


きな かつた 小さな 生產 をに、 すでに その 市場は ぞ はれて ゐて乎 
の 下しよぅ もない ほどで あつたが、 人々 は戰 時に おける ア イボ 
リお 臨を 社 やその 他のを 產 をの 熱 巧なる あ 國が巧 巧に 1, どぅせ 
巧 ふなら、 廣 家に 盡 しを 巧勞 ある アィボリー 石齡を おつて やれ。 
ゼネ ラル 絹み 社の 絹布を なつて やれ：：：」 と、 同が ま援の おが キ 
ユウ 然と あつまり 、忽ちに、 をの 人 氣と巿 場と を 凹 巧した とい 
ふを ぶなる H ピソ ー トも ある ほどで ある。 

よき 巧吿 •宜 傅の 巧みに ついては、 必ずしも、 アメリカ や戰 
爭 中の 愛 阐直俾 の 例を とる まで もな く 先き に 姑 かした コル パア 
巧の 無形なる をを であり、 义 がに 烧 かれない が 簾と いふべき も 
のの、 いかに まく、 まを 大切で あるかと いふ ことは、 關 萊大發 
火ぶ や 近くは 靜 岡の 大乂の 時に、 ハツ キリと これが 解つ たので 
ある。. - 

がち、 大火の ホ 挫の 中から 不巧 烏の かくよ みがへ つを 商 巧は 


らか需 度の 本日 
を# 二の - nil 

ノ ぶ せお 巧 


A a のまを め n 閲巧 
神な 巧 Mt 吿ホ丰 
ナ巧献 じがよ な助拍 

♦ 






平常 信用と あ ホと を かつて 築き上げを 有 あ 巧 ほ、 あるひは 宜傳 
によって 人々 の 記憶の 中に 生き 殘 つた 生雍ホ であり 商な であつ 
を。 とい ふ事實 こそ、 何よりも 雄 辯に 巧 吿と直 傅の 大巧なる こ 
とを 物語る もので あらう。 


(一一こ 戰 時下の 巧吿 はか 巧に すべを か < 


支那 事璋發 生の 巧は 勿論、 今日 もな 取 戰爭を 主題に した 巧吿 

非常時 局に 關聯 させた 巧吿 でありながら 、却つて 聞 巧が 蘇 

巧を すらを えせし める 惡巧思 劣なる 巧 吿や宜 傅が 跡を 絕 つた 譯 
ではない 。また、 惡 巧とまで 巧かない としても、 かなり 化 重さ 
を缺 いた もの や、 無理に 時局に 關聯 させた お 調の もの も 巧して 
巧くない ので ある。 

元來 、わが 國 の巧吿 は、 平時に がても 冗 面 切って 堂々 とお 資 
ホの 利益の ために 訴 へる 巧 吿が少 くて 巧吿を (版 宵 者) 自身の 


R 巧. 卜 のを 巧が みるまで 十 • 巧ち，- の々 齒 の 中から す 巧 烏の かくよ みがへ つを 商店は 




利益を 中、 むとして、 あ 頭 的に 訴 へた ものが 夕 いのは、 がつ てこれ が 逆 巧みを まねく とい ム ことを 考え 
ないから である。 

なんとかして、 自分の 利益の ためにを を 巧は せようと 巧 力す る 跡を おな と 現は して お， り、 消を ホが 
これにな 潑 し、 禅 巧し ようとす るのは むしろ 當然 のこと である。 

化ん や、 あ 勇なる わが 皇軍の お銳 が、 巧 器を とりて 第一 戰 にみ 命を 賭して 戟 ひつ、 ある 時 一 がち 
聞 化の 何人も 戲爭に 依つ て 利益を 稱 るべ からざる 非 巧 巧に、 我利が あからさまに 巧を 化しを り、 交換 
が 件が かけられて ねたり する 巧吿 に、 誰が 同 巧 やが 意を 寄せる であらう。 純粹 なか 機から、 公益に 奉 
仕し ようとす る 質のを 强的巧 ま ホの 巧な におして こそ、 留 巧の 同 巧 やま 按は 巧せ ずして 集められ るで 
あらう 0 

な 論、 ち識 がに 不純な 的 巧から、 時局を 惡用 せんとす るよう な 巧 まは、 近來 なんど 巧に しかない が 
夕く間 題になる ものは 時局との 結びせ けが 拙劣で あつたり、 考案 上の 不備のを めに、 化會 的な な始を 
巧く 結 巧に 陷る のが 大部分で あらう。 

けれども、 なんと 云 つても、 大巧 吿 主が 自を商 おのた めに 费ず 廣吿 面は 非常に 龙大 なる にも おらず 
これを 团 巧ぶ 巧の ために 提供す るを 惜しんで ゐ るのは 甚だ 巧 念な ことで ある。 もしも 今 わりに その 半 
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々いな 五分の 一を 阐 巧苦傳 のために. 提 かして くれたと したら、 どんなに 素睛 らしく、 また 闽を 宜傳の 
一旦 巧を 發 する ことが 巧來 るか なれない。 

とにかく、 自家の 商品と 無關 係な 宣傳 はしない、 とい ふ 様な ヶ チな おへを 葉て、 齒策宜 傅に 協力す 
る 態度を 執るべき ではなから うか！ 中小の 資力の 乏しい 企業家な らば ともかく 大巧 吿 主は 愛 固、 むの 
上に その もてる ぞ 力を ち慷な く發 がすべき であらう。‘ 

今日の かく 巧 迫 サる戰 時下に あつて は、 巧 おに 關 する 說 明は もはや 殆んど 無用で あらう。 唯 だ單に 
品ち だけを 示して 团 策を 傅に 大 々がに 協力を する だけで、 自家 商品の お 吿と閔 家が 必： 嬰と ずる 宣傳の 
目が を 相 共に 果す ことが 出來 るので をる。 ‘ 

巧 ホ •宜 傅に がても、 公益は がな に 先んじて せ 重され ねばならない。 がち、 帝吿 •宣傳 も 栽 描 制で 
行きたい ものである。 

《昭か 十ぶ’ 年 八 巧 記) 

▲カヴ ト巧吿 は、 名 古 3： 巧 晒に 巧 巧され た 明 ホ 教巧巧 ホみ ホの 巧が ス < I スが がに 巧 化された 42 である 0 


が 


* か 


\ 皆を！， 


r < 


暖 


んも Ur バ- 





.す i を ご..：- ム r -. を 


良户 




四、 ドイツの 廣吿 統制 法 


(こ 巧 巧 制 下の 巧告 はどうな るか < 


世 巧 的 大動亂 と 围巧お 制の なのな かに 商品 宣傳 と廣 をは どうなる か？ 商品 宣傳 と麽吿 はが 制に よ 
つて-お いづこに 巧く であらう か？ この 疑 巧は 巧 吿と宜 傳に魄 、むを 有する 人々 の 抱く、 を も 知りを 
いところ の舆ホ ある、 かつち 劍 な問题 ではなから うか 一 
すでに、 わが 國 でも 演裝 •映 邀等娛 樂に魄 ずる 巧を —— チ ラシの 禁止、 ボスク— のか 數制眼 1 を 
始め-が 統制が 發 動され て’ ねる。 

だから、 巧吿 とを 傅は 新 結 刷 下に どうなる であらう か？ との 疑念は I 層が めら れつん あるが、 將 
來 にがけ る巧吿 •直 傅が、 どうなる か、 を 知る を あとして、 ここに 簡單 なから ドィッに がける I 巧吿 
の 統制 法」 をが 究 しでみ る ことにしよう。 そして、 この 硏究 から 將來 にがけ る わが 瞬の 「巧吿 が 制」 
をな 想す ると 共に、 さらに _ 「巧吿 •宜 傳」 に對 する おお S な そ 案を あみだず ベく 巧 力し ようでは ない 



(二) ドイツの 濟告 統制とは < 


イツでは 


ラ— けがが 成立して から、 閒 もない-九 年 九 巧 十二 日に、 不を巧 吿の巧 止と 


新曲 巧吿の 合理化の ために 「巧吿 法 一を 發令 した。 


そして、 これを 宜傅巧 力 臣ゲッ ベルえ の監お 下に 超さ、 經が立 傅に 從 事して ゐる H キス •ハ— 卜 によ 


つて 組 巧され た宜傳 顧問み をる ひは 商ち 巧 吿調益 合け に、 この だ 傅 •巧 吿を監 をせ しめる ようにし を。 


巧 班 制の 理 をを 巧 解し ない 人は、 統制と いへ ば链 分な 闽な ものであると、 おへられ おいけれ ども、 


ツの巧 まが 制 もみして 商絮を 傅を が審 する ものでは なく、 むしろ 健を なる 巧吿 •宜 傅を 擁 蔑し 發 


戾サ しめる 建設的な ものである。 健全なる 商業を 傅が 不當 にが 蒂 される ものでは ない 事を 理解す る必 


巧が ホる。 


ツの 「巧吿 統制」 ホ 案の 趣旨の 大意は、 ホの ように 輿が する ことができる。 


、明 巧 良 巧に して 不 ぶなら ざる こと C 


二、 その 記述は 立 詔し 得る ものなる こと。 


I 二、 转 巧を 當 ける こと。 


•.も 


。ぶ 
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四、 . 表現 待を 共に ドイツが をる こと。 

五、 ドイツ人の 道德 巧、 宗 おむ、 巧 囲、 む、 巧 治 意識を ぎせ ざる こち 

六、 苗 おにして なお 的なる こと。 

七、 巧爭 おを 耕 謗せ ざる こと。 

八、 放爭 をの® g 又は 設巧 等と 比較す る ことを 避ける こと。 

な 上が 雲 お 綺忆閱 する 大ホ针 Q ? で ぉる：&、 そ Q 結 典と して、 ドイツ Q—s 組 殺に 夢る 
がかき 消？ 巧 招す 堇 案、 か國 語を 夕替 ひたる？ 文、 でが みても がま おらざる 雲、 商品 
を、 寡 等を 用 ひたる 巧吿 等は、 ドイツ 國巧 にがては 許され なくなつ ミ 

かし、 C れ貪括 葉 稀 ホ法忆 ついては 裹胺 問を が大糞 《ょぅな？ かまして 雲いた して 

ゐる〇 . 

一、 新聞 8 等 SS は、 霉を 巧？ る 印刷 部 お、 S 部 お、 固を 繁 .部 數を 公表す る こち 
一、 巧站雜 誌のを 行を は、 雲 料金を 任意 忆を 《る 巧 利を 字る が、 制を し 這 上は 5 の 期閒を 
經過 し、 許可を 得を る 上に 非ず んぱ 、之を 巧 巧襄 する を 得ざる こと。 

I 、 巧吿 料金 制定 Qf •は 割引 率を も 制季る C と。 發行部 契なる 菱 は 罰牵这 二分ょり 二割 
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にあび、 部 おの 少なる ものは 一割 乃至 兰割 とし、 案巧廣 ホに 閱 しても 巧 載 回 おにょ る 割引 率を 制 
巧す る こと。 

、紙面の 榜成 (字 詰) ぷび 計が 單 かも 稳準 化され、 帝 吿巧數 は、、、 リメ — トルを がて 計が 單 かとな 
し巧吿 がの 幅を 大小 二 插に區 みし、 大巧 吿は帖 六十の ミリ' •メ ー トル'、 小瞒吿 欄は 棉二 十ニ ミリ • 
メ I トルを 基準と する こと 0( この 巧吿 帖に銷 する 巧を はを の後閒 もな く麽 楽せられ を) 

、巧 吿ま义 は從來 の巧吿 代理業は 、直接に 巧吿 面を 契約ず る ことを 错 ず、 巧に 公認せられ たる 巧 
吿 代理業者の 手を 經て 契約す る こと、 化を せられて 居る。 この 公認 廣吿化 巧 おを は、 現在 百 お 名 
ホり。 大部分の 巧 引は 越 巧 ま藥都 ホに 支店を をす る 一 業 お I. T ラ」 の 手に おめ られ てね る。 代理 
業者は 巧吿 料金の 一分 乃至 二分の 手數 料を お 行を ょり 手 お 料と して 巧り、 この 手數 料は おおた る 
と 間接た ると に 諭な く 一切 あ吿 まに 割 房す を 得ざる こと。 

、巧吿 顧問 も 公認せられ、 巧吿原 稀は この 顧問 又は 瞒吿 まの 巧吿 部が 作製す る。 顧問の 中には 若 
干の 巧 吿代巧 まを もを まれて 居る が、 大部み は 濁 立に 替業 する 文案 家を 指す もので、 その 報酬は 
大 なる ものは お吿巧 金め-割に るぶ ものが ぁり、 文案が、 ホ旺 がの お 化 額は 規 をせられ てゐ る。 
、巧吿 をな す 場を には、 豫ゎ 許可を 嬰し 許可の ない ものは、 これを なすこと が出來 ない。 质吿閒 
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巧者は ドイッ 巧 吿尊巧 家 協を に 加入を 輿す るが'、 この 加入は 巧 當の巧 格がない と誅 可され ない。 

! 、あらゆる 雲には 巧 分 写の 霍稅が 課せを 發巧 をが をを 納入す ろ 

一、 を 苗 中に 茸驗 をの 證 巧を 巧 ふる 場を には、 必らず 本人の 同意を 梁し、 その 巧 名 年 巧 日を 巧を 中 
に 明記す る 墓 あり、 且つ その 證 明の 本人に 霸を學 ことは 絕 湾 禁止され てゐ る。 

(己) 唐 告統剌 にお カサよ！ 

トイ ッ 新郎 巧 吿ホ締 法規が、 この お 略な 樂旨 のなかに よつても、 かして 巧吿 まを 無を に壓 あし 統則 

する もので なくして、 むしろ W 前よりも 遙に 夕^ その 利益は 擁 誰され、 を理 化され、 明朗 化されて ゐ 
る ことが わかる であらう。 - 

がち、 巧閒雜 誌の 販巧部 おを 明示して 南 吿料 をを を理 化」、！^ 薑 仲介 業を の 手 お 料の 割を を 謹 

する等署主は藥よりどを菱え利ぷを うけ、 ス管 かな霉をるか知をい。 if こ 

の 巧 吿淨化 4」 合理化に 依つ て、 巧吿 Q I ! かを 信賴 する ことが 壤 るよう になり、 ドイッ 雲を 
この 法洩 の巧苑 によつて 、その おおと 不を理 から 救 はれを ので ある。 

だから 始 《忆中 上げた よう 忆、 雲が 制は 奪を 禁じ 巧 制ず る 《が 日 的でなくて そ 置 當 なる 利用 
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法を 巧ち する もので 巧 ま ホは これにょ つて どんなにな 的に 向上され るか ハツ キリ わかる ではない か。 

ゆを に、 庸 .ホ 統制に 化して 巧るべき ではなく、 まを 避くべき でもない。 むしろ この 際 大いにを 壁な 
巧 ホ 統制 法の® 巧の ために、 がち 巧 吿の新 お 制を つくりあげ るを めに、 おぶ に 大いにれ 力 力し、 また 勉 
巧し、 さらに 偽 力し なくて はならぬ。 

(昭和 十 お 年 八月 配) 
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五、 宣傳 寫眞の 軍事的 役割 


( I ) 日本の 直 簿巧 巧は 現が でよ いか 


フラン K S 事 直 巧巧究 Q 谋が ポン n 'V ヒィ 巧は I . 戰時忆 かける 廉哲 なえ ホ 菁忆 かて、 みの 樣に 
述べて ねる。 

「己里、 フランソワ— 巧 S ホ 地の 地下室の ある 五 階のを が ラ •メ I ゾン ドラ •プ レッ セと 呼 ぱれる 

フランスの 直 傅 本部と なつた が、 地下室に はを 插の 印刷 巧が 提 へられ、 地階には 大きな を 議 室が ある 

そこには いかめしい 人々 が 右往左往 する、 トラックが 清く。 立 あな 自巧 車が 停る。 その 二百の 部屋は 

何れもが 壤 から 遠ざかる 程 勇 おの 化る 戲爭 巧の 巧 雄途の 事な 室、 應接 室な どの 巧に 供せられ てね るの 
である 0 

その 地下室の 硝子 屋 おの お 階 迄の 全部が とりも 直さず プロパガンダの I 體と いふ 誇で あるが、- 番 
上の 稍 子 崖が の 部屋は 寫巧 か肃 室で、 そこには 木製の 斬られた 人の 晌髓や 瞬 や 脚が ころがつ て 居り、 
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眼を くり 拔 かれた 人形な どが 立つ てゐ る。 部屋の 片隅には グランド •オペラの 背景ぶ 家が、 燦 破され 
た フランス やべ ル ギ—の 寺院、 避かれた 墓、 荒旌 しを 村を などの 似寫 をの おがを 巧いて ねる。 この 等 
の寫眞 やお 薄は 謂 ふまで もな く、 何れも プ 。パガン ダの 目的を 逢せ ずぱ やまない 爲 に、 全 地球上の 巧 

衆に おして ドィツ 軍のを 虐に關 する、 つきとめ 辖 ない 證據 として 送り 化される ものである。 こ 

の 建物 こそは 巧に 最も 力 强い虛 俗の 戟 場で、 前線 後方から 來 たと 稱 せられ、 削 作 廿られ たる ニ ユ—ス 
の 精えざる 源み であつ たので ある」 

わが 國の巧 巧なる ぞ 部が 第一み 大戰 にがけ る フランス や ィギリス その他の 閱が進 ホ廿る 近代 寫筑術 
を旣に 利用せ るかく のかき 宣が戰 を 知らない 譯は 勿論ない が、 わが 國の對 かぶび 對が宜 傳の现 がを 見 
れ ば、 この種 まがに を然 素人なる 一肢 大衆で すらな ほ 且つ 宣 傅の 不足と 劣を とを かこた ざるを 得ない 
ものが ある。 . 

しかし、 をが 一 おの 問翅 について は 別に 叉 言 ふべき 巧を を 持つ であらぅ から、 今は 特に 宜傳寫 な 並 
に 巧 道寫 巧の 巧ず 的 役割— が お直 傳 工作と しての 寫 おのな 用に 就ての 問題、 寫 巧が 策の 軍事的々 巧に 
がける ま おなる-巧 門と して 茲に 巧究 すると 同時に 紫を げくべ からざる ぞ巧 的な 問題と して 化 上に の 
げサ たく 思ん ので ある。 
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(二} 大» のな 巧から 學ぶ巧 敵 巧 H 巧の が £ 

げ年 九月 I 二日 第ニ ホ 哄洲大 戰の閒 製の 當 巧、 英强 の爆擊 機は 早く も ドイツ 上空に 现 はれて ドイツち 

を 省 薄力& る 養 ビラ 替 妾を お 布」 ち著是 をる イギ "スが 撒い 薑傅認 かよこ モ 

をに 速し、 その 起さ 〔程は が 千？ 達して ゐろ ドイツ 測は イすス におして この 穂の 行動に 望な 
かつた 稼で あを、 f ランド 戰 線では ワルソ I 攻略 踩忆 際して 養の お衞を 加を 阻止ず るた め同巿 

上さより 夕お S ラを 撤 いちな ほポ— ランド 謹慧ソ 聯が感 糞の ホ 化工 佳 S 蠢 のげ 刷 

巧を 待ち 这み 大巧な 文 詩を 倍を 巧つ てゐ ると いはる、 も 想像に あまり あると ころで ある。 

を闻 にめ てち 今畫當 初より この 空を 三 紙の 躁彈」 I S 神望累 1 を 巧妙に 遗 々使 巧 

し、 夕大 なる 巧 おを 收め たる ことは 旣に 周知の 事を である。 

巧 商 カイ ゼ S か 奚戰 にか ご 藍に まを た 時 「余は 斬 聞に 破れを」 と嚷 息す とはを 名な 
I 揮 話で t が ドイツ 蠢 S 攒莫 ホル— デ •ン ドル 7 雙は 「•トイ" ノの 叢は 豐虽 S がに 寶 
する？ 冀な 力つ たを ではち。 •トイ ツ忆 墓」 了ゐ をが 移 舅と 叢 i 0 s が、 聯合 凶 

の魅冀 直が Q なにた やすく 託 惑され て SQ 背 巧で 园家か 瓦解し を、 めでを る」 と膚 し、 穿に々 



f ゼ ルの お 巧 息の 必ずしも 虛傳 ならざる ことを 衷 常して ゐ る。 

これら 一 建の 審货 は、 おがを 傳 工作の 勝利を 塔 辯に 物語る 證 ぶに ほかなら ない。 . 

* • 

(III) 封 巧を 簿 工作の 目的を 代 巧の 特ち 吉ッ のお衞 

過ちの 世み 大戰 並に 今 ホの 日 ま 巧錢义 はを 二 臟洲大 戰の經 過に 徵 しても 明らかな るかく、 巧 化戰は 
必ず S ッの 前衞に 立つ て 殿は ねばならない。 がち 巧 力 殺、 經が戰 、宜 傅戰 である。 

戰爭の 過程には 機 ホ 的 お 鎖 Q 爭閱が あり、 直 傳の就 岡が あり、 そして 武力は がを の I おを 加へ る こ 
とで ある。 經巧 的が 迫は を おの 流入を 巧ぎ、 を 本 ゃ勞働 力の 入 化を 巧を し 巧 力 的が あは 控 おを がを W 
てが の戰樹 力を おり、 竟 傳は晴 示と 事 巧の ホ 訴を巧 巧して 敵を お 化する。 

米齒 をず お 報 おは、 戰巧 立條の 職能に ついて 「宜傳 はがのを ザ隊を そのが 厘に かてな 聪 する にある 
がち お睽を その 基礎から 巧り 離して 援 み、 彈藥 、お需 お、 を 料、 慰を 物 等の 輸送を 化げ る。 つまり 敵 
围の 巧が 巧 深く 披 おして 家庭から 遠くは なれて 戦爭の 苦痛に 從 巧して ゐる お壬连 への 巧闊 的ぶ ホ— 
(ずの 青葉で をへ ばが 巧の 支援)— を おめ るので ある」 と 述べて ゐ る。 

を おは 巧に か國 おの 意を を 破 巧し、 敵致內 を搂亂 しその ながを 巧 巧して、 ±氣 を あ 喪し、 敵 圃に對 
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しで 不利を 國瞭的 態を と巧阐 ちとを 班 巧せ しむる。 まわを 巧は 自廚の 無限の 巧 巧 ある こと 例へ ば 

米围の 大戰參 加を イギリスが 盛に か 送す るが かき — を 吿げて ± 氣を敍 舞し、 茵 巧を ぞ 住せし め、 產 

をを 糞」、 餐を 節が」、 精神 Qs を夕谢 する？ ら ゆる 鬟 《經萬 驚を 剌戟 する。 かくて 
宣傳 がそ G 劈を蠢 忆發學 る 時忆ち 武力を 4 つ 了 某 8 る I 等闽 ミら 尙 器の 渊に 沈ま ュ 

ぱ ならぬ ので ある。 


(四) おな 宜巧 工作の々 巧と トリック 直 Ig の 这巧 

巧が 宜傳 工作は その 目的に 巧つ たみ 巧され ねばならぬ。 ’ 

■巧 一に が國 にがして お 恶の觀 をは かがに して 煮き 起される か 

第二に 目 画と ぶ 巧 まを は 同盟 齒 との 視 善は 如何にして 維持され るか 

第二 一に ま阅 のな 勉 はか 巧に して 惹き 管た そして ホ 方になる には か 思る 方法を 嫂る 
べき や ’ 

蒂 四に が留 はか 何なる 揀が にょつ て 巧な さ 七る や 

巧な に — 目國の 理想を 傅へ て 如何にして 直 おする か 


L 
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等で あつて、 かつての 大戰 の陪巧 聞の が 事惜報 部が はからずも 乎に 入れた 二 枚の 寫 巧— がちを の I 
枚は 戰 おのが 巧で ドイッ 兵の 死骸が 巧 葬され るた めに 引き 化されて 巧く ところで あつて、 他の 一を は 
石 お 工場へ 通じてね る 巧 上に 死んだ 馬の ゐる寫 巧で ある。 

イギリス 革 巧が 部は この 二 枚の 寫 巧を モンク I ジユ して これに 「石 おエ锡 へいた るぶ 上の ドイッ 兵 
だ 巧 お」 と 題す る 記事を 加へ て 大戰の 事情に 通 ぜぬ上 おに 送り、 更に 歐 米に 逆 送せ しめ、 ドイッ 軍が 
おおの 巧 巧で もつ て 油 かお おで も 作つ てゐ るかの かきげ 象を 與 へ、 腐 傷 的な アメリヵ人を 煩 動し をに 
は 大邸參 加に 巧 巧した る ことは を 傅を 上の ちぶなる 逸話で あり、 今み 大戰 にがても 非 武裝大 汽船の ド 
イッが お 渡に ょるが なをを 傳 する 等の キは 盛に 使 はれて ゐ るが、 これ 寫眞を 中立 闽を巧 方に 引き 入 I 
んが ために 巧 おがに 利用した もので、 これは 巧 白な 淹偏 であり、 トリック 寫 巧で あつて 同戰爭 中に 完 
全に ホのは なを 糾明す る ことは 出來 なかつ たとは いへ、 巧 巧が 完了 しないぅ ちに 巧 巧す る 巧れ ある ま 
を チ 層せ るか 料を 巧 巧す る ことは 巧 明なる で 法とは をはれ ない。 、 

ともあれ、 對か竟 がに かてな 典、 嫂 お、 寫 なが 故 もを 巧な 巧 おを ホし、 絕乂 なる 巧みを 舉げ つ、 あ 
る ことは お 早 や 議論の おがな きと ころに して、. 今部墳 にがても 旣に然 多の 軍事上のを 庞 なる 結 おとが 
究 とが 巧み 重ね まれつ、 ある ことは 巧 像に 難から ぬと ころ ご ある。 
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(五】 w 敝查 « にあけ るな 巧 XR 家の％ 位 

巧 事 上 おおを 巧の 必巧 について は、 これな 上のを 言は むしろ 無用で あらう が、 ク 報道 寫 まみの リア 
リ ティと ドキ ユメン タリ— な 機能を 十々 巧 用 させ 躍 かさせた ところの、 しかして 更に シヤ— プな對 が 
宜が とが 巧 的 巧が とを 加 ホした る 目的 «敛 を もつ て 巧が され、 編 巧され たと ころの 一-報 薄寫巧 I がけ 
なち 直 工作の 上に 汾ホや 巧 巧 や數千 語の 記ず ょりも 遙 かに 迫力 ある 巧 ま おを なて、 が 闊のお 换や巧 ホ 
になくべき訴求力た示ナであらうこ^:は、 巧道寫巧のが力を詔逝される本靑の讀ネ諸巧のおみにあ傑 
し 得る ところで ホら う。 

ち 巧は な 論では なく 理 がと 同 おと 信が とを かち 得なければ ならめ。 從 つて、 か 巧なる 報ち — 直单 
にも 必らず あが 的 上 あ — が道寫 巧に がける がかき 感情的 訴ホヵ — を おはされ ねばならめ。 

だから 新曲 記 おを して 直が の 巧に 當ら しめる 時、 必ずしもれ 說記寿 たる 必要は なく、 報道 記 おの 生 
かとする おは 日々 の 出が まぶは 城 巧の 控過 をを も 面白く 义巧お 的に 社 貪に ホは か閣に 報道す るに ホる 

巧 道 お ホ (ヵメラマン) は 李が のな 巧を か 仰に してな しめ 且つ これを 試み また 見る であらう とこ 
ろの 自菌义 はか 菌の巧 ホに 巧へ る 力を ょく わき まへ てね る。 かに 宜 傅の 適任を とするならば をなる 報 


ろの 自齒义 はが 韵の扶 ホに 巧へ る 力を よく わき まへ てゐ る。 かに 皇 傅む 適 化 著と するならば 貫なる 報 


道 おを 巧は 報道 寫鹰 衆の ぶが 巧ろ 遙 かに 適 化で あると いふ ことが ぉ來 る。 


(み】 A 敵！ 街と しての 巧 道！ の 利用 


巧逆寫 巧の 養 富 工作に がける 巧 化で 巧 能 巧に ついては このる で 打ち 巧り、 おがを 望 作と して 
々報道 寫？ をい をる 塞を 4 て、 か 何なる 方向に 巧 用 すべさを ついて、 S 的な 說 巧を 試みょぅ 
化し これは 前 聖营？ 說 巧」 分 巧」 たと ころ Q 、 對 お宣傳 § 四忆 巧す る、 敵國 はか 篡る 巧な 
によつ て 巧 & さを か と W ふ S を 主と」 た、 護播 厚學る 二、 一二の 賈 S ぎず、 蠢に 

參 加して この 谊の レイアウトを なさん とせば、 巧に 枚舉 のい とまな きが 個の が 料が あるに 進 ひた (。 


おな 携 拓と宜 wlllg の レイ アウ. 


(そ 《こ 


卜— チヵを 巧 f て 占領した 原、 機閒纺 座と 共に 鎖に つながれて ゐ て、 逃げない が 兵の ぁつた ミ 
はお 扣 にも 報 雪れ を 事？、 われ- はこ.^ を报 がする。 そ」 了 この 寫眞忆 ホ Q 様な 說 明を つけて 
か 苗の 巧 衆に バラ ま <0 




(その 三) 

.支那 側の 戟線 にが 子 軍 や 資笑婦 が 盛に 巧 躍して ゐ る事货 I 捕谋の 娘子軍— をが がして、 背 食 ひ 切れ 
ぬ 梧の 重 佈を食 ひながら 谭 守を ずる 軍人の 妻子に 見せつ け、 敵國の 疑を をず る 妻モ逮 にか おを 與ぇ且 
つ お 子 軍との 鹿 間を はかる。 

そして 寫眞說 明に 曰く。 

一 -、- f Jon — -Mor) (1(( - 

まがが S 巧 巧には なぶが モ 巧と がする 巧 まがの 一 除が - 
一 巧に 的 現して、 ホ お 速は そ 2W 手に とら はれて ゐる 一 

(その づご 

日 軍 巧 常 お洲が 上陸、 或は おお 上陸 わ アド バ ルンが 上 おやを まに いち 早く 巧 場され、 ま那巧 ホに 皇 
軍の 武力を 示し 巧 お ある- 大 デモの 役目を 梁した ことは 結 梅な ことで、 また 適當な 宣を戰 術で あつを 




が 荒れ狂 ふ お沒を 胃して、 お前に 上陸 せんとず る 鬼神の かき、 わが 軍の 進 おの 现 がをお おせる 一枚の 
報道 鳥 巧に 

「日 ぞ百萬 かお 上陸の 固」 

と簡 おな 說巧 をつ けて、 巧ら ま那巧 ホの 知る かおが 岸の 風物が 背景を なして ねる 生々 しい 寫 巧を パ 
ラまい たら、 ま那氏 ホに おへる お亂と 脅が による 動搖は 更に 劾果 がなる ものが ある。 


(セ) ホ 巧 的を 巧た リ 巧る 「« KJ の 巧 命 
敵 a に 送 U 这わ 8 X を 0 < れ！ 


な 上は 巧な を详 i が围巧 おに 報道 蔚巧 利用の ための レィアウトと キャプション であり、 それを 暗 
示す る 巧め て 拙劣なる 二、 S の 黄 例に 過 ダない。 ドィツ 軍を 謀は この おの ビラに 巧る 謀略 宣傅 、特に 
な 国 巧みのを 巧予 段を 當 巧 『軍人の お 神を 據す もの」 として 採用 せず 有効に 化 用す る ことを 知らず あ 
のを かを 巧した ので ホる。 

わが ザ 人閒 にもい まだ 一部分に この 揉が 丈 的 菊 宵が 巧され てね るか も 知れない が、 を 傳のザ 法は 必 
ずし も正當 をぶ 當 としをを をと してな ホす るので なくして 巧 件を あらゆるち をょり 考案して、 これを 
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W1 


.r.- 7 


巧みに 揉 巧して 巧 立てねば & らぬ 。巧ち 目が は 乎 おを ぶを をる ので ホろ 
を寫 の 配布 ホ 法に ついては 別にず？ 間 的な—— 威 ある 巧す を必？ する が、 こ、 には フラ 
'ノスの K トリ， 卜 蓋の i を 記す に是る 「宣寫 をな ホず る ミは 缕片を お ホす るのと 同様で あ 

ろが しそ G 葛 S ミゐ る。 柔は寞 8 ホを 雙を をは 雲 S 中 S で 5 發 せしめ 
なければ なら を、 {富 ビラ 這 雲 義幫を 黄く お ホ」 なければ ならち SS ? 知りめ い 
てね る 人に 巧して はがと して、 惡を 勇、 祖 固を 遠く 笛れ て 淋しく 现絲 のず は S の 苦？ つと 
めて ゐるホ 85 せ」；©、 導 Q ホへ を 巧 化させる よふ 忆胃 はない。 賣忆 よくを て ゐる人 
ち ビラ 《內 をを 冗談£ り 2 けれど 淋」 い 人達は S まぎ £を をな 5 丢 、寡 f 巧 か 
意 ホ ありげ 5 へて 思は ず 信ずろ C ぅなる と宜 巧は そ 《半 ぱち聋 して ゐ る」 と 配 ホされ る直傳 
物の 目的と 効 お.^ 忆 ついて、 ぅがつ た觀 察を くだして ゐ るが 直 2 生命と すると ころは、 f デリ ヶ 
I 卜 な 群集— が 固 や 諸 か 西义は 昌〇 1 S の 真 0 推 をに ホゥ、 群集の— を 推察し 輿論を が 
巧し これを 左牽 る屋裹 馬ず る 巧 愛る 人物 《驚を 必？」 且つ そ S が議 による— を 
塞と する 故 忆寫 お 藥の雙 は 《論、 ぉら ゆる 養を 含 《了の 霎をま 配す る籍 謗— 直が 省 

のかき がわが 齒 にがても つくられねば ならぬ。 
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(八) 巧 かなる 巧 巧 的 SR 政 菜 巧を のた わに 
r 巧 道 巧 A 巧 曲， I に據る 黄な のを 巧 . 

々報道 寫巧ク が 軍事的 分野に がて どれほどぶ 大 なる 巧賴を もたらす かは おが 直 傅 工作と しての 寫な 
は 策の 確立 か 何に か、 つて ゐ ると 稱 しても い、 であらぅ。 巧 化な 寫眞化 策が 組热 的に 雜立 されん がた 
めに も、 日刊 ク 報道 寫な新 巧 夕の發 巧が 必藥 であり、 否む しろ 一' 報道 寫な 新聞」 の 巧谈を 通じて こそ 
か、 るか 策は 具 確 的に 確立を みるを 得る ので ある。 

宣傳の 軍事的 應用 はむしろ ドイツの 創案で あり、 ル— デン ドルフ 狩が は その 戚大 なる 組撤 がが 威で 
をつ をが、 第一み 大城 にがて ドイツは 却つ て 确合阐 側の. 基 傳に搜 おされて しまつた。 ドイツに とつて— 
は ロイテルと ノ I ス クリフ 卿 一 あの 英國 新聞の 宜傳 は、 その 大海が より 恐ろしい もので あつを、 もし 
も わが 園の なおされ たる 宜 がの 力が、 わが 强大 海軍の 威力より ちに を 威を そのが 囲に 巧 ふるもの とを 
つたと しても、 海軍の 名 常は を もが じは しない。 否 わが 嗟 お 皇軍の 巧 力は か、 るを 傅 力の 組热 的巧究 
とお 巧に よつ て 巧に 倍加し そのな ぶを 巧 巧す るに 至る であらぅ。 

宜 巧の々 巧に ホつ てな 巧 ほど 有 劾 適切なる ものは ない。 しかもが ホなる ながと 巧瞄 とか 訓と化 力と 
を 持てる 巧 お寫巧 家が、 寫巧 みの 王座を 占む る とせば 巧み 上に がける この 巧の 役 巧を みし 得る ものは 

V . - 

.... ' ‘ r ： . - -r-- ... t - 4 、 
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居 .驚 蓋： こ r ; 義； を.. 

K 能なる 報道 寫ち おなかに その ま 格 ある ものは 巧ら くないで あらぅ。 - 

巧 梁寫爱 び豪寫 §5 忠 がける 黨差 命、 ま寞な 6 といは ざるを 孽 、ゎ卜 、は ホ 

巧の この 巧 地に も 新なる 勇 おを なつて 突き進まね ぱ ならぬ 

世俗に いム 「寫眞 報齒」 なる 言葉 も、 こ、 に 至り 漸く 我田引水 的な 空虚な ス n ! ガンを る ことなく 
して、 巧 局 下に おける 新を る 意義と 任な を發 見し おに 瑜 快に 堪えない ものが ある。 

あらゆる 分 巧に 巧 ホなる 寫 巧を 送りる め！ 

巧 巧に、 國 かに、 巧 場に、 か 固に！ 

巧# 的が 器の 一巧と しての 軍 ま 分 巧に めける 「宮庭」 の 使な を 梁せ！ 


(昭巧 十四 年 十二月 配) 
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總力戰 下の 新聞の 役割 


巧 時下 新曲の 歴を的 巧 巧 


東 苗に がて 欺洲 にかて、 砲彈 はけ 裂し、 巧 多の 人 血は 流れがん だ。 サ 巧は いま 戰 ひの 巧 巧の 中に 喘 
いで おり、 备阔 巧を はこの 世 巧を 的 礎 革に 順應ず ベく 生を お 様のを® が 編巧替 にち 岡し つ、 ある。 

しかるに 设 も銳错 であるべき 新聞 ジ ャ—ナ リズムが、 み 自ら お ホの ぞ恪 をげ 吸し、 未曾有の 史的 巧 
闻 気に 南燒 されながら、 なほ 且つ 巧を 的た も、 形ぶ 的に もジャ —ナリ スティックな 具を 化に がて、 ま 
た 巧 稱の運 巧に がて、 舊態 巧な として 改に陳 巧なる を 在を 巧け つ、 あり、 世の 識者 もまを か、 る 皮 巧 
な、 且ク 、有宰 無な なるな をを 許を しつ、 あるのは、 まさに 裝 代の 不あ議 といは ねばならめ。 

余は 新聞 人た る こと、 巧に 十 年、. その 閒幾 巧と なく お正ジ ャ—ナ リズムの 確ぶ を 叫び、 直义 、新聞 
ジ ャ—ナ リズの 殷巧隨 制への が應 のために、 その 巧苹を 主張し 來つ たもので あるが、 今日 こ、 に、 巧 
び I 新聞 一の お 史的を 割、 並びに おみ 的な 在の 意義を お 討す るに、 用紙が がを がが 底 その他 諸種の か 
がが が 件に 化されて、 貫と おを の 上に みかの 巧 化を 見られる とはいへ、 本な 的に お 巧に を 業に、 また 
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をの 巧 業と 企 熟の 上に、 おど 何等の 革新 も 伴は ざる 新 M ジャ —ナ リズムの が あ 的な 割と、 社を 的 存在 
の 患 巧に ついて ま夕 自ら 新聞 人た るに も 巧らず、 多大の 巧 媒を袍 くの みならず、 ザろ 巧 極が にこれ を 
をを せざるを得ない お 持 すら 巧く のをい かんと もし 難いので ある。 

今日の 現が 面の 急 おなる 礎 化を 度は、 斬 聞 人 自らを さへ かくの かく 虚無的に する ほど おりに も激お 
的で あ ゥ巧埋 ので ある。 だが、 •われわれは 飽くまで これを ホり 越ぇ、 生き 拔 いて 巧かねば ならない。 
る、 窝 きを 揚棄し 新しき を創选 ずるの 今日に がける ほど 焦眉の急を るは 未ゼ かつてな いので ある。 

がに、 華を は 「巧 聞」 の 戟巧お 制は どぅな つて ゐ るか？ の巧趙 を、 このを 大 なるおを 的 瞬 問を ホみ つ 
、ある 巧 聞 ジ ヤーナ リズムの 巧 局 下にめ ける、 おも 緊要 且つ 切 度なる 巧 革と お 生の 問 趣と して、 なめ 
て 提議し お 正なる 化 判 わな 上に のばせた く お ふので ある。 ジ ャ—ナ リズムに 臨、 むを 有する 識 をの 批判 
を 仰ぐ を 得 ば、 華を の 望外の 悅び とすると ころで ある。 

巧 道な 》 はたしてな 在なる か？ 


皇 革が 避く を 得ぬ 巧 古の 閔条巧 力戲に 来り 化した If 上、 われ <は 是が非でも 勝たねば ならぬ 。し 
から ば谈 つと いふ ことは どぅい ふこと であるか。 これに おして お 部 パンフレットは をに 巧谁 なる 答を 
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與 えてむ る。 別ち I 戰 さに 勝つ には どうし をら よい かとい ふ 問題は、 何う すれば 幽案 嫌力戲 態勢を お 化 
巧充 する ことが 化來 るか、 とい ふ 巧 趣を なて 面き 代へ る ことが 巧來 る」 と。 けだし 至替 といは わぱ なら 
ぬ。 聞 家が 力 態 勞の强 化猜充 こそ、 哉 爭に胳 つを めに 淺 得しな けれ ぱ ならぬ 必須の 前提が 件で ある。 

しから ば、 今日の r 新 巧」 がその 横憐の すべてを 巧自 して 國 家が 力戰の 一冀 としての 役割を 完全に 
みして ねる であらう か？ 

この 點 について 軍部 •ハンフは いつて ゐる 。「今日 新閒が 大きく 単 戰に參 加し、 凡ゆる 戰 線に 重大な 
るを おを してね る ことは、 新が の 社を 的 地 化から 見て 極めて 當然 のこと であるが、 之は 大きな 力で あ 
る。 特に 報道 戰 古の 奉仕に 至つ ては 旣に 幾人 かの 死 まを 出しを 程で 1 般お ± に、 皮る とも 劣らぬ もの 
である 0. 日々 の 新聞を 見、 お ある 記事を 聞き ニ ユース 映ぶ を兒で 眼の 中に 熱い ものを 感じを ことで あ 
を 一と。 

なるほど 今ず をに がて、 戰爭の 巧梭が 大きく なれば なるほど、 戰 線と 銳 後の 速 鎖と な クて閔 巧を 結 
巧せ る 新 閒の巧 賴は歡 しとし ない。 だが、 これは 新閒の 報道 主義 巧 一とす る、 がち ニユ— スを赁 らん 
とずる 新聞の 替萊的 自由 兢爭の おがに 谢 らしを 處の おも 偉大なる 副產 物に 過ぎない。 巧 巧が 「ヴ m が」 
のために 質 はれる のでな く 「報道」 のをめ に 買 はれる のガ 。とい ムな來 の 編輯 並に 蠻榮化 策より 一步 
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も 出で たる ものでは ない。 

勿 試い つの 時代に ホつても 夕 みの 巧を こを あれ、- I ユ—ス の 提供は 必要で あり、 新聞 本來の 使命で 
も あるが、 問趙 はいかに 報 等し、 いかに ニユ！ スを取 お選撲 する かに ある 0 

だを ら单部 ハン 7 はがいて を つ てゐる 「ゼ が、 數 ある 記事の 中には 「が靜 なを 觀的 報道 I の 中に 巧 
問を 袍か廿 る もの、 散見され る こ ともをを し 得ない。 をし くが 貌 をを げた お 誌に ついては、 更にを 速 
な 載が 態勢 化が 望まれる のみで ある」 と。 

夕に 禁韻龜 ま 件 Q 寞書 報道」、 巧忆そ Q を 疑を Q 僞瞒的 寄附 巧 爲を禮 お的忆 報道す るが かき 
無 節み、 あるひは る ま、 把 お、 巧寸 等の 不 おに 官银的 統制の 不手 おを 攻が しながら、 これらの 生產を 
唐識 的に サ ボタ— ジユ しつ、 ある 大が 開を 巧 巧から を 玉に あげない 無氣 力は、 が詞 「ぞ觀 報道」 にを 
巧を 抱かれ、 大衆に 不信の おを 投げられて もを ホ も あるまい ではない か。 

報道 主# K 第一を いふ 新聞の が 謂 一を 觀的報 望に がて、.^ くの かきで，, Q ゥ 、「がに 知らし める 不利 

ょりは 富 巧 S ら」 《ざ 系 利益を か 笑な り； 5 報 Q 志 築かれた る蠢 、むは 蠢 、むの 變 

し」 と 巧 巧し ちかの ノ IK クリフ 巧の お 固 不拔の 信を と、 氣魄 なき にがてち 報道 主義の ホ 巧 こそ 
巧に 巧れ と 云 ふべ さで ホる。 巧 曲 ジてナ リズ A Q 華沮 精神は たして 健在な り やを 5 たくなる。 
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巧 H 巧 T のを 巧 

巧 時下の 過が 的 おみと 菌巧 生を 巧 様の 再編 巧 巧に あつては 「新聞」 は 報道の みに ょつて 質 はれる の 
でを く、 また- 1 ユース のみに ょつ て 巧るべき ではない。 

巧 治を 莱經 がの 巧 おがの 過程に あつて 巧を の お 風の 様 巧を 巧呈 する 現在、 國 巧は その 行くべき 道に 
迷 ひ、 見 巧^な き狩來 におし 甚 しき 不安に 巧は れつ、 ある。 彼等は 迷へ る おれな 小羊の かく、 巧 ひた 
すら 信賴 すべき 指 薄を の 化现を 待望し つ、 ある。 巧に がて 新聞が 確固たる 定見 も 見 透し も 示さず、 さ 
らに その 報道に がて 時局 適 おの 遇 持 性な くして は、 徒らに 混みの 上に お亂を 重ぬ る 巧を U かにな 立た 
ず、 從 つて 新聞は 讀ホ 大衆に を おするな にもの もない ぱかゥ か、 却つて 巧 か あおの 溫 巧を 提 ぉさへ し 
てね るの ガ〇 

今 巧 巧に がて、 ぞ 部 バンフが ち ふが かき お 胡の 巧裙 僅少なら ずと する も、 新閒が 现在闲 家の 紙力戰 
の-巧と して、 そ のぞす る巧大 なる 宣巧 力を 十み を 巧し つ、 あると いふなら ば、 筆を はる 始 ながら 
「を」 とを えざる る 得ない。 

新阳 のぞす る 長大なる 力は いふまで もな く おか、 お 巧に がける をが 力で ある。 そしてを 傳 とはみ が 
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ド も ！，./ 讀た v.l . r .ご 


の 巧 意を 得た る 巧 論の 完成で あり、 自閉 にと つて 有利なる 、心理的が がを 與 へる ことで ある。 

しから ば、 現下の 閣 巧の 輿論と 巧 潮は どうで あらう か。 勿論 化お當 局の ホ 政 も あらう、 宣 なが 制 お 
巧の 巧陷も あらう、 國 巧の お自 巧の 故に 自ら ま 化を を ふべき もの も あらう。 

だが、 新聞 ジヤ ー ナ リズん 自身が、 本來 のが 命を 完遂 廿ざ りしが 故に、 ぞ 、ジ ヤ—ナ リズム 自身の 
おを 見 •無節操 •街沾 判 •却 装 为の 故に、 國 おを 迷は し、 お 就せ しめた， U とお 何なる や、 また 黃に計 
りなれ ない ものが ある。 

を巧閒は、 阔がが神が勤目嚇盟本部のお巧お策を非難したが、 ジヤ—ナリズム自身精動の巧神を^ 
巧なら しめる をめ に 巧ん どなす ところな かつた とい ふ も逊晉 ではない ので ある。 のみならず、 精巧の 
巧 神を おなお 策な^ しめる、 祖巧的 情勢と、 巧據 について は、 頰 をり 主義を 押し通して、 何等 暴な 卜_ 
ず、 ホ おせず、 批判し なかつ たので ある。 

巧爭 になてば I 天皇陛下 萬歲」 と 叫んで 行く H 本人が、 时 ホに かては 利潤が なけれ ょ 兵を j コ 
生產 しないと いふ。 生命を おんで 戲械 をか棄 する 兵 ± が あり としをら 人は 何とち ふで あらう か。 とこ 
ろが がを を 階んで 生產 をな おする を 本家には 曾て 之と 同じ 化 判が 加 へられた ことを 閒 かない』 

軍部 パンフの、 この 痛烈 骨を 刺す がを 化 判が、 新聞 人の 耳に きこえぬ ので あらう か？ 0 



本が ホは 必ずしも ま 巧に あるので なく、 か 巧 的 イデ ホロ ギ— と巧爲 とは 國內隨 がに 百 巧 巧 巧の 有 お 
ではない わ。 


ザが パン プが 正當 なる が 答を 與そ たかく、 避 ひに どぅしを ら滕 つかと いふ ことは、 どぅしを ら戟時 

態巧を强装充^^るミが累るかと5 を丢を、 」をドイッが？ 寞一がに葬を奥しをの 

は ル I デン ドルフ 巧ず が 化しく 自己批判せ るかく I .ドイッの が戰は 聯合 軍の 巧 おに 對 おする 專が 化が 
なかつ をを めでは なく、 聯合 軍の おお 的を 傅の 巧に たやすく 誘 おされて、 戰 がの 背 巧で 國 家が 瓦解し 
をた めで ある」 のガ〇 

かに、 お 聞は 今 こそ、 そのぶ 大な るを 巧 力を 巧 使して、 函 巧に がける もろ^^の 化戰的 イデ ホロ ギ 

I とま 巧 巧 巧と に 巧す る 勇を お あなる 巧 端を 開かね ぱ ならめ。 「園 策に 協 カサん と 欲する まは 讀 め！ 

^ 化を 欲する をは 之を 讀 むな！」 との 息氣 におえ、. ス a! ガンを 巧げ て、 ま 西の 大業 達 巧の ための 大 

• • « 

を 巧を 巧 ひつ、 ある、 化 現 資を自 々しを い、 巧むべき 固 巧に 對 して、 何ょりも ホづ挑 巧し 反省を 促ず 
ベ さで ある。 

- 

か 巧擊に 味ち、 巧が の 巧を にがて 巧れ た S ホして かつでの ドイッの みでは なく、 なまの 長 巧を 案き 
かれに 巧へ & がら、 しかも 巧 A にょつて 巧 巧 ホる はがず しも ホの お皇 巧の みでは 度い。 
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「巧 萬の あを & 巧 壬が 化で 巧 ひ 骨を 巧め た滿 が 化 まに おしで、 巧 巧が おければ 之を ボイコット する 
ものは、 巧が な 巧の 兵 ± と挥ぷ ところが おいので ある。 それ にも拘らず かんる 叛逆な 巧を 見ながら、 そ 
れを 反逆 巧爲と 悟らない 第吉 まも ホ图 抵に對 する 自 巧が 十分で あるとは 云へ ない。 ー ホで 現が 打破の 
巧 爭が巧 はれて ねる のに、 他方では その 巧狀 を稚轉 しようと する 階 扱が あり、 一方では 巧爭に 凡てを 巧 
るむ ものが あると、 他方では そのまで 利己的な 金储 けを やる、 とい ふ 稼な ことは 图 措に 反する をな の資 
巧で ホる といは ねぱ をら め。 巧 人や官 まの おか 主を も同樣 である。 階 か 主義 や 組合 利己主義 も 同 巧で 
ホる。 玻爭に 巧つ たおが 不巧 なので 巧つ たも •のはよ ろしく やるべし とい ふこと では、 を 巧 も かを も あ 
つた ものでは なく、 之 こを てん t ばら < の 個人 ま義 思想で ある。 大戰ホ 巧の ドイッ や フランスに 
をら めが に、 一日 玻 死が 每日戰 死の 氣持 にならぬ もので あらう か。 いよ {どん 度にまで 巧つ た 一九 
1110 年頃の ドイッに ならなければ が產 のが 死は ない もので あらう か。 今日 一人の シャハトがない もの 
であらう か、 今日 巧 巧辅茲 、おお 奉公とは をん なで 城爭 するとい ふこと である。 現在 兵 ± は 召を され 
てゐ る。 ホに おがの お 用が 始まつ た。 を 本の 徴用に 至つて-がの 巧 巧輔义 がぶ 立す ると 云へ る」 

口に 单 唐】 を、 滅お 奉公を をん 固 巧を 前にして、 なほ 且 か、 る 叫びを をげ なければ ならない 軍部 パ 
ンフの 巧は 悲 せとい ム よりも、 むしろ 巧 ホを あぜし める。 
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この 巧に s して おおす— 聞は を留忆 一が もない 0 であらう すを をジ tt ズ A の 志 
資踐 し、 もつ 了— が蟲 Q 5 と」 了 §割 を おさんと する 「 S 」 は 一 f ない のでみ らう b ! 


雜 巧に おる 巧 拍の团 巧 性 


な 巧 巧に かて 特に 霎な 事は、 國 巧を 放 思想が 非常に 夕 く、 磬 なをる ことを 知らない もの も ホ 
非常に 夕 ホる。」 を ミ 思想 戰 Qf ベ さと C ろは が 舅が、 飛 S や大 S かく 危險を 
直接 見ない が忆 友る。 1 S ジ T ナ 9ズ ム Q 霉下忆 かけ 差さる 化な Q 1 つは ミ國 宴な 哉 
への お 開で ホぇ 新曲は か、 る霸ミ f 敏速 ちを も薰 的に 果」受 籠を ぞす るを おらず 
新聞の この々 巧に がける、 が 制 ある 計ず 的な 進出は ホガ 見られざる ところで ある。 

さきの 世寞玻 養、 アメリヵで 雲 代理業？ 約 八 百の 新聞社が、 卖 まな ス クラ A を 組ち 新曲 

§ 蹄 富な ブー も？ 慧」 .て、 そ S 瞄 主襄矣 力 主を 4 て蠢含 S 出た、 まを ホ 十字* 
をの 大霎 Kit 活？ した Q 答を なる 話で、 大 戰を婪 Q 名 蒙る 一が， と 3 れ了ゐ るが、 日 
ま新枯 5、 ns 時 板 寅、 を斩 版？？ ながら、 盞 的な 白 由義叢 寶巧爭 S お 瑞を現 化 

した。 音 由ま幫 新聞を 5 た 《答 さ 自由 羣 《ホ f な 了し、？ さ ホを をいだ 結 f おいた 
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自由 主 巧 巧は 自由 ま 寒 的 巧 曲を 打つ 巧-の、 叉を も 正しい 巧 術は、 全 巧 主義 お濟そ 化か 治の 創を のた 
め •の 巧爭 であり、 かつての アメリヵ にがけ るが かさ、 を 困 新曲 巧の 糾合に ょつ て、 が 制 ホる 組が をな 
てす る菌 表を 仕への 巧 煤に あるの ゼ。 

巧 巧處理 への 道は、 おすせば、！： 巧 巧 論の が 一 であり、 ホ ヵ 哉 態勢の 完 巧で ホる。 從 つて、 斯聞ジ 
ャ I ナ リズムの、 今 事 巧に がける 巧 躍の お 地は、 むしろ 巧大お 限の スぺ— スがお ホな を 巧 力を 有する 
巧 M ジャ— ナりズ A のみの 巧绝 上と してち えられで ねる。 しかも 彼等 巧が 人は、 この 天 與のお あが ほ 
割を 巧 拒し つ、 あるかの かくで ある。 

だから 「をる しく 巧規 をを げたが 誌に ついては、 更に 急速を 戰 巧お游 化が 望まれる」 との 巧吿 をぅ 
けた 巧誌ジ ャ—ナ リズムは、 新 閒ジヤ ー ナ リズムが 巧れ にも 迷路を さまょ ひつ、 ある 閒 に、 わへ つて 忿 
巧なる テンポを なて、 そ 字 通り 「ホる しき 巧貌を をげ 一て、 巧朗ジ 卞—ナ リズムを 追 ひ おして、 を ほか 
り ある 前進を 示せる お観さは、 巧 聞ジヤ I ナ リズムの 巧ぶ のをめ に、 をん としても 情ない ことで ある 

さるに しても、 巧 誌 「丈を をが」 の 十二月 おにが ける 『歸遺 兵は 語る」 ぶび 「園 巧は こぅお ふ」 の 
巧 論調ぶ は、 巧 問 巧 巧と 形ぶ に 多少の 異論 もないで はない が、 なんとい つても 近が のク リ—ン •ヒッ 
卜 であつ た。 これに 剌钱 された 譯 でも あるまい が、 二月が をが 誌は 一 巧に おな み输 えてが 謂 輿論の 調 


をと 巧 巧のを めに 大 進軍を 奏で 始めを。 

中 蓋 論 二 巧號は I .寒 巧閒へ S 望」 を 化 鋒し、 また 「新 巧 削へ 訴ム國 巧のを」 の 菜 集を 始ろ 
.1 ホ裝を か」 二 巧 おは- 資巧 ぁるかを を 要望す る 座談を」 を 巧 ひ、 巧いて 時局 管 巧 おに、 お 生 •'ィン テ 
ご 中小 商 H 業を •奪 等齒塞 ち Qsf 座談 f 巧 載し、 「改咨 一す おは 賣 生活のを をを 
i するな 名論 S 豪 重、 米 巧 內閒結 批判を 特輯し、 日本 評論’ も 鬟お農 星 g を 商人 廿 ラリ— マ 
ン 新聞記者 等を ちぇを 中 ホ 瞬 氏の 聲に 座談 巧と ~ かなを 活論 G みを をな てを の菱を 飾つ てゐろ 
な說 これらの 雜 誌は 巧 巧で あり、. 從 つて 锦輯巧 巧に-ヶ月 閒の おお も あり、 ス ぺ—ス にがて 自由 食 
がの ホされ 得る 冀 もを クーが、 .雑誌 編輯を QC れら Q 企 著は、 いづれ もを 貴 S 局— について 
巧 お 討と 養 判と 蓋 愛 迫る ホる S さと 畜な 5 霞を を^を ろ われ 夕 迎える 责 

巧の 一巧に でも、 か i る 巧 創なる 氣魄 をが た 得る ものが あるで あらう わ？ 0 


巧な 度に めても 巧 田は 巧を におる 


をは、 巧扣ジ ヤ-ナ リズ A が 巧 誌ジ ヤ-ナ リズムの ホる しき 證に迫 ひ 越されて あり.、 わけて 

巧 巧 企 君が て、 時局 舅 sf 態 度義 熟なる 氣魄 t を 巧ょ く馨 、を 矣播」 AQ である 




除が 嗦攀 驚。， 讀羅諮 道 r もを 爷 f ぶ r み rf 蕾； 挺 
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が、 音 論 機 姑と して あお 巧が の 第- 戰に立 をん とする 巧 擊的巧 神 にがてち ホ 巧ながら 新閒ジ 卞—ナ 
リズムは ぶみ をる おを 免れない ので ある。 

例へ ぱ .、巧 誌ジ ャ—ナ リズムが 树が巧 おのかき お 巧ネを 奏請し たるま 臣 のちを について〜 各 誌と も 巧 
當巧这んガる化判を加ぇてゐるの に反し、新曲ジ 卞1ナリズ ム は、おんど口を喊して語らなかつたし、 
石巧不 おと 巧 力 化 笛に ついても お 誌が-る 炭 資本と いふのは 一一! 井、 一二を、 住ぶ、 古河の 直 大が閲 のぞ 
り 集まりで 、商工 あの 巧 令が おを お 底され ず 有力 あなでは 教 近が 道の 巧 お 作業 も 充分に 巧つ てね をい 
のではをいかと巧ひを抱かサるものあり、 石巧を本家の サ ポ ター ジ ユも巧當ある」 (日丰巧お二〇〇 
巧 かちとの お 判を なて がく 迫り 「が 翻の なきと ころ 兵器 一つ 生產 しない 安本 菜の 個人 主を； を間理 
にして わるので あるが、 巧 陆ジャ I ナ リズムは これらが 閒 の巧爲 に、 いかなる 巧を を も 加 そて ねない、 
彼等は 卑怯に も 新 M の ホ 巧で、 小さく をつ て 遠 巧ぇ を あげて わたに 迹 ぎない。 

また、 备 大巧 聞が 溃ム てが 洲大玻 に 送つ を特汲 員の レポ— ルタ ジユ は、 またなん とい ふ々 期さで あ 
らぅ か。 彼ち おお 員の 報道は 巧 巧なる 資す 案の 巧なる 巧 巧 多く、 銳 巧なる 戰爭 文化の 化 判 もな けれ ぱ 
ホた、 を 留巧時 雑み 下のは おお 巧に 聞ず る、 所謂を 巧 的 報 おにが つて、 租强 へなら す 巧 世 的な あ ホ も 
見られ & いでは をい か。 しかるに、 巧进 おびに 寞公訟 二月 巧の 淡德吉 がの 現地 報吿 のかき は、 フラ 
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ンスの 城が 巧 制 下の 巧 巧 や 巧 制を 詳細に 巧 道し、 わが 菌城 時稅 をの 改正に 向つ て、 まさに 巧 門の I か 
ともを ふべき 巧い 示 ゆを 巧 そて ねる。 啟お產 業と やか 產萊 との 煤 巧 まちに よる 不均 巧に おして、 閱お 
の 不平 術く 商 まらん としつ、 あるが、 フランスが 今み 大戰 になつ を お急稅 法の 制定は まさに 他山の お 
としてみ ぷ にち る。 . 

かを を讀 まんと 欲する ほどの ものは、 歐が大 戰の特 あ 記を の 報道に 期待す ると ころは 原 清した マジ 
ノ •ジ —グ 巧戰據 のよ も 山 話では なく、 大驶 下の 各國 巧が 戰時 態勞 を、 いかにを 速に あ備 し、 いかに 
厢應 しつ、 あるか、 とい ふこと であり、 また われ.，^ がいかに これより 夕 くを 學び おらね ぱ ならぬ か 
とい ふこと に ホる。 

か < て、 新 拍ジ T ナ リズムは、 ま 巧 下な 力 おの、 しかも 事 震 理の巧 段階、 態勢 强 化の 嚴も 深刻 
に必 巧と される 今日、 お想戰 おにを 巧 おを 伸ぱ すべきみ 巧を 捉えながら、 空しく これを をし まり、 し 
かも 巧が として 自らの ま 大使 命を ホら ぶる もの、 かく、 雜誌ジ ヤ—ナ リズムに 先陣の 巧を 譲つ をので 
ある。 これを 謙譲の 美德 とい ふべ くば ジヤ I ナ リストと ちム ものは 餘り にも 情ない もので あらう。 


巧 困 運動 〇責 巧に 
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•を 困の みが 枯 なが、 今日の 巧が 巧 制に お應 せんがた めには、 を 困 的 巧 制 ぁる 巧 巧を なて する i 巧 
責巧ぷ 巧の 展閱 と、 個々 の 新聞 禅辨の 革新と い ムニつ の 仕 まが 急速に、 しかも » 固 として 巧 はれな け 
れ ばなら ぬ。 この お古き 革袋に 盛られた る 貴 まな 巧が や 人事な かの 情を のか 在は 幹さず、 鋼が のをを 
と 勇 おとを なて 巧き 進み、 巧 革ん 巧 巧がなければ ならめ。 

を菌の 日刊 新閒 おを なて する 新閒 化を 困 聯盟と でも 稱す べき、 を閱的 規模に がける 統制 ホる 化 おの 
結 巧は、 を ホに なされねば ならぬ。 

をして 一を の 麽告ス ぺース の 提供を もつてする 出征家族 援護を を、 或はな お 兵を 蓮 巧 生を をの 募集 
のかを を 一が 化れ ぬ 統制を なて 巧 極 的に 巧 ふべき でぁる。 

大戰當 巧の アメリヵでは ジ ャーナ リストの 自發 的な 申出に ょつて か 巧の；；^ 報を 員を の 下に 帝 ま 課な 
る ものが 設けられ、 宜が戰 にがけ る不 が-に 巧つ てを ずる おかを 排除し、 一貫した 計を が 進められ わ 
彼等が ホづを 一 にを 手した 里なる 宜 傅は . 

一、 をが 巧の 选解お エを募 樂巧稱 しなければ ならない こと。 

二、 自由 公 巧の 巧 出しを をが して 谋巧 通りに を 金を 集めねば ならめ こと。 

一二、 留 巧が】 息 貴つ た 公が を 化が る だけ 巧り おさない やぅに しなければ ならを いこと。 
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四、 巧 巧 巧 蘭 巧手の 巧 巧き を 巧 加させる こと。 

お、 ホ 十字のを をを 集を 行ん こと。 

六、 お 料 管理局、 围 巧を、 公報を 肖を、 おず あ、 農 巧 あ、 お 術 家、 管理局 等の 巧を 問な について 巧 
巧に 巧び かける こと。 

と、 ま 集 運が をを 固 的に が 底 さす こと • . 

等で あつを。 しかも、 この 帝吿 課には 一文のを 傅な がな くを 金と をへ ばみ 新 M、 雜誌 社から 寄附を 
得た 巧吿 面が 主なる もので、 約 八 百の 巧 閒お誌 社が 每月ザ 均 十 況萬九 千 二百 セ 十五 ホ 六十 四 仙に 巧當 
する 辟吿 面を おがで 提供し、 これを をを としを 傳を 系統のに おがし、 計 誰して、 必 がな 阅 案と 文案を 
作つ てを わに 送附 したので あつた。 

アメリカ •ジ ヤ—ナ リストの このを 閒 運動に われ^^も 大いに 巧び、 直ちに これが 巧践に ホゥ 化す 
可き であり、 か、 る 全 國的規 おとが 制を なて する 仕ず は、 ま 那事巧 公 巧の 資 出に 協力す ると か、 お 巧 
おかを 巧 巧 巧の 確立の ために 巧に を 傅 せを 設けょ！ との 巧 勤を 巧す とか、 ちえれば 仕 巧は いくらで 
も あるで あらう 0 

ともかく、 菌巧巧 刻が 巧の 見本の かき 薪阳 巧より、 が恶 なる 巧 巧 その他の 茵爭 を一话 ずべ くが 謂な 


馬" たお じ ピ已 巧^. > 一^.'. ^ 
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訪巧畜 一巧の 巧 ぉち か、 K ? 仕事の 巧 巧に 依つ て驻 ひとるべき であると ずれば、 をさ屋 、新 巧 巧 
の サ* たる 小が 合 も大额 、大 をの 巧 樓の爭 ひも ま 散 巧 消す るに 至る であらう。 

いまな 巧を 局は 蒂巧公 巧の 帝 おしに 强 おとなつ てゐ る。 しかもが を哦 巧の 巧 巧を なて 公 巧を 買え！ 
と、 どこかの 巧 聞が I をで も 巧 吿スぺ I スの奉 化を した ことがあ つたで あらう か？ 备 新聞社のを 同 

留 おによ る SS 養へ S 加は、 そ Q 閒忆 、賽や 相 富す— 語閒 の、 寶？ なる 囊 物を 

巧 除し 巧 巧し、 新聞 巧の 浮 化 作用が 期せず レて 巧 はれる であらう。 

巧 面の « 時 田 巧 

みに、 個々 の 各 新 巧れ がな 巧と その おおの 運 替に當 つてい かにして 事 巧 お 理の巧 巧 巧に 順がず べき 
か、 とい ふに 華ネ のが 見を If て すれば、 巧 巧 八ぺ— デ、 夕 巧四ぺ I デの 現在の がれは ホして ス ぺ—ス 
にがで 不 おを 吿 げてゐ るとは 思は ない。 いな、 C れ なま SS 滅や璧 〔部を の 制 おさへ 今日より 
* 悟ず ベタで ある。 

巧 巧巧賽 再襄忆 ついては 從ホ S 猪 裏 Q 方針を I 摄サ よと か、 時局 謹の 志 立つ 巧 正を る 
巧 巧囊で ゆを たいとた いろ <を 文 も あるが、 か-! る お 術 的 必ずしも 襄 のみの 巧 囲では と 


— 101 — 


いが — な訟 策は、 いま 巧く 問題に しないと して、 賊時 態勢 順 おのを めに 忘れる ことを が來 ない 巧を 
とおぶ についての キイ •ポイント のみを 强調 ずるに 止めょぅ。 

いまさら、 - I ユ ョ—ク •タイ ムスの 日 晒 版-讚 おの の 例を 引く まで もな く、 を 近の 雜誌 ジャ I 
ナ リズムは、 その スぺ— スを盘 をに 讀 ホに 開かして 戍 功を 收 めて ゐ る。 が謂团 巧の 巧と して 巧 論の 皮 
映と して ジャ —ナ リズムが これを 採 巧す るのは、 か、 るず 巧 下にが ては 至極 當を错 て ねる ことで ある 

备お W 財が そのを 讀 をに、 むしろ 有を お 益なる 様々 なサ— ビスを’ 工夫しながら、 讚 ホに 奉 化する を 
大の 進と もい ふべき、 讚を のを 讀新閒 に 巧す る發言 巧の 附與、 1 がち 讀ホ 開かのを めの 就 i み 量に 割 
かないの はがろ 不あ發 とすると ころで ある。 巧巧ジ ャ—ナ リズムの 不 おの 原因の I つは 資 にか t る あ 
* にある の だ。 

覆 者の 巧 稿の 中には、 多額の 稿 巧を ま 拂ても 得られぬ、 新が にして お ホ ある 記事が ホし く 巧くない。 
巧のを 巧に おける r 讀 えの 頁」 閱 なは、 菌 巧に 有な に 奉仕ず る おな のち おがの 役目を はたす。 新聞ので 
人は 讚を の 中に 文 華を とれ 得る ものは 僅少な り、 と讀 おを 巧然經 蔑ず る 傾向が あるが、 巧 ひ 古された 
活字の 化く 日々 宿 巧し 巧く 不お 巧な 新聞 記を ょり、 今日の 讀 をは 遙 にお ホ 的で ある。 故に、 讀を大 
衆に 自己の 巧 請す る新枯 にがす る 爱曾權 とが 大 すると か、 讀 をの 自由 討； jji 場た る 斯^ 閱 なする ととは 
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巧扣ジ ヤ—ナ リズムの 前進と 巧 局 適 席の 巧 垣と して まさに 巧 与を る 巧 酉の I つで あると 倍ず る 》 

巧に 一 の 肝 巧なる 問題ち 旣に ままの 說 きをる 國 巧を 傳 巧に 對 する 巧を 的を 參加 である。 

「ドィッが 械の巧 おは， 初め 踞 おのみ ± がが 化、 歸鄕 してな 後の 惰 おに 感染し、 それが 巧が I がに な 
まつて 巧には 我 おの 兵 壬が がを をます 結 ホと なつを。 

なをの まを、 緊張と、 戰絲 とが 後との 巧 巧な 一括 化は 玻爭を 巧に あつて おめ てま 要で ある。 錠 後 安 
をの 第-お 目は 內 おなお、 な 後の 一 お 化で ある。 が 戰の將 おが ホ 巧に 阻 蕾され、 ユニ ナン ジャックに 
巧ぎ され、" 巧 巧に 盲 巧され、 ァ— ムスト シグ 製 タンクに 傷ク き、 ホ 化 宜傳や 法常エ がに 巧ら I た 巧 
ぞに 範れて 巧く 時 困 內に拜 を第ソ のを かが あつたの では、 後 腐の 巧が おい 沙ホ ではない 替 だ。 蘭內の 
拜 夕繫ソ 、通ち 通ソの 討が こそが 線の 巧 おに 對 する 喫 おの 巧 巧で ホる。 鎮二 はな 後が 揃つて 戰線 にを 
加す る ことで ある。 一方では を 命の 奉 おが あり I ホ やは 他 あ もな く大 トラに なつて 居たり、 特別 利 辱 
が あつたり、 デ パ— 卜の 巧澤 おが 黃 切れに なつを り、 巧 巧 踢で物 巧が 釣り 上つ わり、 ホ 物 巧 ひが 出た 
ゥ 、かおが 石 おのな 婿め を 巧 助し わりした のでは、 巧爭を まと 戰爭戍 金と が お 立す る あ 潮を 作り 化す 
だら ぅ。 之は 驳爭を おの 巧るべき 巧 因と なり 得る ので ある」 

(は 上 S がが バンフは 巧 巧 十 巧 年の 九月の 「 W お » 力 職 sg 壬に ホぐ Jis する もの) 
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戲 がま 退の 巧るべき 巧 因 や、 ず巧處 巧を 阻止し、 後 おせし. める バチルス のなん ぞ阔 巧に 夕 きこと ぞ！ 
いを、 物を 扶 さの お 本を 見を めず、 その お 巧の 巧な 的なる 巧 音を 廿 ずして、 お自 巧な 巧 ホと 共に 單 なる 
切 笑を 巧げ たり、 讀 著大 ホに 巧び て阳ホ 引を 是訟ず •るが かき 口吻を 巧ら しをりし たのは、 がろ 新閒ジ 
ャ—ナ リズム 自身では を かつ ホ か。 事が 直が 戟に がける、 又 現段階に がける 「新聞」 のま 大な るず 事 
的 皮な 的 巧 おの 認敦鉛 おは、 不知 不 鼓のう ちに 凡ての 上に 犯されつ、 ある。 非阐巧 的を 巧の 一が と克 
化 こそ、 辜 巧 あを の 唯一の 道で あり、 從 つて 新 巧の 戲巧巧 制への を ホで も ある。 

光 舞 ホる 紀元 二 千 六 百年の 記を として 新閒が 巧ち 建てなければ ならぬ ものは、 全 巧の 「巧 聞」 を 一 
丸と する を 巧を がの 巧 巧 的を 字堪 でな けれ ぱ ならぬ。 對ホ對 巧巧戰 なの 全面に I 且つて 巧 刻なる 危 巧と 
化 巧 思 巧とは をみ つ、 ある。 

「おな の 帝王」 とい ひ 「なをの 木 鋒」 とまでせ 稱を うけた 「巧 聞 人」 が、 この 日 この 巧 起たず して 
い 0 の 日い つの 時に 國案 奉仕を をず べきで あらう か。 南 おの 惠巧 とか 遇に 馴れ 過 ざ セ 新聞 人の 自ら S 
あ 二一 ちし 餐 巧すべき がで あると 思 ふ。 (陌か 十五 お】 月 お) 
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ふ， 


寫 


1、 輿論と 社說 


.巧 論 調査 機巧を 設涅 せよ‘ 


三】！！ なの 巧學的 測を のが IK 


お 曲の 論說 や、 新曲を 稿 家 その他 ま 名な 人 古の 意見が、 巧 論を 代表す ると 見做されて ねた 時代は 過 
ダ 去り、 いやしくも 巧 論と ちづ けられる 4 上、 出 來るガ け 巧 化に 渉つ て 一巧の 階 扱の 患 見を 兑 ちしな 
巧 的に 結論して 輿論を 測を する、 がちち 論の 巧 巧 的 測 巧のを 代が 來 らんと しつ、 ある。 

アメリカの なをでは ジ ョ—ジ •ギヤ ラップ 巧± のま 宰 する アメリカ 輿論 硏究が (ミ Geago を一一巧 
Ameriau Institute of Public options'、.) が ありさへ すれば 讓 をは 必要ない、 とまで 極論す る 謀 貞が扣 
を ほどで あるが、 巧 論硏究 の稱閒 さへ あれ ぱ議 をが 必巧 であるか ないか、 はを くが 問題と して、 巧朗 
が 一 お巧論を代表するかのかくをはれてゐる1^上、 义巧巧お例にがても、 またか、る自惚を化いてゐ 
るな 上、 この 巧 論調を の 巧を 的 測を とい ふ 問題に おして かして お閒 、むには ゐられ ない ので ホる。 

特に 黄 ホ 大 ホが 巧なる 尊# の 巧 道が かに、 その 公正な 批判を がし、 戲巧 下にが ける 自己の か 巧の 見 
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おわを 望んで、 巧 巧論說 のが 放 あるか 判と ま 張を 要 ましつ、 ある 巧、 この 巧 論と 社說 との 關 係を 更に 
巧く ち 巧し 故 おする ことは、 あながち おおでは ないで あちぅ。 を、 新聞が 一箇の 主張を 持ち、 ずは ち 
に 輿論の 代 辯を たる ことにょ つての み 存在の お義 が、 加 まされん としつ、 ある 非常時 局に 當 つて、 い 
かに 巧 論を 御を し、 而 して これを どんな 方法を なて 正 おに 代 辯す るかは、 「姑 說」 を 始めと して 自己 
の 新 財の ま 巧を どぅしたら 科擊 的に 立論 廿 しめる かとい ふ 論理 上の 方法論を かを する 問題と して、 今 
や 巧的自 巧が が 巧し なければ ならぬ 巧に 焦眉の急を おする 問題な りと 信ず。 

何 かなら、 輿說の 測を とい ふ 問題 こそ、 新聞の 背を はされ てゐ ると ころの あ 本が な諫 題の I つで あ 
り、 そしてな 說と はこの 輿論との 閒 巧を いかに 結びつけて、 いかにが 巧して ゆく かとい ふ 巧 題に かな 
らず その 及ぶ ところは 極めて 巧 化な ばかりで をく、 新 巧 本來の 使命を 達成 せんがた めに もがめ てを 大 
であるから である 0 

(I こな 曲と 巧 巧の 巧な 

化 巧 日 お 曲れ 美 ± お 島 一氏は そのを j 社を とお M 」 の-新聞紙と 巧 論との 關 係」 と 题 する 一ち にがて 
I 最巧新 M の おが 度 集に おする 化 おの 完備は、 一間 題に おしてを ちに それに 直 お 利害 阴 なを 有する ホ 
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をの 中、 む 巧 巧 力の 意見を かる 春が 宙 めて をぶ になつ た。 巧 化 巧 酉、 まは 経 巧、 せ 會の諾 閒趣忙 おし、 
之を 代ます る 曲 巧 やなを や、 巧 ホの 意見は 度ち にお 聞 おにな 哄 する。 從づ でお說 がその 日い まだ 表面 
的 輿論の 代表に 非ず とも 翌日 起るべき 舆 論の 代表で あり、 ホ おで ある 場合が 非常に 多い。 巧 口 巧閣に 
おける がが 問題が が 給 生活を の 巧 論の ホ雜 となり 代表と なつを かきは その 顯 ホなる もので ホる。 巧す 
るに 新曲 あつての 姑を でな く 社を あつての 新が である 眼り、 新聞の みの 力に ょつて 直ちに 社を が 蹄り 
巧く のでなくて、 巧 聞に ょつてれ をの 訪に 有ず る 巧 論が を理 されが 制される ので ある. 玄 いひ 輿論と 巧 
西との 閒 巧、 またれ 說と巧 論との 閱巧 について 巧め て 適切なる 化 判を 如 へられて ゐ るが、 結局 一， 巧 聞 
の 論ずる ところが 巧 論の 代表で あると ち ふ ホは 無論 出來 ない。 何故ならば、 この 踢 をには ホガ巧 正の 
輿論と いふ ものが 起つ てむな いからで ある。 がら ば その 論文、 れ說が 直ちにみ 論を 作り 巧る かとち ふ 
に それ も 必ずが りとは をム 巧を 得ない」 (同窜 ニ ハち) と 新聞の れ說 みび 論文が 必ずしも 常に 巧 論を 
代表す る ものに あらざる ことを 訟 めて ゐられ るので ある。 

輿論と 巧扣 のお說 るび 巧 巧との 巧に かくの かき 閒 協が あり、 を 巧が あり、 しかもは 年讀 ホ 中 時事 巧 
薪を 巧む ものが (アメリカ にがては 巧 かに 十ぶ パ T セン •卜に 過 ダず、 日本には これにな いての ぶ 巧な 
る 巧 去の » 宇がない が) 二 あ パア* ント程 まに 巧定 されるな 上、 巧を を巧學 的に 巧を し、 こたを あ 上 
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に 正 おに 養せ」 むる ミ忆 ょつ 了 U そ、 巧 論と 肋說 をび B と 《閒忆 がける ギ了 ソプを 埋める こと 
が 出 巧る ので あり、 义社說 と 讚を との 親密 巧を 益々 深める ことが 化來 るので ある。 

ギヤ ラップ 傅 ま h メリ- R . 巧 論巧究 がと ホび 稱 せられる； ン ssss へぱ 、四千 
一音 萬 人の アメリカ 巧 論 駕人呈 、六 弓 二十 萬 人 お 時評 家の 時壽 論を 讀ん でゐ ない ので あろ 
この 調を は S 家 S 力 S ぷ たる 眼み を 與ムる も？ 走つ て、 こ S みを 7 メリ ミ 時評 家の 最高 
巧 成を たる リッ プこ 巧に 通用を ち 同氏の 執 爭す鲁 六十が 八 百 萬 部のぅ ち、 その 讀ホ おは 僅に 
ち 二十ち の讀 ホし か 有して ゐな いこと になる ので ある。" 

し 力 も 時評 S 說 S 寧る をが、 そ S をま钓 S パ h 七； S 卜忆 過ぎない と 塞され るに がて 
ち 新聞 Q が說寒 SQ お 響す る 護は そ Q 發巧部 おと S 例忆 めて 極く 僅み なる も 《と 見なさ ざ 
るを 得ない。 

日本に がて アメリカ のこの 調を の 統計が 直ちに 適用され 得る ものでは ない が、 恐らく、 この 推 巧. ご 
なて 律す ると も當ら ずと 雖 ども 遠から ぬ 結 巧が 生た るで あらう。 


(己】 なおの 巧を お 8 力との 拥巧 
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アメリヵの 「フホ チ ユーン ， 1 誌の 巧 論調ずに 巧れば、 時事問題に おする 讀 をの 借 おと 巧 成の 率が 巧 
にがが と剌 巧ず る。 • 
'同一の 巧 菌に閒 し、 ホの かき 备ホ 面ょり 異れる 議論を 述べられる 時、 その 何れの 議論を 眞に 近し と 
信ぜられる や？ 

ラデォ 時報 二一一 •セ％ . 

ラ デ ホ 解說ホ ー セ •六.％ 


新聞 論說 
新聞記事 


巧 態に 準ず 


「フ オナ H I ン」 を 一九 一一 一九 年 八 お 巧 


右の 表の 示す がかく 新 站れ說 あび 時評 まに 對 する 讀 者の 信が はがめ て 巧 巧で ある。 尤も アメリカは 


新 M が 誌を 信ずる ことのを も 低い 廣で ホり、 わが 困に がける 新閒雜 誌に おする 信 巧は アメリカに 比し 


巧 
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をに 度れ てゐる Q で ホる が、 7 メ 9 ご ミ— ナ 9 ズ A と SQ 信 賴を表 季るも Q として、 ホのを 
もまた 大いにを 考 になる ものと あはれ る。 

アメリカの 新聞 讀ネは 新聞 ュユ— スをか 何程まで 信じて ゐ るか？ 

か 治 記 まに 閒 して I 二 IIV - / •ぐ • 


巧 化 間 題 お 事に 说 して 


四 M ハ％ 


ホ 巧 及び 勒か閒 題に 姑して 
ビジネス ホの 記事に 閒 して 
宗か 及び 人な 間 題に 閱 して 


お 9 1 % 


お 三％ 


で 九 *1 二％ 


意を も SSKS される とい •ふ；" 奚新 s - 二 _ K 冀 6」 了まで、」 を 訝を は 旨 

巧を をかぬ ので ある。 


わ 力围寞 SSSK 巧ず る 信賴は 遙忆大 さい Q で ぉる 夕こ S 賴程蒙 雲は とを く 新 
曲 か 輿； ijl 畫 がに 測 華る ミ忆 よつ 了、 そし 5 れを紙 S よりを 當 なる 方法 忆が 5 映す る こと 
化よ つて、 讀ネの 信が を あめなければ をらぬ ことは がかで ある。 . 

を、 今日 忆わ ける ほど 透 ぉる 化 おとお ff るお說 、並 忆時壽 論の 蕾忆秦 されつ、 ある 


.な-,': ん 诗： よく V 


mm 宅 養 3 菁自 
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時代は をい。 しかも、 围巧 のこの 切 度なる 巧 ホに な 比例して、 な 說の不 なと 巧 論との お 皮が ホダ. 
に ホな されつ、 ある 巧、 か、 る 巧み 的 方法を なて する 巧 論の 測を 調 まは 据 おに 必要で ある。 


(巧) 巧 M 巧査の 巧學的 巧を 


.巧 日 新聞 美 丈な 氏の 說 明に おつまで もな く、 今日の 完備せ る 新聞社の 通信 おは ホる 程度まで 巧 論の 
か 向を キャ ッチす る ことか 出來 るが、 それは 飽くまで ある 程度で あり、 义巧 論の S •向で あつて、 輿論 
そのものでは みして ない。 

しから ば、 輿論 調 立に 當 つて、 凡そ 幾人 程の 人達の 意見を 徴 ずれば 左い ので あるか？ とい ふ 問題 
がちみ 材の a の 巧 題は、 を も 世人の 不審を 持つ 點で ありまた、 あ も 知られて ゐ ない 點 である。 

ギャラップ 巧 壬の 言に 巧れば 「社を 的に 類似の が 件の 下にみ する ものは、 その 意見が 巧 似して ねる 
かに、 をる 巧の 階が から 適 當な代 まを を 逸べば、 極めて 少あ をの 意見から、 社を を おの 意見を 推を 出 
來 るので ある」 ギャ ラップ 巧 丈の アメリカ 巧 論が 究 がでは、 を 通の 問題の 場合には、 凡そ 一 萬 五 千 人 
のち 見を がする に 過 ダない ので あるから 「一切の 階 おの 巧 化に 渉る 意見」 とはを ひ 得ない 笞 であるが、 
資に それ こそ ギヤ ラップ 巧± のが 見が あり、 また ハ— バア ド 大巧の セオ ドル* ブラウン お 巧が ベルヌ 
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公が を 適 巧して 作製した る 鳥等數 おがな ブラウン 阅 表の 巧綺が あるので ある。 


ゼタ 巧 論調を に當 つて 薑 すべきは 「ム ロ® の 大統領の 意見ち ハ— ヴ アド 大芝結 ちの 議論 も 
タキ シ ィ《運羣や、 い K トラ ン Q 皿津 S 見と 全く、 同ち おる し、. 向 じく 扱 ふべ 畫 ある。 こ 
れ こそ、 眞の デモ クラシ 壬 あぇ 平 管で あろ 斯く のかき 姪 章 集めを fi 論 こそ、 な § お 
.の裝 であり、 國 巧の 代を であろ B には 塞 も 要らぬし、 輿論 測を には 寞 あお ほ— おな ものは 
ない」 (な查 十二を I 1 八 巧 かが 巧 の說) 

ギヤ ラップ 博 ± はみ 論 梅が 人口を を 調査し 測 巧し、 間 題 にがつて その 範齒 人口 數が靈 されを 
また 合の 分が も、 地理 的、 餐 的、 年 お、 性別、 人種、 政治的 等 六揉圳 にを をて、— ルノ おを 
お みと して、 . J かも お 至 確に 近い S Q 媒 論を 導き出し 得る 様忆 研究され 調 益が 巧き おいて ゐ るの 
であるり 

この種の ホ 法を がて 推 御を 巧 ふ锡 をち ハ— 七ント 程 蒙 誤りは 「許さるべき 誤差」 としてが はれて 

ゐる夕 C 8 囊 fs ならば 單誓萬 人 Q 桑 sfs たを ち 僅か so 人 かさ 

〇 人に 回答を 發 する だけで 薄 おりる とい はれて i る。 


衣が 穿. •： 






.一， レ- 
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帝 為 お. 




'「年 .を 


(五) 巧 曲せ と 巧 i 査巧 N 


これ1^上ギャラップ巧±の輿論調まの測をホ法を紹かする暇もないが、 お細は昭か十ぶ年の日本巧 
論 I 二月 お及び か 珪巧巧 おの 加 藤ち 朦 氏のを 問 的な 硏究 を參 おされを い。 ’ 
しかし、 加 藤氏は 日本に かける 巧 論巧究 がは 官設の ものが 巧宜 であり、 新閒雜 誌が か、 る 機 閒を持 
つ ことを その 商ち 性に おつて 歪曲され る 恐れ ありと なして をろ なおの 口吻を 巧ら して ねられる が、 余 
はお 巧が 大衆の み 論を 正確に 測を し、 大衆に ょりお おに 接近す る ことこ そ、 新聞の 社說 あび 時專 評論 
を巧に巧論の代ホとなし、 また镇成づけ、 請ホにみホと期待をおムる所1:?なりと主張するものである 
だが、 勿論、 問題の 巧 村 方法 その 巧みと すべき 輿論 倏巧 人口， には 特殊な 硏究 と‘ 工夫が 加 へられな け 
れ ばなら め。 

しかし、 その 硏究の 結果 自己の 巧閒の 有する 試を の 百々 ノ ーの お凿 にかて 輿論 機巧 人呂を かを する 
とし、 そして、 そのが 聞が 二十ち の讀を ある ものと 假 をしても ニモ 人を M として 回答を ホめ ねばを 
ら ず、- 回の 調 班 巧は 少く とも 二百 两を必 巧と する であらぅ。 

だが、 新聞れ にがて 一事 件に おず る 調査を 二百 阳は當 がの ホ费 であつ て、 さしてを 祐 であら ぅと 
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も おはれめ が、 果して、. この 巧ち 論を をが 闕を 巧つ 虽氣 とかが と ホ 化の 明 ある やる や 巧 問で あるが、 
をは か、 る 機 關を設 面する こと 早ければ 早いだ けお閒 を# にがけ る 確固 セる 地盤と 勝利を 雜保 ずる こ 
とがが 來る ものと 信じて ねる。 尙 、巧 論の 結果は、 必ずしも 發 表する 必要は なく、 巧 ホ 主義が な 意味 
にがて r なく、 国 おのか 向を 察知す る 資料と あ へるならば 戰 時下に がても、 叉 所謂 新 お 制 下に がても 
巧 論を 巧が 的に 調ぶ する ことは、 その 化 策を 巧の 上に がて、 叉が 調 「下意上達」 の I 乎 巧と して 益す 
る こと 多い とおは わるが、 この おな ほ 十々 硏 すの お 地 ある 閒超 である。 

ネ^|を巧ナるに巧つてか巧巧5曲記を上3 二去义及びザ卞ラ ッブ博±山巧巧になム4ころ夕し0 なして谢をを表 
す 日 (お 元 二 千 ホ 百年 一二 ぉかか) - 




s 、 統制 經裤と 新聞 經營 


—— お 巧 問題と しての 新聞 機铸の 巧編戍 —— 


三) 巧 曲 巧 巧と 巧が 巧 巧 


圍 まを 巧が 未曾有の 危なに さらされて ねる 時、 國 巧が 巧ら に 個人の 利益の みを 追求して 公益を をれ 
てね たと したら、 その 結 ホは 乂を睹 るょりも 明らかな ことで ある。 化ん や圈巧 大衆の 巧 論を 統 1 し 指 
薄す る 地 化と 役割の 誅 せられつ、 ある 新聞 やか お 家が 阐 家の 當面廿 る 恐るべき 危機を 前にして、 自己 
の 利な と 勢力が 張に だ奔 する おかに、 何等な すと ころな かりせば、 わが 國 速の 前途 必ずしも 樂觀の 許 
され 得ぬ ものが ある。 - 
みはを 年の 六ち 巧 り 起された 中京 新聞 ホの 爭 岡を 自由主義と 自由主義との 戟 ひに 述 ぎず、 巧黃巧 
制度 そのもの こそ 古き 革を に 盛られた る 古き おにして 自由主義 經ホ觀 をょり ー ホ も 出で たる ものに 非 
ず、 とかじた るに おし、 相當の 物議を かもしつ、 あるが、 余は 自由主義の 何物なる かを 知らざる 徒ぜ 
が 余の 批判の おおを 恐れて、 徙 らに蕭 辯を 弄し この 正當 なる 批判を モ— メント となして 將來の 巧 狸と 
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發展に 備える ことなく、 がつ て 自らを 糊を し 合理化 せんとず る號货 なきち 棟を 姑て、 巧に 悲 巧と 寒-む 
に 耐えざる をが ゆるので ある。 

しかし 乍ら、 余は 巧に 新聞を 愛しを ずるが 故に 新 巧の 戰時强 制を 飽く迄 拖立 せんとの 願望に 燃 ゆる 
がかに、 載 時 お 制經が 機構と 新聞との 錦 巧を 究明して、 新聞 機 稱の經 巧 的： 冉 編成と 改革と を耍等 せん 
とする ものである。 

ぶ 信太郞 巧は 近を 「日本 經濟 の： み 編成 j にがで この 點に ついて 巧 ホ ある 示 巧を 與 えてね る。 

「新しい 經巧链 制を 確立す るには、 經游 ホが 自由を おかへ さねば ならぬ といん ことで ある。 もれは 
統制に よつ て 動かされる おがでは なく、 經濟 ホが 自主的に 動かす 經游 でなければ ならぬ とい ふこと で 
ある。 しかし、 それは 統制に おしてな 撥す る ことによ つて 得られる のでな く、 巧對に 統制を 吾々 が自 
ら巧 むこと によつ て出來 るので あつて、 この 意 ホで 今は 何よりも 日本の 經 がみを 荷 貴つ てゐ るを 化を 
たちが 立 上る 秋で ある。 ほかで もない それは いまの 經が ホを かかして ゐる 利潤と いふ 動 谜と統 刷と い 
ふ 巧 力との 二つの 五に 嶺着 ずる お 動力の 為藤を 晚 して、 一元のを にす る ことで あり、 統制す る 力と 統 
制に おする 力との 二 ま 人が の 格 制を、 一つの 新しい 經巧拖 制の 中に 溶解ず る ことで ある。 いまは 統制が 
經 巧を かかす 公が たる 巧 お 力と なつて をり、 をの もとにを いて 利潤が いま 一つの 隱 された ス S 力と な 
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つてね る そこで、 化 おる かぎりが 制から 遥れ よぅとず る 経が ホのを おは そのが 澗追 ホの 個人 ま お 的 
な 本 巧を いよ 巧 化して くる。 势 ひ、 かぅ いム換 つきでは 經ホ ホは か 策に 對 して 公然たる 强言 をな 
す ことができなくなる ほかは ない。 しかし、 經 巧み 自身が その 自主を ホ おすを めには、 結局のと ころ 
そのな りかけ た 自由主義の 一部分を がつて 拾て る 黄 悟が 必裝 でぁる。 この おみで 經 巧みの 指導 的巧瞄 
は、 彼ず 自らを 巧 巧に 生かす 爲 に、 この 大死 一番の ホ 悟を もたねば ならぬ」 (村 まの 巧) 

巧閒 が-傑を ミ祀 する お濟 がか 向、 がち 巧 曲 經替の 基本た る販 まの 傾向を 見る に、 經濟 みに おする 笠 
巧の 巧 巧を その ま、 當て はめる ことが 出來 る。 

巧聞萊 ホの 破 巧に がける 寒 巧は、 ひとり 中な においての みならず、 备 社の 巧が 爭奪哉 — 紙 か 巧 辱 
のお爭 一 - は範 くまで 利潤追求の 個人 主を 的 自由 主 お 的 おがを 示し、 が 制を 逃れん がた めに、 或はよ 
り强 力なが 制の がらんと する に ホ 立ちて、 あ々 その 本 替を强 がして その 自由 巧爭が 形態は 巧 骨と なり 
ク 、ある。 

だが、 巧 巧 来 ホが 巧条お 力戰的 態勞を 自らな 化して、 その 踩時お 制を 確立す る ことを がしない をら 
は、 やがて 來る巧 力なるな 制に 弟は 茵家 かお そのものに 何等の 巧すな を も そ ひ、 自ら 巧 城すべく、 も 
つと ハッ キリい ふなら 發 巧な をの 制 眼、 巧 巧が 止、 巧 制 合同 等の 巧 巧を 餘 巧な くせし める に 至る でぁ 


ガ わら、 巧钻 ちが 自身が その 自主を ホ おへす ためには、 結局のと ころ 蘭り かけた 自由主義の 一部分 
を 切つて おて るが 巧が 化 おであり、 且つ その 巧專 的巧瞄 こそ 大死 一番の 巧 おが 必 梁な 譯 である。 

ごこ 巧 面を 業の 巧 巧 的 巧 剤 

自由主義 經 ホの 谋 則は 利潤の 自由で ある 。しかも 利潤を コス， 卜の稱 成々 とずる 商品の 巧が とこな 商 
おを 贩資 ずる ことによ つて 生きん とずる 利潤の 追求に ついて、 否、 これを 統制 —— 例へ ば 物 傅 統制、 
配給 较量 (新閒 ならば 巧 巧ず は 巧 紙) を 統制し 1 一巧 せんとす ると ころより 生ずる 巧 本 的な 义は掛 
蒋 上の ネ盾 —— 自由主義 經 がの 煩 則との ネ巧 におして 、根本的な ホを を 試みる ことなく しては、 經满 
巧の' 冉編 巧の 基本 そかが 生まれな いと 巧 様に、 巧が 機權 のが 制と 戰巧お 制 化は なしを げられ ない。 

自由 ま義經 がの 巧 則は 利姻 におす る 無 眼の 追ぶ である ことは 今 吏 操 おすまで もない が、 しかも おえ 
ねばならぬ ことは、 それは 「生產 一の ために 利澗お 求の 原則が とられを のでは なく、 利澗追 ホの 結み 
が生產 の發賠 となつ をので ある。 この おがが めて 軍： 巧で ある。 

だが、 か、 る ホ 式に よる 生 產の巧 おが、 が 制 経が 下の 日本に おいて その 眼 まに 逮 し、 ザつて 生を の 
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巧 おを 巧げ る 巧 まとな り 利潤 本位の 上に 立つ 從來の 經酱を I をず るの 必蛮 におら れつ、 ある。 しかも 
この 経を お 態の 巧 化な しには 企業の 建前の 巧 巧 もまを 不可能で ある。 

巧へ ば、 新聞社の 經を における 他の 側 (聞 家) からな すと ころの 經巧 的が お 的 巧 諮な くして、 商 お 
としての 新聞の 巧 格 (を 傅} を拘 来し、 义巧 紙の 制 眼を ZJ て 更にを 巧 部 おの 制約を もな さんと すれば、 
を ひ 利潤が ちわ ぷ — の 制限と なり、 新聞を 產拽 機と しての 新聞 企業の 經 をを 不能なら しめる。 

こ、 にかて おを 形態の ち 編 巧と いふ 問題が がび 上 0 てく るので ある。 新聞 經替 上に おいては 巧 巧ち 

制の 置 至妄同 配達、 嵩 集金と か、 一市 一町 I 村吉制 とか、 紙 曼は發 巧部數 《制 眼、 赃效 

地 巧の 巧當 協を 等々 の 種々 の 新聞 お替の 再編が 戰時粧 制と しての が 制經濟 上ょりの 拽稱の 改革が 

新曲 經 蓉の戰 時下に おける 生存な お 保の 巧 題と してを 望され るので ある。 

経 巧 おとい ふ學 間は、 十八 世紀に もいて は 政治 學 を具體 化す •るが 問と してを 場し、 十 化 世紀に おい 
ては 倫理 學 Q 具 お 化する が 問と して 發達」 たものと みるなら ぱ 、二十世紀 忆 をいて 經 がをは 巧び 政. 洽 
學と倫 雲と s 1 忆 おいて 新」 い 人冀同 生を S 問と」 了 出を しなければ なら S ? ある。 

戰 時下に おける 人閒 共同 生 巧は かお 的には、 國 案が 力戰 或は 萬 巧輔货 とげ ばれ 倫を 的には 滅お 奉公 
と 稱廿ら れる〇 このが 治と を理 との 統 1 としての 戰巧链 がの 方 則の 巧 ホを 見が め、 闽 家の 一目と して そ 
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の絲 にが ふこと、 即ち、 國 策に 協力す る ことは 閣家 紙力戰 下の 國 おの 義務で ある。 しかも、 化を 経 巧 
そ 化に わける 國巧 再編成の 指導 的-巧 割を おすべく 最も 重要なる 地 化を 占める 「新聞」 の威大 なるお お 
的 使命を あへ ば、 なほ さらに 新聞が 稱 にがけ る 頭 階 的 地な にある ものが 大巧 一を の 党 悟を なし、 邸 時 
巧 制が 旗の 起死回生 的 手 巧を 施さな けれ ぱ ならない。 ■ 

だが、 この ことは ロハ 巧に 一個の 巧 巧 社の 機構 編成 替 によつて をれ 得る もので なく、 新 H 經替の 巧 お 
巧と して、 新 巧 企業の 强制 ヵルテル 或 ひは お 制 トラスト 結 ホと いふ 方向に 進むな かにないで あらぅ。 
しかし、 この 强 制が 自主的に 新 M 巧 塔の 經巧的 再編ぶ としてな される か、 或は 围 まが 力に よる 外部 的 
强 おによりて なされる かが 巧题 である。 

(云】 巧 西経 巧の 基本的 闭巧 

新聞 おを がいかに 特ホ 的な 存在で あつても、 國お經 巧の 一巧と しての つながりを 持つて ゎるな 上、 
企業と しての 巧 M が 戰時經 巧の 基本的 方 則を お視 してを ホす る ことは 託されない。 余の 本 宵 その他に 
おける もろ < のを 巧 主義 的 提案を、 單に新 閒版黃 或は お 巧に おける 業 巧の 巧 判で あり、 お 術の 巧 酉 
なりと が 巧し、 ちゼ しきに 至つ ては 一二 特を 的なる 人物を お 照せ しが かく 曲 おするならば、 それらの 


pin 


r 




ぶ 


冊 ■ ■ .‘ 

巧* とは* 早 日と 度を 同じぅ して 巧り 得た ものである。 巧 化なら、 巧 題は 巧 心 も 個人的な あ 倩を 介在 
せしめて 解かし 得られぬ ほどに ま 巧に して 巧 迫せ る、 が 聞 おを そのもの、 或は 新巧类 ホの 巧を を 意 ホ 

する S であるを で ホろ がちを の 提案は 経 巧 的 制を I 新聞 經篡態 I の 問 狸で あつて、 單に 

人 巧を の 問題で なく、 まして 待を 個人の 巧 超で もない の だ。 ， 

が おなら、 自由 まを の 化 判と を 服 こそ、 T ダん •スミスの 控 がが に渊媳 し、 0 — マ 文明の 巧 華を る 
» I マ 法の 巧 神に 化胎 する 巧 巧な 他人 主を の お 嫌を も 伴つ てゐ るので 本り、 それによ つて 植ホ づけら 
た そ S 則 的 基 S 志增 はれた 世 化 的な 近代 自窒 S 倫理が I 夕に よつ て 克服され ぅる もので 
な〜 なん や化隻 倫理を の 統一と して 8 攀 であるが 制經 巧を 卸 貼した る累る 切 笑 怯 馬では か 
してが 化されない 巧を かるから である。 

だが 今や 巧閒巧 巧に がいても 自由主義 がな 經 巧が 始 (お替 お 態) 卜の ものに 代る 化 拽が現 巧に 必 g 
とされる ばかりでなく、 現に その おおが 登場し 來 つてね ると いふ 事を をな り、 その 巧赏の 上に 立つ て 
この 巧 お 巧— 巧憐 のな 革を ホ そわ ばなら ぬ。 

巧ち、 利潤の わ おであり、 を 産の 制約で ホる 巧 巧の. I を 眼をまで の提 面、 用紙 統制に よる お 量の が 

タホ產 n ストを 支が する 謗 巧 QS と 股が 巧 奠び巧 巧 等に よる チ 巧、 報道の 自由 制龄 による 巧 
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巧 上に がける 自由 ま 寨の巧 ま、 人的を がの 不お による 巧 構 運用 上の 破綻を のを 巧 化 巧 あらゆる 問題が 
非 自由 主 お 的 組が の 確立と 巧 編が とを 要 ホして、 新閒全 機構の 上に 全面的に のし か、 りつ、 ある。 こ 
れらの 巧 革と が 編成は もはや 到 摩 古き 自由主義 經 巧の 革袋の ゃに いつまでも 盛り 巧れ ない ばかりで な 
く、 旣に その 革 巧は ところぐ になれ て 血が にじみ 化で つ、 ある。 否 その 巧 血に 應急手 當の巧 築 さへ 
もは りながら なの 痛みが 少 いといつ て 己が 面 上の 巧 築を 知らぬ 顏 である。 

だが、 われわれは 巧 聞 巧權の 再編 巧が それらの 笑止 干 萬なる 人々 の 欲する と 否と に拘ら ず、 國み統 
制經ホ上の必至の問題をる1?上、 これをいつまでもお乎傍觀してゐる譯にはゆかない。 誰か解巧して 
くれる であらう、 と 待つ てゐる ことは 出來 ない の だ。 これらの 問題 こそ 新聞 人 自身が みづ から 解かし 
なければ 强 力なる 闽家巧 力に よつ てな される であらう が、 その 時 この 强 巧の 下に 壓 化したり 多 おの 怪 
我人が 出たり ずる ことは ジ卞ナ リズムのを めに 餘 りぶ 緣 とはい ひ 得ないで あらう。 本論 提議の 余の 結 
論は 「ち 期 建設 一の お ホ化叛 が、 がち 經巧 再編 巧の 問題で あり、 新聞 經替の 形態を 長期 耐久の 可能な 
る 安 おにを いて 作り上げ るを めに こそ、 新聞 巧樓自 おの 經 が 的： 冉編戍 が 必要で あり、 か、 る 粗 本的經 
巧 巧 斑の がかと 巧 時 巧 制 化に よら ホん ば、 驳巧經 巧 統制の 進展に 伴 ひ、 これに おおし、 これと 組みを 
つて ホして ネ盾 なをを 來 た； U ない 强巧 巧の 巧 おは 不可能に 屬 する。 




. \ご' ご.' •- 


，イ 


余の 提案ず るを なの 諸 間 題が このを ホに かける 巧 巧 機 煤の 城 時經巧 s 巧を を 巧 望す る 一巧の お吿た 
る ことを 理 がし 得ない 人々 は、 むしろを の 論策を 讀む必 巧の ない お ホの ホ 生で あり、 且义巧 度し難い 
舊巧 制の ジ卞 —ナ リス t (が 聞 人) でも あるの だ。 - 〜 

(昭巧 十五 年 一二 ぉ妃) 
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四、 國家 宣傳と 新聞 統制 


I 巧、 ち、 がの 巧 聞は か 何に 巧 ひつ、 ぁるか- 


( I ) 「« 時下に 巧 巧は 扣 ffu すべ をれ」 の围 H に M する 奚 S 之の 119 


を 近 ィギリスの 小說案 フイ リブ プ •リンゼィが 「お國 が 生死の 廚爭を 巧つ てね る 時、 作 まは か 何に 
ずべき か？ その ペンが 菌 家に 仕へ る 唯一のを おで ホる としても、 作 おは や 巧と をく 同様な 創作 活か 

に 巧つて ゐるゼ けで ょい か。 かぅ いふ ま大 を巧閒 に、 テ— プルに 坐り 過 まの々 なに ふけつて ゐ 

る ことが 許される か、 な巧來 巧に 備へ でを をみ つめて ねる 人々 に 巧つ て 百年 閒の 出來 まを 巧い ピ 本を 
巧んで くれと 巧む ことができ るか」 とい ふ、 玻 時下に 作家は か 巧に 生くべき か、 との® めて が肅 なる 
閲 題を 提出して おり、 この 問題を 中む に マン チェ スタ— •ガ I ディ アンが と ロンドン •タィ ムスと が 
巧め てち 時が をる 論 爭を虔 開して おる が、 この おを 小說 まが ィギリス ホ绝に 投じた る 一石は、 哉 局の 
巧 刻なる 危なに を 面する ィギリス お M 巧に 巧然 ち 大 をる 社を 間 題を 提出す るの み をらず、 ガ— ディア 
ン 、タィ ムス 兩 巧の 巧爭 巧の 用 極 巧を 表示す る 問 垣と しで 注目に 値する ものが ホる。 







おみ 良，： 1.15^ お：.^ お！ ぷもも 養' 


ガ t ディ アン 巧は 作 ま リシ 睾ィ のこの 巧 巧に 鲜 じて 「か、 る 巧 巧に ホつ では、 アヵデミックな 考巧 
に ふける ベ さで なく、 作 まは みなす ベて 現在の 巧爭を 勝利に みく に 巧 立つ^のを 杳 くべき で、 さもを 
ければ 何もを かめ ホが ょい」 と® めて 素朴な 議論を 巧べ てゐ るが、 ロンドン •タィ ムスは 「戰爭 の ザ 
をに をいて 巿巧 生活が 巧 巧らず つ！^ けられる ことは、 國 巧のを おにと つて 望ましい こと ゼ 。作 まは お 
術 まは その 天が を 化 じる ことなく 仕事に 巧 進ずれ ぱ ょい。 彼等は 巧 日を 準備して ゐ るの だ」 と、 かなり 
巧大な 抱ち を 語つ ており、 作 お リンゼ 个 自身は 「作を 及び 讀 をの 或る ものは ーヶ月の ぅちに 死ぬ かも 
なれない が、 イギリスは 巧な として 存在し より 偉大な 廣索 となる ガ らう。 この 將來の イギリス におい 
てを 術、 义巧化 巧义は 燃えつ •、けなければ ならぬ」 と、 飽くまで お 術に 生きる 作 まらし い 「み 遠の 生 
か」 ともい ふべき ものを 信じて ねる。 

しかし、 今 おが 茲で 問題に せんとす る 砂は、 戰 時に かける お 術 問題に 巧す る おがの 見解の 相違で あ 


ガーディアン紙は素朴な言ひホではぁるが、 小說を含めての言論のが測をま張するものでぁり、 作 
まリ ン ィるびタィ ム ス はををがらのも由まおの遵奉をでぁる。 
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(二】 イザ リス 情な 巧の 巧 時巧扭 おお 


イギリスに がける 新 M 巧に がける 統制 主義と 自由主義との 對 立は、 裝術や ル說の 問題 ばか々 でな く 
巧 巧を 戰 時下に いかに 處理 すべき か、 の 問題に 對 して：^ さへ 今日な ほ論爭 仍焦點 となりつ、 ある。 

がち、 ドイッ 巧の 空 巧 巧つ ぎつ、 ある 時、 下院議員の ル— イス 氏は 「イギリス 新 問が 巧 巧の 空煤寫 
庭を 巧 巧に 巧げ てゐる ことは、 國 巧に 空 巧の 恐怖を 指 巧す る 様な もので、 圃 巧のを 第を がする も 甚だ 
しい。 當局 はすべ からく 速に ま巧寫 ちの 巧が を 禁止すべき である」 と 非難せ しに おして、 政府を 員 二 
コルソン ホに 倩 報 巧 ダフ •ク— パ— 兩 氏は r かなは 新 相の 空爆 寫眞巧 f 禁ずる が 限を 有しない。 巧 巧 
は 新聞 側の ぎ 巧なる 處 面を ホ 望す るの みで ある。 我々 は 新聞 側の 當事 をの あ « に訴 へる ことにょり 充 
々の 成 巧を 收 めて ゐ ると 信ずる ものである」 と 述べて ゐ る。 

イギリスが 留ま 存亡のを 機に おしつ、 も、 自由主義を 後の ザ 巧を 守らん とする、 む おおは、 むしろ 悲 
壯 とい ふべき であるか も おれない が、 新 巧に かける 論議の 自由 並びに 自由 制限の 範齒を か 巧ず ス間趙 
は、 そのな 志が いづれ も驳爭 にな カサん とし、 しかも その ホ 法と 見 おにが て お 立す るが かき 問題に お 
巧ず る 時に めて、 ー ホ その ま ホを 論ずる に 西 難を 場合が みい。 




4— ド. り—. 
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しかも r 作家は 钱爭 をが 利に 巧く やぅに 香く ベ さで ホゥ、 しからずんば 巧 もまかない でが ょい」 と 
巧 じた ガ I デイ アン 巧が、 フランス 巧 あの あ 因を 指摘して、 巧 巧 巧 聞 檢閱の 巧き 過 ダに あり、 無 あな 
にして 極端なる 育 說 統制が、 フランス 國 家を 巧墳的 おみに 等いた の だ、 と、 論 巧せ るは、 極めて 贵ま 
な义示 巧に をんだ おおで 他山の石 として 大いに 単ぶべき ものが ある。 しかし、 最近 自由の 國 アメリヵ 
にかて さへ 「巧爭 が おまつたら 新聞を を 傅 巧に 衡發 ずる 巧 利を 大統領に お ふべ し. I とい ふ 誘 論が、 才 
クラ ホ I マ州扶 主ぶ 上院 誘 員に ょつて 叫ばれて ゐ るのは、 巧 味 深い 事を である。 

けれども、 新 巧の 言論に 對 する 統惭 がお夕 がに して ー ホ そのぶ 法を 誤るならば、 がつ て お 封の 巧 ホ 
とおかと を 生む に 至る。 現在の 日本の 巧 聞 統制が 巧ら にお 肢に 過ぎ、 おを 見なる を 巧く 反 おするなら 
ば、 ポ— デイ アン おの ホに 結 介す る フランス における 新が の 玻時お 閱の失 化を、 必ずしも 一笑に 附す 
る わけには ゆかない であらぅ 0 

(III) な 度 困フラ A ス のな 田 政 巧に 巧を 學 ぶべ をか！’ 

マンナ スブ— •ガ— デイ アン おの お 摘す る フランスの 巧 M 巧が ホ 化の 票大 なる 點 のを 一は、 I 峻 お 
にして 分 叫を 失した 載 時 新 抽お閲 の 痛 行は、 新抽の 築いた 每 まさるべき 巧が を巧壞 する は 勿論、 過 時 
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のみ 閱は大 ホを して おおなら しわ、 信が とぅめ ばれと 巧據 のない 樂觀 主義を とらし める もので、 かく 
のかき 巧 ホ •む 現は をには おが 的 結果を をむ ものである。‘ 檢 間により 巧 方に 都合の 惡い事 巧の 巧 載を が 
へる こと 自身は 望ましい ことか も なれない が、 をく これは 反 おに 巧 方の 都合の よい デマ •ニ ユ—ス を 
大衆に 倍 おせしめる とい ム恶い 結 巧を 伴 ふ-とい ひ、 わが 國の 從來の お閱ホ かに 一矢 酬ゅ るかの かき 
批判を くだして わる。 

をして 巧 二に- 留 をの 危挣を 目前に ひわへ て、 フランスの 巧 ホは 新聞に 依つ てィ タリ— と ドイツと 
反目して ゐ ると ばかり 信じ 这 み、 また マデノ がの 不可侵 おとお 部 防備の 完全が 缺に虛 僚の 結 お 的を を 
を 感じて ゐ たので ある。 お (ガ— ディ アン 紙 パリ 特あ 旨) は 九 ヶ巧閒 お 曰 フランスの 新聞を 試んで ゐ 
わが、 一巧で も フランスの 困 お 防備の 巧陷 をつ いた 記 まは 見た ことが なかつ を。 あく マジノ 線は ジ— 
クフ リ— ドが にも 巧して 防備 巧 固な 巧まで あると 誇つ てね た。 獨 ずが ソンム 河 近く わで 押よ せる ホで 
パリでは この 樣 なが 態が 巧いて ねたので あるが、- ホ お 倒 的な 巧 軍の ぶ 力を 巧々 あじて ゐる 前が 將み 
の氣 持は をくな 對 で、 バリの 新が 記 まには 巧を を 抱いて 讀 もぅと— もしな かつた。 

おは 何時か パリ I のず 新聞の 巧 巧ち に、 かがの 將 兵は パリ— の 新 M を 讀んで をん な 怒つて ねる ゼ、 
とを つたと ころ、 その 巧 巧 及は 巧を かきを がら、、 ホ 巧は おがと つて 化で ボな いので I 巧で も ホく 巧 巧 


卜 しこ‘.^ 


h‘’ . 
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を 免れ、 そ < ホ阳を 通過ず るを めには 記事の 內 をに 多少の 手、 むを せねば ならない、、 と 答へ た。 また フ 
ランスを局は珠に夕人記をが、 フランスの强巧ぉを打軍ずることを吝んでねたので、 正確なニ ュ1ス 
を 誇つ て わる 自分と しては、 ホ々 ならめ 苦、 むを なめさせられた. 一と 菁 いて ゐ る。 

しかし、 ガー デイ アン 巧特お 員の いふかく おりに も 過 おなる 新巧檢 巧が、 フランスを 化 化に 巧いた 


大 なるな 因で あつたで あらう か。 又、 巧 聞か 策の そがが その おみが なる 新聞 檢閱 にあつ たで あらう か 


? 勿論 フランスの 化戲は 新聞に 封す るか 策の 失 かに 見る かく、 他に 夕 くの 化 北の 巧 因が、 あらゆる 間 
恩に ひそんで ねたので ある。 また 様 巧の 過 麻と いひ、 おか 別と いふ も、 結局を ffi 主 お 的 か 治が 巧の 上 


に 化な せられざる ところの 直 傅か 策の が 枝の 一つの 現れに 過ぎず して、 私は これを 單 なるお 閒檢閱 に 


がける ホ 巧と してが 兜す る ことは できない。 


わが 園に かける 「お 閱」 の 問題 も、 そしてを の お 分別、 おを 見 もこれ と 同様、 必ずしも それは お 巧 
官の お々 別、 おを 見の 問題と してな 巧に 葬り去るべき もので なく、 これ こそ 政治の 新 か 制に 伴 ひ、 い 
ち 早くな 上に のぽ りつ、 あると ころの 巧 化なる 宜巧 政策 確立の 問 趣で あり、 從 つてを 巧 まま 的な お理 


論に 立脚す る 巧に 巧 本 的な 問題に 發 せして ゐ るので ある。 


の 問題に おする 解答を、 ドィツに かける 宣 巧と 新聞の 美事を るが-を 巧究 する ことに 依つ て、 探 
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り 出さう ではない か。 


(四) ヒット ラ— な 宙 のぶ 立が をの 巧 曲 巧 


今々 大巧に ドィツが 新聞 化 巧に がても、 いかに おお 的 勝が を 巧 し たか、 また、 を 巧と 巧 助との 美 ま 
をが 制に かて、 焊 やかし い 成典を 巧 得した かを 語る に 先 だち、 われわれは ヒット ラ— がか 樓を 把握せ 
るが 巧の 巧抽巧 巧に がける 巧 力のを を 尋ねる ことに 巧つ て、 彼が お 聞を か 何に して 菌 家を 巧と おびつ 
けた か、 t 見 巧め る ことにしたい 0 

ナチ ス 出現な 前の ドイツの 新扣の 活かは、 一九 so 年に かて ニニ ニ 五 =1 紙であった 。をして その 巧 語は 


政な 掛姑紙 
な 黨的 連なを 巧す る もの 
巧を ま 的 新聞 
巧に これを あ 巧 的に お 分 すれ 
れ會 ちま 主を 的の もの 
ホ— 的の も 0 


、あ 〇〇 

、六 00 

二 五ー ニ 


一二 五 ダ 
一一 10》 






その他の もの 五％ 

なが 第 I ホ 大巧な が、 四 干 二百 紙に 近き 新 M をち してね た ドィツの 新が も、 が戰を 中小 新聞の 倒 巧す 
る もの a 化し、 ヒット ラ— のか 巧が 得が には S 千 四百 紙內 ルに 洩 少し、 巧に 急 あにが 少して、 ヒット 
ラ I 巧閣 成立を 時 二 卞セ百 紙に あ 巧し、 ヒット ラ— が 「巧々 が 建設 せんとす る ものを 巧 害する か 何な 
る 新聞紙のを 在を も 託さず」 とい ひ、 また 「新 M は 人 巧 お 化の-つの 道具で ホゥ、 新聞を 巧 案 及び 困 
巧への 奉仕を さず ため 閉塞は 之を 巧惭 下に 置く J と宜 言し、 一九 年 十月 巧 M 雑誌 記 まを、 巧 ホ 法 
を 困 文化 おを 中のを 巧 出が 院说巧 等の I 二つの 法を をを ホして、 巧扣 統制を 巧 固と して 黄谢 せした め、 
巧 M は 一巧-千 S 巧 巧に が 少し、 巧阳お ザのを は 一九 云二 年の 一 萬 九 千ょり 方 千 S ちに が じ、 巧な 巧 
たも ホ 11! みの 一に 下つ たと ち はれて ゐ る。 

西 家 おみ まを のな 媒 から、 新聞 ホの だが ホを 一餘 する ことは、 比較的を みなこと で、 僅か 云 ヶ月の 
ホ 底 的なる 統制に ょつ て、 を 利 事業 的なる 日刊 斩閒 は、 けげ 巧 館に 暗り、 を 巧を をして 新 閉ま 莱 をな 
娜 せしめる ことが 出 ホた。 由 來巧朗 がと いん ものは、 大 言せ 語す るが、‘ そた を沈默 させる ことのを あ 
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なることは、 をの 巧く のを 止める こと、 同樣 である。 と、 ナチ ス はいつ てゐ る。 

巧を 的 非常時に がいて、 か、 るな ホを 得る ために 必要で あり、 有 巧なる ものは、 ヒット ラー 親衞お 
巧が 铁 等の 武力で あつた。 ヒット ラ— は、 かくの かくに して、 夕 をの 自由主義の 大新朗 を 巧 ホいで、 
ナチ スの 統制 下に 協調 さした ので ある。 

マルキスト 巧ぶ 諸 新聞は、 例の 围食 議事堂の な 乂ま 件に 随巧 ありと 晓 まれて、 發行巧 止を 命ぜられ 
を。 をれ から 約ぶ 十の 共產黨 新聞と 約 百 云 十の 社 食が 主 主義 巧の 新閒 が、 を だ】 ホの 令狀で 閉鎖を 命 
ぜられ を。 

これにな して、 ナチ ス 系の 新 閒 紙は 盛な を おめ、 約 百 二十が に 速した。 この 政府 おお 新聞の 巧 唐 的 
一掃に ょり、 ヒット ラ— は、 ナチ スの 抱く 世巧觀 にがつて 首 論を 統一し、 現 ドイッの 健を な舆 論を ホ 
第に 築き上げて 巧つた ので ある。 

しかし、 ドイッの 閑力增 進と ナチ スに 依る 政治機構の 統制 歡備 は、 ナチ スが 一 九 二 0 ホ 早く も 之を 
巧關 がと なした る 「フ H ルキツ シェル •ペナ バ ハター」 ( v £ ご S を er Beobachter) を 始め、 渐時發 行 部れ 
を# 加し」 九 S 六 年、 ホ ドイッが 約 二十 セ 巧、 甫 ドイッ 版 約 十 萬 八 千に 達した が、 一九 S 九 年には 化 
ドイッが 約 十九 萬 II 手、 南 ドイッ 版 約 四十 一 萬に 巧 化し、 そのな 巧な がか 約 六十 S 巧に 巧 進して ねる。 


3 


「フェル キッ シェル •ベ ホ パ ハタ—」 紙が、 ミュンヘンを 中む とする ナチ ス機 閒 お ホる に 巧し、 

1, デル •アングリ ッフ」 (Dar Angriff) は、 ベルリンを 中、 むと する 機械 おとし， て、 一を ー セ 年に が 巧 
された もので、 ナス チは 政 巧を 巧 得するな 前に、 前記の 二 紙の 他に 「ハンブル ゲル •ター ダ プラット」 
(Hallb— さ Ta 的 eblatt) —— 一を！ 八 年 創 巧、 ハンブルグ 市に てを 巧 (同社は 海外 讀ま 版と して 週 問 
「ゥェルト •ポスト j (welt post) を 出して ゐ たが、 一九 S 九 年 ターゲ ブラット 紙と 共に 巧 巧) して ゐ 
る もの や、 エッセンを 中、 むと する 工業 地帶に 「エッセ ネル •ナチ ォ ナル •ッァイ トング」 (Esseu さ 
N を 一一を zeituug) —— 一九 so 年 削 巧" 巧 巧が か 約 十四 萬 一二 H —— 等の •かき 有力なる 機閱 新聞を 創刊 
あるひは 巧 得して、 レー ニンが 「新聞は 敢大の 組 殺を なり' I といつ た 育 葉を、 ヒヴ トラ I は、 ナチ ス 
の 巧を 巧 おに 巧 巧して ゐ たので ある。 

ヒヴ トラ— が、 新聞を わが ぞ 中に 收め をのは、 ながが 棋を革 接した 一九 SI 二 年な 後で あるかの かく 
をつ てゐる 人が ホい ので、 ここに 一言 注意を 巧 起して 置く。 

因に、 今次 大 載の 勃 巧 せる 一九 S 九 年 巧 在に 巧る、 ドイッ 國巧 にがけ るが 記 新 M なかの 主なる 新聞 
とその 巧 巧な おは、 左の かくで ある。 

一、 ド イッエ •アルダ マ イネ •ッ アイ トング (Deutsche iillg き ehie ine ぎ 一ち) 發巧部 お 六 0、 000 



• ロカ I ルアン ツ アィ カ — (lie を er 尸〇 ザ ミ .abzo ち er) 同 
グリ ツツ ( 一ぎ AugiibO 同 
• ぺ— ル ゼン • ツァィ トング (Berli さ Borseii Zeit 旨を 同 
• モルゲン ポスト 3 巧 li ミ " Morgenpost) 司 


一九 九、 000 
1 8、 000 
一二 一、 一一! 00 
四 〇〇、 000 


エステ • ナツ ハリヒ テン ^Miiaclmer zereste 2 き hrichte 己 同 九 二 、 000 


I • ツ アイ トング ( ぎ .inchjler zeuunJJ) 

I • フレミー アン ブラット ( 田 amburger FrenK 一空 Iblatt) 
H • ツァイ トング ( 巧を を sch* Zeitim ご 
I •アン ツ アイ ガ I ( 巧 旨を ui-g さ Auzeig さ } 


六 五" 000 
ー セ、 80 
セニ、 000 
寬 0、 000 


( を 旨 uaire を la presse ぎ 一一を ま & か trai ち ere 一を 二 九 年 板に よろ 


置】 直 S 雀 巧の 巧历巧 


言論 巧-の 必 巧を 認めて、 な 權を巧 得する や 度ち に、 閒 巧に 巧 曲 巧を 設 « すると 共 
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に、 がまを 巧 省 巧に も、 巧拍が 制に 巧す る 一局を 設けて、 备 新曲を 統制 お 導す る こと、 した。 それは 
-化 ニニ ニ 年 一二 巧 日の ことで、 ヒブ トラ— 內幽が 巧 立した のは、 年の-巧 |二 十日で、 ニケ 巧 後 
早く も I , 巧 巧の 巧 策ぶ び ドイツ 脚阐 の： 冉 建に 對 する 國 巧の 啓蒙 义び直 傅の 目的の ために」 國 巧を 蒙宜 
巧ち をが 設 し、 直つ 巧 聞に 依る 靑論 統制に 来り 巧して ゐ る。 なんとい ム水除 立つ を スピ— ドで ある こ 
とか。 こ のぞの 出現は ドィツの みならず、 をサ 巧の 耳目を を 巧す るに おる もので、 宜傳ぜ 1 迎年 記念 
のか 典に 「か 治が 巧 神 的 息ぶ かすに、 新しい 道、 か、 る 新ら しい 近代的な 形 巧と しては、 未だ 世み の 
どの 菌 にも 昭 まれな かつを 新しい 道が 開 巧され たので ある」 ょ 誇る の もお理 からぬ ことで ある。 

が 蒙ち が おの 全內 をと 活かに ついては、 他日 これを 詳論す る こと、 し、 を 巧ち 內第四 部に 巧す る 巧 
聞の 部局に ついて 少しく 述べょぅ。 

この 巧は、 同時にな 巧の 新朗 部で、 その お 等を ディ トリ ツヒ巧 ± は、 同時に 國巧聞 部ち 代理で も ホ 
り 巧 等 制度の すべては こ、 でを おされる。 

新聞が は 「聞の 新聞 却」 と r か國 新聞が」 「おが 業な 部」 の I 二部に 分れて たり、 國巧 新聞 部は、 巧 
巧、 ドイツ 巧 聞に 閒 がする がての 問題を ホ 扱 ひ、 毎日 新聞を 議 がま 傳省內 に 開かれる。 そのみ 藻には 
を 通信れ 通信 目み び 新聞 お 巧 人 ($ 新扣れ のまなる もの 及び 地方 新 巧れ の 巧 巧 人) が、 參 集して、 
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巧 巧 巧より 材 巧が 與 へられ、 各 巧からの 公報の 許 釋 がな される。 又を あは ドイッ 新が の ホ 論に ついて 
のお專 をぅ ける。 かくて、 新聞と 巧 巧との 閒の巧 巧なる 接 巧が、 ドイッ か 巧を して 輿論を 無規 する こ 
とのない よぅに 大いにが 立つ ので ある。 • . 

「か 関 新聞 部」 は、 を 世 巧の 新聞に 眼を 通し、 これに 巧いて 閱係 ある 國 おの 巧 局ぶ び ドイッに を 巧 
する か圃巧 M 代表を を適當 にお 薄し おましたり ずる。 そして、 報道 や 見解の 誤瘦を 訂正し、 また 防止 
する。 

「おが 業な 部」 は、 ドイッ 放送局に、 毎日の ニ ユース を 提供す る。 设も 新しい 手 巧 にがつて 巧 巧す 
る 報道 おによ つて、 すべての ドイッ か 送が あび 報道 所と 直接の 關 係に 立つ てね る。 

宣傳 をが ゲッベルス 巧 ± によつ てま 宰 されて ゐる ことは、 人 も 知る 通りで、 その ま 配下に S 十二の 
地方 ま 部が あり、 ゲッベルス 大臣の 命令一下、 直ちにを 傅の なが、 ドイッ 阐內は 勿論 全 世 ホに 巧け て 
かき 送られる。 

(交 ドイツ 巧 田な なま 

ヒット ラ— が、 ナチ ス黨 巧拥 がを 巧を したの が、 一九二 0 年で 「フ ホル キッ シェル •ベ オバ ハター」 


巧で あつを ことは、 旣 にがべ たと ころで あるが、 彼は この 時 i 國 まれを まを 巧 化义 化が の 巧 (一九二 
0 年) に、 旣に ホの かさ 新枯巧 巧を 宜 言して ゐる のち 注目に 値すろ これみ がな 巧を 提 るに ホな つ 
こと 十二 年で あり、- 九 一ー ニニ 年 十月 新曲 雜誌 記を 法を 制を する に ホ 立つ こと、 巧に 十四 年で ある。 

巧ち、 ヒット ラ— は、】 九 二 〇 年の 巧 聞か 巧に めて I 吾人は を識 せる か 治 上の あお、 ぶび 新 M にょ 
る これの 頒布に ちして 合法的 宜 巧を 巧 求す 。吾人は ドイツ 轿访 のが 瑰を 可能なら しめんと する 左の 諸 
巧 目を 巧 ホす」 とい ひ 

(一) ドイツ語に てを なする 巧 曲のを 記ネ あび 從業 旨は ドイツ人 たるべし。 

(二) 非 ドイツ 的 新 巧は を 巧の 瞭闺 家の 許可を がす。 而 して ドイツ 文字を 使 巧す るを 楚 ホ。 

ご 二) 非 ドイツ人が ドイツ 巧 聞に が 力 的に 參 おし 又はが 巧を 與 ふることは、 をを にょり 禁止 さる 
べし。 途反 をに 巧して は 巧と して 右を だ 新聞社の 巧 止、 並に それにを 舆サる 非 ドイツ人を おか 
につかすべし。 

巧を なを 主堯巧 化な 化 巧の 當 時に がける 巧 巧は、 一九 sill 年に 入つて 發 布した 新 M 、 出が、 巧吿に 
財す 夕巧 法を の 中に、 そのぶ 盛られて ゐ る。 ナチ スの 新聞が 制の 化 おは、 一九二 八 年 二月 二十 ス日附 
巧ネ 第一 二八 四 巧を 4 てを ホされ たイ タリ— のが 访 記を をが 法規に おを おり、 これを 巧に ドイツ 化しを 
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もので、 新曲が 制 法 のぶをな てを ホせられ たるは 

一、 新曲が 誌 記 まを 1 九 S 吉年 十月 

二、 全國 文化 院法 中のを 巧 化が お規を 一九 兰 |二 年 九月 
- 二、 巧 ま 法 -丸 一二 II 军 十月 

なま 云つ の 法？ あつて、 巧に 新聞 B 記 ザ 法は ナチ ス のを もま 憲 したるな 巧で、 そのを 布に 
おし、 をが 巧 ゲッベルスは 長文の 巧 お 寄を 布吿 して、 その 理 おを 示した。 . 

-困ま おを ま おの 昔萧に 曲ず る 見が はおが の 自由、 即ち 替 論の 自由は、 巧 族 関 家に おする 巧 利 義務 
の 眼 ホ 巧に かての み 存在し 得る」 とい ふので ある。 

從來の 新聞 法の 巧を は、 大部分 自由を お證 する ための 保護 規を であつ たが、 この 新法は そのな 善と 
現代化を 巧 ホす る もので ホる。 新しい 新聞 法は 自由 保 證ゃ接 察を ではなく して、 をに 組 お 法で あり、 
巧族锅 まの 保證 法で も ホろ 新聞を 公蔓 任の が當？ して 法 霞に これに 參 加させる ミが、 この 
お 聞 法の 目的で あつを。 

新扣 化誌襄 法は、 を 部を 通じ 了 四十 セが ょり 成つ てゐ る。 そして、 記ネ の 晚業 、及び そのが 可、 
記 まの かなの 覆、 記 ホの 曲寶保 蓮、 震に 閱 する 刑法 上の 保 誰、 ぶび その 捕 則の 六ずに 分られて 
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新曲る び お 誌 記 おを ク賓 なの、 おも 巧 要を るが 件は 
« 

A ドイツの！： 巧を 有する こと 

B ドイツ 公民が 又は 官公 まわる 資格を 巧 失した る ことなき こと 
C アリ アン 人を にして 非 アリ アン 人な をが 偶 おとせざる こと 
D ホ ニ十 一を にを したる こと 
E 特殊 巧 巧が すを 受けた る こと 

F おを に 巧 种的あ 化を 輿 ふるに 必巧 をる ま 巧を 有する こと 
な 上で ぁるが、 これらの 巧 件を 有する やを やの 認 をは、 巧 聞 記を をを 錄サる 巧 業 名 巧を 有する 記を 
おを のを 長の 巧 眼で 光る が、 このを おの 巧を はな 論 宜巧ぞ 大臣の な 制 下に 置かれて ねる。 

ここに 特殊が すと ぁるのは、 を 短 滿ーヶ 年の 見杳巧 間を 置く もので、 ドイツの 大巧で 新聞 巧の 謀 お 
を 六を 巧閒お 譲した る證巧 寄を 有する か、 六 ヶ月 巧な 上の 斬 聞 通信の 巧 験を まけた る もので なければ 
& ら ない ゥ 

巧、 故が 巧 化に ちつて、 記え が 守らねば をら めを 巧とは、 ホの 化く で、 これに 反する ホ 巧の 巧 巧は 
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々說 禁止され てゐ る。 

A 私利と 公益を お 同し 祗 をを 誤 薄せ しむる ことなき こと 

B 對內的 菱對ホ 的 •ト イツ 5 劈、 ドイツ 賈 Q 共同 霎 、屢 、む、 ドイツ サ化 若く は •トイ 

ツ經 巧を おめ、 又は 他人の 宗お むを 傷つける ことなき こと 
C ドイツ人の 名 勞义び 巧ぶ を 毀 巧す る ことなき こと 

D で Q 名菱は 利益を 違法 S 害しぶ 豪な け、 侮辱」、 又は 嘲笑す る C となき こと 
E その他 非道 憩が なること を 禁ず 

をて、 ヒッ トラ ふ、 巧なる ドイツ 文化の 囊に なさし めを ためち 語— を 葛し をが 
その 化治理 なと 怯？ ざる お凿 巧に がて、 新聞の 表 巧には 巧 立 性を 認ろ 义拽閒 紙の 謹の みに 走ら 
ス巧閒 新聞を ナチ ス义 化の 建設に 奠 ごめんと 巧， しを ので ぁを 
新曲が 制 忆關」 了ち そ S 忆ド イツ 冀 新聞 協を Q 任 愛び、 新聞 囊を判 所 sf 組馈 、を 
困 文化 院を含 出版 院 S 撤と S . を蠢 を、 十み 研？ る 墓が 重ぶ、 それを— する は、 

本論の 目が てない 力ら、 巧に 省が する こと^しよう。 


」ご. 




E ， 中：*:, ぃ’- 


」 一一^べ たな r I 
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(セ) ドイツ 巧 「巧 巧巧扭 J とな 扭 外交 巧の 巧な 


かくて、 ヒット ラ— は、 新聞を ナチ ス 文化の 建設と いふ 高き 理 なの 方向に 組 傲す ると 共に、 ドイツ 
の W 內廣 かに かける ま 巧なる 武器にまで 髙め たので あつた。 


今ホ大 載に がて、 


ッ阅 がが、 打倒 英幽の 方向に-が なれぬ 立派な 超 ホを 示した の も、 斬閒化 


巧の が 巧を 語る ものた る ことは、 みく S 論 譲を 必が としないで あらう。 かくの かき 統制 下に 置かれた. 
る ドイツの 巧が が、 かを 化 策に がて、 かおの 方 かを 支持して 一を の ホ 調を 示せる は 何等 不化 謀と する 
ところで はなく、 これに 就いては 夕 くの 說 明を 必藥 としないで あらう。 

だが、 ドイツ 巧 巧の 論陳 とがぶ とが、 今み 乂戰 にがけ る 微妙なる か 巧 お 趙に關 し、 政 欺兩略 一を の 
お 地から、 いわに デリ ケ—卜 な 有機的 連烙の もとに 張りめ ぐらされ てね るかを 示す ために、 おおのな 
る 二、 S のをのを がかして 思く ことは、 かして 無 ななこと ではない であらう。 

〔- ダンチヒ 巿 ぶび ポ— ランド 廻廊を 醒 つて、 城塞の 怪しく を 始めを 巧、 ベルリンの 备新閒 は、 か 
何にも ポー ランド かお 並に 巧 ホの 巧が ある 態 ホを 期 巧す る もの、 かくが る 穏健な 論陣を 張つ て おつた 
がるに、 ポ— ランドが じツ トラー の 巧 一巧 解か 案を 拒 粗し、 ち 劇と 巧ず 同盟を 締結し、 同が に ドイツ 
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がな ボ— ランド 不 侵が 巧 巧を 极萊 して W が、 新聞の 論調は 俄ぶ 一巧し、 連 円の やうに 酒廊地 ホに 居住 
する ドイツ人 虐 おの ニユ— スを教 せたり、 ダンチヒ 市报 迫の 有様を 報道 しをりして 、猛烈に 一 敝ホ民 
の 化 おむ を あ ふつを。 をの 調子は 之で も か-^ とい ムエ をに、 政府 當 局を として、 を 早 堪忍 戍り麗 い 
ことを 菌巧全 推に 同 息 させ、 獻ひ もまを 止む 得ない ことを、 はつき り、 む 萬に しみこませる 崖の もので 
あった。 '• . 

おを がに 閒 する ドイツの 態を に 就て、 备 新聞は 當 初から 今年のを に 至る まで 常に 輩を 输 へて、 戰爭 
の 巧 巧が 巧团に 在る ことを 善き 立てた。 「よ アリ ユょト ミイの 爲に 徒に 血を 流すな！」 とい ふ 文句が 
を 巧の どこの 新曲 雑誌に も讀 まれた。 因に ポア リユ ぶび ト ミイとは、 それ^ フランス、 イギリスの 
男子の 代名詞の やうな を 前で ある。 之は 正にち 惠 であつ をに 相違ない が、 フランス 國 巧の 题 息を 搂く 
上に がて. 黄に 有 巧な 宜傳 であつ た。- お市 氏は 當 時、 调 軍の ライン 河を 越えて 侵入 しないの であらう 
かとな つた 程で ある。 

，がるに 今年を になつ てから、 新聞紙 上には フランス も ホ 敵と せざる ベから ず、 とい ム^うな 論說が 
載せられる やうに なつて きた。 ドイツは 、前年の サ ホ 大戰 にうけた フランスの 侮辱を 忘れる もので を 
い。 がが はを ぶ 眼り の讓 ホを して、 フランスと 友が 閲 係を 結ばん とお 力した が、 巧 迷な 佛化 巧の ため 
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に、 その 巧 力は をは 巧 巧し なかつ たが、 をの 資は 偏に フランス がを ふべき である。 ドイツは 過去の 怯 
を ちれる ものでは ない。 いつか 之を はらす 時が 來る であらう、 とい ふやうな ことを 菁き 始めた もので 
ある。 果せる かな 巧 軍が ベル ギイ、 オランダの 困 境を 拽 えて フランスに 進 ザして 巧つ をのは、 をれ か 
ら閒 もな くのこと であつ を。 

この 巧 部戰が 始まる 直が なほ 一つ 巧 巧 巧い ことがあ つた。 とい ふのは 巧 巧 や ラ デオが 毎日々々 バル 
カン 巧 趣を 巧 謀して 居つ たこと である。 ベル ギイ や オランダの 尊に 就いては 一言半句 も 言を がさず、 
巧ら ル— マニア や トルコの 闽情不 をを 述べ、 巧閣や ユダヤ人の 同國 巧に がける 種々 の 陰謀を 暴く やう 
な 記 巧を おげ たり、 イタリアが 技英氣 勢を 盛んにして、 今明日の 中に も參 哉し さうな 氣酣 をみ サてゐ 
ると 報じたり した ものである。 T を その 巧 おは イタリア 經 由で ナポリから 日本の 船に ホつ てが 國 しよ 
うとが 備 して ゐる 巧で あつた。 知り合 ひの ドイツ人 達は 皆 倭に をの 無 暴を あ吿 し、 バルカン 地 ホが か 
う不 なでは、 イタリアのを 戰は閒 もない ことで あらう から、 須 らく シベリア 經 由の 道を 巧 かの がよ い 
と說 いて くれを ので ある。 自 々もキ みはを の氣 になり、 若し 途中で イタリアを 邸な どと いふ ことにな 
つたら、 どうしようと 本 おにな つてむ 配した。 が、 それから 間もなくべ 心ギ— 、オランダへの 進軍が 
始まるな どと 巧 巧す る ものは 一人と してね なかつ を。 南 ドイツの 一都 巿シユ トツ ト ボルトの ホな で、 



オランダ 侵 人を 吿げる ラ デナの 報知を ザに した 巧は ぶに 靑 天の 胳廉で あつた。 向かは この 巧の おきを 
をれ ない。 新閒は それつ きり バルカンの ことを 菁 かなくな つてし まつを。 をして、 贵 およく 巧 部戰線 
の 勝ち 戰 さを 報 等し だしを。」 (な 巧 竺一一 巧の 犬 巧 巧な お) 

新聞を して かち 化 策に 紫 巧に な カサし める ことは、 ゲッベルスの 雜固 たる ホ かで あつた。 宜が •謀 
巧の 巧げ なる コント a I ルに 巧つ て、 新閒が 面の 報道と 論說 にがては、 力 A フ ラ— ジと ゼスチ ユアよ 
ろしく、 自廣の 目的 貫が のをめ に、 その 假 面の 背後に 隱れて 常 ホ I 閃進餐 する ドイツ 軍 作戰の 水際立 
ちを る美審 さと、 宣傅戰 術の 巧を さは、 前觸 れも搔 々しい、 わが 闽新 M のか 交 間 趙に對 する 輕卒 をる 
論 誘と、 これを がが する ホを 知らぬ 情報部の 不甲裴 なさは、 か夕戰 にがけ る ドイツ 查 傅ち ぶび か戰兩 
略-をの (神な に 近い} メカニズムと、 その 戰術 とを、 大いに おぶべき であらぅ。 

しかし、 今 ホ大戰 にを ける 宜傳分 巧に がける を も 異色 あり、 しかも おを なる 化 獲と 巧 箱を 擧げ をる 
ものは、 PK の巧稱 をが て 巧 ば， れてゐ る 報道 中 おの 祐 巧で ホる。 

巧 道中 おに 閲し ては、 かを 「大破に 现れた ドィツのを 傅 巧」 ぶび 巧四篇 「寫巧 直傳」 ‘の敢 後の 論文 
「を 巧 まよ 巧 裝サよ j にかて、 詳論し をから、 巧に 詳述す るを 避ける が、 報道 中 おの 功賴 にかて、 わ 
れ われがち もを 目と おむ を 巧す るは、 「前が 新曲」 の 報道 中おア パ— 卜に かける お 巧と 發巧 である。 
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•日 ま 著》 広がいても 「襄 新曲」 は、 わが 巧 s 巧忆 よつ て發 巧され、 今 美 愛瞭し 5 佛 側に 
みても、 巧ら くを 巧され たで あらう が、 ドイツの 報道 中 像に 巧つ て、 視 巧され た 「がな お 聞」 の 巧妙 
なる アデ テ— シ ヨンは、 ドイツす 前絲將 兵に 巧して、 黄に 重大なる 巧 剤を ホし つ、 ある。 

ドイツ 累 どうして、 ホを に ま 巧に 剧つ たかに ついては、 勿論、 平時に がける ナチ 巧 神の 滿 f 
の 他 巧々 なる 巧 由を 學げ 得る ので あるが、 ナチ 巧 神の 昂 場、 ヒット ラ— に對 する 絕對 の僖 巧を 嵌 もよ 
く 巧 そつけ たものは、 巧は 敛 場に がける この 「前が 新が」 であり、 新 閒記ネ として 日 巧訓 なされを る 
を 巧 巧の エキス バ—卜 にあつて 編 巧され たる この 巧 聞は、 今 ホの 哉爭の 目的、 ドイツが な 巧 せんがた 
めには 夕佛 はどうして もが 巧で あると か、 まを、 ドイツの が 巧し ようとして ゐる 目的 都巿 であると 
か、 その 题巧的 意義が どこに あると いふ やうな、 當面必 巧な 现 局や题 なをが 細に 報道して、 + 氣 をが 
巧す ると 共に、 SS 爭忆 巧つ てゐる お除忆 、現在 囚前 にお 開され つ、 ある 哉爭 S をよ く 知ら 
しめる、 それ も 記事と ホに 極 ホに 寫巧や 岡 解を 利 巧して 巧 ふとい ム 非常に 親 巧な ホを を W て、 前線を 
兵の 古 おの 鼓舞と 統一と いふ 點 に、 全くな 像 も 及ばぬ 夕大 なる 巧 巧を 獲得し をので あつを。 

ドイツ ザの 新案に よる I' 報道 中 お-は、 ペン、 カメラ、 满 筆を 提る 文化人が、 興踢 にあつ て、 カメ 
ブを 持ち、 ペンを おり、 み 革を 執れば、 いづれ も巧备 々ぞ 力た るが 器と しての 巧 巧を、 卜み發 がし 巧 
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る ものであると いふ ことを、 立 报に證 巧して くれを ので ある。 がは 今 ホ大戰 にがけ る 直倏巧 大臣 ゲッ 
ベルスの 額を なる 巧 綺を相 當髙く 評 傅す る ものの 一人で ある。 

イギリスでは、 作家は いかに 生くべき かを ぶ ひ、 フランスでは、 巧 聞が いかに 閒 ふべき わを 知ら ざ 
るに、 ドイツに あつて は、 紙 力戰の 一翼と して 新 即もホ 立 おに、 綜を 削る か 巧 城に、 又 その 嚴 前線に 
戰 ひつつ あるの だ。 

しかるに、 今日、 同じ 紙 力 戰を賊 ひつつ ある 日本の 斬 おがが、 曰 巧の 槐敏と 聰明 にも拘らず、 今日 
なほ 古き 自由主義 時代に がける 桃 おわをから 醋め 切れず、 イギリス のかく、 いかに 生くべき かを 迷 ひ 
义 フランス のかく、 いかに 鉤ム べき か、 を 知らざる もの、、 おきと しないのは、 資に 慨歎せ ざるを 得 
ないで はない か！ ゲッベルスは r デル •アングリ ッフ J 紙の 社吿 にがて 「我々 の 目のは 通信に あら 
ずして、 刺钱 、が 鋒、 が樹 にあつ た。 我々 が 設立した 機關 は、 ある 程 巧を 巧なる 睡映 ホを その 微睡 わ 
ら ょび おし、 た ゆみな きせ 動へ と驅 立てる 一 揉の おの 傲き をな すべきで あつた。 I ー アル. ア シグリ ッ 
フ j と 云 ふぶ のかく、 巧 聞の モット— も ホ納領 であつ た 〇一 と鴻 巧して ゐ るが、 聞家宜 傅に がける 


新郎の 役割に ついて、 をに 明快なる 解答では なから ぶか！ 


(昭か 十五 年 九月 記】 
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この？ は 誇 大臣 K 」 了 又 質ち ィツ 宜赛夕 宴’ ナ 5 黨 s 聞が をた る 
オット— •デイト ミヒ望 《磊历 在 5 かを蟲 ナる 一文を— した も 3 

で现王 是が历 がに とつて 巧みて を 切なる# がと あすに？ がちて ゐ ミが 田 
ジ 卞-ナ ，ズ含 かける 白 拳： ま奠 神— 5 卜ろ fs まま 誘— 巧 S た 

みに 化 山 《石と して# ぶべ を も 5 夕 いと 信ずる 〇 


を霎 をる 閣睽的 か幫趙 に閒し スーの 新なる 間 題が 課せられつ 主ろ 巧 聞に ついては がが 
にかても、 社を 生 愛吉 も ホ 願 富 志 も？ ザ' 蒙る 8でぁ ミミは るが、 今 
日に を磊 くち 新聞 墓幫 S 志 直接 寞な るが f 寒す ミちい まだ か ミな かつた 

とを つても 過 音では ない。 . 

ヒ •ラ— 祐栋 は* つて 薪が の 囲 巧 問題に 义ぽ す馨 について 一大な 說を 試み、 全 世 巧の 反咨を 
巧び 廷 した f が ホろ S 公が と S 白忆 § s 凌 的 行 疑— §0 志を ぽす 危險 におして 
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をぞ 巧を ちす る 勘を 指摘した。 

ヒヴ トラ— は 新 姑を W て、 世 巧 的 重要性を 有する か治閒 題な りと して ゐ る。 彼の 演說は 國際的 巧 聞 
の 消が 的 半 おを 示しを ものに 過ぎない が、 その 黯 ホの 中には、 始めて 現代の 新聞が、 圈お巧 局に か 何 
なる 巧 各を 與ぇ るかを 知つ て、 がいを もの も少 くないで あらぅ と あはれ る。 今や 新朗か 葦よ、 國 巧が 
にも 齒巧 的に も かおの 敢も黨 巧なる 部み となつ てゐ る。. . 

タヵ 新 巧は その 光明の がが より、 暗 おの 半面に 夕 くを 意を 拂 はれる 巧な を剌を 持つて ゐる もので 
あつて、 まる 人々 が お 聞を 指して、 人 巧 社み にを 毒を がす 厄介 ホの かくに ホへ るのは、 をれ がた めで 
ホる。 しかし、 今日 のれ 巧では 巧 脚を しに、 I 日 もが 在し 得ざる 程度に 進んで ゐ るの！ つて、 新閒 
は 巧 化れ をの 於 も 震が なる I 巧關 となつ てゐ る、 新閒 のない がみと いふよぅ な ものは 想像す る こみ も 
不可能で ある。 

新 巧は 日々 のか 來 事を 報 梁す る ことによ つて、 時閒 とさ 閒の お渡しを する ので あつて、 人々 は 新聞 

によつ て 始めて、 時々 刻々、 自分 急の 械送 かの 巧 凶と を 連絡 畫を るので あろ 新聞は おを の 
峽寫 であつ て 又 あら ゅ奚蕃 軍、 むと なる 若で、 輿論の 憐閲 であり、 固 おの 舉 であり、 又 世 ホの 
言で すら 章。 新聞は かくの 夕霎 なる 雙 g をち ずる Q で* るが、？ ミ養丢 、その 寞 
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なる 巧みが ホされ 得る かとい ふこと が 巧 まの 間 題で 巧る。 をして これに 伴 ふて 短る 巧々 の 巧を を か 何 
にして お除き 得る かとを ム ごとは 巧に 大 なる 間 顔で ある。 をれ はを きを おを も 作る ので あつて は 治 素 
は 新聞の 作る その ま 載 中に あつて 巧がず るので ある。 


ドイツの 廓閒化 策に 閒 して、 他の 世 巧に めて 往 々誤解 せられて ゐ るが、 をれ は 巧 巧が 判らない から 
であろ ドイツの 新閒と 斬陆化 策に おしてぶ 當 なる 巧が をが するなら ち ホ づ聞家 社を 主 黄の 根本 お 
を 誌 解す る ことを おすろ その 巧 本と なる 思想、 固 菜に 關 する を義の 新解擇 は、 個人と 全 巧の 關 巧に 
巧いての 巧黃を 明白に 誌 解し なければ ならない。 围素 社を 主義は ドイツ 閉 巧の 化 治 お 想に 革命を 巧ら 


しを ものである。 


もはや 巧 わく 人の 知る かく 國家 社會 主義は、 個人的 旧 4 おにけ ふるに 社み が おな を W てしたので、 そ 
の 西 巧のを 生活の 上に 新なる 途が 開かれ セので ある。 自然主義 的 田 4 想 (がち 自由主義 的 おな) をな て 
しては 國家 社み 主義を 理解す る ことは 不可能で あつて、 個人は 全强 の翰牲 となるべき ものな り、 との 
信念が ホつ てこを、 始めて これを 理解す る ことが 出來 るので ある。 
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ドィツの 巧閒化 策は、 ホ竟 ずるに、 右のを 滿ま義 を お刖に 適用した るに 過ぎない ので あつて、 闲ぶ 
社を 主義を 巧 解し 得ない もの、 或は これに おして、 反感を ちす る ものが、 その 箭關化 策に 封 b て 同 巧 
を 持ち 错な いのは 怪む におらない。 なるほど 巧 聞は 自由 ま義の 生を 物で あるに 違 ひない が、 自由主義 
斯巧閒 のみが 巧閒 ではない ので ある。 . 

ナチ スの阐 みに がける、 新 閒に闕 する 化 想は、 他の が闽 にがけ る ものと 全が 異なつ てゐ る。 自ホ主 
おの 諾圖 にがては、 闲 家を くは その 株： 純に 對 して、 個人が 隙 乎に 化 評を しをり、 意な を 述べる こよが 
許される 各個 人 ば 新 卽記ネ であると 寄祇 衆で あると を 巧は ず、 自己の 意な を ば、 恰も 輿論で あるが 
かくに 發 まする ので ある。 これは 固より 個人主義の 思な の所產 であると いはねば ならない。 

闲染れ みま おの 巧 M に械 する 思 おは、 これと 全然な 對 であつ 個人に かして 全體の 意見を 巧 表し 
てからし めんと する にある。 お 等 ドィツ 閣 がは その 經験 によつ て、’】 を 結合して を體 が】 阐 となる こ 
とが、 閣 案を おのを 大が 件で あり、 聞が 韦赌 の本概 である ことを 發 見した。 留 家な 巧获は ド，^ ツ のを 
をに よりて 全陶 がの 統一せ るか おおな が、 阐だ巧 巧 巧の 基雕 である ことを 發 なした ので ある。 そして 
巧 巧は が-せる 的が 的 £4 巧、 がち 巧の 輿論を 巧 表すべき ものである。 かくして 巧 曲がは 始めで 國ち C 
がする 转吿 となりが 治 あおを 巧の 巧 脚と をり、 まわみ 個人は、 社み 的 連锁の I 巧で ある ことを 悟らし 


し . -rry-k 
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める ことが 出來 る。 . 

かくで ドィッに がける 巧 論なる ものは、 個人の 利を 關巧 や、 その他の 勢力に ちち せられて 日々 變 の 
する パ 0 メ—夕 I ではを く、 巧に 菌 巧の 創意を 代ます る ものな のガ 。國 家が をぶ は國巧 自身の 集圓に 
して、 絕 へず 阐 おと 巧 おのを 涉をぞ する がかに、 巧 等の お 見を 確かめる ことが 巧來 る。 巧々 は 巧 論を 
つくらず 常に 現存す る 巧 論を 認 むる のみで ある。 

か团 人は、 往 々わが 歯の 巧站化 策に おして 非難を 試みる ものが あるが、 彼等は をく われわれと、 そ 
の 立脚 おを 異にする ので あるから、 理解 おに 達しな いのもを し 方ない ことで ある。 み 等は をく 自由 主 
おの 立踢 から 論ずる ので あつて、 をの 魔 論は わが 國 には 通 巧し ない。 がし ドィッの 巧 聞 紙は、 巧に 政 
巧の ち 見を みみぐ のみでを く 自由を 有しない かとを へば 巧して さぅ ではない C 國 案の 大方 かに 關 する 
1 巧の 制 眼を おいては、 彼等は ザて 大 なる 自由を 持つ てゐ る。 巧 ま々 義 固の 人々 が 人 巧の 媛 もを 重な 
るかを なりと 信ずる 哥 論の 自由に 臨しても 虽 々批評を 巧 ふこと が 巧 來る〇 
言論の 自由なる 墓は、 人 巧の巧腦 を おみせ むる ぞさ虚 なる 冒 葉で ホろ おも 完 をな 島を 穿 
して ゐる とい はれる 望 QS でも、 S 忆は夏 IQ 白 由を 持つ てゐ ない ので ホつ て、 露の 自裹 
る ものは、 自由 ま おを なて 駭り とする 諸 困に がて すら、 曾てが 在した る ことなく 、又 今日と が ども 存 
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ホし をい。 自分は それに 巧いて、 いくらでも 例 謡を 示す ことが が來 るが、 ここには 二、 一二の 例を 海げ 
るに 止める 0 ’ 

一九ニ ニ 年、 アメリカの-巧 聞記夕 たる ジョン、 スキン トン 巧は、 アメリカ 新聞 協# のを 合に かて 
小 都を にがけ る 他 アメリカに 巧 立 巧 M なる ものは ない と 巧 破して 左の かく 語つ を。 がち、 もしず 件の 
巧 相を 巧を する 自由を 巧て する やぅな 大赔 無謀な 記を が あれば、 彼は 直ちに 往來 におげ 出される のか 
はない。 自分は 現に 黄金の 脚下に 拜 跪した ニユ I ョ—ク の I 記者を 知つ てゐ る。 彼は パンの ために 自 
己と 巧 家と を黃 つたので ある。 要するに 今の 新聞 記を なる ものは、 その 背後に あつて ホを 巧つ る ブル 
ジョ アジ の化視 に過ぎない 。之は 今ょり 二十 五 年な 前に 發 表された 意見で あるが、 その 巧と 雖 ども 
事態は 益々 恶く なつて ゐ ょぅと も 巧して 改 きされる 化 候は 全なない ので ある。 

を 近 ニユ— ョ—ク の-化 版會 化から 「ワシントン 通信」 と 題す る黃 物を 出版した が、 をの 中に を も 
巧 ホ ある 記事が 盛られて ゐ る。 同 まを はお 百ぶ の 新聞 記を に 茸 問を 巧し、 その 回答を 記載して ゐ るが 
同 ホを のをし を 巧 巧は、 ま 下は か 何なる 程をまで、 ち 見を 表の 自由を 有 甘ら れる やとい ふので あつを 
が、 その 答案は 干 差 巧 別で あるが、 之れ を 概括す れぱ 社長、 叉は ま 革の 命ずる がに 香く ので あつて、 
これに 反すれ ぱ がを される ガけ であると を ふので ある、 をを P ストン 氏は、 之に 批評を 加えて、 やま 

を 望：.-^ 
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自由を 口 持に する 巧みに めて 自由なる ものは 巧 擦 にがてな 在し ない。 を、 むの 自由と いんが かきは、 自 
己の 息 志に なして 菁 くこと をち おし 得る だけのを を 梓つ てゐる もの ゼ けが 託される 一種のを 澤に述 ぎ 
ない と 云つ てむ る。 この 游 物は ァメリヵで 巧 版され たもので 園 家 社. 巧な 員の 蒂 いを もので ない が、 ド 
ィッ 巧す 論の 自由な しとを ム 人々 に 取つ て 絕對に 必要なる 讀 物と 稱 すべきで ある。 

今一つ ニ ユ—ョ I クで化 おされた 「ァメリヵの 六十 當 豪」 と稱 する 化 版 物が あるが、 著 著 ファ— ジ 
ナン ド •ルン ベルグ 氏が、 同菩 にがてを まの 生 立 やその 巧 おを すつ ぱ拔 いを もので 頗る 巧 味 あるが、 
その 中で 新聞 記 ホと 裏との 關 係を 接 窓せ し 一 幸が あを 右に よれば 新聞記者なる ものは、 およそ 金 
ホ 第で どんな 舞 文 曲筆 もす る もの だ、 とい ふこと が、 をに 巧^ 白々 なす 巧と なつて ゐ る。 

巧す るに 音 論 巧 版の 自由な どと いふ ものは、 一. 箇 のま 想に 過ぎず、 逊ま现 在を 通じ 义サ 巧の かが^ 
ると ころに も あつた 例は ない ので ある。 


おょそ 不巧巧 立の 新拍 とい ふ ものは なく、 必らず 何物 かに 隸银 して、 その 指令に 依つ て 動く ので あ 
'、巧 題は ロハ だ その 主人公た る ものが 何人で あるかと を ふ 事 だけで ある。 がち 巧萊曲 おの 掛關 おで わ 
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るか かぶの 巧 脚で あるか、 背 巧に 隠れた る 黄 おの 樓 力に おつて 頤 化せられ るので あるか、 巧が とぶ 德 
を 巧 おせんと する もの (例へ ば お產藏 の) 道具と なる ので あるか、 ぶは まを ま 巧を ぞ する 經化 家、 又 


はか 巧の 巧閒 となる かご 巧 題な ので ある。 


-化 二 年閉案 社お黨 のぶ 立した る當 初にが ては、 ドィツに がける 斬朗 はを く混浊 たる もので、 お 
化を がめ てゐ たので、 ナチ ス政 巧は が 本が に 之を な 革す る ことに か 意し、 一 九 吉~二 年 十 パの 日に 新法 
をを ホ吿し 一 九 云 四 年 一巧 一日ょり •をを 黃施 する ことにしを。 これにょ つて 始めて ドィツ 新聞# の 巧 
ホは 狭な し 新聞の 面目は 一巧され るに 至つ を。 . 


ドィツ 巧が のな 革され たる 化 横は > がめ て簡單 明瞭で ある U ホづ 第一に、 新が の 重-を 部々 たる 社說 
斯 、がち か 治 巧 論に をを 執る ものは、. 個人的に をの 贵 化を をはねば ならぬ ことにしを。 がち 匿名を 4 


て お ザ 化なる 化育 廚 論を なすことは 許されない。 かくて 巧 聞が 面は 始めて 祐淨巧 白な ものと なつた。 
個人は を齒 巧に おしても を 巧 化を をす る ものであるから、 巧が にがを 執り 巧 論を 動かさん とがす る も 
のは、 その 忘ぶ に齡 して 當ぷ駐 家 社を におして 巧 巧を 負は ねばならぬ。 

かくの かくに して ドィッに かける 巧なる 新聞が 令は 記を をして 直 按に國 家に 閒 巧を 有せし め、 自ピ 
のを、 むに おする とみに 西を 斑 巧に おして 靑 化を 負は しむる こと、 なつた、 その代りに 固 {みに がても 巧 
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等が 不 s 《畜 2 て S か 3 れ 3 よ 5s 等 s を 巧 塞す る Q で t、 SQ 絮 5 前よりも 

ホに ずを になつ たので ある。 ‘ 

記え をして、 その 記を にないて ザ 巧を 負は しむる こと、 同時に、 その 巧 利を 巧 諸ず るの が ナチ スド 
ィツに がける 新聞な 革のを おおに して それによ りて、 記ネ 等の 社 貪 的 地 化は 根本的 蠻- 化を 見つ、 ある 
だが それが ために ドィツ 巧 巧が 記者 等の 有する 自由を ま 縛して A ての 新聞を 政 巧の 巧閒 をら しめんと 
する も Q で t と 思 ふなら ちそれ は 巧に 大 いなる 誤りで ホる。 わが 政府と が ども 新聞 記を が 自由に 
'そのち をを 巧ません ことを ホち する 點 にがて 巧 主 ま 黃齒の 化 おに I ホ もぶ 义 ものでは ない が、 破 等 記 
.ぞ をして その 記事に 黄 巧を 負は しめ もつ て 阐を閣 巧の 利益に 貴が せんとせ しめる ものに かならない。 

新聞は もとよ ゥ幽巧 生活に おける 一大 势 力で あつて、 4 前には 輿 セの 勢力と 呼ぱれ をので あるが 
教巧 二十 年來 、そ S 化は ちに 上た みつた 直は を。 通信 递 輪の 異常なる 進 ホち 會 巧が 益々 
近接す ると 同時に 阔睽 がに かける 劈 力は 增大 ずる。 巧郎笔 報に よりて が 巧の まなる 尊 かは を恃閒 にし 
て 全 化 巧に 報道せられ る、 お 線 お 信は I 巧な 速に 報 講を傳 へる ことが ホ來 るが それは まに 巧 M に 巧つ 
て 巧 へられる ので ある。 巧朗の 主張は おも 夕く 輿論に お 酱を巧 ふるが かに 斬 聞の 主張 自身が ホ 論と し 
て考 へられる ので ある。 
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これ こそ お 朗が某 かお s ごメ — 夕— と 呼ばれる 所な で* り、 それが まを 倉 0 は 策 《上に ぶぽ 
ナみ 力は ち 近に 到りて 5# 大し 强大忆 なる も Q となり？ ホる。 然し C れ はな 論 巧忆巧 力と いふ ガ 
けで あつて、 善— 力と なる 巧 も 又？ して 恶い巧 力と なる まもな きにし も あらざる 墙 合が ホる。 フ 
ランスの 蔓 おはこれ を 舌と 巧ぶ、； ップ がそを 馨忆し ミ 最恶& る ものよ ちつた をで ホる 
不幸に して 屢閒厚 かては 新聞 Q 募 力よ 〇 も 雲 力の ホが i が* る是 をと 認 《られ るは ち 

巧で ある。 

新聞に 記 巧せられ たる 虚保 わ報进 により、 巧 論は 歪曲 ホら れ 、お 資 任なる 巧 巧 的、 巧發 的の 議論に 
よつ で 奠のザ 巧ぇ 危链に 巧した る 例は かして 少なく はない。 ナチ 巧 凛 立の 方 年 巧、 をの 議 貪に 
於て わが 乂 8 ヒッ トラ-は 雲 任なる 記事を なて おを にが する 雲を 論じ、 巧 巧 や 毒ガス や燒 夷が 

等に だて、 顯薑 をな すと 蒙 震 援忆雲 を ホす 語象受 〔を 禁止す る秉 。と 力說 した 

ので ある。 . 

間 題は 至 银奠 をる K 巧ら 中、 备 當局ネ S づれ矣 之を お 霞來な SS 、 を董 f 新聞の 力 
を 借りね 暮ら 《 Q でを 奠を守 ミ&ろ 室義 新 度 あら ゅプ南 f 化へ て自 
由に 巧 おす a 寡 6 ず、 巧 筹—も 芝 S 垣 £」 こ羣句 も 論及」 忠い 。巧り を； ス 如な 
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のみこの 巧 垣を々 上げて 改 をの 方を を 講ずる こも、 を 0 たので ホる。 . ' . 

ぶる 時 A ソリ * ず 巧は、 困 原 記を なを々 長に 巧つ て、 ー ホ 的の 誤れる 巧 おが 围お 姑な におへ るが 響 
の 甚大なる ことを 話した ホが あるが、 實 はか、 る 記事は 毎日の かく 备菌 新地に 現 はれて ねる。 しかし 
かくの かき 狀 態は-日と 巧 も 放任し おくべき ではなく、 备國化 巧が な 力して 巧 正す ベを すで あるが、 
巧 まま 巧 S のか 巧は、 之を 巧て する の 勇 おも 誠意を も 持つ てゐ ない がかに、 巧が 困 だけで これを 試み 
る ことにし をので ホる。 


彼等が 巧々 をす 演說 によりて、 巧 ま 主義 園を と雖 ども、 この 問題の か 巧に ま大 なる かは + 々に 一襄 
しつ、 ホる ことで、 巧會 その他の 语 所に がける、 彼等の 巧說 によりて この 事 度を かり 得る ので ホる。 
一九 111 セ 年 二月 八日に 巧 かれた る 同 困 新聞 おを の 年を にかて、 フランスの 大が巧 ル プラン 巧は、 新聞 
祀 またる ものは 巧 謂 言論の 自由なる ものを &用サ ざるよぅ 巧く 注 おせね ぱ ならめ 旨を 巧吿 して わる。 
巧の なした る 巧が のをを を 巧 おすれば、 言論の 自由に も 一を の 限 ホが あり、 ぶ 巧に がられたり 巧 おの 
をに 巧え て 他を 巧つ ける がかき す 論を なすことは 許さるべき ではない。 過 巧の 個人主義は 苗 民の-を 
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風 結を 巧り、 化つ て、 巧 家に 巧 おを 流す ことが 夕い 誤れる 記が や桃發 おがが 一す 論に ょつ て 岡 巧 則の ザ 
巧が 胥 巧され るに まつて は、 その 觉を 度に ちしき ものが ある。 お閒 記を たる もの、 黄 任 义ま大 なりと 
いはざる を 巧ない。 

巧 巧 パリ— で 開かれた るか 菌記ネ 巧を の 午ち 會 にがて、 フランス のか 巧 デ ルボ— 巧は 新聞 記ネ なる 
ものが 往 々ホな の 巧 まや、 不公平なる 息 見を 巧ます る ことを 非難して、 困 原が 巧 助 記を の 本々 は齒お 
閒 のぶ 情を 巧 ホしたり、 その お 立を が 致して ホ 巧したり ナる ことに あらず して、 却つ て その あ 巧を 留 
巧し 唐 お 的 巧 調を 囲るべき であると なべち 一九 I ニス 年 四月 十六 日 致 巧の 夕 A 执に 巧れば H リナ— 巧 
は 巧 曲が 紙面 忆 かて 人を なつく を かさぶな Qs を委 C とを 非お」 了 新 £ を沉 すべき 法を を 制 
をす るを で、 凡ての 静說は 必らず >1? 名し、 I 切の 記 ホに おして、 新枯 のを 巧者 及な な 筆者を していち 
< その 責任を をはし める ちな りと ち はれて ねる。 

アィルランド 新曲 巧みの 乂會 にがて 同大な お デ •ゲレ ラ 氏は、 新聞に 絕對 的の 自由を お ふべき か、 
巧は 巧 等を 制 眼を 加 ふべき か忆 ないて 演說 して、. さ 巧 問を 提出して ゐろ 新聞 QS 由と をム 
ことに 巧いて はが 當の說 巧を 必要と する ので あつて、 それを なて ザ 巧を 負は ない 無 制 眼 的の 自由と お 
しては ならを い。 新曲の 自が をる 語は、 その 意 寒が 明で をい わめに 惠 々お 巧され 睽ち であるが 离巧は 


ご 


良 
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，: ん适； ： 'リオ. 


巧 曲の 勢力のを 巧に がして が 譲せられ ねば をら をい。 と 

を阐 にを を A るな S は いづれ 違を ssf 巧」、 愛を ご」 れを發 表」 了ゐ る。 デ 

ン マー クの巧 巧 スタン ニン グ巧 、ス キスの 巧 治を XI ヤ—巧 ± 等 も 巧々 のをを にかて、 新聞のを カツ 

を 用と、 之に 制 眼を 加 ふべき 必 巧を 力說 して ゐ る。 

ft 

’ ^^の前外巧大臣>-|デ ン 巧は团際蹄盟のホ上にめて、 か巧の巧功に閒することは巧巧的巧偏少く 
その ホ 化に 閒 ずる ことは、 おろ、 それに 引 巧いて 巧る 種* の巧來 事の ためにち くた 人の 注目を 惹 くこ 
と X なるとち つて ゐ る。 • 

夕 固の 巧が チヤ ムバレ ン 巧は、 讓 をに かて、 新聞が 团お巧 題に M して ぞ ずる 勞 力は 善 かれ 恶 かれ 巧 
大 なる ものが あるかに 、十分の 實を あを なて 么を蒂 巧 すれば、 巧お閒 のま 氣をお 和ず る t にがて 夕大 
の 写が を なすこと が 出 ザる、 とちつ てね る。 チヤ A バレン 巧が 之を 語る 巧には ハリファックス 卿 だべ 
ル ヒテ スガ— デンを 巧 巧され たこと を あ ひ 出し、 ち 聞 巧 曲の-部 がち 苗 ルタを かけを ことを ホへ てね 
たものと おはれる。 お ザ 化なる 新聞の セン セィ ショ ナルな 記 華に ょつ て、 國を閒 の 理解が 化 げられ た 
る 例は かふる に结 ない 程夕く あるが、 がし 巧朗の タカに ょつ て _ 、を 巧を I おの 閒に 防止し 得た る 例は 
巧に 夕< あろが 曲 S 力が 巧に 善用せ をたら をは、 人 巧杜 みに みつて 巧に 至大なる 養と いは 


ねばならない 


薪 節 記 ホが そ ess 寞 なる c とを 白せ」 了、 そ s 为を 善用す る忆 至れば 國 內の薦 生活 も阐 
底 閒巧も 面目を-新す るに 至る であらぅ。 國 際が 盟は 围際閱 係の 改善を なず ためて あらゆるな 力を 試 
みを。 それが を 《に 巧々 QH 作を なし、 又な； 含 合を 行つ たが その 結菱 見るべき も S おんど I 
つもない 若し 新聞の 努力の 巧大 なること を 認識して 之を 善用して くれたならば、 ザろ その 巧 おは 巧 
ホなる ものが あるで あら え 他の ホを にがつて、 i 紀 か、 つても 裝 なかつ たこと ち お 聞に ょり 
巧ぶ の理 舞と 境敬嘉 《、そ Q 島を？ る ミが 窠る であら ミ 
世 ホの 备 困ち 獎 なの 巧 お 入ス衰 寡囊 や、 罪人 引渡 等の まに 閒 して 協 巧を 結ち ゐ るが 、何 
化に 國 ssf 注入」 了 そ Q 攘を恶 化させを かさ、® 任に」 5 香？ る 語に おしで 
な 同 巧が を SC とが 案ない Q であらぅ か。 5 はもと ょりその がか Q 西 難なる ミを 知つ てゐる 
がし ドィツと ィタ？ にかて は、 共 忆巧近 新忆制 嚳る幫 の-? 隻 りて 五 ひに 舅す る ことにな 

f I I 


つて ゐる 。そた よウ了 雲の 認奮そ sfs 愛る 走大 なる s をな す ミが 窠ミ 


うにな つた。 


ト イツは ポ I ランドと も 巧 曲は をを 巧 結して、 巧访 巧に よりて、 巧ぶ の 規舊閒 おを 巧 進 せんこと t 


を讓 •も 接！ が f fn 


おめ てね る。 义 ュ ー ゴス ラヴ イア のす 巧が ドイツを 巧 巧した ぶ 原に も、 紳± 契 わにより て巧函 間の 新 
曲がぶ ひに その 記 ホに 化 まな 注 おを 加へ、 巧抽 によりて 益々 围夕が 深められる ように 巧むべき 旨を 約 
束した。 ドイツと イ タリ— 閒の國 夕の田 巧なる は、 兩留 間に 殆んど 共通と もを ふべき 新聞の が 令が ホ 
る ばかりで をく、 巧 茵の新 閒 記 ホが 互 ひに 往來 して その 巧 話を 暖 むる ためで ある。 


ドィツは 他の 諸 聞と 新聞な をを 結んで、 巧 五の 理解を 巧 進 せんこと を お ふ ものでは あるが、 しかし 
それには 自ら 眼 巧の ある ことを 知らねば ならぬ。 それけ わが 國 のがを に 眼を が あると いふので はなく 
モ 方の 巧 曲の 理保 のか 巧に ょりて をを の 不可 巧を る 場合が ホり 眼を が ホる とい ふの ガ 。一方の ガ 像が 
訓練の 巧 括いて ねる にだし、 他の ず 除が お 巧が をる 場合には、 化戰 がわが 巧な せざる と 同様で、 I ホ 
の巧枯 のみが 固く 馆 約を 守る になし、 他の 新曲が 無ち 巧なる 行かを 巧 ふと するならば 勿論 そのな 約は 
巧 立し ない。 

幸 ひに して、 巧が 因の 巧 曲は 圖 おれ 會主 巧の 下に、 巧 里に 訓練 せられて ゐ るので、 無 巧の ホ 說をホ 
がしたり、 苗り に 作 巧の 化 巧を ホ 巧々# ずる やぅな ことは しない。 かに 化 图も柿 結した るな 巧を 雄 巧 
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に 守る ことが お來 る。 か國 のか 巧は この 點か 何なる 化が にある であらぅ か。 

か留 待に 巧 主々 堯 固の 巧抽 はお 进ホ にわが 西の か 巧を 非難な 擊 して、 その 围 巧に 對 しで 馬 青 巧 謀を 
がせ かける ので ある。 之れ におして 备閣 か巧官 はか 何なる 辯 ザを なす かとい ム に、 をのげ 切 型の 口上 
は 「我等 もを のま 黄の お 巧に して、 徒らに 毒舌を 奔 ずる ことを 知つ てゐ るが、 る惦 ながら 巧 固に がて 
は あを にがて 音 蘇 巧 削の 自由を 認めて ゐ るが 故に、 之に モ涉 する ことは 巧來 ない」 と 云 ふので ある。 

か、 る 辯が は、 をと へ 巧 ま 困の 立脚 齡 より 見る も、 吾人には 誌が する ことが 出 ホない 之は 巧 聞の 自 
由を 保まず る もので をく して、 その 岳 巧を 致認 する ものに か をらぬ。 H リオ— 巧は をが すべき フラン 
スの困 主にが て、 眞 ホな あおが 公 巧と を ませられて 巧せられ をい とちん ことは 忍び難い ことで ホる と 
巧 息し を がら、 之に おして 適當 なる 方法を 講じよぅと はしない のガ 。虚 おの あ說 をが ホして 國睽閒 巧 
を危隐 ならしむ るかき お資 巧を る 巧 巧を 备围 のな 巧は 巧閒 におして 阻止す る樓 力を なて ねる 笠で ある 
困巧の幸括を完ムし、 困お巧のや巧を維待することが^' モクラ シ—のを一 おでホるべきガ。 しかもお 
巧の 巧說 や、 かちに けられを 毒素に より 困 巧の 幸賴 がな つけられ 囲 お 平 巧が 宙 せらる、 If 上は 府 をる 
ものは、 法令の 有無に 巧らず、 その 新聞を 差 巧へ そのを 巧を 禁止す るち なんのを かもいら をい 箸で 
るる。 か、 る 巧 白なる 道 巧 さへ 蚕 巧し 巧ざる な 巧は わが 因の なわの 巧モ とする におら をい 0 


uii 


.ちか f 集， だ. 
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ト イツのを s 巧 走 現 はれた る 一 冒 一 かに おして、 ドイツ s 府が巧 化を ぞ する がかく 考 へる 不を 
讓を爱 が、 外夏府 Q 陆に わるが、 ドイツ 義曲§ し 5 ま sf とる ベを で ホる ミを 巧 求 
しつ、 富の 巧 聞に おしてち 印刷 QS 由に 巧 口して、 何等？ 段を 妾ら をい ので ホろ 之は を 
て 拳な お 度と J ミは 窠 なじ、 义 養？？ か、 る 態度を かて 巧 雲ん 辜る はむ づ かし 

いを 义 といは ねばならない。 

巧围 の ミ 新 S 謹を ずり て、 外！！ 新 胡 Q 雲 任なる 堇を受 する J は 不可？ 至。 か菌か 
巧が 薑 Q 新 SS 」 て おんど 何等 Q が 制を も 加へ ず、 S 任を る B をか孚 るな 上、 わが 田に が 
て も 之に 對」 て S 臺な S に 也で？ を雙 い。 蠢は S らを防 牽る樓 利を 5 ミる。 委 
が 眼の が忆 立つ てゐ —忆 s ミみ が や§委 で ホる か SS 5 ミは 霎 ない ことで ホろ 
この おにが ては 巧 等 も ホ おには 化、 がには 齒 をが ムの卜 J ない。 

挈 かが SS 、 わが 國襄？ 4 意、 自分 だけが でを 若 装 了、 か Q を？ 蓄 して 

おくわ： b には ゆを い。 S 《新聞は 巧 巧の 馨の 下にみ つて、 その 自由は 葦され てゐ ない とち ま 
れる けれど、 往 々にして か 度の 巧擊を 常と する もの ホる はどぅして であるか、 とい ム ものが ホる が、 
昌の斬 聞の なすこ 去を、 をく 巧の 志操が ておいて、 化を 非擎 るのは 巧み 勝 やな 5 である。 
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他 國に率 ホして お まなる 新 M おを を 制を したのは ドィッと ィ タリ— であつ て、 两菌は 新聞の その 巧 
力の お 用を 化 止す ると 同時に 新聞と 記ネに 巧つ て 保 謎を 加へ る ことにした。 

我等は 巧 聞の 巧 化は 記を 等 自身の 資 巧では なく 牢ろ その ザ 後に あつて 彼等を 巧が する を 力の ためで 
ある ことを 斑め た U がに 巧 困に あつて は 新聞 記 お 等を を 本 菜の 支配ょり 化 却せ しめ 直 おに 阐 をと 閣巧 
に# 化を 巧 わせる ことにした 。しわし それが ためにが 人の 新聞の あ 巧を 妨害す る ものでは ない。 かく 
て 巧 围の巧 曲は ー ホに が' ては お資 巧なる 記 まを 巧 載す る ことを 化來 ない 様に すると 同時に、 他ぶ にが 
て 帝本条 S なわる ことを 免を . J めて、 自由に その 筆陣を 巧は しめる ミに なつて ゐ る。 

巧随 にがては 旣に 立派な おおを 示した ことで あるから、 他 巧の かおが 巧に 巧 聞か 苹の患 おが あるな 
れ ば、 そ Q 思 做 ふ， へさで 走る。 もとよ 〇 ミを をと 否とは が 等 0 直 由で ホつ 了、 吾人は これ 军 
涉 しようと する のでは ない。 が 等に して 本 當に奠 の 平 巧を ホ 壁ず る々 らば、 この 新聞を な 善す る こ 
とが 妾で t とお 0、 •吉も 早く 各 困が は 力」 了 そ Q 羣忆舅 すべさで ホる。 

巧 等は いつも 麗印か 由を 口忆 して 么を さも ま 大ま件 S く考 へて ゐ を、 C た そ 一箇の、 


一を：^島 を已た bi ' i . Jtjt 
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らいを 




想に 過 ダない。 t 巧 巧 抽に從 まする ものは、 巧 聞 記 ホに 自由の 存在し ない ことを ょく かつてむ る 當ゼ〇 
巧 曲の 自由なる ものは 理論の 上 だけの 話で あつて、 實 おには 巧を の 力に 左を されて ねを 

巧々 自由なる ものは、 黄 任の 中に‘ ありで お ま 巧の 中に 存在す る ものでは をい。 吾等は 巧な 自國の 社 
みと 各坦 がと におして 資 巧を 有して ゐ るので あつて、 巧 巧は 世# の や-を 巧 進ずる ための 道具と なる ベ 
きで 留巧 をして 巧 おな 目せ しむる やぅに なつて はならない。 巧 聞を 指 巧し 監ぞ する ものは 勿論、 論說 
を 巧く もの、 巧 談を巧 くものと、 等しく この 資巧 を自 巧し なければ ならない。 そして 吾人は ドィッに 
わる か 唐 新聞の 代表 ホと 曆 合理的なら しめんと する ものである。 

巧ろ！® の ベルリン 巧 在 ル 國記ホ 15 に教 する 館 巧は、 ホづ その 誤 おを 除く に ホる と 信ずる。 新聞の 公 
やと ホ 巧 記を に 封す る 閉まを 巧とは 巧ぶ に 結合され わ ばなら ない。 巧 音 ずれば 互 ひに 巧 ホの 地 化を 巧 
巧し なければ をらない。 ‘ 

吾人の 理解す ると SI ろに 巧れば、 か 嵐 通信を のをな は、 その 在 巧 せる 阐と菌 巧に 關 して 偏見な き 巧 
巧の 通信を、 み々 自巧 巧に おへる ことに あると 倩ず る。 巧 固は 誠* にか、 る おな を盡す 人々 におして 
出 ホる 眼り の巧宜 と保諾 とを 與 ふこと を 惜しむ ものでは ない 何 かなれば、 巧 困は か、 る 人々 をぱ その 
留の 輿論 機 助の 代表 ネ としてせ がする をれ である。 み 等が 質理 にお 巧な らんと ずる 很 り、 わが 留のホ 
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物に 閒 して、 ぞ觀 がな 化 評を 加へ る ことにが して 吾々 は 異讓を さしはさむ‘ ものでは ない。 しかし 個人 
の あ 情 や 巧を のをを W て、 自己の 在留す る 困の 事物を 歪曲し をり 鼠 際 間の あ 巧を お 化せし むる がかき 
記者は 巧 固に 巧 在せられ する ことを 希望す る。 化 等は わが 留に 害を 巧 ふるのみ ならず 自围 にも 巧窜を 
舆 へる もので ホる ことを 忘れて はならない。 恶 意より 出づ るぶな の 通信に よって 困瞭 間の 巧 おを 來す 


ことは かしてみ なくない ので ある 0 


故意に わが 困の ま 物を 曲筆して、 化の 國巧を わが 國 にがお お 巧を 袍 かさせる 様と する 通 倩を 物す る 
記を にがして、 吾々 は 神 お 過が をらざる を 得ない。 惡德記 まわ 發 見した る 場合に、 わが 菌の 巧るべき 
手 おは 之を 固 かに 追が する ことで あるが、 それは ホして ドィッのを 巧では なく、 他围 のを 巧に がても 
早くょり 之を 巧 巧して ねる。 今を とが ども わが国は この か 巧を 維持して 巧く つもりで みるが。 しかし 
かして か 困の 新 巧 記を が、 國 まれを 主 おの 信ずる 通りに 寄かねば ならぬ とい ふので はない。 か團 在が 
の ドイツ人 がその ドイツ人 たる ことを をれ ない ことを ホ 望す ると 同様に、 か围 人が 固有の あお 底 巧を 
有ず るの 巧 利 ある ことを ホ訟 する ことに 吾人 はずさ かでは ない。 巧 ま々 が 彼等に 希望 ナる 庭は、 巧理 
にあ 巧に して、 新枯 記を たるの ザ 化を 忘れず、 か 文官と 同様に 固 お閒の 善意と 誌 解を 巧 逆 せんがた め 
に 巧 カサん C とた 巧ん ので ある。 
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を 巧 S 忆は巧 力 七ン七 ィシ m ナルな 霎が なけない けない が、 困 おな を 主義 0 说設で 巧 巧は 
巧を に* ン 7 シ 3 ナルな 村 料を 提擎る 答で をを 巧 語 0 村が 0 十分に 巧へ くれて ゐ春 をに、 
望 的 S 陷 Q みを靈 して ホく 必要は をい 菩ち 徒ら 忆* ン* ィシ 3 ナ をらん がた を、 ず 巧を 
雲 せんとす るが ために、 デマの れ隸 となり、 芽に して 養に 陷ねる こを、 なろ 
ビス マ！ ク 日く、 备國は その 新聞 記を Q ために はられた る義錶 の 代を 早晚 まが ひせねば ならを 
い。 义日〜 十二 人 Q®, 颗間官 より I 人 Q を 語 雲を 作る C と Q 方が、 一人の 良 蕾 記 著より 一 
人の 大 居を 作る ことより もを にを あなまで はな レと。 か、 る 名言は 今日で も そのが 化に 巧り はない。 
ヒッ トラ— 氏は かつて 漢を における 巧說 中ち 新曲 雲に 一巧 類 ホる とを つたこを ホる ち 吾人 

は ぁらゆる 新聞 雲が 喜 Q 謹を な 至と S つ 了、 奠 為ぶ を 5a 獲 S サん C とを ホ 望 

して 止まない。 か 閣巧聞 記 ホに おる ~ つの 書が なに ぁろ 日く 「凡ての 國 におして 巧 巧を が ひ 給ぇ 
而 してを に自み 自身の 阐を夕 せられよ」 


き i 「巧 寧 國を靑 年」 問題に 關 する 評論 


。吉を i .. filial お. 忘 ホみ.； 
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、歐 が 大 戰とヒ 


ラ I • ユ ー ゲ ン 


オランダ、 ペル ギ—の 進 寒に 當 つて ヒット ラ I 巧 巧は 「この 進撃は 困 ま 千年の 巧 かを 巧す もので あ 
る」 と 巧 巧した が、 ノ ルウ H I のをな とい ひ、 マデノ 巧な に 展開 されん とする 世紀の 一大み 載と いひ 
a — P ツ パは、 今を かくと も 百年を まがず る おた がを ゥ變 へられん とする 巧 間に 立つて ゐ る。 

しかし、 この^8|巧すべき歷史的巧巧は、 今ホ大哉中にあがヒットラ1巧がのモに握られたものでな 
く、 これ こそ 度に 第一み 大巧に をいて 「ドィツが 大 化した のは お 巧 的 お 因に あるので なく、 民族 意激 
のが 失に ホる」 となし、 ナチ ス 主義の 高き 理 なを 巧げ、 さらに 「靑 年を ま 酷す る ものは ホ 來をま 配す 
る」 とい ム先 •をのが 訓に從 ひ、 巧 ー ホ 大巧の 拖运 のい まだ 消え やらぬ 一九二-年、 早く も 菌巧お 制の 
ネ新 新を 叫ぶ とともに、 靑 少年 围の 結成に を 目し、 ドイツず 除の 背後に セ 百 巧の 巧 固な 巧備 軍と もい 
ふべき ヒヴ トラ I 靑年 苗を 举備 しを ことは、 今日の 巧 かしい 巧みを 巧， 得せる 重大な 素因で あつたと み 


ねばならた。 
すなは ち、 


I ながの 巧み 年間 題に 巧す るを 本 ホ 巧の がな こそ、 今ホ大 耽の お々 たる 武 おを 


かち 得た を も 大きを 巧 石と しての 保 巧を おして ゐる ことは 明白な ままで ホつ た。 


ミ^ブ-.;, 




蓋 巧？ s ? いふ々 f 资 妾る わが 5 なと も 忆寞な 時 厨 広 奮」 て、— が 巧 ホ 苛 
少年の 持 勢と 活 貧と S ミミ 莫 なる も 《が t 管義 を簿晏 る輩爹 S 推と 巧が 

とが 揉 のお^ は 國美羣 の 大計の 地固めで みつて、 かして 等閑に 附 すべきで はない。 ■ 

U のみ 年少 ホ 日 養なら びに その— をが、 J 年間 留に 對ナる ぶしい 訟 戴に 立つ て、 S 将 おの 
巧 運長ク の 日を が S 裡に强 い强い SQ が 神を 植表 つけ、 新 東亞を ぅけつぐ 一人 一を ち ホし つ、 ホ 
^ 想？ ると き、 巧に 南 美を 蓬に 泰山の まきに まん. f おれた ちの 謹 契す— あ ると 货 

今日の 日本は 知 裸の 至 や 物を のかさを あを 必要は ない。 巧 ふべき もの ありと すれば 意莫表 
^ 力の 夏-で t 。 2 窒 §、 また 徒ら SS れ 主な つたを 其 2 くが だを f 靑 少年に 
が rii 」 、 ？」 ミ S — を？ る — f ? 菱巧 奠を 
る-. はみ 年を Q かす S 、 むを ちす る も Q 、 故 姜大な 任務で 走らねば ならめ。 

•ホ 年ヒッ トラ， こふ ント が雾」 を营本 におけるみ もない 更は 名を S 害 ゆく りを くも 

目 章し 寄— 年爹 i ち 含—」 考了 、暮 if ii — あつを 

とい はれ、 こ 貧 そ祖苗 •トィ‘ ミ 至 2 を 2るとい つてぶ ホした とい ふが、 名 古屋$ びに 巧 
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知 照を 中、 むとして、 み 巧に お成された 日參 一一が、 今日までな しつづけ てきた 隱れた 巧 角に 巧して、 こ 
れが 正しく 理 ザされ、 認識され ると ころの なりに も 巧い のは、 少年少女 問題に 對し てま 大な閒 、レを も 
つネ にと つては® めて 巧が な ことで ある。 

名古屋 新聞は 既に 「こどもの お M 」 を 夕 巧に 巧 載して、 少年少女 問題に おする 巧 極 的な 關 、むを 示 
して ゐ るが、 支那 巧 か 巧 もが 立され 巧 東 巧のを 巧を つげる 货も 記を すべき 時期に 際會 し、 度く 少 年少 
ホの 瞄裡 にこれ を 銘記せ しめる ために、 また 巧く おを 菌 巧に 對し 少年 か ホの 薰す 間趙 にがす る關 、むを 
巧び 巧さん がた めに、 しかして 巧 ホ靑 少年の 围菜 における 接め てま 巧なる 地 化を 認識せ しめ、 さらに 
その お 等を 逮の日 巧を々 をず 巧 苦を 惜しまぬ を國 的、 が 身 的 篤行に おして、 いさ、 か廢 謝の 意を 表す 
る ためにる 古 量が かが お 場で 支那 新 かなが 立 記を の^ 日本 少年少女 日參 巧た をを 舉巧 せんとす る も 
ので ある を 々〇 

2$上ち 同大貪5|催忆當つ了私が菁5を活意寄の大要でぁ；^が、 さら忆深く日を围そのものを冉檢 
討す るなら ば、 あ 跑のホ 誠に おいて、 敬神のを において、 すなは ち 日を 聞の 巧 神 的 巧を においては、 
かの ヒット ラ— •ユー ゲントの 指 薄が 巧に まさると も 劣らぬ ものであるが、 その 組 掛的訓 がに おいて、 
またが 制 ホる その 巧 巧と 巧 巧に おいては 、いまだせ に 及げ ざる こと 遙に逮 いものが ある。 < 


襄 V - ぶ も 


.杉 良 
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，ろ VV/ 
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日を 画の 备巧 巧を のみ おによ つて、 こ、 まで ザ 巧され てきた わがを 度 的靑 少年 田な tt を、 この 巧 巧 
の お 了と ともに、 巧 じて 消滅 させて はなら め。 われ < は、 この 巧國的 靑み年 W 運 巧を、 を 困 的規お 
において、 そして、 より 商を な 組が とが 制と 訓 が ある ものと して、 あくまでち 成せし めねば ならない。 


ノ ルウ H I の 巧 略に、 オランダ、 ベル ギ—の 進 擊に宽 お 哉を 挺 開し、 歐洲の 天地を ち おせしめつ 
ある ドイツ 革の 巧みは、 軍険の 背を にな ほ セ 百 萬の ヒット ラ— 靑か年 留が隆 へて ゐる ことで ある。 


ヒット ラ— がが が、 一九二 一年 巧が に 魂を 打ち 这ん だ靑 少年 巧は ヒット ラ— •ュ— ゲントと いふる 
稱 こそ 持を なかつ をが、 ナチ ス ぶの 發祥 地南獨 ニュー ルン ベルグ 市で 「祖 國围」 とい ふ 名稱で まづ誰 


生した。 


これは 當 巧の ナチ スぶ 旨を 父兄に 持つ 少年 達が 化 激した もので、 その お 等 まは 僅かに 十四ち の I か 
年で みり、 まだ 具 お 的な 巧を を もつ 運勒 となり 得な かつた。 


一九二 S 年、 マル フフ H ルトに はじめて 第- 闽 ナチ ス满大 をが 開かれ、 それには 夕 かの ナチ ス靑か 
年がを加し、 ヒツトラ—黨首の閱兵を受けたが、 それは巧お除及び親衔像にまじつて巧進をしたに過 
ダな かつを。 その 年 ヒット ラ— 黨 ずの ク —デタ ー そかから ホは 禁止が 散を 命ぜられ、 從 つて 靑 少年 曲 
も 巨が 解散の 巧 命に 逢着し を。 . 


其を 一九 IH ハ 年に 至り、 新に 第一 回のを 國大 會がヴ ィマー で 開催され た 時、 はじめて 現代の 「ヒッ 
トラ— 靑 少年 巧」 が 誕生した。 このぶ 稱 の名附 親は クルト •グル— バ— といん 當時國 家 試験に ホ 巧し 
たばかりの 靑 年で、 彼が 試補と して 動 巧して ゐた ザクセン 則、 ブラゥ K ン 市で ナチ ス靑 少年 巧を 組樹 
し、 これに 「ヒット ラ— •ユ— ゲント」 とい ふを 稱を與 へを ことに はじまる 。ヒット ラ— なをは、 こ 
の グル— バ—を ヒット ラ— •ユ— ゲントの 最初の お 導を に 命じ、 こ、 にユ— ゲント •ヒユ I ラ— なる 
ものが 生れた。 

一九二 八 年には バ— ドシユ テー ベンで、 を 初の ヒソ トラ— 靑 少年 留大 をが 開催され 、一九二 九 年の 
ニユ— ルン ベルグに おける ナチ スぷ大 みでは、 二 千 名のと ヴ トラ— 靑 少年 曲が、 グル— バ I を ホ 巧に 
して 大巧 進を した。 . 

をのを、 一九 S 1 年、 ブリユ I ニン グ內閣 時代に ナチ ス巧 擊换の 解散 命令と ともに、 ヒット ラ— 靑 
少年 闻 もが 散を 命ぜられ、 ヒット ラ— 靑 少年 阐の苦 お 時代が 訪れた。 

か、 る 苦難の ーヶ 年を、！ 九 S 二 年 プリ ユ— ニン グ內閒 に 代つ て 巧び パ— ベン 內瞄が 成立し わが、 
シー ラッハ 氏は ヒット ラ I 靑 少年 阐 禁止を、 お， 切の 大 をを ベルリン 近郊の ボッ ダムで を 行した が、 を 
巧の セ萬ぷ 千と いふな 巧に なして、 十 巧 人の W 員が 參巧 し、 非を な 成功を 收 め、 ヒット ラ— ななが 大 
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が？ ン デンプ ルグ 元帥を 紐 销の大 なを 受けた のは、 その 翌年 s 呈 ニニ 年 一月 ミ 十日の ことで t 


化 巧と 巧ぶ 


今日 七 百ち の ドイツ 巧华を 抱擁す るヒヴ トラ— •ユ— ゲントの 編 巧は、 滿十歲 から 十四 歲 までの 少 

年に ょる S 少年？？ S を 十 S 畫 Q ヒッ トラ— が？ 歲 かを S 畫 C 少 ホに 
ょ ミ お成されて ゐる矿 を少が 4、 十四を かを て 一をまで？ 子靑 年から なる 趴 •がが お 的； 年-が 
の 四曲饭 からな つてね る。 


ユ シ グ マ * ♦ ブ 

I I 少年 期 

ザ '子 1>?9| ュ— ザシ， 

—靑年 W 


D J 


打 J 


(十 巧 — ！ ■•四 裳) 
(十四を— 十八 读) 


•ヒット ラ—. ユ— ゲント 丄 i 9 I : ^ィロち（-^クち」 

(な 稱) > 、，一— 少女 南 J M (十 歲— 十四 歲) 

I 女 モ靑を 巧 B DM - •(十四を— 二十 一巧) 

そして 巧 逸 少年 函 はへ， 日 ド V ッ全 少年 Q 革 八％ を 占 《了ゐ る Q で 走る を、 をょ そ 十 歲_ ^ら 十四 
巧までの 少年は、 巧 どこの 少年 困 貴と いつて 差 まへ ない。 滿十 ちに なつて、 四月 二十四日 ヒット ラ I 


ユ 2^ グィ— ゲ A 

’ I 少女 巧 

ろブ ブン KK ィヴ ♦ャ 1•*1 户 I 

I ホモ 靑年巧 
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也 巧 生 誰 日を 人圈 日と きめられて をり、 巧 員は 年 おに 應 じ、 遊 巧、 ス ポーッ などが ま 點に 置かれて 巧 
かする。 この 巧 旨は 特に ビン プと いつて 約 十 人の ピン プ からなる ユン ゲン シャフト、 約 四十 人から な 
る ユング ッーク 、約 百 六十 人から なる フ H I ン ラィン、 約 六る 人から なる スタム、 約 S 千 人から なる 
ユング パン、 さらに 約 十で 萬 人から なる ゲビ —卜 など、 夕 像、 小换 、中陳 、大 除と いづた やぅに 軍隊 
的に 組 厳され てゐる わけで ホる。 * 


ヒット ラ— 靑年围 は 十ぶ 歲に 達した 少年 W 員が 編入され、 この 靑年图 で 無我の が 神 や、 盟友の 巧 神 
を菱 つて 後、 十九 歲 となると 勞衡 奉仕 围 にん 国して、 共同 巧 俄によ つて さらに ドイツ お 神の 滿 養に 逆 


遭す る。 


この ヒヴ トラ— 靑年曲 も軍暧 式に 六つの 單 化から なつて をり、 約 十 人の 靑年阐 員から なる カメラ— 
ド •シャフト、 四十 人から なる シヤ— ル、 百 六十 人から なる ゲフ オル ク •シャフト、 六 百 人から なる 
ウン タ— バン、 約 S 千 人から なる バン、 約 十五 ま 人から なる ゲビ ート 等に 編 巧され てゐ る。 ドイツ 女 


子靑年 国の 中で、 ドイツみ 年围 に巧當 する ものは ドイツ 少女 国で、 十歲 から 十四 歲 までの 少女が 围員 
となって をり、 ドイツ ホモ 靑年 西は ヒット ラ— 靑年 曲に 對 がする もので、 ドイツ 國 巧の 巧た る ホ子訓 
練に 大 なる 妨 、むが 拂 はれて ねる 證左 として、 二十 一を な 上になる と H ヌ •エス •フラウ エン •シャフ 


— 巧ら 


— - ん •、ぅ"* 


香 譯福導 苗 P 福 讀贊！ ぉ驾草 ミ 好：；， 巧—. 


卜で ィツ 賣 かみ 囊始人 笛) にん？ る ことにな つてを ぇ いづを 季 S をず なが 
がされて ゐ る。 . 


巧 巧なる 規 を 


ミ 規律ぶ」 邊と 1& とち ミ.. ラ— i 、 5 ホ ill 」 了 四— な 
— is 囊 iQi が—。 す—、 •ナチ i 豐 f ィ if 

I 村が 嘗 長— •わた。、 窒 If f 、 繁— If まれ 寮 
巧寶— 契、」—」 富が C た譬爲 例 iif H . 

か 人名 だと か、 末梢的な 間留 にこ だはつ て、 裏の 是 流れ 奚 きな f - を— して ゐを ヒット 

ラ i — 隻 接、 愛は是 靈望 ミ— ミ— ミ< 、 國 5髮の お訓 

を 得る S 目的で あまろ その 餐義 度し、 歷畜 養の 大きな— をが へる ことに 蓋を を 

くべ しとい ふので ある。 

その 祭 二は かす s 器を 排 し、— 義 i 操し ミと で* ろ そ か 育 sf お 
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史お 巧に おき、 巧に 巧 代を の 巧究を 肝が とした。 0 I マを は 現代 ばかりでなく、 あらゆる 巧 代に とつ 
てか訓 がで あり、 ギリシャ 民族の 文化的 巧な は その ま、 現代 國 案の 模範と して 足る とい ふので ある。 

その 第一 ごは、 巧 巧 的 論り をが 舞す る ことに 熏 おを 置いた U こ、 に 一人の 發明 をを 例に とつて みても 
巧な く 巧 巧 菜と してで なく、 同胞なる が 故にが 大 であると いふ やうに 說巧 しなければ ならぬ。 か、 る 
見が からみ 校の お 村は 計范 的に おがされ、 靑 年が 巧 校を 出る 巧には、 一個の 完成され た ドィツ 國 おと 
して 卒業して いくように 組な 的に がすず る こみが 肝 巧 だとされ てね る。 

第 四は、 靑 年の 天賦の 才能の： である、 をよ そ 貧乏なる が おに、 をの 天 巧の ネ 能を 伸し 得め こと 
よ 大チス のせみ 瓶より して 巧訟 する ことは できない。 ナチ スは 、いかなる 階級の 化み おであらう とも 

その 才能 わる ホは、 それぐ 豊呈 扱襄忆 奏せ」 空 、 C れ亿 社み S 等 的 地を 巧へ る こと 
にしち そして 藥の 知譜階 おに、？ ず下更 ホからの 新が な血游 をまして、 な 護 級の 更 巧を 
はかる と 同時に、 下を 階 おとな 識階 絞との 溝渠を ず-除す る ことを ナチ ス おす 機が の 最大の 巧 命と した 
ので ある 0 . 

ヒヴ トラ— 靑 少年 留 は、 お簿 ホを 成の 巧 題を 巧に ま 耍視 した。 お 導を の 適る か 巧は、 直に 靑 少年が 
巧の 巧を かかを かを する からで ホる。 


V や . 


'占 も ご 誇 产 




... 




.專 な羣 を；： 去 か 章：' _ 


だから、 ドィツ ホ 少年 植巧 廊はヒ ブト ラ— ホ 少年 圓—委 巧を 特設し •たので ホ ミを しご ミ 
を 小さを 子供に ちま づぞ をを もたせち そして その子 供に みのをび 蹇ちク のをのを ぞ f 貪 
はち 講巧 なり、 キヤ ンプ なりを やれと いひつ けたら、 その 于供 はきつ とまんで 書 巧を もつ ては、」 
らくだら えそれ だけで 呈 雲人閒 修業が できる 一と 「2 と 碧 性 一 S 導— を讓 S のす. 
をの 囊ホ かとしち ち ミに 少年 围數 巧に 閒 ずる 詔を 衙 ちに 結 かしょぅ。 

を佗グ タ" が 養 削 二 時間を 超 ゆる C とを 得ず。 く 開 おされを 暑ち 午 巧セ賣 前に 巧を 

さる ム ものと す 0 

巧 7 證 t 堂 e 農 真 5¢ を 〔4 意 tr 輩 GS 差》 S ものなる が 

かにが のかき 場を は 四 列が 険 Q 年少 少年 两 負を ホ 頭忙？ _s を 巧 tQ 主す。 ホ 頭— おょびを 

な Is 撰は 蹇 f - トルと す。 巧な が囊 I 列は ミ 軸 嘛漢忆 巧し 重を ちす 。 Is 尾 
に— に かぜを わる 指導 ネ 5 を附 し、 除の 蹇に ¥ る資 任を 有し、 かつ 雾 のを 生、 もしくは 
ま お 現み を 適 巧に 除 おに 報吿 する 義巧 ぁり。 

行進 巧 f - ff ょ孚 5 の 少年 两 身の S 速度ち 一日 當ゥ巧 望 〔程 十キ 。を 超 ゆる ことを 得 
十。 十一 養 乃至 十四を G 少半巧 員は、 一 日當り 十ぶ キ 。を 超 ゆる ことを 學 (ドィツ 少年 W 巧 ホち を轉 
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るに 必巧 なる 巧 進行 程は 二十 キロなる も 特に 十五 キロ， まで 引下げを 巧ム ことを 巧) 

巧 進 速 巧 == 十を おょび 十一 歲 のみ 半 曲 員の 行進 速を は 一時 閒當り 四十 キ 。を おゆるべからず。 十二 
を 乃至 十四を の 少华屏 員に おいては 一時 閒當り 四 •ぶキ P を おゆる ことを 得ず。 

休憩時間 U 1 時閒の 行進， の 後には を 小 眼 十五 分閒 のか 憩 時間を おふる こ： y 、 その 閒 、おお あるひは 
授業に 當 てること を 禁ず。 

宿泊 U 十歲 おょび 十 一 歲の 少年 阐 旨の 天 蔚巧營 は' 族 則と 心て これを 禁ず。 化し 靑年 宿泊 巧にたい て 
宿がず る ことが 可能なる 場を には、 あ 日間に わたる 宿 巧 旅行を 行ん ことを 得。 十二 歲力至 十四 歲の少 
年阐 ちィ) お •煤廿 る巧酱 地の 確定せ る 場を こ 必要なる おが 十々 準備し ぅる 場合に おいての み胺 日に 
わたる 宿 巧 旅行に を 加す る ことを 得 (十一 一人用 夭藉に 必要なる おの 重 まは 百 ポンド カ 至 百 •九十 ポン 
である) 


ド 


わが 曰 ミ 曲の 巧ぶべき 巧は 巧 か < 


，ラ ー 靑 少半留 も、 现 在の 日を 函 少年少女 除の かく、 自然 發を 的な 一種の 私設 围括 であった が 
—靑 少年 留 と、 わが 凶の み 年少 夕日參 曲との 相違は、 彼が 發 生のを 初 ナチ スな のま 持と ま 配 


L 塞.； 


を 山 /二 

I 


Ti じ • 


Vi じ。 ；お， 
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下に 巧哀」 た 5 Q か 誇 翼で を 6、 靑 少年 蓄 なる 5」、 を 固の それは 全く 皇ミ s ぞ久 
をが りつ、 ある 敬神 思想と 闽推觀 をを 雲 せしめん とする 純 巧の 精神的ち 證 的な 巧 機を 化 巧し 
靈 したと ころ 忆 ある。 しかし、 み 年少 ホ 日 養が、 を も ミ ま、 商き f 的 S とお 等が 神の 理 
論 S ち 建 了ず、 また お f そ S 親から 養な 0 を かち f をを、 少年少女 sf お 神と 靑 
巧に 適應 する を 格な 巧 巧と P 練と 忆 ついて 研究し、 それを 赏巧 する ことを 怠るならば、 じ B 導 者が 折 ミ 

今日 姜を Q 横 錠 語と 不 聞な 舅です 戍」 了 さた こ 《5 な護タ ホ第忆 おうす さものと なら 
ない とも 眼ら. ない。 これは 旣 にを る 日を 闻蠢 諸氏の 寞 されつ、 あると ころ— る。. 

少华 少女なら び亿を Q 兩規 をち Q 信 巧と 巧 ホと をつな ぐ忆は I 巧 S 薄 族理が 墓で あり 子供ら を 

ほんを う 5 ば」 芝 皇 S な訓 f 、 まを 雲 S 樂奠？ 、明が な 叢 や S が& ければ なら 

ない。 勿論 かかる 設備 や 訓練を ずるを めに 巧當 なをを も 必要で あらう が、 をれ にも おして 么 巧な こと 
は、 少年 ル ノホ闲 お 謀を 8. ぶで あろ 指 等 ホの 馨詔 夕靑 少年 田の かすの 戍否 詔を 糞す るな 
であると して、 ヒヴ トラ I ながや シラッハ 陈 丈が おを ネ のをが に 故 もな 創に ち 巧を 拂つ たやう に、 わ 
れ ぐち この間 趙—お 巧 sf を、 もつ とお 本 的に ホへ なほす 必要が あり、 いつまでも 器の 巧 
あま S 寶巧 神の みに をね てゐミ 畫 はない。 岳 單五窒 塞) 
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ご 一、 関 防スポ ー ツの 巧が 

—— 獨 •ソの 武装せ るスポ I ツ' — 

ドイツの お 巧の 巧 力の 前に もろく もがれた フランスが 、高を にが 裝 ホる 困 巧 疑 案と しての 巧带 確立 

を をれ てむ たを めに、 あの おを なが かを 奥した る ことは、 今日す でに 明白なる ずを で、 を 力を 伴は ぬ 

經 ホ 巧 制なる もの —— 円 由 主 菜 的 経 巧機憐 1 はな 力 的を 巧戰 にかて は、 巧ろ 巧 二義的な 巧 割し かお 

し 得ない。 がち、 黄を もを おも 經がお 制 も、 巧 等のを 力を 持つ たち 巧戰 でない 限り、 從 つて ドイツの 

かき 商を 忆 s せる 闻覧家 S お冀力 S 前 侵、 巧ん ど 無力 S いも 《なる ミが 货證 された わ 

/ 

けで ある。 

商を' 巧 巧闽滚 のな 賭は、 要するに 國 案を 軍事的 巧が にが 化ず ると ころの 一な の 「スパルタ 主義」 で 
あり、 單に现 爭に對 して 自己を ほ 蹲 するとい ふこと ではなく して、 戰爭 能力を 巧に 準備し 卸迭 すると 
(ふこと にある。 從 つて、 か、 る 閑 W 國家 にあつ ては、 ス ポ—ツ もまた 當 が巧裝 され、 國防ス ポ—ツ 
へと 巧を さ I な ばなら ない。 かくて、 ドイツ、 イ タリ—、 ソ蹄 のかき 國 巧菌条 にあつ ては スボ —ツん 
ま 犬なる 國防的 巧 まとして 巧り あげられ 、そのが 裝 化が 巧 ホされ る。 
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ナチ K •ドイツに あつて は、 ス ポ—ツ とおす とは、 小 単 巧より 大巧に 至る までの、 あらゆる 革 巧に 
がて、 正 巧 貝と して 十分 か 育 せらる、 のみなら スヒッ トラ— •ユ ふント 並に 巧衡 奉仕 苗に よつ て 
同様の 目的の わめに 化 巧され てゐ るので あり、 ス ポ—ツ とおす とは、 靑 少年の 身 巧を 强 健なら しめる 
をな て 目的と する ばかりでなく、 軍 除かす の 基雜を 築く ことが 目的と なされて ゐ る。 

ドイツの ヒット ラ— •ユ— ゲントが 滿十 をより 十八 歲 までの 巧 ホ 靑み年 七 百寓を 擁し、 これに 軍ず 
がが と围巧 スポ— ツを訓 がして おり、 華 九族よ と ~十五を までの 羣 四十 萬を 正規の 軍陕が 訓練の 
巧 備巧閒 と」 て强 制； SSS 仕聞篇 ，< せし 《、を ホ 同様 星 おお 練が 行 はれ ミる。 そして ヒ 
ッ トラ— •ユ— ゲントの 十六 送 2： r 下の 少年には を おお、 十七を 2：$ 上の か 年には ル ロ徑の 錠が 渡され、 
セ 千 人の か師に 巧つ てが が Q がな が 巧は たこの ルな 訓練を うけを 靑み 年ち I 九 I 二 七 年までに 百 二 
十 萬 人 あり、 ヒット ラ— 海が 巧 少年 巧と 稱 する 水兵 訓練を うけた もの 巧 萬ぷ千 人、 ヒット ラ— 靑 少年 
蘭 自動車 豫はス 萬 人の 两員 おを おし、 ドイツみ 年剧 のぶ 萬 お干 名は 飛行 訓 がの 準備 かなと して グ ライ 
ダ ー のが 巧を 行つ て おる。 まを セ 萬四卞 人の ヒット ラ— 靑 少年 闻 員が 飛行 部で 訓 巧を 受けて ゐ る。 そ 
して、 そのうち-萬 あ 干 人が グラ イダ— お 巧が まぶ 化を I 九吉セ 年中に 授 巧され てね る。 

また】 ホ ナチ ス义自 によつ て、- 九 が 結 巧され たる ドイツな まスポ —ツ聯 班員は、 六十 巧を 巧 
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巧し I 二 七 年 巧 《ナチ ス飛 一高 S 看 萬を 數 へ、 ミ妄萬 人が 現在 練 畜從ひ 飛行 練巧璧 ハ、 グラ 
ィダ— なお 場 二十 二、 飛行が 四百を、 グラ ィダ— 五 千 塞を 有して ねる。 

ソ聯に 「勸 巧と 國 防への 準備」 (ゲ 1 テ— •ナ —) 運 おが 始められを S 九 年 前の ミで、 これは 
ヒヴ トラ 1 ユ— ダン ト がま 巧、 跳錯 、瞬の 運 か、 水： 泳、 運動 晉を 撰んだ と殆を 同じ様に 臂 力、 
勇氣 忍耐、 速力、 S 巧 等を 摘 季る递 動 管が 還 操 さたを を 適 當に叟 ロサた 鬟を 格し を 

のに スポ ーツ マンと しての 架 ホを 與 へて ねたが、 ソ蹄 もを 近の 西 際情裝 、特に ドイツの スポ— ッ武裝 
化に 刺が せられて、 菌 巧を 目的と する 運動 號 おを ソ聯隨 す 化 織の 巧 本を なす J うにを •をし、 一九 四 〇 
年の 一月 一日 か矣 改正せられ たる 「て •テ- •*-」 運 的を ぎ 施し おくべき 雖 進を 示しつ、 ある。 
それは 從來の 「ゲ— •テ— •ナ ー.1 の 階梯に 入つ てゐ なかつ た。 


フェンシング 

巧碍 通過 


グラ イダー 


な下伞 降下 


モ—夕 I •ヤイ クル 


操が 等 Q 西巧ス •ホ— ツが复 U され、 現在 こつ ケ .1 •テ— •ナ— 有 まが 者は を 固を 通じて 广 直/十 萬 ぁ 
るが、 この 靑 少年 孚囊 一み 大戟 巧の 巧な 美 飢锭當 時に 生れた もので、 その 舅ぶ おな ものが 夕 
く、 スタ I リンは 强氣 にな ク て、 その 巧ち の 向上を 計る と共に ドイツと 同様 ホモの 巧ぶ にも 傾がし.、 


1 
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季同 なぞ 寒の 場を ち？ おに 寶し 得る おがを 巧 f 訓 揀を说 し、 团睽 巧が のい かなる 巧 化に も 
十み なる 举巧 をし 0、 ホる。 

ヒ ，トラ— は 一九二 云 年の ナチ ス满大 をに がて、 ヒッ トラ— 靑 少年 曲菱ド イツ 季靑 少年 巧に 巧 
つた 巧說 にが ご 吾が ドイツ 函 § さも ホ、 理想 S とを ふ も 0 は 常に 同じでは なかつ ちを り 
古い 昔で、 211 等忆は 巧ん ど譯 しがたい タイプで はおる が、 ドイツ 羣 S 想が 巧 詞斗餐 おせ ざ 
る大 育れ 語靑 年で 至た 時代 も あろ 庭が 現を では 吾等は 羣 斗酒 尙 がせず ホの 大育化 語を する 靑年 • 
等では をく して、 不乘 盾の 靑年 、巧 固を 苛 年を ば受の 眼で 迎へ るので ある。 何故ならち 吾等に 
とつて 大切な のは 何ぶ の ビ—ル かがめる とち ム畫 なくて、 どれほどの 由 難に 耐へ 得る をを ふ 巧 
でありを 晚没 けて 塞び が窠 まとを 畫 ではなくて 、をキ P の 巧 進に がへ 得 まとい ムま であ 
まらで ホる、 霉は 現在では 草を つての 霎市 f ま 等 ドイツ 菌 おの 理囊 として 詔を い。 吾 

等の 巧を はむ 度から おおに して 坂 格なる 靑 年み 害 あろ . 

吾等が ドイツ 靑 みち 少女に 巧 ホす る處 の ものは 過 まに がける それとは f 異なる。— の 眼に 映 
ずべき 狩 ホの ドイツ 靑少 ちみ ホは 巧 美 ミ ラリと し 5 ホ S く お 巧、 ほ 革の かく 强ち 巧鐵 のか 
くな 固で ホらねば ならち 吾等は 新ら しい 人閒を 香し 上げを ならち かくす る李に巧 つて ま等留 
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巧が 現世の 巧が 的 現 ホに 依つて 沒 をす るず を 防がねば ならめ」 と w んガ 

ドイツの 靑少年 建は ミトラ ■のこの 叫びに 應 じて 起ち 上つ ち ドイツ 靑 年の 信を はお 國の崩 巧を 
目前に おて、 その 破が の 反荣を 防ぐ ために、 一巧を 樣牲 におす る ことを がしない やぅな 人間は、 トイ 
ツ巧 和に おず る 胃 巧者で ある、 とい ふに あつを。 

ペタン 首相は、 をの 悲痛なる フランス 化 北の 宜言 にがて、 おを 政策の 第一に 靑年 問題を お 摘した^ 
ドイツ Q 靑 年が 暑 忆 がて 肉捏忆 かて 若 こ〜 精力 的 能動 雙る忆 反」、 敗戰南 7 ランスの 靑年達 
はなり にを 息し、 不巧 潑で受 お 的で、 戟 ひだ 巧 忌す る 国 巧で あつた。 ドイツが 新しい ナチ ス が 神に 巧 
つて 鍛 がされ、 巧 一二 帝國創 选の理 あに 燃 ゆるに 對 し、 を をは ニヒリズム 的お關 、むに 沈洒 し、 戰爭の 友 
をと 昌 馈牲忆 ょつ てむ」 ろ 新なる 世 ホ 秩序が 設 せられる とい ふミ忆 おが 付を かつた ので ある 
かくて、 未完 巧な 廣防國 家 フランスは 旣に 破れた。 だが、 この か戰 フランスの 中に 敎訓を 涼 あしな 
ければ をら めのは 若 ひとり ペタンを 巧の みでは ない。 

皇軍の 巧賊 連勝は さる ことながら、 白 ホ ま 古の ホむ 鉄 後の 街頭に、 ホ 代を 背を はねば ならない 靑年 
巧 生まの 一部には、 いまだ 時局の 重大 さを 認 激しない 醉態化 おのか 巧が 巧 じて ない とはいえない。 

わ 作わ忙 は， 困 まの 典 た と 巧 族の 浮な を 前にす る 重大なる 時局に おおしつ、 あるの だ。 われわれは- 
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日 も 早く 巧 巧围舊 美を 建設し なければ ならない。 そ 0 たを 苛み 年 〇スポ * ッ もまた 圓巧 化され 巧 
装 さた ば をらぬ。 そして、 靑 少年の 一人を も おさず 困が 化された 健全な スポ ノに寶 され 玻岡的 

にして— を 達 霞复 ならねば なをい。 §襄 蒙 嘉—蓋 —寒讓 1 C そ 我等’ 

に 課せら たる 最高 S 幫義？ ぁり、 從 つて C れ をず るた 《《寡 こそ、 管く S も髮な 事. 
菜で ぁる。 ミ息 ホに かて 5 も ホス •木— ッ S 防 化 《をめ に 舅し なければ ならない。 

(咕が 十ぶ 年 八 ぉ 巧) 
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四、 オリンピア 映 請と ドイツ •スポ ー ツ政笨 


味 書 ファンは 勿論、 化く 知 謝 階な ホに 巧 望され つ、 ある オリンピァ 峽書 「巧 巧の おみ 一が、 を々 日 
本に がても 上 巧され る ことに ホを されを。 

「巧 巧の お 典-は ドィッ 映 巧を のみならず 、世み 映 巧を 上、 を 前の 巧 おにが て 撮が された 一巧の 巧 
街祀巧 快 書が ホつ て、 かつ スァ— ノル ド •ファンク 巧 ± が 「を 山」 を 作る に當り まが ホ 侵と して 名 巧 
巧を 見 ホた レ— c •リフ H ンシ A 夕 I ル ホ あがな おが 並びに 巧 巧 的が 巧に をつ てゐ る。 リ—フ ュンシ 
ユター ルは 人 もなる かくを 巧 ホ 巧と して 巧蒂 ホに 登場し、 やがて 自らを ♦、まなした 「靑の 光一に 巧 
て かめて ホ 巧を ホと なり、 一丸 二 一四 年の 《ュ— ルンペル グの ナチ ス黨大 をの 記 か 巧 巧の が 巧 巧の 大な 
を 見 巧は たした 「信を のが 利-と 巧され た ナチ ス X 大 をの 記錄巧 巧に ょつ て、 を 妹乙岗 巧を ぶが させ、 
巧に この 1, 巧 巧の お 典」 と 巧ち せる オリンピァ 议 巧は、 世 ホ 备固巧 —— 世 ホのを 巧 族を あがせ しめ、 
一な 名を ぞ として 又 世み 映 « ホの 女王と してを なず るに 至つた。 

リ—フ H ンシ ユター ルの 「ホ リン ビァ」 が 巧に かける 仕 まは、 輩に この 「巧 巧の お 典」 の 制作に 巧 
0 でな 0 たので なく、 この 映巧 のを ホみ も 一九 四 〇 半 巧 巧まで# けられた。 をれ は スポ— ッ义化 映 « 
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のが 作、 K ポ— ッ累； 肪 ずる 羣塞 、ずは t ゆる ス 水— ッ よる 冀ミ をの ライプ 
ラリ ふ慧 などを 含む 蔓 で、 こ Q 閒巧 に四ヶ 年に f 女史は 写 一十 萬；— 卜 の 至と ミ. ンユ 
と サミ ド •プリント をで 苦、 むの 仕 まがな けを をので あつち かに リ！ フユ ご ユタ-ルの 仕事 
の 巧 寒、 過去 忆 がける ドイッ 映 巧 Q なつた K ポ—ッ 墓 美く 傑作 S 功した とい ムミ ばを で 
をく、 一巧は 無謀と さへ おられた スポ —ッの ホら ゆる 角度よりの 硏究と 集 大巧の 大事 業を 完 巧し をの 
で ホつ た 因に リ— フェン ご 夕— ルを な？ する ナ リン ピア 映蒂 なは、 本年を より 旣に 他の 映を 装 
作に ホゥ 出しつ、 あつを 夕 か 今 ホ 大巧の おを ずるに 當 つて ヒッラ— より 城 爭記錄 映 おの 製作を 命 
ぜらた 今 巧 巧に まみれて 這 中な りと 聞く が、 思ら〜 哉爭記 錄峽蒂 にがても、 世 ホ 映 巧 巧を 夏 
巧 巧 せしめる が 作を 生む であらぅ と 期待され つ^ある。 

「ホ リン ピア」 第一 5 巧 族の な 堂ち まづ 古代 ギリシャの 巧が を 侈 おず る 美し‘ い 場. 面から 始ま 

る。 ドイッが ベルリン •オリンピック 大食を 巧倘 する に當 り、 古代 ギリシャ 巧 神 ヘレ ニ ズ A 

の 近代 钓舊 とい ふ C とに 至大な 巧 心を 拂 つを 肉 植と巧 神 2 塞なる 調 S 人閒 SQ 美を 畜し 
この美の 追求を 近代 スポ —ジの 理想と して、 しかも 同時に スポ —ッを 通じて 巧 族 おの 昂 热を剧 らんと 
する のが ドイッの オリンピック 义びス ポ—ク におす る 態を であつ を。 
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本文に がける 筆者の 目的は 「巧 族の お 典」 の峽堯 紹介では なく、 本 映 索を 通じてな す、 ドイツの ス 
ポ I ツ化 策の 探 ホで あるが、 一通り 本 映 おの 內 をを ここに 紹 巧して おこぅ。 

巧 映 おは 「古代 オリン ビァの 遺が」 . 

ー オリンピァの なを」 

- つ聖 义 リ レ！」 

品を ま」. 

「游巧 開始」 

に 始まり、 ホの 順序で 巧 おは 展開さん る。 巧 子 聞盤投 、ホモ 阳盤投 、ホ 子 八十 米 巧碍、 缕錐投 、ち 子 
走 嵩 跳、 施 丸 お、 八ち 米、 云 段 跳、 を ホ 跳、 千 お 百 米、 走 高 跳、 高が 碍 、を 投、 一 巧 米、 棒髙 跳、 ホ 
子 四百 米 俄 走、 巧 子 四 巧 米 鞭 ま、 千 六ち 継走、 マラソン 等 十九 横目に 分れて ゐ る。 

本映蒂 は、 製作 お 画の 商 さから も、 がが 規模の 大きさから も、 又す ベての お ホの 點 にがても， あら 
ゆる 過去の 記な 映 おを 凌駕す る ものであるが、 「オリンピァ」 映蒂 には 更に 一つの 誇るべき ものを 持 
つてね る ことを 忘れて はならない。 をれ はへ ルバ I 卜 •ヴィントが 「オリンピァ」 のために 作曲し、 
お 曲し を 音樂で ホる。. へ. ルバー ト •ヴィントは ウファの す化峽 をの 中に 彼が 音楽を 巧當 して わたが、 
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巧し いところ では 5 巧の f 兵まで」 や 「f ランド 進餐： いふか 爭ドキ ユメ ン タリが ホる。 尙リ 
—フ H ンシ ユタ— ルとは 旣に 「惠 志の 勝利」 「信念の 勝利」 の ナチ スニ乂 図が 峽 およりぶ コンビと レ 
はれて おり、 音楽に お 理解なる 霎 Q かさで すら I , 巧 族 S 典」 の 全篇を 通じて がれる ス ポ|" ノ の々 
巧 美、 を S を常忆 表現」 て f ち 为メラ Q 美し さ、 的確 さ、 妄忆 、この 藝を寞 眼 S かナ實 
に 力を がな 力强い 音楽に 張 巧され おちで あつた。 

ドィッ 映 蒙、 S 的な 特珠 性への 傾向を 辿り 始めた のち 黄に 巧が 巧 I 寞璧さ 時で あつた 夕 
ドィッ 塞 ジ^ KQ まが 下忆稱 入され を も 0は、 ゥ -7 S 8 萬 代表 ホた K ? T ゲン ベルクが 巧 
時 S 相と」 て， へ 聞して をで t 、 71 ごべ 某と Qs ち 巧が 造 SS を？ あつた 

とい ふか お 的 目的の もとに 行 はれた のであった。 ドイツ 映 あは-巧 ナチ ス のが 制の 故に、 巧 巧の « ホ 
さを 空 息 さるものと いはれ、 が 治 的 黄 用 的ち 謀に ホ まりに 急で あると も 点られて ゐ たが、 この 巧 5 i 
み 近の か； 傑作に よ 0 てを 全 S ぐ 蓋を てし まつち こ, もを お囊的 義か巧 Q が 利が ホ 


さて、 才 "ンピ 5 巧 《制作 £ 脚と 貝 si 、 寒' がべ たかさ 51 ッを 通じて 民 達 Q 昂 場を 曲 
らんと する に ホる が、 ヒット ラ— の スポ！ ッ巧ホ こそ、 まさに. この 1 おに あり、 オリン ビア 睐 巧が ホ 
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の 企 巧 こそ、 巧 族 患 斑を 厨 場す ると 共に、 他面に がで 新 巧 第 I 二 帝 聞の そ 化 的 巧 進の 妾を 直傳 する もの 
に 外なら ない。 

ナチ K の 巧 巧 规に從 へば、 巧 神と 巧 おの 善き 調 巧は 勿論 必耍 である、 故に 巧なる 巧 巧 自身の みの 訓 
巧を 目 おして ゐ るので はなく、 巧し い 巧 巧 訓練は 常に ナチ ス化巧 おに 立つ 巧 巧 的 理論的 訓育と おを さ 
れてゐ る。 ここに 古代 ギリシャの オリンピア 精が のが 巧が あるの ガ 。本 映を の臂 巧に オリンピアの 遺 
がが 尋ねられ るの も 化して 故な きこと ではない。 

さて、 ヒヴ トラ— のスポ —ッ巧 策と 隨巧觀 に 巧れば、 おちなる ものは 少 かの もの、 記錄の 向上の た 
めに 行は るべき か、 ホは 巧 化の 人 巧の お 化 向上の 目的に 巧 はれる か、 の 問題は 里々 論議の 的と なる 事で 
あるが、 そのを は 誠に 簡を である。 何故ならば、 巧 ホな 記錄 は、 みく の 人 閒の巧 育 向上が 巧 現せられ 
て おめ て あり 巧る もので あり、 I 肢の 描かの 巧 上は、 少なのを の 巧 ホなる 記錄に 依り お 等され、 が 舞 
される もので、 兩 ホは 相 だする ものでは なく、 をく 巧 閒 的な ものである。 只絕 おに 排 せられるべき 巧 
は、 一肢の ホは 只 セン セ I シ .ヨンと 神經 のをを とを げび 起ず 様な、 恰も サ— カスの 曲番 のかき レコ— ド 
を 作る ための 連 おで ある。 これ 程 オリンピック 大 をのが 神と 違な した ものは ない、 とい ふので ある。 

がち オリン ビックの 記錄を 化す ことに、 菌 巧を 推の 忘 志と 巧 力と を 表現す るた めの 借し である。 ス 
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ポ—ッ の 獲を せる ドィッに がて^、 K ポ—ッ はま ゼ困 巧を 巧の ものと いんことは 化來 ぬ。 巧く 少 かの 
人達の もので ホゥ、 巧 記 錄に興 ホを ちずる 若人 逮 のぞ 有 物で あるに 過ぎない。 從 つて ヒット ラ— の靑 
少年围の巧的に對するおお方かは、 これらの特をの人達2^かのものに正しいスポーッを認識サしめ、 
資行サ しめんと する ことに ま 眼が 适 かれて わる。 かに スポ— ッの巧 おに おして おも 蛋巧な 尊は、 备人 
が 各人の みがから 巧 求し 得 か 最商お 大の巧 巧を 孽げ 得た とい ふこと であつ て、 がスの ホに I 樣 にあ 商 
の レコ ドに ませょ とい ふこと ではない。 ナチ ス •ドィツは、 wb を 基礎と し 運動' の 試 拾を 行' ひ、 之に 
あ 巧した る ものには スポー ッ巧ホ ま 类巧除 スポ— ッ巧ホ ザ、 ヒット ラ！ 靑 少年 優秀 章 等が 巧 へられ、 
备 人の 巧 力を 表を する 制を が 設けられて ゐ る。 . 

が 巧に がける 必修. 課目と して 「巧 育」 はがせられて わるが、 をの スポ— ッの巧 目は、 走 巧、 が 巧、 
おの ぷ巧 (おが)、 水 ホの 四が 目が 歧も凍 要なる ものと して 迸 巧せられ、 筋 巧、 む 巧、 义师 篇を强 健に 
すると 共に 巧 用の 巧 巧と いふ ことが ま 眼に 置かれて ねる。 そして 又 4 上の かき スポ ーッ こそ、 軍事 か 
がに 最も 適當 せる 運 巧で あると 見られて ゐ る。 巧 へば、 走 巧に 關 して 兵 壬は か 何なる 程 巧の 巧 巧を を 
げ ねばなら ぬか？ ホづ巧 I は 百メ — トル 游爭 である。 これは ホみ の訓 な 上 故も必 おな 練 巧で ある。 
义投が (おの 運 巧； は、 手 巧が 0 操作の 場合の 訓 なにも おく 能は ざる ものである。 巧す るに 强を 、迅速 
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制 巧、 耐务 & る薑を 形造る とち ふ睾拿 除 Is 本 越 皆と 全く 一を する、 即ち ナチ； スポ| 
ツと 巧ち とは、 單 にち 年の 身® を强 巧なら レむ るを A て 目が とする のみならず、 それにが り 巧の ナチ 
巧が を 萎は しめ 軍换 かすの 基 巧を 築く ことを 目的と ずるので ある。 

わくて、 ドイツは ス ポーツ ぶび 指す の 組 錄に閲 しても を體 まを を 採らん ことを 巧 ホした ので ホり、、 
ギリシャの オリンピアの 昔に かへ り、 巧び 巧 おを まんず る 時代が 來 たので ある。 その 理な とずる とこ 
ろは 肉 おとが 神と-の 調 巧を 完 をに 巧 有する おこを、 巧ら しい 時代の 化 命を 認識し、 見つ、 それを 巧當し 
得る 貴で ホろ 曼 、靑 年の 侵 ホなる お 化の 向上 こそ、 か 敵の 巧夕 を防织 する 巧 f もい ふべき で、 
ヒット ラ I •ナチ スのス ポ—ツ か 巧の 巧 巧は、 スポ I ツは 最も ま-巧なる 國巧的 巧 素で あると いふの だ。 

我々 は ホ。 ンピ 7 映盡另 蒙 sj を 親 賞」 つ、、 ナ； •ドイツ S 蒂か 巧妄忆 その スポ| 
ツ篆を 被 宇る C と S つ 5 《了、 二十 識を大 S 作と いを る 蓋 蒙 時代 的 覆と 化 命と 
を 始めて 完全に 誌 謝する ことか 崇 るので あろ 尙 、さらに 茲に 見なしが はならぬ 重大なる 點 は； 
リン ピック I の大 ホ 場の 施設と 大ホ的 夏び をのを 理の裡 に、 今 美 破への 準備と テストと 企 菊と か 
暗々 裡に慧 的に 計畫 されて 居り、 この 計 巧の 成 巧を なて ドイッは こを を 世 ホへの 5 の 示威 巧 
がと なして ゐ たとい ふこと で ホる。 岳 か 十五 年 ル 巧 化】 
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五、 落下を 部陕の 研究 

(こを T ♦巧な の お 巧 

ィラ シユ —卜の 巧 B ' は义藝 が 巧の ズ オレナ ナル ド •ダン 牛 チに ょつ てな された、 とい はれて ゐ るぶ 
.ハラ ご— 卜 i 寶は 別と して、 C こでは 巧 下 傘が 茜 S 巧され、 さらに？ か 部？ して、 を 
軍に がても 寡を 巧 萬な 兵科 K まで 進 ホ せる 愛を 硏究」 了み る C と？ ろ ‘ 

な 下を がを 初の 我 爭に蓄 したの ち 第 I ホ 世 巧大戰 のとき で、 かがに 蠢 した 蓄起 i の お ザ 
官 ミチエ ル 大佐で ぁつち 大佐は が 常に 勇な な 人で、 巧 陰に 来 じて、 スパィを 巧 行なに？ て、 パラ 
シユ— 卜を利 巧して、 ド V ッ战 がの 後-でへ 降下 させた。 

ミチ H ル大 化は これに 思 ひつき、 大型 巧 §5 裝 した董 を 雲て、 護® 舅に 降ろしたら ど 
ぅで ぁら ゥ たと、 パ-シンク 峯驾 令を 忆提 言し を、 ~ 笑忆附 せを て 探 巧 さ J かつた、 
そのを も？ ホ 震 Q 糞を 为說」 了、 米 空ず S 息な 踏？ 襄を たへ 卡 這して ゐ たさぅ で ホる 
から、 巧 下み 巧 おなる も e たを 利に 霞した 含、 恐らく、 この ミチ； 大佐で ホる、 とい つても が 
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を ひは ないで あらぅ o ' 

そのを 米を ザ も ミ チュル 大 化の 强 硬なる 意見に 巧 かされ、- 九 二た 年 ヮシントンの なまな 巧で 小 巧 
巧な 演 巧を 試みた が、 ホ 於に おつた ので、 ミチ H ル 大巧 も 失脚を 餘儀 なくされ たが、 巧 下伞部 像のを 
，切の 巧 おとして 特筆され る 巧攸が ぁらぅ。 . 

一九 云 0 年、 ドィツ も アメリヵの ヮシントン における この 演 •巧の 話を 聞いて、 その 巧 似を 試みた が 
龍 もな 下伞 部隊の 劾 用を 信ずる ものは なく ひどく が 評されて しまつた。 

巧 下 ホ 部 除の これらの 不巧 巧に も おらず、 早く もこれ に 着目し をのは、 ソビ H I 卜 •ロ シャで 一九 
一二 充年キ H フ化 ホで ま带 、機が 化 兵 曲、 化み お 巧な どの 近代 浆備 を巧羅 した 巧 巧を 行つ たが、 この 巧 
は 十ち の 飛行機が S 百 名の 武裝步 おを な 下 傘で 降下 させ、 巧く 第二のを 中 戰はデ ザントに ょつて 占領 
された 地域に 約ーヶ 大隊の ホ おを 结 おした。 觀戦 武官を おかせを が、 お 一九 S 六 年の が 九月、 このな 
巧の 巧みし を ソ聯を 軍は、 さらに 大 々的に 巧下伞 部隊の 公關 おおを なした。 

ソ 蹄は ミンスクに かける その 大 おおで 百 まの 飛行機に ょつ で、 千 二百ぶ の ザ ザント 换 、十八 門の 巧 
拖 、百 お 十 挺の 巧 關饒を 降下 させた。 しかし、 この 巧 も これらの が 砲は を々 がされ、 巧當ネ ，モ の彈藥 
と共に 地上に 運ばれを もので ホつ た。 
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この 公開 A 目# した 备 巧な 戟 武官は 巧 巧な のかを 巧 加 ずれば、 もつと 巧 山の お ± を 目的地 點に降 着 
させる ことができる であらう、 ことを 巧 到して、 その 巧 ホ 的 巧 おに 戰陳 しを。 . 
. 巧に ソ聯 にかを を 寄せて ゐる フランスのを 宫 は、 この 新戰 術を が 巧し、 デ ザント 部 除 のぞず 巧ぶ を 
を 結を 的の ものと した。 

ソ が革當 局は、 この 巧 お 困の 存在を 世 ホに 誇示^て、 長大な 飛行な わら お 除を 巧 下伞で 降下させる 
目的は、 かの 背面から を 巧す るに あり、 十分に 夕 くの お 貴が 降下され 得るならば、 がの 城紛の 背後の 
.お ホを 珠お ずる ことが 出來 るで あらう。 また ま 巧 時に、 大が 市の おおを お、 その他のを 力に 閒 する- 
切の 滿設 をが おする には、 僅かみ おのを 下み みを 降下 させれば ぶが るで あらう。 しわし、 ソ骑當 局 も 
その 饮 おを も お 摘す る ことを をれ なかつ た。 な 下み をた ょりにして 地上に 降下ず る お ± 逮は敝 の巧閲 
がの が 併を となる 恐れが あるが、 しかし これは 巧拽 かの 飛行 拽の 中の I クが巧 姪 なをこ しらへ れぱ防 
巧で きる に 遠 ひない といつ た。 けれども、 巧 下み 部 おが 诲巧 的に 帯 陸ず るので なければ、 近くの かの 
巧 巧なる 軍 除に 閒 もな く擊 巧され るから なの 陣中の $ に 降 着 しないな に 注を しなければ ならぬ。 と 
ソ が •ずを 局のを 下命 部 像の 硏究 にかて お 摘せ ると ころは 一つ I つ當 つてたり、 今日 もこの おにつ い 
ての 狭 おは 十み 巧な されて ゐ る。 


一前 一 


フランスは 一九 I 云 ハ年ソ 蹄から が官を 招いて パリ 郊外の シャ トゥ •ル— と アル ゼ— ルと に 巧 下 傘 中 
なを 視 ホした 0 

ドイッは、 これより 早く I 九 云 四 年ゲ！ リング 巧 巧蹄隊 中に この 硏究が 始められつ、 あつたと いは 
れてゐ るが、 これを 巧 おに 巧つ たのは 一九 S 六 年 ハンブルグ 市の 防を 巧 巧が 始めて であつ て、 これよ 
り ドイッは ソ 蹄の 公 巧 巧留 に刺踐 されて より 一 唐 巧 創に なつて 硏巧 ずるに 至り か ホ大锁 でを 巧み 器と 
しての おおを 十分に 發巧 ずるに 至つ たので ホる。 

ドイッ 空軍は 巧 下伞の 特殊な お 能を 重 巧 威して シユ テン ダルに 巧 下み 兵が 校を 設立して 化が 的に 訓 
巧を 巧 始 し、 これを 一み 巧と して 株 巧した。 また、 口 I テン ブル グ 、シ ユ—ス レー ベンな どに ある 飛 
巧单 めで パ ラシ ユート の おかを おへるな ど、 巧 下み 兵 函の巧 かにな 訓 なを 施した が、 ドイッは これを 
な 開せ ず、 巧 速 四メー トルから 化メ— トルまで 自由に 巧 下 速 まを 調を できる 新式 巧 下 伞の巧 明 巧究や 
その他 新 城を をが 巧の 巧に 進めて ねた。 

そして、 巧爭の 始まる 前ゲ I リング 空 巧の 直* 飛な 族を 下を 部换 をが 大强 化したり して 巧 力した。 
大巧 直が スン ダー ルと ゥイット ユックと に 巧 下み 大换が 設立され たと きは、 すでに S 巧 卞八百 九十 あ 
のみ さに 上る 巧 下 伞舒除 負が を錄 されて ゐ た。 


良 f L ， 


，い 




こし， 




，.ご 乂货 


r— .... 


を 下 伞讓 員た ミき ものは、 ホの 蔓で結 かした なに、 十七？ り 二十 i までの 巧み 靑 年で、 
人格の 裏冀 S 愛 思 QS なる C と、 また ドィツ人で ホる C とが 肉 g を 化 件 《他ち ホづ等 
I にが 求され てを り、 をら の 荷 年 美 芝を 顆 兵制 f 誓羹 し、 この 大が開 おに^だ ち旣香 

々が 巧して 巧 巧 作 敬に 偷 へて ねた。 

ィタ リヤき ボも、 一九 |二 華 六月、 ア 7 リカの 賣？ ビヤて リボリ) における 雪中ち 一個 

大空 雪窜 章 降下 させて、 愛 葛を 急 f せ、 そた 冀る や？、 二— gIf ホ舉 

飛 巧 巧で を 輪し ちえの 上夕 をの 巧 M が やな の 齡巧砲 さへ 巧を ホと。 ' 

’ かくの かくな 下み 巧 Tf :5 i 兵？」 了 S 下 伞部蒙 f と新惡 は、 备—畫 口 f 
び お 空 技術 S 閒 sf れ 、义を ぞれ羣 巧 忆 S された が、； 5 とゥ黯 やィギ "ス は、 |巧こ 
と ぁる 時、 U た递用 3 れ？ ベ さ 葉を ミで t ぅ ミを、 恐れと S も」 ながら、 を下伞 

部 换の編 巧を 準備し ょぅとは しな かつた。 • 


ごこを 下を がな 大巧に 化 現 


i 九 I 二 九 年 著 ド V " ノ S , ランド 8 巧が 開 柏され る や、 羣く ドイツは？ 伞部 1、 なのち 
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一巧 51 の ザみ にが 下せし め、 退な t 遣 新の ために 巧 架の 破 おを 始めた、 と 巧 へられて ゐ る。 

A B 通な 員 C ィド •レ I ル バス 巧は、 當時ポ I ランド 軍に 從ぞ 中で ホつ たが、 ポー ランド 南部の ぶ 
巧から 一ー ユーヨ —ク巧 A r の 本社に 閣 際を 話を して 「巧 空軍は ポー ランドのを 方 巧みを 目的と してな 
下 伞巧巧 おを 化 おして、 ひを かに 多 かの スパィを、 巧 下伞で 飛び降りさせ、 ポ— ランドち 司令部が を 
地、 同 巧 巧 おぶ 地、 軍 お 工業 地帶 なら ぴに 連絡 お 等を 偵を させた ことが 判明した」 と ドィツ ザのを 下 
伞 にょる スパィ 巧 巧を 報吿 してね る。 

その 巧、 ソ 巧は フィンランド 巧が に 際して、 フィンランドの カレリャ 地が 載に、 巧 下を 部 巧の 巧 巧 
巧 術を 巧ん にか 巧して、 マンネルハィム 巧 案の 背 巧に、 夕 かの スパィ おょび 兵員を 降下 させて フィン 
ランドず を 惟ました が、 巧を ながらが 上に 降りる 前にを 滅 したり、 下りた が 巧 掌の ためにみ おき も 出 
$ にを试 したりして、 ソ橄 ザな 下 傘 部隊 も 散々 の戍 巧でぁつた ので、 ドィツは W 立 無援に 陷 つた ナ 
ルビィクにがける、 ホ授部ぉを巧下伞に依って降下さサたこと：^かには、 か欺寬巧戰にこれを巧用し 
なかつ たようで あつ わが、 地形の が、 急 巧を 必要と ずる 戰略 上のを めか、 巧手が やかな ル國 とおって 
か、 さらに 謀が 獲 脚との 十々 の 連が が あつて か、 白 蘭進擊 は、 ホづ をから 始められた。 

お换 をが 巧した ドイツの 巧夕 巧は 突かが がを 拌 じて、 ホ 水が 巧を 唯！ の 巧みと する オランダの 水 巧 


皆を 


.匡な" 


おを 化 


一 を 妻、 五月 九日 •ト イツ 飛 s は畜 をつ いて* ランダ 肇巧泌 がごへ ル ダ—、 シ T メ — 
一 ご、 イ又イ デンな どのが 岸霎が 店を 巧 察し、 十日 拂廣 (午が 一房 S にいた る や、 ドル ドレ ヒ 
卜 附近へ 百 名、 T グ かを キ no デい ツトへ 夏 十 名、* — ゲンツ ヴ 7 ル ヴ：へ 百を、 ナル デン 
スリト レヒトに 二百 あさらに が 領の巧 お 岸ジ— ランドを や、 口— ゼン ブル島へ も お 十名づ .、巧 装 巧 
. てを 像が 舞 ひ 下りた。 

巧いて、 十日 Q 午 轟 時、 ベル ギ_ へ も、 ドイツの 大祸除 幹が 飛來 しを とお ム閒 もな く、 奠？ 
なまされ を " H - ジ 5 塞の ホ 方 ハツ 七 ルトを 初め、 その 巧 ホ册キ P Q 二 ご ル、 巧 ホ 四十 ごの サ 
ン トロ ド、 a ' ソ テル ご 飛行場、 7 K 河舊マ -K 河 及び ヮ- ル河附 巧宗忆 降下して 忽ち 霎巧略 
巧 齡を占 巧して しまつを。 

城爭講 家と して、 まを 革譯論 家と して 世 ホ 的に 有るな 英随の リツ デル •ハ— トモ も 巧 下み 部 蒙 
の巧戲 上に おける 戚 力ち な圈 の 人を 巧 化する 「神經 堂に おけ 奚 きなが 割を 力說 して ゐろ 

八旱言 QC とち 本 まが 忆 ドイツ §下 伞部険 がを。 たとい ふ？、 羹は桂 度は 神經を 尖ら 
< ン ランド 中部 や スコツト ランド 邊で發 見され たな 下 ホは 
かサで ホつ たが、 章伞衰 妾が 見 A ない Q で 前記 S 畫は 養と いふ 道路を ホく 醫 して 通 一可、 
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を I 々萊 巧した。 ホる 地 ホでは 十一 二日 巧 八 マイルを 巧く 閒に 二十 回 も 身 體お査 をを けた ほど 當局 はお 
巧に 過 おとなつ てゐ た。 英本主 中部 地方 某 巧で 十二 一日な 一を 官は深 巧 頭上に 飛行機の H ン ジンの 昔を 
聞いた とお ふ閒 もな く、 シユ— とまい 絹 チれ の 音を すに したので 直に 自巧围 員 等と 現 錫に かけつけを 
が、 そこに ナチ スの マ— クを つけた まなき 巧 下伞が 巧の 悅け 鼓の やぅに 拾 てられて あつた。 まを スコ 
ツト ランドでは 大形の ドイツ 掛が 現れて パ ラシ ユ—卜 をを して 飛び去つ たので か 羊を や 農 巧が 兵 や 森 
林 地带を 段な く 探した おみ、 これ も 十六 個の 主な きを 下 ホ だけを を 見し 大騒 きとな つた。 後でみ 0 た 
話で あるが 右は をく ドイツの 神経 戰 ホの 一つで、 巧 下を だけを 巧して 人、 むを 披お すると 同時に、 お 情 
を 窺 ふこと に 十々 がかした わけで ある。 巧裝 した 本當の ナチ ス巧 下伞部 像の 精 銳が大 舉巧本 ± に 降り 
わ 場合の 英圍 巧の お 巧 おが 今から 想 傑出 來 る。 

巧 下み が 除の 奇巧戲 略の 成功した 場合、 それが 軍事 S にどれ だけ 價 値が あるか、 について は、 軍事 
巧 口を でない 巧々 に、 ハツ キリと わからな いが、 が國 巧へ 與 へる おが、 巧 怖、 それに 巧 巧され る 空中 
徐送除 並に スピ— ドを なて 進ぞ ずる 玻車隊 の 先達と なつた 點 で、 巧に 世 巧戰史 にがけ るを 初の成功で 
ある ことは 閒を ひなから ぅ。 

巧 下み 部 おが オランダ、 ベル ギ— にがいて、 いかにを 巧した かは、 他の 論文に かて、 薛細說 巧して ゐ 
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る わら、 ここで 化 省 るが、 巧 下命 巧 巧の 巧 巧 ホ 巧 か 何は、 がの ちる ところでは 空軍の 爆睾に 巧る 
なかに 巧 巧 巧 姑との 巧 巧を 巧が と 巧 巧を 巧ず る ことは 巧 ひない ところで、 巧 五 列 部族る び 巧 通す 
の 誘 巧に よつ て わるものよ 新定 してよ い 巧餐が 巧を 夕 く 見受けられる。 

巧ず るに、 を 下伞部 おはな 力なる 空 ぞの征 ま 巧 巧 得と な 報 網の 巧 巧に 依つ て 始めで 巧 巧す る もので 
あり、 そして 巧が 的に 之 t 見るならば、 スパィの 降； 卜 、軍ず なおの 巧が とよが、 巧 お 巧が なの 巧が、 
巧な せる 巧 おの 教巧 等に せ 用され る ものである。 

しかしを がち 巧 下伞部 おの 蔓 巧み おのま 巧と いふ ~ つの 巧び かけは、 お 巧 的に 自 苗の 巧 年 まに 
樓巧的 ホ 苗む をが 巧ず る こと、 けだし お 巧に おり ホる ものが あらぅ。 

しかし、 巧 下伞部 おはまず ホび にお 間が 空の おホ資 まとい ム ザ# なくしでは、 巧して そのな 巧訓な 
に 巧 巧す る ものでは ない。 

ドィツは 巧閒 がさの 巧 制のを めに、 j 九 I ニ セ 年 一切を 擧げて N 8 FK (囲み お 會ま巧 おさ 曲) を 結 
成し、 大 我の 勇 ± クリス チヤン ゼン 時 軍を W 長と してが 十八を な 上の 靑 年に 巧 制 あるが まかなと スポ 
•-ツ 巧 巧を 巧® しつ-. ホる。 (「困 巧 スポ— ツの现 が」 と 屈する が說 をを 照され、 ば、 その おながされ 
てなる)。 また、 NSFK にん 巧 出がない 若い み 年は、 巧ぶ 少年 化き 曲に 入り、 まは ヒヴ トラ— 巧 id - 


岡の 飛行 部で、 換巧 飛行機 やグ ラィ ダ— で、 航空 知識； J 共に 祖围 をと 闻お 訓練の 綺 神が お 育され つ、 
今 曰 あるを 待機して ゐ たので ある。 

巧 か-フメ リカ 陸軍ち 官スチ A ソン 巧は アメリカ 陸軍 お 初のを 下伞部 像が 約 お 百 名の 志願 おによ つて 
化樹 されを を 一 化 四 0 年 十月 一二 日に 發 表しを。 同 部 像 司令部は ジョ— ジア 州フ ナ—卜 •ベ ーー ング に設 
けられる 由で ある、 巧し い 部 除は 第 置 〇 I 落下 伞 大隊と 命ぶ され、 訓練は 旣 にお 週な 前から 小 おの 主 
だつ た 試験な 自 によつ て 巧 はれて きを、 隊員と なる 志願兵は 陸軍 ホぶ： 蹄 除 除 目 やから 遵ぱ たる 模 をで 


な 上の 簡巧 なる 巧下伞 部隊を おの お史を 見ても わかる かく、 彼等は 早き は 五ケ 年の、 おそく も I 日 
の 長 ある 幾の 訓練を 経て おり、 お々 の 貴 集な 想 験を 替ん でゐ る。 我が 國 にがでは、 今巧閒 にがて、 を 
下伞部 おの 編 巧の た わに 靑 年を 訓練せ よ！ をの 設備を つくれ！ と 叫ばねば ならぬ とは、 なんとい 
ふ 情けない ことで あらう しかし、 これが 日本の 話が と あれば 止む を 得ない し、 まを、 今からで も かし 


て遲 くは ない の だ。 


軍 除の 巧 城 化を いち 早く 寿 化した のは、 今 ィギリス にた 命して フランス 假政 巧の ま 班と なつて、 化 
廣 にだ 逆の ちを 引きつ、 ある ド •ゴ— ル 将軍で あつた。 彼は. 一九二 〇 年 早く も 「か* 解のを* なる 


，奇 




ち 弓み 
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.がさを；- 




一巧を ザは し、 上下に お說 る こと 十 ニヶ 年、 しかし、 人民 巧絲 時代の フランスは ド •ゴー ル 将軍の 
このを 見を 認め， 得ず、 却つ て ドィッは この 巧 ザの あらゆる ホ述 を巧究 して、 これを ザ 巧に 採 巧した。 

フラ ン スがド • ゴ|ル巧ザ《巧巧を認識したのは、 フラ ンダ1ス戰がにド^^ッ樹が化お謂にがを的に . 
か 北した をで あつた。 巧 下み 部像谋 巧に かて 巧々 も か、 る 巧 おはしたくない ものである。 

ホ 巧の 血に 巧 ゆる 靑年諸 巧り： 化 巧のを めに 一身を 痒ぐ るを 諸 おが お窗の 名# とする をら ば、 巧 下 
■伞が おの 建設の ために、 進んで 協力せられ ょ：：： 《蜗巧 十五が 十月な) 



英本 ± 襲擊と ドイツ 落下傘 部 傑 


) 巧 下を 巧 « は イギリスへ 巧 < か 


が 巧 上 日のを する ことなき を 誇つ た イギリス 老大閣 も、 今日 この 巧は ドイツの 英本 ± 上陸 作戟 をが 
にして 巧々 巧々 のぞ 様で、 水鳥の 巧 音に おく 平家の 武人の ょぅに、 朝に 勘 獲 落下 伞除 におを、 夕に お 
音 巧が や 時計 仕掛の 巧 弾のを 威に おびえて ねる。 

英本 ± 巧# にあた つて、 ドイツの 所謂 寬 夕作戰 —— ヒット ラ— 巧 略が、 また どんな 新 機が を 生む 
か？ どんな 新兵 器が 飛*;^ 化る か？ 今、 世 ホは 巧 本 主の か紀の 敵が 上陸に 焦點を 集中し が奇の 眼を 
関いて、 今や おそし と 待ち 巧え てね るが、 オランダ、 ベル ギ— 攻略な 來 、一巧 今み 大戟の 花形と なれ 
る、 あのな 下 伞部険 はち 本 ± に その 溝々 しい 巧 身 部 おとしての 寒を 現は すだら うか？. 空に 巧ん クゲ 
ラの ななを 化のを ひが 見られる であらう か？ 


(三) を T 巧 皮る 願み とは" 




一 墓が 




SSSI 




日ン ドン— 二日 巧の 同 おを 巧は まる 二日 早く も ドィツの 大型 飛 巧な、 それ も おめ て 空に 登場し をち 黑 
なが 發断樹 か 大型 巧が イギリス 東南を を お 切って 編 族を 化んで 飛んで 巧つ をのを 目 おせる もの あり、 
とい ひ、 やれ 巧 下伞部 おが 降下し をと もい はれ、 ロンドン •の あ 怖と 戰棵は 益々 つのりつ t あるが 、 J 
ホ ドイツ 本阐 ではな 下 傘 部 除 員の 志願み が 「巧 本 ± 巧 巧に こそ 一番 乘り をしたい U 」 と、 われ も われ 
もとぶ 地を 藤に 殺到し つ、 あり、 とい はれ、 ますます イギリスは ロンドン 子の 神留を イラ ダ テて た 


巧 下伞部 除なる ものを ドィツ 軍に これを 巧 用せ しめたのは、 矢張り ヒット ラ— 級統 その 人で あると 
いはれ、 それは-九 ミ 四 年に 現を をみ 帥で あり、 义 元帥で も ある ゲ— リング 飛行 踰 除に、 極く 小戏横 
につ くられを ものである。 

な 下伞部 像は、 いふまで もな く か 中に 巧 下す る お身换 であり、 み死隊 であるので、 人並みず ぐれた 
綺神 力と 横 お 的 精神と 敏捷なる. 活かを 要 ホされ る。 

巧下伞 部隊は 志願兵 制度で、 その 採 巧には ホの 十ケ がが、 そのを 格に 必要ぶ ものと されて ゐ る。 

. 一、 十七 ネ から 二十 吉ネ までの 靑年 にして 身長 一 •六 0 米 乃至 一 •八 五 ホを る こと 
二、 ドィツ 國お たる こと 



一二、 ホ 巧に 服す る 名* を 有する こと 

四、 徵 おみ 查 にを 格し 巧る 巧 格を 有する こと . 

五、 ユダヤ人 义は ユダヤ 巧に あらざる こと 

六、 ぞ 皆の 身 巧 檢莖の 結果、 を 下み 降下に 適する と 認めら る、 こと 
セ、 巧下伞 降下 ザと しての、 心理的 適性を 有する こと 

八、 法律上の 前 巧を 转 たず 品 正 ホ 正なる こと 

九、 ホ おを わる こと •- 

-〇、 常に 巧を 社を 主お國 家の ために 拐 ひ、 何時たり とも 生命を 捧 ぐる ことを を 嘗し 得る こと 
この やぅな お まを を お 化 件が 巧 ホされ てね るの だが、 諸君！ おいては いけない。 このを 下命 部隊 
を 巧 おに 採用され わ ホは、 その上に 十 ニケ 年のを 務 兵役が 課せられて わるの ガ 。だから、 たと ヘイ ギ 
リス 本± 巧擊を 完了す ると も 十 ニケ 年の 義務 兵役に つくを ホ 悟して を 瞬すべき であるの ガ 。ドイッ 魂 
とい ふか ナチ ス巧 神と いふか、 化 困の ために 一み を 捧げる を敢 高の 道 穂な り、 とする この 立派な か 息 
•あつて こそ、 おめ て、 大巧の 花形たり ドイッ 軍が お 中の 巧が をる 巧 下 傘 除 員のを# を 巧ぶ ことが 出來 
るので ある。 
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( III ) 巧 下を 巧 » は 巧 巧に 巧！！ した か < 


巧 下伞部 巧が イギリス 本 主に 巧 下した 場を どんを 巧 巧を なじる かを なる わめに、 ホ ラング、 ベル ギ 
—で このを がいかに 勇敢に 因つ たかを 調べて 見よぅ。 

ホブン ダへ このまからの 見知らぬ 訪ぞ I な 下伞部 おが 降下した のは、 五月 十日の 午前 二 巧、 ベル 
ギ —に陳 下した のは 同日の 午が 四 t •とい はれ、 いづれ もな 明けに 近い 巧で、 ペル ギ—の リ—ジ H 巧 ま 
の 一を ホの-ホ ま 巧な H ペン •エマ— ルの 巧を は、 ドイッの 巧 下伞お 員の な 十 名で、 巧 ホを な 下 セ 百 名 
より 一千る に 近い 多 かを 捕 巧に したし、。 ッ テル ダん 飛行場 附近に を 陸した 抵ホ 除は、- 組は 同 飛行場 
を 占 巧し、 また 他の 化は ヮ— ル、 舊 マ— ス 、巧 マ— スと 一二つ の 河に わ、 つて ゐる巧 おやが 巧を ザ備し 
た。 この 河に 巧つ て わるな 巧は おさ- キ〇 にる ぶ もので、 巧 下を 部 换スポ I ネック 中将 自ら これを お 
巧して わる。 この 人 ホが どんな もの わ 公を されて なをい のでが* なわでは ない が、 僅々 百 五十 名 程を 
でぁつ たらしい。 ベル ギイ 巧が を 巧に 降下した そのな は、 二 干 冗 百ち 巧 かで ホつ たとい はれて ゐ る。 
しかも、 この 寡兵の 巧み おは •做の 大 軍の 逆 巧に 逢 ひながら も 巧 巧に 巧め、 これを 擊 退して、 十日より 
.十二 日の II 百 間、 を 力 部 庚の 巧 車 おがく るまで 巧 巧に み々 そのが がを 巧ず したので ぁる。 


な下伞 ss 忆は； 为-さ 一奚 護を 佑 巧」 ており、 葛 畫路忆 、ホる ひは 林？ に危除 
を 胃して S 」 ミへ ねる。 それで、 ィギ "スは 巧い 道化 忆も巧 下命 部 お 輪義の 着陸 出 巧ない 様な 
仕 巧 f ぶ 林な どに も 巧 巧して 举備 おさ わさ 怠りない 樣子 である。 

(巧) 巧 T 巧が 度と 巧 術 

巧 下 伞部除 Q 、4 上 Q 活雑 5 ¥ は 巧ん ど 知を てを なが、 巧 下 伞部お K つい 了胥霎 なるおが 
-餘 りに も 忘 をれ、 又雾 されて わない。 それは 巧 下 伞讓が 養囊蓄 《たよつ れて 
ねる のでな く、 勿論 兵— は あるが 謀 寡— を 方 巧说と 通信簿 1 が、 をに 加つ て 巧 巧して ね 
る ことで、 す； ダ S をは i 第五列 部换 とい はれる S 寒よ つて ま S 菜 その他 写お宜 巧 
用の ポスタ ふ 張を、 そ Q まに 達が 寄 かれて 走り、 巧下伞 部除忆 準備され てゐ たとい ふ 力 この 
巧 お 列 部 像との 髮な 連絡で 後 ホ 巧接戰 巧を 巧つ ち、 通讓は ~ ^ 報道 中 除 (が電 技師 ヵメラ マ 
ン 等) — 霞點 をが」 了爱 S 忆 8 」 たゥ 、機上よ 0 輕慧 f がつ 了 降下 地— 雙 たり、 
ずは おを によりて 指 巧を 仰いだり 化涅 をからせ て 巧が したりして わる - 
* ランダでは、 オランダは 巧と 同一の な 度で 「わが 庚 (オランダ) に ドィツの 巧 下 ホ 部 巧が ホラン 
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Lr. 


ダ？ 同一の 服裝で 降下せ り、 なめて 薑 なる 蒋 巧を 季」 とい ふを に蹇 'なる 苦、 むの 僞 ちか 管な 
て么 巧みを やる とか、 C の 謀略 班通僖 巧の. 巧 理も想 酉の もので あつたら と。 

(五} 巧 K を 巧 まれ 美本 主！！ 巧 

ザ カ、 オダ ンダ 、ベル ギ fs ける 季伞 部隊 Q ドイツ 戰 術は、 イギリス 忆 とつて 旣に i 硏究ず 
みのもので C れらの 戰廚お ホ 巧巧戰 術に がへ て、 あらゆる 場合が 考 ホされ、 を下伞 部隊 捕捉 義勇 
除 力を 哩 して ゐ る？、 ナ？ \ ダ： ヘル ギふ場 含 やうに ホ」 て 問屋が おろす であらう か？ 
ガタ筆 まの 想像が 許されるな らち イギリス 董巧 巧のを 下伞部 庚ち ロツ テル ダム 飛行場を 巧 
巧し、 こ 8 ポお まなる 飛行場に 降下し をよう ち 急降下 巧擊拽 により 霸 S おを くぶ こ、 っ 
ざと かの 最も 軍備 Qi なと ころへ 降下 まは S する。」 を— 一分 除 約 十一 罢塔 ホー か晉鲁 
了 イ あ I 從來 S よう 忆 小人 かでは なく、 垄く奉 通り 謹 S ひを つるが かく 大部 S 、 を も々 
おされ 商 射？ ホ 遠げ をで な〜 今度は 震 震を もつ 養 笑 部 f 空からの、 ホ まり 有難く 

ミを をと して 送る のでは なから うか！」 を、 敵が 上陸が 齡の すぐ 背 巧ち あるひは 美本 至 地 
至る ところに 吞宙 I 時に 巧つ るが かき 壯觀 さを なて、 か 聖嗟寸 か ホの ジ 3 ン ブルの キモ f ホく 曲 
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巧を 巧 ホる ょぅな ことは あるまい か？ をの 人む 巧 放と パニックを 時を 移さず 利 巧して 奇巧作 戰をあ 
巧ず るので はなから ぅか？ - 

いづれ にせょ、 いつの 場合 も、 神 出 鬼を の 作 我を あや クり 、意表に おる ヒット ラー 戰 術は、 われ わ 
れ のな 巧を 到底 託さぬ ものが あるが、 なんにしてもが 前 上陸 I 巧 本 主 巧 巧作戰 とい ふ 今み 大戟 のを 
商 巧に 津 せんとす る 時、 ドィッ ぞ の 花形な をた るを 下 ホ部跃 のを 斑 こそ 見 ものである。 

. (昭和 十五 年 九月 記) 








、戰爭 は 新しき 

寫眞を 生わ 

世 巧のを 目と な 0 た 
第ニ ホ义 度の 巧— ダ ラブ 


I — こ^グラフは-^^リエ ンタシれつフ^^卜*々 

ィ ムス」 な S おがを になり 讨 巧す， 巧に 巧 
巧 5 斯 おを 塞ず i 


「アメリヵの グラフが 誌に 瑣 はれた 欺 洲戰爭 寫眞の 傾向 一 
を おかす る 意 ホで、 始 巧の I ラィフ 1 か々 目げ しいか 品を 
遇んで 見を。 開 邸-年の 争 日では あるが、'' ぎのと ころ、 巧 
々のを 目を 惹く 様な 现爭 寫属 の おはかし で 多くは ない。 そ 
れは 、現地に がける 寫な檢 閲の嚴 重な こと、 一 おわ ニユ— 
ス のを 寫眞 は、 第 送に よつ て、 ホ 面の 明 雌 さの か 巧を 巧は 
ず、 唯 報道の 迅速の みを 兢〇て 巧を されて しまみ わめに、 
グラフ 潍 誌よ しては それらを 巧找 する 機# がみい こと 等、 
色々 の おおに よるので あらう (一. ラィフ， I 等 も 巧に 蒂送譯 お- 
を 集錄 しては ゐ るが、 そのを がのを おさは をく 物 担り をい) 
これに 雜 俯して、 グラフ 舘 誌が、 窩眞 では 示し， 得ない 隋 
贵を大 架な なおに よつて 表現し、 薄 ホの が奇 、むを 滿 あさせ 
つ、 I ホ、 直傳 的な 辨 能を 巧して ゐ るのは 巧 目すべき 尊 巧 
だ L 勿論、 そのたれ に グラフ 雜 誌に めける 寫 巧の 地 かが 巧 

下す るな ど、 は考 へられな いが 〇 

そこで、 為ち としては、 戰斷 そのもの をぶ おから 記が し 
わ ものよりは、 側 柄から 帥 おに 孤 ホのを ふ揣 いたか おの 中 
にがつて ザ ホ 深い ものが お 巧され るのは 當ぷ であらう。 巧 
し、 そうした 作品の 中には、 か 戰の悲 をを ことさら 歲呈す 
る ことによ つて、 その 案に 巧が すべきを 俾 が 息阐を 含めて 
ゐ ると あ へられを もの も あるから、 私逮 去して は 常に 化 可 
的な^^で これに 接すべき であると 思ん。 














ドイツを まの 巧 巧で 巧ろ 巧され た アイリ カ 大巧 巧のを こ" 巧 外 所ち 
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(ち み 1) 



ま 共 V 、 女. まご ご f 雨 ホち 基と 




，ロ パイぶ 叫 、で撤 W 训巧八 I し 弓ん 弓 、は I か 二- 1 •ホ ヒ站法 占 
巧 リ-气 八 そ 、ム ー、！ 巧 〇 たしが 祈を 占 ドドに 前を i む | j - 是巧 
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1、 靑 年報 道寫眞 研究 會に捧 ぐる 文 

1「 日刊 報道 寫眞 巧閒」 創刊の ためにが 進せ ょ— 


】 は 


がを 


お 自身 お 巧 部の 一員と して 又 同時に 版费閱 巧の 重要なる 一を 部と して 某 巧 助 社に を與 し、 文字通り 
十年一日 のかく、 眞 正ジャ I ナリズ ‘ム と 戰時巧 制 下にが ける 新聞 お雜 立のを めに 某 紙の 巧 本 的 ホ 革を 
提唱し 巧 力を 盡 して 來 をのに も 巧’ ら ず、 資本家 特有の 面目 論 やが お 怪奇なる 內部的 巧 巧に とら はれ、 
或はぶ ひされ 岛 つは 經 をな 當 をの 無理が と不 がの 故に、 をに を 後まで 享け 入られ 巧な わつ たがの 「新 
財 論-が、 慈 おとい ふべき か 巧を といは ぅか、 ヵメラ •ジ ャ—ナ リズムの 前進の ために 飽 くを 知らぬ 
情熱と ち 巧な 巧 力と をが て 飼ひ規 けつつ ホる 「フォト •タィム こを 巧 巧と する 靑 年報 道寫巧 巧究 をの 
有能 新進なる 一 まの グル I プに 巧つ て、 巧め て 卒直に 享け 入られ、 大 いなる 共鳴と 支持と を 輿 へられ 
をる ことは、 私自身のを びは もとょり、 天下に 巧 正ジ ャ—ナ リズムを 死守 せんとす る 同を の 必ずしも 
笛み ならざる をな り、 すくを からず 巧を 巧く すると 共に、 巧ち のために 同を になへ ない ホ 巧で ぁる。 
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fil ‘ 卜 》 -V 


露 ill 




心を い i •一 




を！ 


(二} がは 巧 S のな 力 巧な 巧 8 にな 巧し 


そのの 巧を ま 目して ゐた 


•がは 自ら 新 財 おを のが 當為 たるべき 巧 壁を 抱いて 約 十 年を 某 新が おの 一貞と して、 絹 巧 •赃 をの 巧 
巧おにをおし、 をを：^て薪閒機倘のぞ睽をおおずると共に、 な米を阐のジャ—ナリズム I 特に 新聞 
义びビ クチ ユァ •マガジン. — の 巧が とが 巧に 閱 して 不 巧の 閒 、むを 拂 ひ、 その 研究を 怠らな かつた の 
であるが、 菌 巧に めて おがな を 半な も 注目して ゐ たのは j - 巧 道な 巧 一の 指導 理論の お 立と、 その 前進 
のた を讓 なる S 擧をお 開」、 且つ 雙 8 { W 忆閒 する S 走る 巧究 論文を 疑 表」、 わが 國 
- 報道 寫 巧- 領 巧の 巧 张と充 巧の ために おもま おに 岡 ひ、 從 つて 斯道に 坡も 貢がす ると ころ 夕 かりし 
「フ ナト •タイ ふ スー 並に 巧 年が 道寫 巧硏究 をのが そざる 活かで あつた。 


(己} r 巧逍 wgj に 任 力し かいのは おして 巧者なる か 


1, 日本 にがてょ き 報道 巧 が、 巧 ホ 巧 W が ホる かとを つたら 報道 寫 眞に閒 ホる おり おいとい ふょり モ 
方がない。 巧々 は 日丰の それらを がむ におらず. となして、 不自由な あ ひを し、 巧を 巧 牲を拂 つてまで 
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直 おな ホの 逆僖 社を 通じて、 化來 得る 眼り 日本 文化の よき 報道を してね たので あるが、 こんな 化 態は 
旣に巧 則で ホつ て、 みくない てよ い理 がない。 日本の 通信ず 業な どが、 _ もつと 寫 巧の々 辟を を活 にお 
かさない 4 上、 報道 爲巧 の沮 床には なり 得ない。」 と 光里 弘 氏は 昭巧十 云 年 十一月 おの 「寫 巧に よる 
齒美 直が は 現が でよ いか 一とい ふ 「フォト •タィ ムス」 誌上の 論說 にかて 早く もを 巧总を 巧ら してね 
られ るので あるが、 今より お 年 程 前 00 新聞な がかつ ておの 陆 係して ゐわ某 社に 貸 化され、 その 經酱 
巧のを らんと ずる 時、 おは 〇〇 新朗 をず が 報道 班の 大ホ 版と もち ふべき 軍審新 M とずる か 日刊 報道 寫 
ちが 聞と する か、 ともかく 特殊な 新曲と して 巧 化發 すべきを お 調し、 特に 報道な 巧の みに よる 新聞の 
巧 巧と 終を の 可能を 力說 したので あつたが 、同紙の 主宰者は この 私の 提案を 不幸に して 理解 サず巧 ず 
ホ あと 聞き流して しまつた。 また 昨年で あつたか 諸君 等が 靑 年報 道寫巧 巧究 をの 結成を 本紙 上に 巧 表 
された 時、 がは いち 早く 同を スタフの 巧 用を な 巧に あつて 建策し、 諸 寿の 巧 巧すべき ス ぺ—ス 提供の 
ために お菜を ねり、 二、 S レィアウトの プランまで 設計した めで あつを が、 これ またを 現す る 巧び に 
至らな かつを。 これおの 微力 不德 のいた すと ころの みで あらぅ か？ 

しかし、 この ことは 光里 巧の 「日本の 知 雜陪较 が 見たり 巧いたり を 能と せずに、 何が もつ とこの ホ 
面のを 蒙を おにな 力して くれない のか」 とい ふ 難詰の 必ずしも をらず、 み 力して くれない のはな 鼓盼 


心 ご. 




一. ド. 
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がに あらず して、 巧ろ ジ てナリ ごを 理解し ミ 嘶 聞經霎 ミり 珥 迷を るを 本家 階 被なる こ' とを 
指摘した いので ある。 

(四) 巧 若に I 半の 資 任な まやを？ 

だが、 ま 本 菜は 利潤を 追究す る ことには 明敏で あり、 大赂 なる もの も あ;^。 報道 寫眞 新聞の お替の 
可能を 說 得し 得な かつた のは もとょり § 力累 ，ざり した 《であらぅ が、 この ことは 同時 忆 諸君 等 も 
まを 一半の 黃 巧を 負は ねばならない。 

奪なら、 諸羣旨まジ T 之讀讓羣忆榮」も聲碧らざるミを常に慨 

巧し 痛 巧」 了 ゐられ るが、 s かさが 《養 $5 を SS 持」 塞」 了 さへ を S 畫あ 

るの だかち 餐に讀 的に 自ら 1, 円 巧 報道 寫眞新 軸」 の化 横と 設立の ための 提唱を されない ので あ 
る 力！ 

がは フォト. タィ ムスの おも あがなる 愛 讚を の 一人で あるが、 がの 不注意の ため か 日刊 報道 寫巧新 
聞設な S 唱 を遺變 がら 本誌 上に I をも 見ない ので あろ かつて アサ ヒ •グラ 7 が 日 巧を なて 化 巧 
して そがし をのに おび 同じ 紛を 巧まん とする を 境 巧せられ るので あるか。 アサ ヒ •グラフ わ ホ ぉょ 日 
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巧を をな でな く 「報臺 2 巧 神の 巧 巧と 巧 術と が 放の 不襄備 のた めで あつたの だ。 

靑 年報— 賓審 Q 壁 掌 や渐 くよ」。 it 、 情熱 ぉり、 襄 友り、」 かも 抱くな 、 If 

理論的 究明を-日 も 怠らぅ とは しないの ガ 。なは を 早 報道 寫ち 家の人が にさした る不 お、 不滿を 認め 
望い のみならず、 か、 る 報篡閲 Q 確立に よつ て Q み 更亿曼 S 忆 且つ 篷 S ホされ 巧る ことを 信 
じて ゐ る。 

それでは 寞に不 おする とい ふの‘ か？ 新閒 はいつ の踢言 人物が 主で あつて をを は從 であを 人 
的 巧 巧よ ろしき を 得れば、 新聞み 巧の ま 金を 得る は 巧ろ さした る 猪までは かしてない 。諸君が もしも 

日 巧 S 賽壽 gj 養 Q た 《 SS 奚」 、舅」、 舅す 3 なを 寞篡 ちわ £れ の^ 

.巧の 上 S 巧され き 走 6ぇ 否、 旣忙私 $許忆 そ Q 案 Qsf へ需 されて ゐる AJ とを 巧め 
巧 ホ 知 おつて 置いて よいと おは 思つ て ゐる〇 - 

(五) 巧 道な！* の 巧を一 sg 巧 曲巧刊 こそ ホ 巧な リ 

巧 おも 巧逍寫 巧の 驳早や 巧なる 巧 像に ホらず、 巧を にあらざる ことを なり、 そのを 巧に 化つ て-報 

道な さ S 命 QS される ミち 巧ち 馨幫 ずは 雲讀 I ジャ ，ナ リズ A 證 £おとぁ 
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巧と を 係との 完 をを 有機的な お 合な くして 「巧 お 巧 巧」 の 存立し 巧を い 寒 巧に 對 して、 巧に j 巧の 理 
論が が 巧と 結論と を 得て たるでは ないか。 

預迷不 あなる を 本を の おを する 新聞、 あるひは 賊巧結 制 下にが ける ジャ —ナ リズムの 班な 階と その 
を おの 認識に がて 巧 かせる もの、 特に ヵメラ •ジ ャーナ リズムに がて われわれと 遙 にお 推 あり、 且つ 
巧 誤せ ると ころの 笑止 千 巧なる 編 巧が 部に おして、 諸ち 等は なほい つまで もとを のかく 「報道 寫巧」 
への スぺ— スの割 巧を 待ち 巧け また 巧戶 開かを 叫んで ゐる つもりで あらう か？ 

かくと もがには その 忍耐は なく、 隱あ もまを 旣に 眼を を 越ぇて ゐ るので ある。 

か〜 る 叫びは、 が 自身のを しい おおより 發 せられた ものとは いぇ、 こうした 感情論は 、今の 場合 一先 
づ 巧へ 引きる めて おこう。 しかし、 日本の ジ ャ—ナ リズムが 自ら 玲極 的に しかも 速 かに 寫 巧の々 野を 
S をに 提供す るか、 報道 寫巧案 自身が みづ からの 發 をが 關を 確立し 己が 巧 かの 分 巧を 獲稱 しない 限り、 
「巧 お寫巧 一は 自らの 本 巧の 故に 一 一 發 表される ことに 依つ て 大衆を 把 掩し化 横す る ことなく ば 「報 
お寫 巧」 のち おと 巧 命は 速 巧され ぬ — - をの 眼 ホに 徒らに お 巧みし 遠らず してを に 困難なる 行き 詰 
に 巧 遇する に 至る は 乂を賦 るよりも 明らかな ことで、 この 患 巧より して 一報 道寫巧 新聞」 の-日 も 早 
きが 巧 — がち 報道 寫巧 のな 巧 こそ ヵメラ •ジ ャーナ リズムの 發 おに 閒 むと ザ 任を 有する われ わたの 


i 


— 243 — • 


.刻下に かけるな も虽大 なる 巧務 であると 信ずる u 


(六) 巧 isr 困 ま 巧 JiLj と 力/ラ •ジ ヤーナ リス- 
の 巧 餐 について 


わがな 巧す る 報道 寫 なの 理論 おみを ホ郞 巧は 「アマチュア 寫巧の 新しい 段階」 (昭和 十の お 屯 パ毋み 
な) なる 巧 論に がて 「寫 ちの 速 命を 化を する ものは 旣に ヵメラな がに あるの ゼ 。そして 無 反 巧な 追 

ほ •按造 や 達な 巷 美囊に 代る、 强を 観察眼 •創 息を 「巧 舅」 备 に現赏 をが f する 曇 

ち 巧に がて ちその 现 をを 眞に力 强く觀 象に 傳 達しょぅと すれば、 これ こそ 眞 'に 大巧な が 件な の だ) 

なしには、 その 運命を をき 星の 下に 置く こ. とは 曲來 ないで あらぅ。 云々」 とち ひ 仁 木で 一郎 モ 

も ホ 「報道 寫 巧に がける アマチュアの 限 巧」 (昭 巧 十一 一一 年 十月 度 本 法】 なる 論說 にがて 「第一に 報道 窩 
眞は 一巧の 巧 命を 轉 つて ゐ るので、 常に おを への お懲 力を お あして 寫 される、 そこに 報道 寫眞の 社を 
的な 巧が あり、 アマチュア がか 何に 技 ホが 度 ホであって も、 單に寫 おお 術 だけでは 仕方がな いので 正 

當 なるな み 認識に ぶいた 直 傅 お ホの 覆を 董 辜ろ 萃 I に 報道 寫 蒼偶發 的な 事 巧は 少なく みく 
の 端 合、 なめ 方 かを をめ、 比較的 時閒 にな 裕を 持つ て 事柄を 分 巧した ち？ とを ム 極く^ •まな 態を 


- AaJ , 卜 を.；. ド--- 一 ご-己--,^. し. 








と 手^を わけね ぱ ならぬ。 おに アマチュアが 報道 寫巧に 巧 巧す る 巧は 全く 餐 をに 等しい と」 巧モ とも 
いみ じく も アマチュアの 跟巧點 を 究明し、 報道 寫 ちの 社を おを 强 調され 從つ てまた 「カメラな 前の も 
の」 巧ち カメラ •マン 自身の I 般的か 養と 銳 利なる 社み 的 化 判 力を 巧 こそ 前 描と すべきを ホ かが 牛と 
されて ゐ るが、 勿論 この 言 まことに よし。 

化し、 化は 餘り にも お 巧され つ、 ある 處の 國策寫 巧なる ものには 勿論、 いふと ころの I ’ 固 策の がに 
沿 ふ】 と 自稱し 直つ 無批判 S にこれ をを 誌す ると ころの ものが、 巧して 閣 策に 巧に な 力す る ものを る 
やを やを 大いに 吟 ホして みる 必藥 ありと 信ずる。 從 つて 「カメラな 前」 の敎 愛と 社を 的訟識 について 
勿說 一概には を ひ 得ぬ としても、 フォト •タィ ムスの 巧 論 家 化に 靑 年報 道寫巧 巧 究會諸 おとおの 閒に 
み 少の遵 庭な きにし も あらざる をる め 得ない と 思 ふ。 

この間 煙は 時局 認 離の 化巧點 とも 云 ふべき 極めて 黒大 なる 議題で あつて、 茲 にがを なる 解答を なす 
べきに あらざる が 故に、 巧械 乍ら 他日の なをに 譲る と共に 近刊の 拙 お 「巧 時 お 制 下の 巧閒 はか 何に あ 
るべき か 一につ いて 巧を が 巧 ひたいので あるが、 巧す るに 諸君の 活かの 地より 遙 におれ たる 草 巧い サ 
田舍 より® 族し 推 おし 巧る 诲の ものは、 靑 年報 巧 寫 なが 究 含の グル— プに 鋒々 たる 報道 寫 ぶの 理論家 
こそ 夕古 ホ々 にを るに 巧らず、 杜 みお 巧の 理論と 黃践に 巧が したる 意 ホに がるよ きお 導 ホの 必ずしも 


s ぶなら ざる ことを 物語る 一證 左では あるまい かと 推斷し 巧る ものである。 

お々 おおを 怯なる 音が では あるが、 お 正なる 自己批判を 梭 巧せられ ざる 巧 おなる 諸を は 私 0 この ぉ 
はなる あ吿を 恐らく こころよく 甘 巧して 頂ける ものと 信ずる。 

(セ) 靑年 巧道奋 A まよ 巧 < まで 前 おせよ 

化が お 巧 フォト •タィ ムス 誌を 通じて 親しく 面 巧し つ、 あるが かしき 報道 寫 巧巧究 まの ホ々 よ！ 
私が 諸活と 一霎を 交は す Q は 恐らく 本稿 忆が了 碧で をる 人が 多い と 思 はれる 夕 私は 旣に 早くより 
巧を を 管 Is 寫寫究 」 SQ 下忆 集を SS なる 諸を Q 寬 悟と 不按 不屈の 舅を 知つ てゐ 

る。 私が おを する 諸 若と 共に 巧 おゆる 日の さして 遠き 將來 ならざる ことを 巧言し 得る と共に、 

ぱサ ながら も 諸 巧の 陣蒼 にを 加し、 かつまた その 巧 おを 拜 して お阔 する 巧 悟 も 抱いて ねる。 どぅ ピ、 
いつしか 田舍 をと なれる、 しかも 新進を る 報道 寫 なを 諸を のが 尾に 附 さんと して、 を ほおえざる 巧 望 
と理 巧を 抱き、 が 進 せんとす る 小生を 惜しみな く お捶じ お簿し 協力 されん ととを 切望して やまない。 

がの 提案す る I .日刊 囊 壽 聞」 Q 創 巧は 化し 了が 物語り 某く、 房？ 準備され つ、 あを 
この 新なる 就 胃つ いて 7 ォト •夕 V - AK 誌 志大い 5 論询？ ホ讓巧 Q 巧 究をお 開 されん こと 


だ， ぶ 封を； を. を I 較， に 




s 


逢瞧夢 晴 華！！^ 


尸ち 


.かが 


を 巧 望して 止まない、 われわれ 巧 道な 巧 亥の 巧 一 步の巧 おと 懸案は 玫資に 近づを つ、 あるの だ。 自ら 
のために、 はた ホ ホ カメラ •ジ ヤ—ナ リズムの 前進の ために r 巧 巧な 巧」 路 利の 巧を 抱く まで 巧し お 


わようでは 定 いか。 


(《 和 十 巧 年 十】 月が】 



る 叫 心 もる 十が: にぶ i ; な 保 〇ナ おがを 逸が ゴ: か; が | i : たは 
ろ、 む fl す C よせた •がを けなる すがが J : 巧 〇 よせけ とを 化闽 
〇 寺 し 功る 十巧浪 t をけ 时" 〇 よ サ制 門 を 


ぶを しかん 化 C よ 1 •た W ナ リメ ア小 
〇 む 巧す 巧 も W ターに 孤ん か 〇サ 


C よ サ 'も 怖を ンパ ん 化 一 じ迎一 
t よ サカ W . f に 化’ I 巧て し < A . 
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一二、. 國策巧 曲線- 

—— 々ィラで •<••*《&«*«!! 1 

巧 局を 巧る-が 道な 巧」 巧 巧 双 曲な とは 何 か？ 「をと みお」 や 「王と おな」 の 軍ず 小說を 4 

ご巧讀 巧み Q 稱兒 となつ た 乂雲モ 軍曹が、 寬な适 の 第 I 即 みとして 語る と ミに 巧れば 「それ 
は內 地が か 巧に ものん びりして ゐ ると いふ ことで あぶ、 それは-面 抱 立し いこと でも あつたが、 また 
なしい ことで も あつ ホ」 といつ てなる が、 この 「のん ぴ り」 として ゐる ことを 大困 巧の 掉 々たる お裕 
として 果して ょろこんで ばかり ゐられ るで あらぅ か！ たしかに、 锐巧困 巧の 生を 態度は、 なおみな 
らず とも、 こころある ものを 巧 立たし める ものがない。 

アメリヵの* の 半み は ル— ズ ベルト (大 が領) に 依つ てま 配され、 巧の 半分は ヵポネ (ギャングの 
_ お々) に 巧つ てま 巧 さる。 と、 ち ふ 皮 巧を を かが あるが.、 今の 日本の まの 半み は あを なる 菌巧 がま お 
^ し、 巧の 半々 は 鉛 倒せる 時局 認游 をぞ ずる 不巧 なる 困 おに ま おされて ゐ る、 と 巧す る も 巧して 巧言を 
一 ら ざる ものが ホる。 


r- 苗 


r 国 巧 s にな ム もの‘ I と 「がは ざる もの」 との 菌菱 曲がち ま々 が 日常 J かも 襄苗 がに 目 
巧し 稱る ところで ある。 この 巧 立たし き 現み のょ つて 來る ところの ものは 何 か？ その 巧 因は 勿論 ホ 
々あり、 巧單 には 斷 をし 得ない が、 その おもま 要なる お 因の-つは、 がを 困が 生 巧に おする 巧 正梭巧 
なる化おの飲かで1^り、 ジャ—ナリズムが己を本來の使がとするか 、る社を化判を巧おがになさず、 
これを 等閑に 咐 して ゐる ためで あり、 ちに また 誤れる 斬 聞か 策 — 青 論み 蹄に おする お芳 がの お ホの 
巧ら せる 青 論 ホの 萎縮で ホる。 そして、 それ かに、 口に 自肅自 巧を 云 ひ、 お 巧 精神な か 員を 叫べ ども' 
結局に かて、 閣 巧の ホ* 分子と いふべき 知識 階が の围 策への 巧の な 力ま 持な くして、 がち、 か 哉 お 巧 
巧 員のを めの 宜傳と ある 程を の 建設的 批判の 自由を 與 へる ことなくして、 これを 巧 巧 的に なしを 
ない とち ふ おれむべき 諾 まを 琪货に 見せつ けられた に過ぎない。 

わが 國の 知銳 階な は、 围 策に おする 協 カネと しての 教 情を ぅちに 拖 きながら、 縣乎 たる 目を のみ ま 
的なる 指示と 紐 巧が おえられぬ がかに、 本意なら ず も-種の サ ボタ— ジを巧 じつ、 あるの だ。 

吾々 は ヵメラ •ジ ャ—ナ リスト、 ずは 報道 寫 庭を として、 义 巧の 菌 策への な 力を として、 今 こそ 立 
ち 上らねば ならめ。 吾々 は 「報道 寫 巧」 がょく 時局を その I 枚を もつ て 語る のみならず、 あるひは 批 
おし、 抗 謀し、 ま おさへ もし 得る ぶ 力を 信 ホる がかに、 戰 時下に をけ る連大 なる 化 命を 自 ホして、 こ 
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こに 巧み 巧 正なる ヵメラ •アィを なて、 あへ て函巧 時局 のれ 判と お自 巧なる 閣 巧への お議 にまで ホり 
出さん とする。 がち、 現 巧 局を 語り、 批判す る 「報道 寫巧 一を つくり、 これを 現代に おらん とする も 
ので ホる。 

吾々 の 患 齒ょ決 おを 誘と せられ、 お. 切なる 設 をの 化 判を 仰ぐ を 得 ば、 幸 ひこれ に 過ぐ る ものは ない。 

ま fl 1 その _ 

今ち B 本の ■のキ みはを A な S 國兵 にょ 0 で ホ H まわ •巧の 半々 は 不良れ る函 ちに 巧 〇で变 Hss 

を 的な 巧— 叫 US 的と おに 慟< 巧々 ホ 化 S 火 巧な か、 巧 かする 投氏 2 巧 S 上に •待を で お興し 巧は 轴 がが のか 
巧を して わる おを モン*— ジユ する 〇 巧は 豐 知-用 面 —.1 化 ホに 抽 化が 2 巧 康わ遊 典 3 巧 街 化 S ホに 手 巧 巧を や 
つて わる そばで KW 巧を かの子が つ < つで & るな 面を 巧 かみ そ 5 が 比に 化つて 强 巧す 0 

化 判 巧 化。 请 なの 採 ホの 上 にれ をは 構 巧され てね ると、 マルキシズムの 公式の 上に 立 つても のを 

をム 共産主義は、 いつの 閒 にか 時局の 大波に ホされ てし まつた。 が、 今 n の 日本は 固 策に がふ もの、 
採 ホの 上に、 岡 策に がは ざ. なおが 生 巧し、 を 度なる 巧が のか 巧 的 ま援と 巧が の 巧みに 化つ えが ぞ とを 
華と をむ さげつ てた る C 陆 取引 やが 制 違 だは ホぶ のず 除を ザを ょりが 閒敍を もつ て 化# する に 等しく 



か、 る 徒餐は 巧を のちが をと 同が にが 巧に 虔ず べきで ある。 


ま 垣 その 三 

《♦を 0 SSUO & 芝て & さ sss をる！.？ 

巧 的 透 一 •襄巧 門 S 度 おか 彼ぶ をな S て わる 义 至を ク B - ズ • 7 ッご •そ 5, ss ホ’ も しく 
は 巧 上に 巧 巧の 巧 な 巧 i 巧々 S が* する 巧 化 ホ おとを 巧な わべ し 0 

化 判 I 化を のを？. いはる 淸 水き 11 巧の 近作を 話 「俯， 時？ も幫 ち聲 下にい かに 生く ベ ま 
を 語る 中 困 少年％ 「我が 差を 卒業」 た 年、 まゼこ Q 羣が 巧い 了ゐ たら、 ホ 願」 5 替璧 つも 
りで 王と 立 汲に 答えて ゐ るが、 わが 星の 堪菱 より 多ふ晚 場よりも 巧ろ 披脹を 業の 窩 いお 巧 

にむ を 奪 はれて ねない とするならば、 國条 のために でれ ほどを ぷべ きこよ はない。 卒業す る 大巧 生り 
眼は、 ホして いづこに つながる や？ 董を 侮辱す る是 とが 岛サ ず、 をすべき 化 園の ために おぶ に 
が静 にな 巧して みようでは ないか。 


ま a 


その 互 
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旗の g の— は ■な 《 巧！！！ ま 《 だ！ な 等は 巧が ホ8! にな <! 

な 巧 冷ぶ -― •なお S 前に 胞 巧？ ホ どす きを かけ 》 なおむ るを 巧を 巧ぐ るみ 王と 》 义巧大 おに ゆ 25 を をげ てなが 
ナる巧 化なる わがが を 二ぶ おを 甘ょ 0 - 

批判— な 面目なる 知識 階が の お 遺み の 語る ところに 巧れば 「が 調 巧の 波の 感が といは ゆる 驛頭 その 
他の お送りは 有難 迷惑で この 巧の 渡の 膳 液な くして は、 東亞 巧み ホの 建設の ための 光な あるを 锁 にお 
激を1$て勘き得ないといふがかき、 ！ 梗のお傷主義殺那ま義は、 悠乂なる大睦經をの巧當を引受くべ 
き 東亞の 盟 まとして 教 早や淸 がされな けれ ぱ ならぬ。 吾々 はが 後の 生產 力を 一寸で も 割 せない ために 
又を 戰に從 ひ 得る 光榮 ある 義 巧に 自 ホし、 が 然として 一切の 見送 やお 別を 拜 おして 出 發 すべきで あ 
る」 と。 このが 遺 おのが どい 一 曾 こそ、 時局の 重大 おと 大 嗟に がける 巧 命を が 調す る 千を の 巧 ある お 
世の 批判で あり 反省で ある。 ’ 

ま H I その 巧 

巧 巧の ホけ とはみ 白が 各 ♦♦の！！ ♦と 本夕 とを 夺 U 美す ことで みる 

を 巧 供 巧 —— エ巧巧働ホ、 巧化の巧«+の化輪をがる度、 夕#所で篇<ホザ^^貝、 »山で1|<お巧々働者、 鐵 
巧？ 巧 切 ホ 穿 S モン タ—ジ 4 をせ ょ 〇 
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一. 為. 


••在 • 

5 ■ b . 


• ぅ -J’ 




化 判— ジッを 持つ て 防 さ 巧 巧に 走り おる こと やを 附 金を 巧め る ことば かりが が 巧の ホゥでは た 
い。 一番 肝、 むな ことは、 含が その 撤 場と 本み とを が驾 的に T 通ず ことで あぇ 义爲化 ホは 巧 巧の 

すべてに その 職場に 巧 じせし むる をめ にを 全の 策を 痛すべき である。 

■ 

ま H — ^ その 置 

をぶ！ in か • 勇《 まか，# ミミ 5 びまい 

を援巧 — 唐 W 人會ぶ S 原# f 某 S お S き S * S 基 £ 腔に がけ 至 较 として 5 化 ホ’ 

巧 巧 •惡 、子 寶 タザ 課を 巧 公！ 2 モング •ジ ユサち 

化 判 1 壽美 S 引 さ 出」 曲寶 訓璧轰 S を 5 る f も 勿論 塞な C 妾は あろ、 
達を をた るを こぶ 農み 議ち图 巧 婦人み のせを なる 震のを を もとらざる ところち ド 
ィッ 掠 人は かつての 大戰に 巧して、 お理.のお 物を 蒙 利 巧して 髮 巧の 尿を おつ をと いふ。 廣巧 婦人 
みはま おが 適 やさ 所 や 子供 S 育を 通じ 了—.— 仕」 得る 薑 S を讓 すべさで ホる。 案 庭を 
通じて 陆 案へ 奉仕す る 2 Q 策を 最 て」 とは 蓬 的の？ はぉる が、 却つ 了 巧 乘拔な 转乂驳 とも 
いひ 得ろ 巧 かなら、 策れ でも 自分 0案§ 《を 華 ことが ~番 を 量 長 f する もので ホろ 聞 
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防 お 人み が 踏 時下の 婦人運動なら、 やはり お 導 理論と なかが 巧を 確立ず べきが 本當の 巧き 方で、 ここ 
にもな 散 階な のな 力が 必 巧で ホり、 在が 軍人に のみ その 指 薄を をね 斑くべき ではない。 


ま H — その ホ 
& 巧め 誤 楽 やお 巧は いれに すべを わ？ 

な «»戍 —— か «€ や M 巧 山 前に 倘 巧を 待つ 長々 しい 人 巧と 水 ホ， 相 巧 •巧が •いィ キング 摩 S かき スボ —ッ 
と モン ター ザユ せよ 〇 

お 判 I 巧 一.ホ 大 城のを びくに つれ、 ーアヵ タン‘ になり 刹那のを 楽に 走る 閉巧の 娛樂や 慰を をい かな 
る 程 まに 巧綺 るべき かは 黒大 なる 國巧 政策の 一つで あつを。 ず 巧な 娛楽 やおを に ホらん とする 國 巧を 
適當 なる 快楽の ホ 向に お 等し 化攒 する ためには 水み や相按 、柬巧 や ハイキング のかき 健全に して 廉巧 
なる スポー ッの巧 巧を W てすべき であつ て、 市町村の かき 公共 闻搪 がま 催を となって 盛んに スポ I ッ 
の 闻巧的 巧 巧を 巧 ふべき であらう。 巧は まが 時局 下に この 街の 間 題に お閒 むなる は 恐る ベ そで ある。 


ま fl I その セ 

寞ょ ー ホの AQ 上 じ も S ずれ一 

巧 巧 お 巧 巧 巧が 化のを 朽を みな 巧 巧クて わる i じろ 〇 巧 力る る もめが 巧し い 0 


- K ‘瞧 陵. 


IF 


.占 
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、- J - :, け 補 4 司奇一 -3: ぅ- ぶ-. 夕 P - I ■ミ-で-二 = IJ 童ち 苗 眉で 

化 判 1 まがを、 特にを 巧を 大切に すべきは 戰 時に がける 围 巧の 道な であり、 義務で も ある。 を 若 
男女を 巧は ず、 を齊 巧に を 物の が 巧を 巧び かけ、 訴 ふべき である。 を ー ホ 大戰の おる 巧、 ドィッ 國巧 
へ パンの 配給は S 分の 一とな つてし ま 一つた。 がち、 日本なら S 合の 米の 配が が 一 合と なること で、 こ 
の 寒 巧を あ ひを すがょ い。 

ま H — その 八 

R ± 達の 稍 力 《顯を 5 K 巧 葉 子*!! 巧を 逆れ I Hit とキ 祗を をれ I 

お 丙か戍 I — まさに 巧 巧 せん i する ホ お S な 力 的むな 巧と « ザ S お》 巧は 巧这 S 中で ホ 巧を 巧 わおんを 巧な わ 

ご。 

化 判 献 肉は 節約して 魚肉を を ひ、 獸肉や 脂 巧は 輸 巧に 當 るか、 賊 おに 働く お ± 達に 送つて、 を 

くまし きが 力の 游 みたらし めょ。 そして 請 物 や 手が や 慰 間 袋も戰 場に あつては 赏 をなる をを 素の I つ 
である ことを をれ るな。 (略 和 十五が 一月 配)— 

W 記 こ 2 な 巧 巧 戌は お 迫 ヵメ' ラ •マンに がする •プロ デ ユ、 ス としてが みに なした る もので、 な 巧を 巧が 

して 請 まれて こそ •が A て 巧 かと 宵‘ 義 ある も S で •ネ 巧の 机 肢に閒 になは むかつた S はな ど 巧ぶ で， そ 5 た A 
アメリヵ 5 ホ 時な ザ ポスタ— をを そに 巧して わいた 〇 巧巧忠 をと ふ 0 
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四、 「報道 寫梟 新聞」 論緖言 

• — 寫お新 M の 經替は 巧 立ち 得る か I . 

三} 本 巧 巧 巧の 理由 

「報道 寫 お」 がみ づ からの 巧 表 機 關を路 立し、 己が 洁動 のみ 野を 獲得し ない 限り 1, 報道 寫眞」 は自 
らの 本質の かに、 一巧の 眼 巧に 巧ら にお 蜡 みしを に 困難なる 巧 詰に 逆 遇する に 至る。 故に 「報道 寫 
眞」 みづ からの 巧 長と 前進のを めに 义巧 化な 對敵 あるひは 對 巧を 傅な 策摊 立のを めに か 何なる 掩牲を 
拂 つても、 われわれは 日 巧-報 逆寫巧 新聞」 を 持たねば ならぬ。 をして 今日に かては-報道 寫巧新 
巧」 のが 在と 經 曾は 必ずしも 不可能に あらず、 とは、 前を 所載の 拙 論 「靑 年報 道寫 な硏究 をに 捧 ぐる 
一文」 ぶび I ' 報迸寫 おのず 事が 巧剌」 の 二つに めて、 提唱した る 日刊 「報道 寫眞新 創 巧の 理由で 
ホり、 まわでの 論旨の 要約 的な 結論で も あるが、 日刊 j 報道 寫巧 新閒」 がた とへ 化攒 がな が 禅と して 
をり をち 得る としても、 をの 經 をが、 はたして 可 おなる や、 あるひは 日刊 「アサ ヒ .グラフ」 一' 時 辜寫巧 
巧时」 の 典 亡 巧なら ずを 巧せ るを 様を 見て、 わが 固に がて 日 巧の 一. 寫巧 新聞」 の创 巧は いまだ 時 巧 ま 
ら ず、 尙 早の おなき や 等の 巧 問を 抱かれる もの かして 巧き としない。 を 年の 十二月 巧 H 不巧 小生を 中 
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ととして 開かれた る 靑年巧 道な 巧硏究 をの 巧談 をに がても、 同を スタッフの 中から も辑 々このな 間と 
巧 おは 級り おされて 發 せられを。 か 論 その 巧 もがは 「寫巧 新閒」 の 日刊に ょるが 域と 經替の 可能を 力 
說 したので あるが、 がの 提唱せ る 日 巧 「報 おな 眞新 閒」 の创 巧は 必ずしも 單 にわれ われ 報道 寫眞 家の 
みの 巧 題に あらず、 ジ ヤ—ナ リズム ー般に 閒 する 問題で あり、 しかも 報道 窝 巧硏究 み々 目の みなら ホ 
わが 廣ジ T ナ yK 卜 S 忆 も、 はなはだを 名な、 しを 多くの 人が 日 巧 I .報道 寫眞 新聞」 の 編 巧と 
姪 巧の 可能を f ざる 池」 むべき 現 化忆受 、ここ 旨刊 「報道 寫 お' 新閒」 8 替 はは おして 巧り ホ- 
ち 得る や？ の 問題に ついての 硏究 を、 論述すべき 必要を 帝ぶ する み 巧で ある。 


( I こ r 袁 K 巧 SJ の 著を なる 否巧篇 

是 新聞 巧の 霎ご て、 ま寞正 十二 年 早く も 日 巧 I アサ ヒ •グラ こを 削 巧し、 その 編 巧と 經 

をに 最商 持が としてを がした る わが 巧人活 巧は、 「アサ ヒ •グラフ」 疑 巧の 失 かに こりて か、 ク リ—ン 
タプ〇 ィドと もい ふべき 巧な 新聞の おを の 可能を ぞ巧サ るを 名なる ジ ヤ—ナ リストの 一人で ある。 
杉が 巧は 「巧 聞 巧の 巧 か」 (昭か 一 一年 日本 巧 論な が) と 題す るぞ をに がて！-#- の斩 M 」 (ぉ ま 巧】 二. な) 


なる 一巧 目を 巧げ 「巧 助 巧の 始まりは まで あつたが 、最近の 巧閒 紙は ま たまにな つて 來 を」 と說 きを 
し 「しかし 巧 巧と を ばかりで 巧 聞を 作らう としたつて、 それは 出來る ものでは ない」 と、 早く もこた 
にを 定 して ねられる。 同氏の 窩巧 もしくはを による 巧 巧のを をの 理由は およを みの 通りで ある。 

「寫 あと 宝 ばかりの 新聞が 出來る もの-! やうに あ ふのは なての かの 證見 である。 現に をん な ものが 
世み 中 何な にも ありは しない。 强 ひて ホ むれば、 アメリカの 巧が のを 附錄 がそれ であるが、 これは 巧 
立した 新曲で ない。 一ー ン ドンの 「タィ ムス」 週閒が 一時 こんなを 附 錄を大 自慢で やつた ことがあ つた 
が、 これ すら 間もなく やめて、 記事の 中に 寫巧を 巧む こ' とに なめた。 

何故に 化來 をい かとい ふと、 をん な 新聞紙は 讀 をの 乎に ちくが つて ゐる 力がない からで ある。 巧妨 
巧と いふ ものは、 巧 巧 さつと 見て さつと 棄 てられて しま ふ ものであるが、 それを 巧るべく 訝 寿の 手に 
長く 持つて ねて 巧 ふやう にす るの が、 ずべ ての 新聞紙が がより ホに 巧む る 所で ある。 記事の ない 寫巧 
ばかりの 新 巧には、 この 巧哥 力が をがない。 折角 人に 見て 巧 ふつ もりで 作つ たもの なら、 化 來るガ け 
ゆつ くり 手に 持つ てゐて 巧は なければ 何にもなら ない。 

夕 巧に 何 おの 社で も 谦談を 巧ぐ るのは これが 巧め である。 その 日を の 日の ま お 記事 ガけ 人れ たので 
は、 どんを 人 も 一寸 目を通した きりで その ま、 棄 て、 しま ふ。！！ 談が ホる がに それだけ 讀 まの 手に が 



る 時 聞が 巧く & るので ある。 巧爭 中巧國 かなから 送つて 來 たちが 巧の 巧巧畫 巧は、 巧 巧 もよ く、 巧 g 
も 立 巧で ホつ わが、 あれを 受かつ たまは 大抵 一寸見た きりで ホ づけて しまつた。 「アヤ ヒ •グラフ」 が 
日 巧で あつた 當 巧、 ほとんどを 部を 寫ち にして 記 まを あるかな きかに 少くサ よとの 注文が】 部に あつ 
たが、 がは このな ホに めて 巧 力 反 おを 唱 へた。 

一巧の 讀物 t 省いて 寫巧 ばかりで 新聞を 作らうな ど、 は、 新聞 巧の 何たる かを おらざる おのを 淪に 
巧 ダを い 。 j (同备 四 一巧 巧よ リ 巧】 ぶな) 

わがが 拍 ホのを お 巧 人な 杉が 巧が、 千 ザ 巧 馬の 巧 場の おかと でもい ふべき、 义ジヤ I ナ リズムに か 
ける サ 里る ホ 年の 巧蓄を 傾けて 「- 切の 巧 化を 省いて 寫巧 ばかりで 新聞を 作らうな どとは、 新聞 巧の 
巧た るかを 知らざる 机上の空論に 述ぞ ない」 とおりに も 明白に » をした ると ころの 「を 巧の みに よる 
巧 曲」 たおは 作らう として ゐ るので ある。 しから ぱ 、がの 据唱 しつ、 ホる 日 巧 「報道 寫巧巧 巧」 は、 
はたして 新聞が の 何を るかを からざる 痴人の ホで あり、 空論に 過 ざめ であらう か？ 

(111} 著を なる 「ち K 巧 曲」 可能 論と 
ダブ 0 ィド 巧 田 巧 遲 たのな 巧 
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巧人活 わけ 巧が 日本 お 曲 巧の 元を たる ことは あまねく 人の 知る お である 夕同 巧は また 巧 日 新 枯れ 
にと つては 巧ろ 巧-のま 巧が な 存在と して 自他 共に 認められて ゐ る。 しかも、 巧 巧な ことには、 その 
同じ 巧 日 新聞な の 今た ときめく 東京 替萊 局長と して 現 おに ある 新田を- 郞巧 こを、 私が 此處に ホ あな 
る 「巧ぶ お扣」 可能 論えと して、 本誌 讀 者の 前に 招かせん とんて ゐる 人で ホる。 

尤も、 新田 巧の ク リ—ン •タブロイド 巧閒 とおの 提唱せ るが 謂 「報道 寫巧 巧閒」 との 閒 に、 勿論 幾 
巧 かの 震が を、 特忆 「S」 そ Q も S を rp 理？ S 寡 了 想 SQ 鬻 のみる で ホら、 っ こと 
は 止む る 得ざる C とでは 吏る が、 巧 田 巧 こそ、 . g が菌忆 おける 夕 ご イド お 聞 SI 無二の 熱を る 
巧 巧 おで ホゥ、 また クリ ー ン •タブロイド 巧 巧の がが とおを の 巧 能を な ホる ¥ 名なる ジ ヤ—ナ リスト 
と 一人で も わる。 

新 巧 巧は 近刊の ホを 「お 曲の 巧 在ぶ びが 來 」 (W 和 十 巧が 十月 第一を 巧な) 中に 「米留 タブ P イド 新聞 

み 巧」 を 美 味堇 晉を 巧へ て 達 誤を； を膽サ 6 れ わ？ 走る が、 たたは 夏 Q この 所 

ホょり み’ くの か 訝 ぶと 同 巧に、 吾 の 今 新に 持たん とする 「報道 窩巧 新が」 が、 從 がの が訪 タブ 
々イドが 聞 主 そ S がに かて、 まわ 內を に？、 全が 音を I 新」 なければ &ら ぬと いふ S を 抱か 
せる 巧なる ものの ある ことを なにが 晉 して 度を たいので わる。 - 、 



— J ',-: ‘ぞ寺 害‘.：！； 普た 沪 - i - v 」 ミ > 萬 巧：^ 5 - 

勿 洽同巧 も 「凡そ 一 笛の 巧し きな ネ辜 巧が 巧 生す る おには 必ず 反のを 力の お 力を 巧け なければ をら 
をい ので、 必 巧な 上の 誇張を 伴つて 出現す るの が 例で ぁる。 巧蛋 のかき も然 りで、 そのを 生の 當 ，初に 
は從 つて 旣巧巧 ホに お 比して 巧 巧な ゥ とか 卑俗な りと かの 非難が 映 弟に 集中せられ た。 けれども なを 
が贼 巧に 巧れ て 巧る につれ て その 巧 笑 的 態 まは 巧 じて、 旣巧事 まとして 之を 受け をれ る やぅに なり、 
自然 巧 巧の 方で もを の賴 をを なめて 一箇の 新 巧 お 巧と しての 完 巧に 努力を 巧け つ、 ぁる。 これが 了を 
今日の タプ P イド 新聞に 化て 居る ので、 本論の 當 ，切に がて 述べた るかく、 を 米に がて ぷ 十に 近い S 百 
ぶ 十 巧 部 zf 上のを 行 部 較をぞ する タブ P イド 巧 聞は、 今日 旣に をの 實険巧 代を 過ぎて タプ 0 イド 新閒 
おの 完戍に 進 革を 试 けつ、 あるので ある I ( 问 々二 〇 八— 化 巧) に 時代の 巧 化と 進 挺に 伴 ひ、 將 來の夕 
ブロ イド 巧 巧が 巧 當の巧 化と 共に 巧に 一巧の 巧 挫を をげ るで あらう ことは 旣に 慧眼に もな晉 されて ゐ 


それて さておき、 同 巧は タブロイド 新聞の 巧現當 巧の 社を 備务を 巧 味 ある 筆で 揽 いてね る。 

「一九 一九 年の 六月 サ 六日と ちへ ば、 世み 大戲 のが お 酌で ある ヴ H ル サイ ユが 約の 調印 せられる 二 
日 前が、 世 巧は ヴェル サイ ユみ議 の 巧 巧の 渦を の 中に あつた 巧であつた。 此の 日に アメリヵ 合 ホ 困の 
巧扣 あに 特筆 ナベき 巧 M が、 なす 巿 にがて 削 巧せられ た。 今日 アメリヵ 巧拥 中あ大 のを 巧 部 かを 有し 
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タブ 0 イド 新聞 始祖と してのを ザを 持つ、 なす イラスト レイ テッド •デ— . 


ウが これで あ 


を 巧した 人は、 シカゴに がて 故大の 新聞 シカゴ •トリ ビ ユーン を、 その 從 兄弟の ロバ I 卜 •マック 
コ ミクと 共に 綻替 すろ ジョ七 7 •.ハタ-. スンで、 新聞の 型は 营通 新聞の 約半分 縱十お S 小型で、 
なち お 二十 巧、 巧 I 面と 終 面义び 中央の 見開き 面には が 手な 寫巧 巧を 持つ か、 全紙 到る 處寫 あを 入 L 
た 巧 巧と 雜 誌の 雜插の やぅな この 新 M が、 紐す の 新聞が 場に 出現し を 時は、 がすの 新聞 巧は がが な 目 
をな て 之を 迎へ をに 過ぎな かつた。 當時 黄色 新聞の 創 おを ピユ リッッ ア—と 角逐して、 おす 新聞 街に 
を 臨す るを 趣が あつを T ; のかき ちを 初は 問題に して 居な かつち 新曲み I 胶の觀 察ち こ 
んな變 盏が 永が する も Q ではない と 云 ふまに I をして 居た 中に、 唯； 短す タィム スミ— ル •グ 
アン •アン ダの みは、 この 新聞が 他日 二百 萬の 發巧部 おを 獲错 する 日が ある ことを 巧言した。 おが 二 
年の 後一を 一一 年には デ— リ— •ニ ユス はおす 巧 隨| の 巧な 部 おを 獲得、 十 華を のけ 年 (一 当 只 
ちに か 了は 發行部 おはを 誓 革 五 巧 部 日 嗤忆は II 音 二十 五ち 部を 算 する 忆到 つを。 黄に 巧 _^ち 
アメリカ 巧抽巧 上を がの か 字で ある」 (巧み】 ニ ミ 0— 巧 巧) 

■ガグ アメリカに がける タブロィド 新曲が 始まと しての ジョセフ •バタ I スンの がに ょ、 世 ホ 新 占 
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ホの ち 人 ノ—ス クリフ 冉の なれたる 巧 力を 無規 する ことは 出 ホない バタ— スンが 研究して デ— リ— • 
とユ I ス をが 巧す る 巧の 巧と した ノ —ス クリフ 卿 經替の 倫 巧 デー リ— •ミラ— は、 黃に 一九 so 年を 
田に ホて ノ —ク クリフ 卿に ょりが 巧せられ を 世 ホ タブ P イド 新瞄の ♦化と もを ふべき もので、 タブ 日 
イドを 兼ず るに 當 つて 逸すべからざる もので あり、 バタ— スンに 「ニ ユーョ ーク」 なら タブ ロイ ー£ が 
巧 立す る。 ちし も 誰も やらないなら 自 々が やる」 と タブ a イドが 始の おかを 與へ をのは 巧に ノ — スク 
リフ卿 その 从と である。 

ノース クリフ 卿が いまだ ハ— ムス ォ—ス とげ ばれを 巧 巧は 大樂 巧が デ— り— •メ — ルー の 創始を が 
てが おせ 十、 更に ー ホの 前進を 企てた。 英國 にかけ る 否 世 巧に がける 姑 初の タブ n イド 新閒 として j 
化 OS 年に が 巧 かられた デ— リ— •ミラ— がが がち それで ある。 

デ— リ— •ミラ— は 半 ホの 廉 巧な 新曲で あつた けれど、' 創 巧 か 遇の 巧には、 その 巧 行 巧 かは 四 巧が 
までを 巧ず るに 到つ た。 が、 寫 巧を お待拽 にょつ てげ 刷す る ことに 巧 功す るに ホび、 俄然 面目は】 巧 
せられ、 二 半を には 大 おがを 合せて、 巧 巧が かは 百ち 部と ち ふを 团巧閒 巧には W 巧に 巧す る ものと な 
つた。 この 寫巧巧 曲 こそ サ巧故 初の タブロイド 巧 巧で、 大衆は が 巧して この 新しい 巧 閒に彩 到した の 
でみ る。 
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巧がたるタプ n ィド巧曲の形ぶと巧巧を唯 I の巧化として出現した巧陆は、 デ—リ！ • ミラ1、 な 
ザ デ— リ ー •ユユ ースの 他 米 固の デ ー リ— •グラフィック、 ハ— ストが J 九 二 四 年に 創 巧した 紐す デ 
1 リ— •ミラ—、 ヴァン ダ ビルトの 一九二 二 I 年 猪 巧に 巧で 發巧サ る ィラスト レィ テッド •デー リ— • 
■ウスと をを にて-九 一ニ ニ 年 巧 巧せ る お ホィ ラスト •レィ テッド. デ— リ— •ユ ウス、 サィラス •力 
—チ K の-九 二 お 年に 资巧サ る フィラデルフィア •サンが、 がす イヴ ニン グ •ポストが その他み か ホ 
るが これが なかと 巧究は 本萧が タブ P ィド 巧 聞の 硏究が 目が にあらざる 故に、 他日の 機を に讓 るが 
で ジタ— •アンド •パブ リッ シヤ— 誌に よれば、 一九 S 七 年 アメリカ 合 ホ 巧に がける を タブ' ロィド 新聞 
みは 四十 九、 な稱巧 部な はを 巧 S 巧 お 十二 萬 五 千が、 吕巧自 には 約 セ 百 萬が を算 する に 到つ たので ホ 
る。 デ— リ— •ユ ウスが 一九二 一年に 哄 々のがを おげ てより 僅かに 十六 年に して、 タプ n イド 薪 聞の 
黄を 巧 代を 巧 化しよぅ などとは 當 巧の アメリカ ー お巧抽 巧の 夕巧ガ にしな かつを ことで あつた 0 
巧 田 巧は タブ of ド 巧究の 結論と して 「おする に タブロイドが 新聞 ホに 义 だした が 巡は、 I 箇のユ 
ウスの 巧 約 的が 道と 刑す 問題の セン セ イシ ヨナ リズムみ び スポ— ッの制 化 報道と 寫巧 ぶび 請 物の お澤 
をる 供給の あ 語に 盡き るので ホる が、 之は 必ら ずし も タブロィド 巧 巧に 始まつ たこと ではな かコ た。 
ハ— スト やピユ リッッ T — の 巧 色 巧 聞が 旣に用 ひた 乎を を、 タブロィドは 現代化し を お化した に 過ぎ 


.たに‘ 
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なかつ たので ある。 

ホに タブ P イドが か 何に アメリカの 現代 世 巧を 反映し わかの 問題を 考 へて 見る。 タブ 0’ ィド 新 M が 
巧 巧を 巧が して 大 ホを 巧 得した ことは、 見る ことに おする 倩が の增 加を 息 巧ず る。 黄を 新聞の 罪 ばか 
りで もな ぶ、 大衆は 葺や 新聞で 讀 む ， J とに おする 信愛 巧を 非常に 巧く して 居ち なしみ 等の 目 
に 見える 寫 巧を 供 警れ莫 衆は 巧擎 る。 望寫眞 忆 よる 報道は 藉 なる 報道よりも _ 明？ ある。 

現今 にがては 米 困の 大 ホが 見る ことによ つて ニ ウスを 媒て 居る ことは 莫大を もので、 毎 巧 映 巧を 見を 
巧 ホは 大を宇 交と 稱サら 心を、 ミ ー手 萬 人 Q 大衆は f 卡冀- ニ ウスで ニ ウスを 見る。 單ぉ 
にユ ウス か 端を 経を して ゐる がが あるから、 この か 字は 更に 增大 する ことは おちで あるが、 こに なか 
にお 迎ホ巧 巧 部を 巧 巧す る 寫巧遇 報が 夕が あつて、 目に よつて ニ ウスを 供給す る。 新聞、 映を、 寫巧 
迎報 いづれ も 見る ことに おする 大 ホの 信が をま辨 する ものであるが 、このが 巧は 巧に テ レヴィ ジョン 
の完 巧に よつ て拍 をを 力 けられん としつ、 あるの が、 アメリカに がける 見る ことによ る 大衆の ユ ウス 
獲得の 現が である」 (薑 一二 五巧丄 ハち 多 a ィド 新曲の 報道の 簡お 化は 謹 踐關を 始め 養の 鬼 
象がスビ—ドを媒まずる時勢〇テンポの反映であり、 雜澤山な試物や没をに讀ををまばすホ法は、 巧 
巧なる 現代 生活 奚 s おそと して 么忆 代は る 遊び Q 代が として、 Kf ' ソ霎 等と 共に 夕 ご イド 


新聞が 提供せ る ものである」 (村を I 二よ 巧) - 

日本に めて 創刊せ をた 唯 I Q タブ； ド 新聞た る 日刊； ヒ •グラ 7 は 同時 忆是 にがけ 4 一 
の グリ i •タブ P イドで あつち 日刊 アサ ヒ •グラ 7 の 創 巧 莫军二 年 こを 二一 曼 一月 芸 
日で、 霉 デ— リ！ ニ ミこ そ 旣に創 列せられ て 居た タ ハ— ストの 短す デ！ ミラ ふ 削 巧に ホ 

だ-こと I 巧 半で あるから かみ タフ ロイド 新聞 史 にも お 華 せらるべき 事實 である。 だが 不幸に 

して 創巧ク ろ閱 東大 囊 のな に發累 能と なり、 今日の 週刊 アサ ヒ •グラ ミして その 名 f を 
止めて ゐ るのは、 天災に ょる 巧 巧とは をへ 巧 念な ことで ある。 

-力 くの かく ク リ-ン •タブロイドは その 典 亡 常なら ず、 巧 巧 甘る もの 巧みいだ 爲 、タブロイド 新 

じて 奪し 聲 かい 6 ぃ .1 い 备六 いかい 心む 4、 勢：！ 貧款 1^1; 一藝を 
て經蓄 むれ 宗 かし；； をい いは •ホ デ ふ羅？ ゥスに 見ても 明白で ある タミ タブ ロ 
イト新聞の利益と ~潇新邮暮ぉとい4を^^八リ-'^ 暮^を^一露であ 
るか も かれない。 

巧 ホ 困に がても 一般 タプ 。イド 新閒夕 糞が みの 不買 來浙ホ 完新閒 に 接近して 舊 目な ホ 巧 

にぉミ 、あミ？ち クリ—ン ^い6義をい£^{女1;;;心4い=^むも2シものと 

■ 


巧を ， i 


も-- 
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ちは ねばならぬ」 (巧 ♦一九 九 I 二 00 兄) 

タプ P イド 新聞の 巧 薄なる がすを 新田 巧は 「適當 なる 經替 方が の 下に 適材を W て お 皆せば」 巧 立し 
たる タブロイド お 聞 存在の 可能を 說 かれ、 且义 タブ n イド 新聞の 將來义 かして 悲觀 すべきに あらざる 
ことを 巧 調 かられ、 茲に はしなくも 义巧巧 にもを 人が 杉せ 氏と をく 對雕 的なる 結論と 巧 巧と をが 饱わ 
れ 、薄き 化されで ゐ るので ある。 しかし、 がの 提唱し 且つ 削 巧 せんと 企 飼し つ、 ホる 日 巧 I 報道 寫巧 
新聞」 は、 米 销 の タブ a イドが 寫 巧を 滿 載したり とが も、 デ— リ— •ニ ウスに がて 寫 巧は 全スぺ —ス 
の 五分の 一を 占めて をり、 残りの 五み の！ が讀 物、 その S 分の 一が 巧 ホと いふみ 合で、 ニ ウス 記が る 
ぴ請 物に 代る 「寫 資」 をな て 唯一の 生命と したとは をへ、 寫 なのを スぺ！ ス上 にがけ るが 化は いまだ 
巧を 化かに かかれて あつたので ホる。 

(四) 巧 西ジヤ IU ストの rsKJ にち たるな M のを S 


ハ— ストは 「一 蚊の 寫 巧は 一千 語の 記 巧に 巧る」 と咕 巧した が、 巧 人 冠 杉が 氏が 「をぶ のみに ょる 
新 M 」 を 作らん とする がかき は、 新聞が の 巧 ものなる かを 解せ ざる 空論 案に 過ぎぬ。 と寫巧 新聞 おを 
の 巧 能を 巧 ホに もホ实 おに ホを かられた のに お 比すれば、 ず 阳闲ジ ャー于 リストの ち 巧に おず る認散 


にめ てま さに 雲 あの 差 巧 ホゥと ちは ざるを 巧ない。 

をを 手 巧と 巧が の巧逮 はかつて 夕 にも 巧き 得 ざり しが 行 巧の 製作に 巧 巧した。 巧 代の 逆 ホ サる寫 巧 
エ 巧と 寫巧巧 術と、 したて、 ヵメラ •ご賣 S てて X ティ ック がを の 向上が 「寫 巧の みに 
よる 日刊 新郎」 の お 巧の 蔚 啓の 間 題を 化 服し 得ない 當 は, 一^い。 しかも、 われわれの いふ 『報道 寫 巧」 

巧 閒は巧 人な 杉 巧 巧は 勿論、 かの ハ！ ストで さへ もが 想し 得 ざり し I . 窩資」 ^ がろ、 一校の な 巧 

が 巧に！ 菌の 物語で あり、 化 判で ホり ま 張で ホり 巧に 報道 的 センスの fi 窗に 盛りる まれる 「寫 巧」 に 
よつ てがた されて 出现 ずるで あらぅ。 

を、 巧 人な 杉莫 とが も 「寫 含が 旣に大 § 薑 をを 習 捕へ て ある 害畫？ をた 譯 
でな〜 擧や諸 2 f 5 「蹇 Q をよ る 新 5 .籌 Q 香 能を S サを をる 基ぎ ない の 

であるが、 同 巧は 當時 (昭 巧一卒 巧) はを してれ 說 でさへ も f 寶」 に 依つ て 妻し 得る とい ふ ミ 
を 巧が をれ たで あらぅ か？ また おに 「讀む 時代」 より 「見る 時代」 になり つ、 ある 夕 化な、 まを ぞ 
おな 近代 人のを をが ぶの 巧 巧と いふより もな 上に、 讀を大 ホの 「寫 巧-に 對 する 理辑の 急 迸なる お ホ 
と、 報 おな 巧を 自身の 巧詞 r ヵメラな 巧」 のな みな やか ま ホに 人格の 向上が、 大衆の、 むを 巧え て g さ 
ぬ 「窗 巧」 の お 作にまで 旣に 突き進んで 巧 巧に ホる 「今日の 巧 巧」 を 巧に 巧 ザし 認 巧して ねられた で 




— 270 —* 


r ゴづ J 、 J 


- - 夕 ご.** 


あらぅ か？ 讓談や 記 ホが なく 「なぶ' I のみに よつ ては 一見 あち 棄 てられる 稼な 巧 巧なる 「寫巧 」 は 
即ち、 一枚の 寫 巧に なんらの 化 判 も 主强も 報道 さへ もない 様な 「寫 巧」 はいつ の 時代に がても、 よし 
また か 何なる 記事を なて 粉飾され よぅと も、 寫巧 自身に 巧を と 迫力な きものは、 必ず 菜て まられ るの 
である。 

( A ) 巧 西が 巧な 巧の おお 度 巧 —— ホ ホを 祀 16 する 
巧 巧なる ち g お 作が おち 

だから、 われわれが 提唱し つ、 ある 日刊 「報道な なお 聞」 の 編 巧と 經 をの 可能と 不可能-^ 巧な と 
ホ かとの々 はおは かして、 新聞 製作 お あの 問題で も、 また 經替 の經巧 的に 成り立ち 得る やを やの 巧留 
が、 ホ 巧 巧 巧に あらず して、 われわれの 装 作す る 一枚の 「報道 寫眞」 が おに 大衆を 永が 的に 捉え 巧る 
唐の 巧 ホなる 作品が、 はたして 製作し 得る やる やの 問題に か i つてね るので ある。 この 新郎を 日刊を 
なて進むとサば、 われわれは日巧巧當なるスピ|ドを1$て、 巧當夕量なる寫巧を、 ニ ユ—スが角ホよ 
り 巧が し、 しかも 泡く まで スピ— ディに 印刷に おさねば ならぬ。 

だが、 かくの かきは か 何に 巧 ホな また 锐 力が な カメラ •マンで も 到底な し •得る ところではない。 ガ 
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力ら、 われわれ か ホ 望し 大衆が 要 ホす ると ころの 「寫 巧」 を製擎 るた めには、 優秀なる ヵメラ •マ 
ンと 同時に 巧 ホなる 企 ホ 案が ち プロ ーアユ —サ— が、 まを. レィアゥト •マンが さらに 所謂 モン タ—ジ ： 
ストが 夕 おまぶされ、 どし < 活理し 巧 おしなければ ならぬ。 

「報道 寫 巧」 忆 とつて 所謂； メラ舊 I Q 社を 的 お 養が 不可が な 糞が 件で ぉる 夕 、日刊 「報 
道寫壽 聞」 創 巧の ために、 不可 巧な 問趙 ち寫庭 新聞 製作 备 の、 ホづ？ に 巧を ヵメラ •マン 
をと 全く 語 的 度 ぉる ご デ tt •ぃ VS ゥド 等 Q 醫が蟲 され 裹 されねば ならち 

しかち 報道 寫養究 をに のて 义寫奠 I がに かてち これらの 問 屈に 關 する 硏 巧と を 巧の お閲が 
い ホぶ おんど 港 手され ずに ねる ので ある。 

たた C 日， 5 道寫巧 新聞」 創 巧、 とい ム巧 やかた 雲 的な S 的！^ 巧 C たを、 C れら 困難 
にして 案 ぉ 5 ホ 誇な 問霉 蒙た を、 不累 S 勇を 省、 言を 養 S き， おまねば な 

ら め。 - - 
この お巧忆 かてが Q 全く 試作 的 製作せ る 「为 メラで 街く 時局 Q 化 判 闊巧 器璧と 題す る寫 

巧の 巧 巧と 器 S 、 S 囊な葛 究ミ暑 ミ 是非と > が 舅を 願 ひ C た寫 ぉければ な 

ら めと 信じて ゐ る。 (巧が 十五 年】 巧 E ) 
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五、 寫眞 批評家に 對 ずる 批評 

—— 為な ホ 當 面の 諸問題に ついで 一 

二} 時 巧 ま 多 S 留巧 にな ハム 

♦ 

「フ オト •クィ ムス」 誌に 毎がず 稿され る 多を 留 巧の 「高 巧 時 許」 を 私 もを 巧 面白く 讀 まされて ゐる 
- 人で ホる が、 忌 巧な くを へば、 極めて 寫巧 巧の まちの ず 情に 通ぜ る、 このを 名 化 巧 おの r 寫巧巧 巧」 
は、 かに 面白いだ けで、 その 面白さ も樂屋 巧ち がな 化 巧の 面白さで あつて、 巧を を ことには がちの そ 
の 巧 巧が、 化 巧を うける ことに 巧つ て その 人が も离 めを けれ ぱ 、知性 も なめられ はしを いこと で、 ホ 
藝ぞ 巧の 言葉を 借 巧 すれば、 をれ は 「巧 巧ら しい お 巧」 でを く K は ホが 巧 巧 自身 もまた か 巧に ょるな 
神の 巧 巧から 「速げ て」 ねる といは ざる t 得ない。 

が も々 董ぜ 氏の 端的に して、 i た 卒直なる のの 音 ひ ホに おして、 そのち おと 正直 さ にがおを おず る 
にを さかならざる ものであるが、 こうした シニヵルな、 をして 巧め て 巧 巧の 多い 化 評が、 はたして 今 
日の 巧 巧みに、 とくに 巧 お 巧 巧 家 逮に么 巧で あらう か？ 

巧 巧が 昭巧 十五 年 己 月が の フォト •クィ ムス 誌上に いみ じく もとり あげられた 「ち 巧を の 人格と お 


ホ」 とを、 藝を うける ことによ ミ 抱く 辜 商 揚さ甘 器せ し 《るよう ちそし てお い 手を さしの 
^ へ^、— し板捶 する ようち 親 巧と 濤忆 f なれた 靠 こそ、— 忆」 を 仕 妾は ある ま 

ホ 雪 巧 i は 5 巧 g 人格と 知竺 といろ まことに 適切なる 間 ff ながら も、 がつ て 

|巧| 審氏 i ミ 「人— 普を、 養」 羣 S な if —なつて 

S 力え イ もを 倉で ある C れは 二す にして い をら 誠？ 溢 巧の 不寒 ある。 

この厦 が cf 夏、 f i と」 了 sf 舊 f ミ— i について、 
^ に 5 を 煩は されるならば 、巧 巧の i 寶 評」 ちを をは 髮 もつ とを くを 響す る ことが 


、 

ごこ 二人の 「が ほ」 な 巧を 巧る か？ 


^ さ— の I フ オト ミム こを 一 諷する やすぐちを 寞？ をに 妄 兄の 「—がと 
‘」 を巧委 ホ おが 巧の 品？ と藝を やらを ち 逃げて ゐをミ 非難が 必ずしも f でな 
ちを 巧を S つ 了ゐろ 貴累器 S と寫 i 寒る 結 か曼が を 止 f 、 お 契 f 额？ 


華^ ざ？ 
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の M 巧を 結 介す る ことにょ つて、 巧が 围の軍 巧 宜巧寫 巧にまで をき るん ガ批 許が 巧 巧 的に お 巧され て 
ゐ ない。 我田引水 的になる が 親に おは 「報道 寫 巧の 巧 事 的な 割」 なる 論文を もつて、 がか 拽化戰 がと し 
ての 寫 巧の 劾 用と 巧 力に ついて 語つ てね るので あるかち 日本の 寫眞 ホに 始めて 新に 提唱され ち 私の 
「ぞ ずを 傳寫 巧」 を 化 判され つ、 この 問 煙 —— お 洲大戲 と寫巧 —— を おかされたなら、 さらに 有 忘を 
であり、 また 時局との 閲巧 にがいて、 巧資 的な 問題と なり 得を であらぅ」 とい ふ 様な お 巧を、 を々 と述 
ベた お 信を 送つ たので あるが、 この おの 不 摸なる 批評と あ 吿に對 して、 折 あしを 君の あ 海に おした。 

曰く 「小生のを 近の フォト •タィ ムス 紙上での 仕事 おりに 閒 する 巧 あ吿は 誠に 御义 もで、 巧は 小生 
自みも 種々 反ぞ しつ、 ホつた 問菌 です。 特にげ 年 のぞな 來 なおを 害して 巧究 をのが をに も 出席を 怠る 
ななを 巧だつた 揉めに 益々 結 介屋的 傾向に 停頓す るに 至つた ホ 第です。 がし、 みお お 巧の 云 ふ 「教が 
をい」 とち ふ 表現に おしては 小生 自身 必ずしも 肯を 化來ぬ ものが あります。 それは 勿論 教 とち ふ 言葉 

のが 巧 か 何に 巧る 事です が 少 くと も寫 巧を をす る氣持 、寫 巧ジ ャ—ナ リズムの 忠 黄を 高く 巧 

值し 、日本に かかる その 正當 なを おを が ホず る 熱情 にがては 小生 も ホして 人を にを ちない つもりです 
が、 それと 同時に 小生の お 皆と して、 所詞 ハッ タリが やれない こと、 义逊 まに かて 報道な 巧 論を をき 
巧は 同を と 論じ あつた 經 なから して、 理論の 空 担り を 恐れる 氣 持が 巧 當 おく ㈱ いて ゐる ことは るを 出 


來 ません。 これらの 事 倩が 亲 なりを つて 結局 「迷げ てね る」 現を を 生む ことにな つたの だと 思 ひまず 

巧す るに 小生と して 今を にお 開して 來た 報道 葛な 力 至 それに 關聯 する 理論が 現在 巧き 詰りの おに ホ 
る ことは 認めざる を 得ません。 その 打 閲の爲 めに ま义 のかき 新銳 なか 評 家のを 潑な 理論の 展開が 是非 
必が なのです。 それが 小生に とつて 夕お背 巧の 所 調 「ヴィタ ミン わ ヵルシゥム」 の^ 割を 巧め て くれ 
る ことな ひない とお ひます。 幸 ひ おおが をくなる と共に おおの 方 も 快方に 向つ てゐ るので おくが 期待 
に ホ ふなな 巧の ホる 仕事を おめ る ことが 化 ホる と 思つ てね ます。 

それと 同時に 現を なんとを つても 必巧 なのは 理論的を 巧 だけで な ベ、 旣 成の 又 今後 報道 寫 なを おす 
資 族家逮 が 化 巧の 本が とする ことの 化 來る巧 巧 物の 普 現です。 巧 巧く 誠に 時 巧の 惡い 現在です が、 な 
しこれな しには 日本の 寫巧ジ ャ—ナ リズムは ならくみ 乂に發 おしないで せぅ。 その 意味に がて ま义の 
寫巧 新聞の 提唱は 大きな 意義が あると 倩 じます。 (中が) お 互に 預 張つ てお氣 力な 日本の ジ 卞—ナ リズ 
ム のな におが ど嗚ら さぅ ではありません か。 

歧 巧に 一二 月 おの 拙 碗 「な 洲大 驳と寫 巧」 に 就いて — 又中譯 になる ので 恐縮です が — 黄は あのす 
稿は 巧年號 にがるな 定で 、をを 巧 巧と 打ちを せ、 新年 お向きに 寫 巧を 多く 使つ を嘗 のこらぬ ものと 一 If 
ふを 文で、 常時 手近の が おを 巧め 十 か 枚々 の寫 巧と 合せて 締切に 閒に 合せた のです が、 お 版の 手を ひ 



る ひや 發 まの 巧 巧を 进 する ことが、 かくの かくぶ、 心的な ジ ャ—ナ リストに とつて、 ぁる 場合 c ょ、 む 
しろを 命 的を ミ 損失を 與 へさ 之す る も Q で 走る C とを受 も 銘記され、 手 逆 ひを 生じた 場を、 ど 
ん なに 忙 がしく とも、 執筆を と 十み 連が を とられ、 その 意 巧を 巧 重され、 巧 巧 巧な く 巧 ばれん ことを 
巧 望して 止まない。 ‘ 

( 111 } を 夏との 誓が 

み 君と なの こ？ § 往裹 なされた 後に、 私は 帖も なく 上を して、 靈 の ぁる 茶 房の ~ 隅で、 同を 
と對 面しち それは f はいへ 寒さ s と 二 育二 十 言 《奪 走つ たと i して ゐ るが、 巧 かしげ 
に封談 する 二人 Q 顔は いさ ふな §s き、 教を また 眞劍忆 寫奠薑 S 問链亿 ついての が 論 
が阅 はを た G で 至た。 ホに 結 かした みを s 信の 中で もい ふ 様 5, ラィ こや 「ジグ 十 ル」 の やぅ 
をを 巧 刊行物を 持 ミと 忆つ いて 急おや、 お§唱 する 「寫眞 新郎」 が 企業 的忆 可能なる や 否やに 
ついて、？ ホ 巧 苗 巧の おが、 ±門 巧の 化ず 等が 盛ん ごての 話 短を おは サ 時間のを つの もつ ひを か 
巧で 巧 後に がは 一 寫巧シ 卞—て J 謀 さを 巧 巧す る ， J とで この 講 蛮を 篤し つ、 雲の ヵメ 
ラ •ご 養 巧の た 《にす ラ •ジ T ナ リズ A す 巧#! 巧み G やぅを-! ^ のを 閣く xj と、 それから 化 巧は 
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なるべく 具 巧が に、 理性と 同時にょり ホく あ 情に も 訴える やうに 黃 き、 お ぶに 理論の 空 おりに 巧る 巧 
勞を少 くす るを めに テ— ゼ n アンチ. テー ゼと いふ 様に 一問 題の 理論的 おおの 促進を はかる たを に大 
いに 铭力 する こと、 化 判の 化 判を お 互に をれ ずに を 巧す る こと 等を 約束して、 同 君と がれた のは、 銀 
座の 巧々 もずち に表戶 をと ざさん とする 十一 時 近い 巧で、 ヵメラ •ジ ャ—ナ リズムの 前進の ためにぶ 
に 健 鉤を嘗 つたこの 巧の お激 を、 がは ホして み久に 忘れない でがらう し、 このち 約のを 現の ために 大 
いに 巧 力したい と あつて ゐ る。 • 

(四) 「力/ラ」 ななの 巧 巧 

おは ある 日ち# の お 還 勇 ± を 迎える ために 〇〇〇 驛の プラット ホー ムに 立つ てね た。 を こには 私と 
同様 姑 お 勇 ± を巧迎 する 海山な 人々 が 手に'^ 日の丸の 巧を 持つ てね た。 間もなく 大陸の 思 ひ 出と 题 
樂を ホせ た 列苹が ホー ムの 中へ すべり をんで 來 を。 をん なは 巧を々々 と 巧窩ら かに 叫んで 知人の 勇 ± 
の 顔を 採し 求めた。 

その 经然 たる 巧 巧の が 呼と 感 がの 一巧に、 おは 巧巧琼 人を のタ スキを 揖 けたを 巧が、， 一人の 兵 除に 
ホく う 山た リンゴを 與 えて わ •るのを をた。 しかし、 そのみ 除は 巧し さう に兩 乎に 抱いた リンゴを、 そ 


けずぐ そばに 巧 巧け ぶ ある にも拘らず、 ニコ < しながら それを 眺めて ゐる 、をを の お 許の. ホ— ムの 
± の 上に 跑呂 巧を ひろげて、 その リンゴを ち 除は 包んで ゐ た。 - 

がは ハツこて、 こ S 場の 光を I 羣 ミン ゴをま 上で をむ 震 I を ヵメラに 牧 めようと 
したが、 藉く がは そ 《曼 メラを 5 て來を つた。」 た、 ミ 場面 QS は そ Q 後久 しく 私の 
雌 裡に燒 きつけられて 忘れる ことが 化來 なかつ た。 . 

もし、 がが この 一場面の がが にぶ 功して ゐを としをら、 恐らく、 おはこれ を 「大隆 の杳设 一とい ム 
題を つけ、 そして-長い 大陸での お 巧は、 兵睽を 止に 親しませ、 王の 上で を ひを ころび、 物を 包んだ 
り 仕ず をす る ことを、 巧 ともおは ないよう にしを。 だから、 すぐそばに テー プルに 代る 吸 おけが あつ 
て も、 兵 險は國 巧 婦人を の 老婆から 其つた リンゴを ザ おで ホ I A の 止の 上で 包む」 とい ふ說 巧を 黃 
いを であらう。 

なは かして 自己の 觀察 のが あを 誇らう とする ものでは ない が、 もしも 報道 寫巧 家が 驛 頭の 慌 しい お 
送迎のう ちに、 こんな 場面を 吕# しを としたら、 ヵメラ •マンの 幾人が はたして シャツク— を 切つ た 
であらう か？ 兵隊が リンゴを 包む-場面の 中に、 み换 達の おい 大陸の 巧 おと 勞 ちを あ ひ、 その おが 
とお 謝の 燃爲 により シャツク— を 切る シャ —スな 感受性と か 巧と を 化かし 得る 報道 寫巧 家が 巧 人 ねる 


で ホら ぅか そ 

われわれが 日常 苗 巧 巧が におめ ぅる、 卑近な 巧景の ワン •ヵットから、 ヒユ— マン •ラィフに おけ 
るお眼のおホと巧巧を巧みとりぅるところの準備とおをこそ、 みをにょつで巧喝されを 「ヵメラ：^が 
の もの j であり、 寫巧 おにと つて 必巧な 人格と 知性と 情が では あるまい か！ 

この 同じ 巧 題に ついて S 月號の 同誌に 「ヵメラな がの もの」 にないて、 と 題して、 仙 巧 お 氏が、 ま 
た I 報道 寫 巧の 巧 術 的 苗 化へ」 と 題して を 食 巧 巧 氏が、 をれ ダれ 檢訪を 加へ、 思索を 深めて わられる 
のは 近 巧 にないが 快な ことで ある。 

-寫 なする とい ふことは 寫巧 捜が の シャツ タ！ を 巧す 1$ 巧に 巧れ を お 巧で ホる。 であるから 「寫巧 
作家」 は* に寫 ちがが を 操け するな 前に 生かが あり モラルが あるので ある」 

- 作を」 の 巧ぶは巧に シ ャ ッ タ |を押すと ぃふォ—トマテズムの 巧巧ょゥも^^がに 「寫巧 へ の が意 
を」 がか 巧ず るので ある 「寫 なへの が 息 性 一の よさ おさは 「作を-のか 性の 嵩 さ 使 さに よる ことな 論 


「巧な が 文化的 巧 値を 持ち！ 社を 的な 化 思を 巧 得した のは 巧に 「寫巧 作 ま j の 巧い 思索に ょつ たも 
のガ 。この あおは 寫巧 をし つかりした 意 ホで-巧 術」 の 分 巧に 登場 化 ホる 樣 にした ので ホる。 それは 


窩 巧け 家の 思索が レンズと いふ 正 跪な 巧みを 上の リア リズ A を 通じて、 さらに その リアリズム も 巧よ 
巧し き リアリズム も そこに 化 判が あつて、 初めて 社を 巧 (ホ 化 巧) を 待ちみ るので ある」 (は 上 フ* 
卜 •タィ A ス巧和 十ぶ ザ ーニ ぉ* ぶ々 巧】 - 

姐を 巧の この 論 巧は み 君の が詞 「カメラ 前」 の ものに 對 ずる 巧を を、 さらにが 確に 言 ひ あて、 おり、 
まわ その お 巧と 巧 神と を g をに し 商 場 せしめる におる ホ ホな 論文で、 か、 る 論議と あお こそ、 報道 窩眞 
をは 勿論 夕 くの カメラ •マンの 人 おを 嵩めな 巧を 巧め るよ き パィロット となる であらぅ ことを がよ 
信じて 巧は ぬ もので、 あを、 •仙 波兩 巧の 巧 お 岡と 自 ずを 巧を し C やまない。 (昭巧 十ぶ 年 田 巧紀) 


六、 寫眞 をよ 武装せ よ 

寫廣 ホの 新 准 制^^ — 

二) ヒット ラー の 勇 » に 巧び 在 巧の 巧 巧を 採 揮せ よ I 

がは 旣に 「をが 寫眞 のず を 的な 割」 なる 一文を あ 表し 「直 傅の々 巧に あつて 寫 なほ どち 巧 適 巧なる 
ものは をい。 しかも 皮 ホなる 技 ホと 巧 階と か 養と 巧 力と を 持てる 報道 寫巧 家が、 寫眞 巧の 王座を 占む 
ると せげ、 ちま 上に かける この 巧の 役割を 果し 得る ものは、 萬 能なる 報道 寫巧 がかに そのを 格 ある も 
のはを らくないで あらぅ。 報道 寫 ちの ちま 上に がけるな 割と 化 命 また 大 なりと いはざる を 得ず、 吾々 
は 未 巧の この 巧 地に も 巧なる 勇氣 をな て 進まねば ならぬ」 とい ひ、 さらに 「寫 巧な 策の 確立は 勿蒂 、ホ 

ら ゆるを 巧を 含めての ながを 支配す る 化 热機閒 宣巧ぞ のかき を 巧 国に かても つくらねば ならぬ 1 

と 結論した ので ある。 

巧 巧寫 巧の 宜傳 がな 巧の 巧 位 おと、 その 軍ず がな おの 重大 おを 姑 調サ么 この かの 論文は、 おの 知る 
おりに かては、 不幸に して この 巧の 間 題に 特 がの 閒 、むを ぞ ずる 二、 ミの 軍 報道が 員の 個人的なる 注目 
をを いたのみ で、 巧 化な を 傅な 策 I 特に 寫 巧の 利用に がる I がな にがして、 まことに 不粒 強なる 



わが 官邊の 巧ん ど 腐み る處 とならな かつた が、 ドイッは 今 ホ大戰 にがて フォン •ヴユ デル 中 化が 建議 
した — 私の 巧唱 せる ものと その 主旨に かて 巧ん ど 巧らない — 「報道 中 像」 の 編 瓜を、 ヒット ラ I 
紙統 は英斷 にも ゲッベルスを 傅 巧を してが 用せ しめ、 邸 局に かての みならず 宣傳の 分 巧に めても ホ ド 
イッ 軍の が 倒が 勝利に 惦サ しあた ので あつを。 

(二} ドイツの 巧 道中 橡 はな 巧に 巧 巧し つ t あるか！ 

ドイッ 單の 報道 中 除 (pii Kompaui ろに 願して は、 すでに 本靑の 他の 論 丈に がて 紹介され てね る 
が、 今少し 群 細ち 直つ.、 おのか 判と 主張を 加へ つ、 論述を 進めょぅ。 • 

この 報道 中 除の 創案 おは ハン ッ ，フォン •ヴ て デル 中 化で、 化は 今回 中隊の ベルリン 司令を となつ 
てを 頸して ゐ る。 この tK 司令を のま 配下には 二百 名の 記者と 四百 名の 寫巧 、没蒂 、映 藍、 那爭美 ぉ 
ラ デ ォが說 の 技巧 家が お 雑され てゐ る。 

をして、 ポ— ランド 進な にと 名、 ノ ー ルゥ H イ作戰 には 十六を の 報道 中隊 目 0 .戲化 おを 巧して ゐる 
ノ — ルゥ エイ 作戰 にはが 十る の 記を と 百ぶ の ヵメタ マンが が 巧され たので あつを が、 この 十六ち の識 
巧を とい ム化 巧的夕 いお 字から 見て、 お 剣を とりつ、 巧强 する PK 除呂 がいかに 勇が であり 危險 な. 巧 
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'ミ？ .イー..， ザ'-;^-;^ r'j づ いイ ■■一；；- 巧ん^ う；； イ 
巧を して ゐ るかぐ 解る。 

ノ — ルウ H イ進 巧に 配 場され、 軍 巧 ブリュッヘ ル 席上に、 T を ハ— ンホ がが ヵメラを 巧 かして ゐわ 
が もが、 お岸拖 ぶの 彈 丸が 命中して をち ブリュッヘ ルは かみし をので 大 おは フイルムを 廉ら さぬ ょぅ 
に 岸に みぎつ いたが、 彼は 直ぐ 忆 N , ルウ HV 軍亿 捕えを た Q で、 をな く 光な を 7 イ ごに を 
で お 乎に これを をね る ことを 避けた とい ふ！ H ピソ— 卜も ある。 

(一二) .犧 巧 的 巧 a ； は々 イラ 巧 ± に とつても A 巧の 逍德 でみ る 

♦ 

かくの かく、；：， K 换自は 単 巧と 巧 報の 二つの 峨 龍を 持つ ており、 ノ — ルウ エイを 巧 略ず るぞ おの ヒ 
にも、 セダンを 塞に 迫る タンクの 中に も、 英本 ± を 巧 ふ 巧# 巧の 上に、 はを 义英 おを 化 ふ お 水 おに も 
を 居して、 ヵメラ やおが や ペンを 縱 巧に お 巧し つ t か 戴と 直 傅ず 料を を 集 記 巧して ゐ るので ある。 

f ま 巧は ちのを 香な り 一とい はれて ゐ るが、 PK 除 旨の 戰ぷ 記事 並に 寫眞夕 第一線の 生 こい 
巧 おの ぶれて ゐ るの も、 またを のた めを 齒 側の 老 あなる 逆宜 巧を 餘ず ところな く おじ、 さらに 城 巧‘- 壬 
が 組 巧の 强 .力なる 推 お 力と なり 得た の も、 P K 换員 のこの か 死 的 巧戰の おで あつを の だ。 

PK がな アバー トに 集められた 巧 道は、 I ホ ベルリンの PK 司令部に 送られ、 ちが ぞ にて 巧 巧され 


て、 留巧坦 パの それ t の機閒 にがおされ てね るが、 今が が、 茲 に、 間 題に せんとす るのは、 羡 望に 
巧 そない とはいへ、 ドィッ 巧の ち備 され、 が 制 あるを 巧 組 巧の 巧考 さでは ない。 ヒット ラ— 化統 が、 
を 巧み 巧に がける 巧 道中 おの 編 巧と いふを く 巧ら しい 企 巧を 採用す る 先見の明と まがに おしてで あり 
を 巧が のみ 分野 (通信、 カメラ、 ラデォ 、没 巧、 美 巧) 等に 互る が ネ が、 この 危换 な、 そして 显巧 
をる 巧 巧に 單 巧が 巧した とい ふこと である。 

(巧) 巧 tt 巧 建 おを 自らの 巧 届と してな ホせ ょ 

しかし 乍ら、 報道 中 除の お 巧と いム宜 巧み 巧に がける 巧なる 計 誰も、 大戟 がすで に宜 傅を の 統制 あ 
る組按 下に、 通信な ぶ、 巧を、 美が、 寫 ち、 ラデォ その他の 部門に 互る ホ 化玻絲 が、 一を の 指導 理論 
にょつ て 巧ち 巧 かれ、 不 巧に 訓 がされ 举衞 されつ、 あつたれば こそ、 ヴ ー〇 アル中 化の 進言を 採 巧す る 
こと も かがた ので あり、 また、 これを みお 化し 所期の 巧 ホを 擧げ 巧た ので ある。 

だが、 いまこ、 に 平時に がける わがを 局のを 设 やす 見 斌 をが 雜 する 暇を、 幸か不幸か、 おは 轄 ちを 
サてゐ をい し、 また、 窝 おれ ホを もを む 巧 化なる 宜 がか 策の 雜 立の 忿務 を、 かおを 局に お 望し、 或は 
これにが 待す る ことに 依つ てこの 巧锅 一 がち 巧な け 巧の 雑 立 1 は、 ホして 巧 巧され る もので も、 


愛され？ 嘗 Q&s でもない。 否む」 ろ、 寶襄 s ちそ 寫曼 それ 鼻が みづ からの 問題 
として、 巧 お 制への 巧 極的參 加の 巧较 傭を なす W かに、 がち、 己 自身を お 力 載 全 巧 主 発が 機憐 I 
I の 一 お としての S 戍を義 し、 巧 現すべく お 李る ずを に、 をを 解窜る 道は ない ので ある 

(五) 巧坦 制への 第 _ ホは イデ オロ ギイの 巧算 にみ る 

しから ば、 わが 寫眞み —— 特に 報道 寫お 1 は、 いかにし、 新 結 制へ 準備し、 しかして、 それ 自身 
の 斬なる お 制る 戍し をげ るべ ざで あるか、 とい ふに 

第 ■に カイラ マン 自 ♦の 自由を イデ オロ ギイの 巧 巧で々 リ 、巧つ で、 を# ま 巧 的 イデ オロ ギイ 

の 化 « で ♦る。 

いかにを しく あらぅ とも、 公益を してが 益に 先んぜし めんと する 愛 國的谈 なお 神が あつて こそ、 を 
戲お 後の 目的が す撤 できる ので ホり、 報道 中 おのかき 揮 やかし き 戰果が 巧 得で きる ので ある。 

カメラ こ 鼻の 自堇義 — 個人 裹の淸 巧 こち カメラ 嵩 — シ ヤツ タ— ながの か 性と おを 
を 第一の 前提が 件と する 報 お寫囊 にと つて、 何ょりも 糞に 解 巧され をれば ならち を ー ホで あ 
ら ねばならぬ。 、 


なのを 面しつ、 あるょり 大 なる 仕事の 夕忙 さから、 止むな く 遠ざからん としを 寫巧 巧へ 時局の 荒波 
は、 を赦な C 巧び、 がに 「寫眞 巧の 新活 制」 に 巧いて その 巧 釣を 要求し つ、 ある ことは、 個人的な 問 
題と してでは をく、 义單 なる 寫巧 巧の 更生と しての 問題では なく、 巧に 围ま のために 同を に 堪えない 
ところで ある。 • 

(れ} SA 巧 巧 BM への 11 面の 任 巧は IJ れ だ！ 

更に 寫な ホの 新 お 制に ついて、 私のを 望す ると ごろを 率直な 巧に 申し述べて おこぅ。 

第二に、 私の 叫びたい のは、 カメラ 戰± の參戰 義勇軍の 編成を 願で ある。 - 

第 I 二は、 寫眞 週報、 編輯 化紛 のな 編で あ^、 その 陣替 への 巧 極的參 加で ある。 

巧 四は r 寫眞 週報」 强 化が 充の ため 他の 不急 不要なる 寫巧雜 誌の 概 討に 依る 巧 刊の耍 請で あり 「寫 
巧 遇 報」 への 一元的 合流を なすべき ための 要請の かきは、 直ちに 巧 巧すべき であり、 カメラマン 自身 
がま 結と なつて、 その 巧 助を 起ず べきで ある。 

巧ぶ は、 巧 巧 中が 用な お、 科 摩ぶ びが 巧寫 巧、 巧 かち お寫眞 '、が 蒙* 文化 •おち 寫あ •がを 强化そ 
の 他惰報 局に かて 必巧と 認める：： {かの 巧ち の 巧が を、 フィルム その他 資材 確保の ために 禁止す べきで 


ホり アマチュア はが 上の 窩眞 巧が にを 力す るな 外は 自肅 すべを である。 

第 六は、 が 道 お 勇 お 或は ぞお 迫が を頤の ヵメラマン、 報道 記 著、 直傳員 等の おを と訓 がの ためり 且 
巧 的が 曲の 設恩 である。 

第 セは、 峽 を、 K チ-ル 寫 巧の •仗 時局 的寫巧 换討排 がの ための 議の自 あ的設 なで あを 
第 八は、 T マチュア 寫ち留 がの か、 る 意 ホに がける が 編 ホで ホり、 又 その 適 巧なる じ 日 等で ある。 

巧 九は、 アマチュアの 商が 寫巧 おのず 部 叉は 報道 お 勇 験への がが 巧 巧で ホる。 . 
第 十ち アマ チュ T •ヵメラマンに 化る 宜 がと 巧 謀 運 巧への 巧 極的參 加と その 指 薄で ある 0 
その 化、 を々 あらぅ が、 今 おひつ く 巧を なんの 說蝴 もな く巧唱 する 巧は、 恐らく、 •不を 切と お 率の そし 
りををけるゎも契なぃが、ち巧營る眼居？大」た閒迹ひを犯」^,ゐをも《と信じ てゐる〇 
.しかし、 ホく ば-葛ち 巧の 巧 巧 制 j を 毎なる ジ ヤナ リ スティックな 興 巧の 間 巧と して 迎合す る こと 
なく、 抱く までち 面目なる 寫巧巧 自身の 死 巧を 意 ホず る おお 巧の 問題と して、 巧り あげ お 巧 さるべき 
ど、 くれぐれもを 忘し、 要 ホして おきたい。 


(セ} 度 巧 下に カイラ マ A はれ 巧に ナベき， 6 


ik 
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化 困が 生死の 巧爭を 巧って わる 時、 作 まは か 巧に すべき か！ その ペンが 围 をに 仕へ る 唯！ の 巧 


おで ホる としても 、かまは や 時と をく 同様な が 作 巧 動 にがつて ねる だけで よい か？ ^ と、 いふ 

巧め て巧肅 なる 問題を 最近 イギリスの 小說を フイ リップ •リンゼイが 近刊の 小說 のが ホの 中で 提出し 
たのに おして、 ある 新聞が これにを へて 「か、 る 時期に あつて は、 アヵデミック なち 察に ふけるべき 
でを く、 作 菜は みなず ベて 现 在の 级爭を 勝利に 等く に 役立つ ものを 寄くべき で、 さもなければ 、何も 
巧かぬ がよ い」 と 述べた ので あるが、 寫巧 創け の 仕 李に をいても 同な、 困 民の すべてが 敵機 來 巧に 備 
へて 空を みつめ、 ずは 統を 待つ て 巧乂の 中を おけめ ぐつ てね る、 重大なる お閒 に、 所謂 「象才 の 塔」 
にこ もり 述 まの 巧 おに ふけつて ねる ことが、 われ < に詐 される であらう か？ 戰爭 のをめ に 殆んど 
なんの 役に も 立たない-をの 化」 や 一, 光の 瓦」 や I ホの 巧を」 をが して ゐる ことが か來 るで あらう か 

巧 じて を！ おがの すべてが、 歧 後の 一人まで、 ま づ戲爭 の 勝利 I わが 聖戰 目が をを —— のために 
そして、 巧詞 ホ 亞 典を 阻 お 立の ために、 あおし、 巧 動し、 準備し なけれ ぱな ちめ。 

がち、 このな 力 巧の 名 ザ ある 協力 おたらん とする ヵメラマンよ、 今 こそ、 日 巧 鍛えた 諸を の 腕と 力 
メラと を 持つて、 おお づ べき 秋で ホる。 がが 提案せ るが かき 寫属 巧自 をの 巧 巧 制 お 立に 協力、 奉仕す 
べきでは なから うか！ 


附 


A . を夕 p " Die Betleutiui 的 der II 一居 ioneu を r Politik u ミ ー巧 iziales Lebe ミ 19 乏 . 

反 auer, W •: Die 5ffeu さす he M た iiun 巧 u ミニ hre gesc 区 chtliche 占 clrElplaKe? 1914. 

巧 iru ぞ 旨 一 A. " 一) 泛 Wesei 二 一巧 巧 3paganll 夕 一巧 20. 

空を だ chef 呂 《 Presse 》で Werkze 兵 der pusw》rtigeu Politik* 191 夕 

Gersdor ク w •: Ueber den Be 巧 iff 巨 d das 案 口を 『 offsticheu s た = 巨ち _ 1 を 尹 

巧 ミ dri を ！' ’J •: ueben de 口 Geiat d 泣 Zeitalters 邑 d を 巧 Gewalt der 6ffeutUch 呂 geill 巨 巧 1797 • 

Holtzeslorff- R : Wesen 巨 d AVert der む ffeutUchen Meinui 每 sso. 

巧 ulk 夕 w •: N 每 wutwickl 巨 gsgesc 区 ch ホ der を * s 百 gen 一一 妾 一 • 


33 < 


，う"^- ぶ- 屬 


餘 


r 宣傳 研究」 參考書 

《左記を 考 まは ル 西 If 巧 巧 巧を S も S に 巧 ホの 增捕 甘る もので ちる) 


がめ ブ □パガン ダの 巧 巧 書 



p&rk ， K.E*" MEasse il Pa 匡 ざち 19M ， 

Pieper, ド ： Die Propagim を 一爸ド 

Pleng 夕 J •: Deutsche Prop*igaiulat Die Lehre i 卜 P3pagamla と * ちザザ ーミ只 
Schultse ち faelzen* 0 •: propaganda 、 Agitation- Reklanle 、 s 送 ， \ 

巧 ghele • 巧： Psrydiol 运 e dea Aoflaaf* usl der Musllenverbrechsl • 一 送 7. 
stem.Kubartbf w •: Die Propagamla al, poritisches wustxieu ザ ー泛一 • 

巧 zirtesy A. •: Nor pl^chologi。 der 6ffeutlichep M を 百 長 巧 ー ミ ー • 

To 占 9i 夕 F. : ICritik 1 一巧 5ffeniUcben sin 目 巧， 192 ド 
Chaanie を 妄 K- : La formation を Pop 巨 on publique. 1914* 

Deheame- G. " Leu forces 夕 191 夕 
Moynet, だ • ： l/opiuion publiq さ 1910 ， 

PAPO& ， J • 巧 ." De pa を ou を P 是 niou s ち le gouveme 日き ザ 17 ま • 

Kosli 、 夕 ； Le sgKeste 日 ミ 1* fou ざち chologie du 目き e 妄一爹 ♦* 

Tarde, G. : copioion et la fnclef Idol. 


户 sgel ご 2 •: The 巧 ublio Sind, ち 27* 

BeruaTS^ 只 L’ ： oryBtallizinJf 巧 ublio opinion、 19 送. 
christeni- A •- PoU た 3 ii ミ ー。 rowd.Morality, 191 夕 
00 Qway> ぎ： The Q3wd in Fsce and Wa ク 191 夕 
Highamt G. F* " Looting Forward, 192? 

Icydd 、 巧 ： A 穿を h ©f the Gronth ©f Public OJ>i 己 on, 1888. 
•Le Boil : 7"he crowd. 192? 
liee- J • け •： P 口 blicity, 1925. 

Li ち man, \V •: 巧 ublic 0 を ion, ち 22 . 

L.ip9ky- .A. : プ Ian tre 巧 uppet, 1925. 

Lo 晏 J* p : 巧 ublic Relation, 1924. 

Lowell 、 A. L •:巧 ublio Op 臣 ou ill War and Pea 夕 192 夕 
so Dougall, W •: Th® Group Mi 口み 192? 

Mo Do 吾一 ご W •: All す f luc 民 on をぎ ial P 巧 dlology 、 190 夕 






卜 




Mackicuonl w* .A. •: History of Qvilizati き •ミ ー wub 田 0 opilliop 1 
Marti ミ ド D. " The Behavior of g3w を 1920 ， 

Quiett, G. 0’ aud Casey. It ; 巧 ri 口 cijil 否 of 》 ubucityll926\ 

咨 is , 巧 w. and Bonner- p W •: 巧 ublicity 、 1 资 6. 

Ko 夕 E. A." Social control 、 190 尸 
巧 己 日 o 己， L. M •: The ^Newspaper ami Authority- 1923- 
Wall 妾 G •: 田 umau zature aiul Politi 夕 190 夕 
Week ダ A’ ！>:• central of を 0 Social Miiid, 1923. 

Wild 夕 K. H. and 巧 aell, K. L : Iw 口 blici 夕 J9 送 • 

Harwood Lawrence C 臣 Itls. IW3pagRuda .A ミ 1 Dictatorship ,， 

巧 itz Morstes ミ》 死 tat P3patrautla in Qerma 臣 イ | 

Ariiold F. Nurche で rotat 巧 3PRgaudaiIl Ital づ 

Bertram w. Maxwell. Stat Paopagamla ill Bov 冢巧 USBia* 

Ooebbeb: 扣が oa だを r nevea Ze が (lyl 昏 Chen) 


を 





1 ら 日 ley, Frederick E. The propaga ミ U menace. . 
I'iley, f'rede を k K M さ s of social control. 

nikolai 、 W. zaehridltemuit. Prone und volkwtimjnunw 自 WeUkneg. 

pleoge, .Jchann. Deutsche Propagandiu 

Rogerson -夕 I*3pagRmu hi the uext < 》 r. 

schultae - 巧 faelsr. propagasf , Agitati きき Kesa 己 — • 

本を 3 - Kobeirt, ピ Igar • 。取 巧另 pa ち - 己 a al* ちごた 客 注す を 2Ben 产 
Stuart, caBpbell. Secre だ© f Crewe House. 

ラムけ — ホ乂 がみ！ 氏 ホ 「世み プ p パガン ダ 巧」 (巧 苯么 日本化) 

小 西が 巧 氏 ホ 「プ P パガン ダ」 (や 凡れ) 

みな 六 氏 著 _ -宜傳 時代相」 (ホが 社) 

かな 巧 調を 巧 巧 「巧 进の宜 巧 化 巧と 其の 巧 お」 (日本 巧 巧 巧み) 

な 梨 菊 ホが 巧 ホ r 巧 まぶ 傳と ジ卞 1 ナ リズ A 巧 刷」 (巧 田 香 巧) 

巧 巧 宇一が 氏 ザ 「巧 明の 规 巧る 巧 ホ」 系 一香 巧) 


小 あ ホが 巧 ホ 「巧爭 と 思な 宜巧 巧」 ( を 巧れ ) 


小山を S 巧 ホ 「ぶが おが 論」 ( 商搭 巧院 ) 
が 本 額が 巧 「巧 藻 巧 摩」 ( モダン 日本れ ) 


フ ."i 柳矜 • 純一 .. をが ま！ 爭 論」 S 山き ち 


^ 种福斬 呼， 闲巧宜 巧 哉」 ( 商 山 蔚院 ) 


大 R のブ □パガ シダ 巧 巧* 


-;.，.， y -n I . -8 •-f.),' I ， ..， リ ... ％-‘l 1 パ ..：- -i. 'sfel-1 .^>J1 j I— - J IMi— ^«n i ■Ini -If? ii J ,> » A— 


Bau を illart- M. .A •: 20 す历 . 巧 3 巧巧ミ 1|1 こ 1916. 


Basch 夕 itz 一 Ic* : 一ぎ Massenwhru をを • 


Haa 夕 Die 巧 3pagauda i 目 A. ミ laml* 1916. 


声 一 * •: FizoBisch 《 wuuurarbeit 》s whei 百 f 1921. 


KerUio ク巧 •： Der Krieg g 其 eu di ご leutscho Wivicuschaftv 1 泛 2 


Lslelulo ま： Meine Eri 目 eniiige ぞ 19 ち • 


す . r. 嘗 八 


.‘ •• で / V 、 ‘ た ^/- . 


Ilkiiihsa 晏 巧 ，： win wir belogeu ， w 弓 len 、 1920* 4 
Ku 芭 ma ミで 》• > 产 ： Icultnrpri^la^u; 1919. 

Bch 立 le 曼 ゴミ タ " Die 巧 巨 一 もを r Massoubenbeeiiifl 戶奎 mg in を！ 一 Vereiuigten Staaten von America, 一巧 24. 
巧 tu 么 PIlHgal- p : Di4 2acllkriegs-p3pa 的 amla der A.lliiertea gegec Deutscblau を 192 ド 
寺 ie 芭ミ " ceutHche Wirts を 一 》 ftspropogauda 置 Weltkrie 巧 192 ド 
KaudruUrt, M, A. " Une ca 目 pague francailse 、 1917. 

Drouill づ .T •: Les diefs も oeuvre を la nropHga=da ullemaud 夕 一さ夕 
Gra 日 w L •: Lev fauss 注 iiouvell ミ de gramlo guerr 夕 1A19. 

Hallaysy A. " L/opinicn allemaude peiuleut la guerret 1914 ム タミ ータ 
Haim 一を だ To 旨 elet. : A travers ミ I 皂 一泛 euue 目 某 一泛ド 
巧 r を： soli を 巧 " Dopo caporettOf 1919’ . 

Beru き rff、 CX " My Three Years in A.in6ri 妄 1920* 

Blank 巧 uhoru ■ 巧 •い A ミ entui iu Propagatulaf 1919. ' 
B3wuriggl. £K : す discretion of the 2aval C ミ ミク 1920 • 



Ore® で G. " 巧 ow 矣 《 Advertbed Aseri 夕ち 2CK 
cr^l ， p r ーピな W 夕 を。 W を 一一 su AVi 18011 • 1920* 


La ミを . H • 口： Th 《 su ミ • ef ReK— 。 こ HE ミ！ 昏呂ら OS 己 こ！ 
Lowell, H. p. I ざち gjui を ： Te を lipue ia the W を d W 夕 1927. 

本 teed, 田 . w. : Xhrou を’ さ i ミ Yean, 1 泛 4. 

Stuart, C. " Secre だ of Crewe 田 OUBe- 1 泛户 

wllitehof づ tt. ; 卜 Year c > GoTemment 'Ag 異】 920. 

巧 巧 舅 ザ 「第ニ ホ 器 大巧の 硏さ ( 東洋 复 s 

道德统 M ブ a パガ A ダ WAIIIt: 化 

ziehs. .A. : 'Die 1 身 をを〇 杞 a grosaer 田 eerf き per - 1 芭夕 
f peano, S. : を psychloogi* を占實 ^^— をた一か を 皇"をタ ミド 






巧 eteno 口 . J. " Psydiolo 巧 of Handling Men in the >r 呂づ 一を 夕 

ブ a パガ A ダの s た 巧 巧«書 

Kbbingha 晏 づ " Napoleon> お が land and を e Preasei 180 ぞ一芝 ザち 14, 

PMvie ク •: Napol を nJoumaliste, 19 一巧 

Angel ご 夕 ： Patriolism under Thr ま Fla 巧 1903. 

ぎ rtin •夕 IC •: The Triumph of Lord Pabneniton, 1 爸 4. 
price 、 s* づ： ohrisiijin siasios and oriental Civiligatio 口、 1924. 

H. C. petenlop " Propag 呂を す。 w ち • 



昭巧 十五 年 十一月 一一 一日 巧 « 
巧な 十五 年 十一 巧 十日 資巧 


@ をな 查田 八み 巧 


著 者... 
，皮ろ 款 


巧 . 岳 


巧 巧 兼 
巧 剔 入 

巧な 巧 


» 巧 巧 


發資巧 


渡邊 を 喜 雄 
名 古屋巧 刷が 式 貪 化 

巧 中 Kit 久 m か I ニク n 

名古屋 新聞社 

ft 亩器中 H 巧 ミ 7 X 

« ■ S S ■ - 〇 » 

がを ホ 巧 《 K 化 座 巧 下目 C 妄 ■だ； 15 

おを ■巧 拍束巧 まな 


乂阪ボ 東 K 化* VI 二 下 H 

名ち ■巧 N 乂拓支 お 









